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第 I部
Profitability and Cost Managementの開始

次も参照:

• Profitability and Cost Managementについて
• Profitability and Cost Managementの起動
• サンプル・モデルへのアクセス
• 出力ログ・ファイルへのアクセス
• Profitability and Cost Managementアプリケーション
• Profitability and Cost Managementのディメンション



1
Profitability and Cost Managementについて

次も参照:

• 概要
収益性を最大化するには、費用と収益を正確に測定して配賦し、管理する必要がありま
す。

• アーキテクチャ
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは Oracle Essbaseの上で実行され、
他の関連ソフトウェアを使用して様々なデータを処理および計算します。

• 基本的な概念
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementを使用するには、基本的ないくつかの
概念を理解する必要があります。

• モデリング・プロセス
モデルを構築する前に、Profitabilityアプリケーション・コンソールを使用してディメン
ションとメンバーを定義し、データベース・アウトライン、つまりモデルの各ステージ内
のメイン・オブジェクトを構築する必要があります。

概要
収益性を最大化するには、費用と収益を正確に測定して配賦し、管理する必要があります。
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは、製品、顧客、地域、支店などのビジ
ネス・セグメントの収益性を計算するために必要な、費用および収益の配賦を管理する分析
ソフトウェア・ツールです。Profitability and Cost Managementでは、費用分解、消費ベース
の費用計算およびシナリオ再生を使用して、有効な計画および意思決定支援の収益性を測定
できます。
Profitability and Cost Managementには、Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Workspaceを介してアクセスします。Profitability and Cost Managementの
Webクライアントである EPM Workspaceは、次にあげるその他のインストール済ソフトウ
ェアにアクセスして操作できます:

• Oracle Hyperion Planning

• Oracle Hyperion Reporting and Analysis

• Oracle Hyperion Financial Management

• Microsoft Excelなどのサードパーティ製アプリケーション
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アーキテクチャ
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは Oracle Essbaseの上で実行さ
れ、他の関連ソフトウェアを使用して様々なデータを処理および計算します。
詳細 Profitability and Cost Managementモデルのアーキテクチャには、Essbaseデータ
に加えてリレーショナル・データベースのデータが含まれます。管理元帳モデルでは、
計算およびレポート・データが単一の ASOキューブに含まれています。

基本的な概念
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementを使用するには、基本的ないくつ
かの概念を理解する必要があります。
• ディメンション - データを整理して値の抽出や保持のために使用されるデータ・カ
テゴリです。通常、ディメンションには関連するメンバーをグループ化した階層が
含まれます。たとえば、Yearディメンションは多くの場合四半期、月などの期間
の各単位ごとのメンバーが含まれます。

• アプリケーション - 分析要件またはレポート要件の特定のセットを満たすために
使用されるディメンションおよびディメンション・メンバーの関連セットです。

• モデル - ディメンションおよびメンバーに配賦ロジックを適用する、Profitability
and Cost Managementで作成された分析構造を持つアプリケーションです。これ
には、既存または提案されたビジネス・ケースを反映するための費用配賦ステージ
およびドライバが含まれます。

モデリング・プロセスで、これらのコンポーネント間の関係について説明します。

モデリング・プロセス
モデルを構築する前に、Profitabilityアプリケーション・コンソールを使用してディメ
ンションとメンバーを定義し、データベース・アウトライン、つまりモデルの各ステ
ージ内のメイン・オブジェクトを構築する必要があります。
配賦に必要な財務データやその他のデータは、管理元帳の場合は Oracle Essbaseのマ
ルチディメンショナル・データベースにインポートされ、詳細 Profitabilityの場合は既
存のリレーショナル・データベースからインポートされます。
ディメンションを定義後、製品またはサービスに必要な配賦のネットワークを表すカ
スタマイズしたモデルを Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementで構築で
きます。
モデルにおいて、割り当てるドライバで、標準の式かカスタマイズした式を使用して
データの計算方法を指定します。計算フローは割当によって制御されます。割当を使
用することで、費用と収益の配賦を正確に反映でき、収益性を計算できます。次に、
モデルの構造と整合性を検証します。モデルを使用して、インポートした財務データ
を計算し、パフォーマンス・メトリックや収益性レポートを生成します。
有効なモデルの作成後、このモデルの別のバージョンまたはシナリオを作成して、提
案する変更の最終結果への影響を評価できます。

第 1章
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要件の分析は、アプリケーションおよびモデルを設計する際の重要な部分です。モデリング・
プロセスの詳細は、管理元帳モデルを設計および作成するステップ、および詳細 Profitability
モデル作成のステップを参照してください。
セキュリティ役割は、Profitability and Cost Managementで実行できるタスクを決定します。
たとえば、すべてのユーザーがアプリケーションを作成できるわけではありませんが、ほと
んどのユーザーはモデルを作成できます。セキュリティに関する質問は、システム管理者に
確認してください。
Profitability and Cost Managementの導入方法の詳細は、次の項を参照してください:

• Profitability and Cost Managementアプリケーション
• Profitability and Cost Managementの起動
• 出力ログ・ファイルへのアクセス
Profitability and Cost Managementがインストールされている場合は、モデルを構築する前に
アプリケーションを作成する必要があります。詳細は、Profitability and Cost Managementア
プリケーションの作成を参照してください。

第 1章
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2
Profitability and Cost Managementの起動

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementには、Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceを介してのみアクセスできます。
Profitability and Cost Managementにアクセスするには:

1. 次のソフトウェア・コンポーネントが構成、起動および実行されていることを確認しま
す:

• EPM Workspace

• Oracle Hyperion Shared Services

• Profitability and Cost Management

必要なソフトウェアがない場合は、管理者へ問い合せてください。
2. Webブラウザで、EPM WorkspaceのWebページにアクセスします。
デフォルトでは、この URLは http://SERVER_NAME:19000/workspace/です。

ノート:

インストールをカスタマイズすると、ポート番号が変わることがあります。

3. EPM Workspaceのユーザー名とパスワードを入力します。

ノート:

ユーザー名とパスワードは両方とも大/小文字が区別されます。

4. 「ログオン」をクリックします。
EPM Workspaceのメイン・ページが表示されます。

5. EPM Workspaceのメイン・メニューで、「ナビゲート」、「アプリケーション」、
「Profitability」の順に選択し、表示するモデルを選択します。
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3
サンプル・モデルへのアクセス

サンプル・アプリケーションは製品のインストールに含まれており、テストを行うときや機
能について自分で調べるときに使用されます。サンプル・アプリケーションには、小さなデ
ータ・セットと、ドライバ、割当および割当ルールの様々な使用方法を示す完成したモデル
が含まれます。
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理のエクス
トラクトとデータ・ファイルは、モデル・メタデータ、配賦アーティファクト、費用および
ドライバ・データのインポートをサポートするために提供されます。Oracle Essbase .otlフ
ァイルも、ライフサイクル管理エクストラクトのかわりに含まれます。これらのファイルを
使用して Essbaseディメンション・マスター・キューブを作成し、新しいアプリケーション・
マネージャ機能と一緒に使用してサンプル・アプリケーションを作成します。これらのファ
イルの使用方法の詳細は、Oracle Fusion Performance Managementの Sample Models
Readmeファイルを参照してください。
Performance Managementの Sample Models Readme.docxファイルは次の場所にあります:

%EPM_ORACLE_HOME%\products\Profitability\samples

適切なサンプル・アプリケーション・ファイルは次の場所にあります:

• 管理元帳 Profitabilityモデルの場合:

%EPM_ORACLE_HOME%\products\Profitability\samples\BksML12

ノート:

管理元帳サンプル・モデルを設定する際に便利なように、モデルのディメンシ
ョンごとにフラット・ファイルが用意されています。それらをロードしてモデ
ルを構築するには、Oracle Hyperion Profitability and Cost Management管理者
ガイドの付録 Bを参照してください。

• 詳細 Profitabilityのモデルの場合:

%EPM_ORACLE_HOME%\products\Profitability\samples\BksDP30

ノート:

詳細 Profitabilityサンプル・モデルは大規模なため、計算に最大 1時間かかる可
能性があります。
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4
出力ログ・ファイルへのアクセス

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementに関する情報は、次のログ・ファイルで
調べることができます:

表 4-1 Profitability and Cost Managementのログ・ファイル

ログ・ファイル 説明
hpcm.log 現在のログ・ファイルの名前。システムによって以前のログ・ファイ

ルのコピー(履歴ログ・ファイル)が保存されます。
Profitability and Cost Managementは、アプリケーションまたはサ
ーバーから送信されるアプリケーション固有のメッセージを収集す
るアプリケーション、サーバー側のログ・ファイルを生成します。
このログ・ファイルは、デフォルトでは
C:\oracle\Middleware\user_projects\domains\EPMSystem\
servers\Profitability0\logsにあります。

SharedServices_Security_
Client.log

現在のログ・ファイルの名前。システムによって以前のログ・ファイ
ルのコピー(履歴ログ・ファイル)が保存されます。
Oracle Hyperion Shared Servicesのクライアント側のログ・ファイ
ルで、Profitability and Cost Managementと Common Security
Servicesとのハンドシェイクに関する詳細を提供します。
このログ・ファイルは、デフォルトでは
C:\oracle\Middleware\user_projects\domains\EPMSystem\
servers\Profitability0\logs.にあります

これらのログ・ファイルにアクセスする場合は、システム管理者にお問い合せください。
関連する製品およびアプリケーションのその他のログ・ファイルについては、『Oracle
Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成ガイド』を参照してく
ださい。
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5
Profitability and Cost Managementアプリケーション

次も参照:

• Profitability and Cost Managementアプリケーションについて
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementには、異なる方法で使用される 2つの
タイプのアプリケーションがあります。

• Profitability and Cost Managementアプリケーションの作成
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは、Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceに不可欠な要素です。共通のソフトウェアを使用
してデータとセキュリティを管理します。

• 管理元帳 Profitability and Cost Managementアプリケーション
管理元帳アプリケーションは、管理レポートの計算およびレポートの分野には豊富な経験
を持つが Oracle Essbaseとスクリプト構文またはプログラミング言語には多くの経験を
持たないアナリストが使用するために設計されています。

• 詳細 Profitability and Cost Managementアプリケーション
詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementモデルは、ユーザー定義のスキ
ーマを利用してリレーショナル表を既存のデータおよび関連する参照表に編成し、そのデ
ータを拡張します。

• 管理元帳モデルでの一般的なタスク
• ディメンション・タイプについて
ディメンション・タイプの特定の特性により、ディメンションの動作と機能を管理しま
す。

Profitability and Cost Managementアプリケーションにつ
いて

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementには、異なる方法で使用される 2つのタ
イプのアプリケーションがあります。
• 管理元帳 Profitability and Cost Managementアプリケーションでは、ユーザーの Oracle

General Ledgerまたは Oracle Hyperion Financial Managementの実装に似た構造のデー
タを使用して管理レポート作成および管理モデリングを提供します。配賦および管理レ
ポート出力に必要なその他の計算は、フリー・フォーム方式を使用して実行されます。

• 詳細 Profitability and Cost Managementアプリケーションでは、収益性分析のために、収
益オブジェクトのプールまたはレートをシングル・ステップで単一のソースおよび宛先に
配賦します。詳細 Profitabilityは、アーティファクト・ストレージのモデル、計算、レポ
ート・ビューにリレーショナル・データベースを利用します。
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Profitability and Cost Managementアプリケーションの
作成

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは、Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceに不可欠な要素です。共通のソフトウェアを使
用してデータとセキュリティを管理します。
インストール後に、適切なセキュリティ・プロビジョニングを持つ管理者またはユー
ザーがいくつかのステップを実行して、最初の Profitability and Cost Managementアプ
リケーションを作成する必要があります。アプリケーションが作成されたら、データ
またはデータ定義を Profitability and Cost Managementにインポートする必要があり
ます。この最初のアプリケーションは、Profitability and Cost Managementアプリケー
ションを作成するために、Profitabilityアプリケーション・コンソールと Oracle
Essbaseを使用して作成されます。
これらのツールを使用したアプリケーションの作成については、Oracle Hyperion
Profitability and Cost Management管理者ガイドの付録 A「インストール後の最初の
Profitability and Cost Managementアプリケーションの作成」および付録 B「Profitability
アプリケーション機能を使用した Profitability and Cost Managementアプリケーショ
ンの作成」を参照してください。

ノート:

特に Profitability and Cost Managementサービスを再起動した後は、
Profitability and Cost Managementアプリケーションを開くのに数秒かかる
ことがあります。Chromeおよび Edge Chromiumブラウザでは、これにより
ページが応答していないというポップアップ・メッセージが表示され、開く
まで待つかページを終了するかを選択できます。このメッセージは無視でき
ます。ページは最終的には期待どおりに開きます。

管理元帳 Profitability and Cost Managementアプリケ
ーション

管理元帳アプリケーションは、管理レポートの計算およびレポートの分野には豊富な
経験を持つが Oracle Essbaseとスクリプト構文またはプログラミング言語には多く
の経験を持たないアナリストが使用するために設計されています。
管理元帳アプリケーションのデータは Essbaseマルチディメンショナル・データベー
スとリレーショナル・データベースの両方に格納されます。Profitabilityアプリケーシ
ョン・コンソールでアプリケーションを作成し、ディメンションおよびディメンショ
ン・メンバーを使用して組織内の勘定科目、活動および操作の階層を定義します。
アプリケーションがデプロイされた後で、特定の費用と収益の配賦への資金のフロー
を示すモデルを構築します。配賦のソースと宛先の範囲はどちらも Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementユーザー・インタフェースを使用して計算ルールと
して定義されます。管理元帳および詳細 Profitabilityアプリケーション・タイプに関し
て、視点(POV)は、モデルの特定のインスタンスを表し、POVを使用して異なるバー
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ジョンのモデルを表示または計算することができます。たとえば、異なる月または四半期の
値を表示する、予算と実績を比較する、または様々な変更が最終損益に与える影響を測定す
るためにシナリオを再生することなどが可能です。
管理元帳モデルには、ステージまたはレイヤーの概念はありません。すべての構造は、POV
の下のルール・セットおよびルールの構成によって制御されます。POVごとに、計算ルール
はデータベースの同一または類似のリージョンに対して実行される、また、同時または類似
の時刻に実行されるグループに編成されます。これらのグループはルール・セットと呼ばれ
ます。これらは計算ルールが実行される順序を決定します。計算ルールは、POVまたはルー
ル・セット・レベルからデフォルト・メンバーの選択を継承できるため、ユーザーはデータ
ベースのリージョンを一度定義すれば、それを毎回指定しなくても何度も使用できます。こ
れらのデフォルトは「コンテキスト」と呼ばれます。
すべての配賦が計上されたことを確認するために、作成したモデルは検証され、計算が貸借
一致されます。検証後に、データベースをデプロイしてからモデルを計算し、結果を分析し
ます。
詳細は、 管理元帳モデルの要素を参照してください。

詳細 Profitability and Cost Managementアプリケーション
詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementモデルは、ユーザー定義のスキーマ
を利用してリレーショナル表を既存のデータおよび関連する参照表に編成し、そのデータを
拡張します。
詳細 Profitability and Cost Managementモデルのデータは、リレーショナル・データベースの
みに格納されます。
Profitabilityアプリケーション・コンソールでモデルを作成し、ビジネス・ディメンション、
別名、メジャーなどを組織で定義します。Profitability and Cost Managementでは、詳細
Profitabilityモデルを構築できるように、データがアプリケーションにマッピングされます。
アプリケーションはきわめて大きなボリュームでも処理できます。
アプリケーションは階層構造を使用せず、ソースと宛先の単一の組合せの間におけるフロー
ですべての配賦を処理します。配賦は、AllocationTypeを作成するのではなく、制限された
MeasuresDetailedディメンションを通じて処理されます。
MeasuresDetailedディメンションには、すべての配賦を処理する限られたメンバーが含まれ
ます。
詳細 Profitability and Cost Managementにアプリケーションをデプロイした後、モデルを構築
して、資金のフローを生成するドライバおよび割当を作成します。モデルは、最大 5つのソ
ース・ディメンションと、最大 25の宛先ディメンションで、選択したメジャーに対するソー
スおよび宛先表の単一の組合せを使用して構築されます。配賦は、ドライバと割当で指定す
る計算と式に基づいて完了します。
視点(POV)は、モデルの特定のインスタンスを表し、POVを使用して異なるバージョンのモ
デルを表示または計算することができます。たとえば、異なる月または四半期の値を表示す
る、予算と実績を比較する、または最終損益に対する様々な影響を測定するためにシナリオ
を再生することなどが可能です。
すべての配賦が計上されたことを確認するために、作成したモデルは検証され、計算がステ
ージごとに貸借一致されます。
モデルを計算し、結果を分析できるようになります。
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詳細 Profitabilityアプリケーションの作成および使用の詳細は、詳細 Profitabilityモデル
作成のステップを参照してください。

管理元帳モデルでの一般的なタスク
次も参照:

• 共通メンバー・セレクタの使用
• 列のソート
• ツリーおよびグリッド・ビュー・モードの使用
• フィルタの使用
• 検索機能の使用

共通メンバー・セレクタの使用
共通メンバー・セレクタを使用すると、ディメンション・メンバーの選択やフィルタ
処理を簡単に実行できます。このセレクタのダイアログ・ボックスは、「ドライバの選
択」など、アプリケーション内の様々な場所から開くことができます。
選択されているディメンションの名前がセレクタ・ダイアログ・ボックスの最上部に
表示され、選択されているディメンションの使用可能なすべてのメンバーがツリーま
たはグリッド・フォーマットでリストされます。
共通メンバー・セレクタからメンバーを選択するには:

1. アプリケーションから、セレクタ  または「追加」  をクリックします。
「メンバーの選択」ダイアログ・ボックスが開き、使用可能なすべてのメンバーが
表示されます。

2. メンバー・リストを展開し、メンバーを選択します。
メンバーを検索するには、ダイアログ・ボックスの下部にあるテキスト・ボックス
にメンバー名を入力し、「検索」ボタンをクリックします。
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3. オプション: メンバーの表示をフィルタ処理または変更するには、「コンテキスト・メニ
ュー」  をクリックし、1つまたは複数のオプションを選択します。
• 「ツリーの表示」は、選択されているディメンションのメンバーを展開可能な階層で
表示します。

• 「グリッドの表示」は、選択されているディメンションのすべてのメンバーをフラッ
トな連続するリストで表示します。メンバーをフィルタ処理する場合は、この表示モ
ードを選択しておく必要があります。

• 「別名の表示」は、メンバーの別名、つまりメンバーおよび共有メンバーの代替名を
表示します。

• 「名前の表示」は、メンバーの名前を表示します。
• 「フィルタ」は、メンバーをフィルタ処理するときに使用します。
• 「ソート」は、フィルタを選択して、メンバーを昇順、降順またはデフォルトの順序
で表示するときに使用します。

フィルタの使用を参照してください。
4. 「OK」をクリックします。
選択したメンバーが、要求したフィールドに表示されます。

列のソート
表示している画面によって、列のソートには 2つの方法を使用できます:
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• メンバー・セレクタを使用(「ドライバ定義」、「ドライバの選択」、「割当」、および
「データの入力」の各画面上)

• 列ヘッダーをクリック(割当の宛先、ドライバ例外タブ、およびタスク・フローの
管理)

メンバー・セレクタを使用してソートするには:

1. 画面上、ソートする列の上部にあるメンバー・セレクタ  をクリックします。
2. ドロップダウン・リストから「グリッドの表示」を選択します。
このステップは、階層フォーマットを除去してソートを可能にします。

3. 画面上のメンバー・セレクタ  を再度クリックし、必要なソート・オプション
を選択します。
• 昇順(最小から最大へ)

• 降順(最大から最小へ)

• デフォルト(Oracle Essbaseデータベースに表示されるとおり)

選択したソート・オプションを使用してリストが再表示されます。
列ヘッダーを使用してソートするには:

1. 画面で、ソート・アイコンを表示する列ヘッダーをダブルクリックします:

• 昇順 

• 降順 

2. ソート・オプションを切り替える列ヘッダーをダブルクリックします。

ツリーおよびグリッド・ビュー・モードの使用
データの編集時には、2つのビュー・モードを切り替えて、ディメンションとそのメン
バーを表示できます:

• ツリー・ビューでは、ディメンションとメンバーが展開可能な階層で表示されま
す。
 

 

• グリッド・ビューでは、選択されているディメンションのレベル 0のメンバーが連
続するリストで表示されます。ディメンション・メンバー、ドライバまたはメジャ
ーをフィルタ処理する場合は、グリッド・モードであることが必要です。
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ビュー・モードを変更するには:

1. データ入力画面のディメンション列の上部で、ビュー・モードを変更するディメンション
に対して「コンテキスト・メニュー」  をクリックします。

2. 必要なビュー・モードを選択します:

• 「ツリーの表示」を選択し、ディメンションとそのメンバーを展開可能な階層で表示
します。

• 「グリッドの表示」を選択し、選択されているディメンションのレベル 0のメンバー
を連続するリストで表示します。ディメンション・メンバー、ドライバまたはメジャ
ーをフィルタ処理する場合は、グリッド・ビュー・モードであることが必要です。

フィルタの使用
フィルタは、メンバーの長いリストを絞り込むときに使用し、フィルタ条件を満たすメンバ
ーのみを表示できます。フィルタは、「ドライバの選択」、「割当」および「データの入力」画
面など、複数のオプションから選択する必要がある画面で使用できます。
• フィルタに検索値を入力する場合、フィルタが属性ベースまたは UDAベースである場合
は文字列全体を入力します。

• フィルタの先頭にワイルドカードが必要な場合、使用できるのは疑問符のみです(たとえ
ば、"?ac")。

• 割当ルール名および別名フィルタでは、アスタリスク(*)や疑問符(?)などの末尾のワイル
ドカード記号がサポートされています。たとえば、"B*"と入力すると、文字"B"で始まる
名前または別名を持つメンバーがフィルタされます。"

ノート:

割当ルールについては、"*B"または"B*a"のように、フィルタの先頭またはフィ
ルタ内でアスタリスクを使用することはできません。

「フィルタ」ダイアログ・ボックスを使用し、次の形式でフィルタを作成します:

<メンバー名> <操作> <値> <条件>
フィルタに複数の文が含まれる場合、「条件」で ANDまたは OR条件を使用して、追加の文
を付加できます。各文には大かっこが自動的に挿入され、フィルタは左から右に解決されま
す。
ディメンションおよびメンバーをフィルタ処理するには:

1. 「メンバー・セレクタ」  をクリックします。
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2. 「フィルタ」ドロップダウン・リストで、「グリッドの表示」を選択します。
リストがグリッド・フォーマットに変更され、「フィルタ」オプションがアクティ
ブになります。

3. 「フィルタ」ドロップダウン・リストで、「フィルタ」  を選択します。
「フィルタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
 

 

4. 「パラメータ」の下で、使用可能なパラメータのドロップダウン・リストを表示す
るセルをクリックし、フィルタ処理するパラメータを選択します:

• 名前:

– 「名前の表示」モードが選択されていると、メンバー名が表示されます。
– 「別名の表示」モードが選択されていると、別名が表示されます。

ノート:

詳細 Profitability割当ルールは、作成フィルタのタイプに応じて
名前または別名の一方に対してのみ一致します。フィルタを「名
前」で作成した場合はメンバーを名前でのみ照合し、フィルタを
「別名」で作成した場合はメンバーを別名でのみ照合します。

• 属性(選択可能な場合、「属性」)
• UDA(選択可能な場合、「ユーザー定義属性」)

5. 「操作」で、適切なフィルタを選択します:

• 等しい
• 等しくない

第 5章
管理元帳モデルでの一般的なタスク

5-8



ノート:

現在、名前、別名および属性をフィルタするための EQUALと NOT EQUAL
の両演算子がサポートされています。
現在 UDAでサポートされている演算子は「等しい」のみです。
パラメータとして"Name"が選択されている場合、名前と別名の両方に対し
て突合せが実行されます。

6. 「値」で、セルをクリックして、フィルタの値を選択します:

• 「名前」に、値またはテキストを入力します。名前と別名の両方で一致するものが検
索されます。

• 「属性」または「UDA」ディメンションに、選択した属性または UDAディメンション
の値のドロップダウン・リストからメンバーを選択します。

7. オプション: 複数のフィルタ文を追加する場合、「条件」で、フィルタを制御する条件を
選択します:

• AND

• OR

8. オプション: 追加のフィルタごとに繰り返します。
9. 「OK」をクリックします。
フィルタが適用され、フィルタ条件を満たすメンバーのみが表示されます。

検索機能の使用
検索機能を使用すると、メンバー・リスト内の 1つのメンバーを検索できます。
検索機能は、複数のオプション(ドライバ定義、ドライバの選択、割当、データの入力など)か
らの選択を必要とする画面で使用できます。各「検索」フィールドは、そのフィールドが属
する列に添付され、一度に 1つの列でしか使用できません。
メンバーを検索するには:

1. 列の一番下にある「検索」テキスト・ボックスにメンバー名を入力します。
名前の一部を入力できます。
 

 

2. 「検索」ボタンをクリックします。 

選択した名前に最初に一致する名前がメンバー・リストでハイライトされます。
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ディメンション・タイプについて
ディメンション・タイプの特定の特性により、ディメンションの動作と機能を管理し
ます。
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementおよび他の Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspace製品で特定のディメンション・タイ
プを共有できるため、様々な製品のディメンションの機能を活用できます。
すべての Profitability and Cost Managementアプリケーション・タイプに共通で、
Oracle Essbaseアウトラインで使用できるディメンション・タイプの要約については、
Profitability and Cost Managementのディメンションについてを参照してください。

Note:

ディメンショナル・アウトラインを定義する場合、命名用として使用できな
い制限文字があります。Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドの
Essbase命名規則に関する項を参照して、最新の規則を確認することをお薦
めします。

ディメンションおよびメンバーを作成および管理する詳細な手順は、Profitability and
Cost Managementアプリケーションの作成と Oracle Essbaseデータベース管理者ガ
イドを参照してください。
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6
Profitability and Cost Managementのディメンション

次も参照:

• Profitability and Cost Managementのディメンションについて
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、Profitabilityアプリケーション・
コンソールで作成されたディメンションとメンバーを使用して、Oracle Essbaseアプリ
ケーション・アウトラインのビジネス・モデルの様々な構造要素を表します。

• ディメンション・タイプ
ディメンション・タイプは、事前定義された機能を使用可能にするディメンション・プロ
パティです。

Profitability and Cost Managementのディメンションにつ
いて

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、Profitabilityアプリケーション・コ
ンソールで作成されたディメンションとメンバーを使用して、Oracle Essbaseアプリケーシ
ョン・アウトラインのビジネス・モデルの様々な構造要素を表します。
すべてのタイプの Profitability and Cost Managementアプリケーションによって使用される
ディメンションを次に示します:

• ビジネス・ディメンション - 部署、勘定科目、アクティビティ、顧客、製品などの、ビジ
ネス固有のモデル要素を表します。これらは 1つ以上のステージまたはモデルに適用で
きます。

• POVディメンション - 年、シナリオ、期間、バージョンなどの、モデルの特定の視点ま
たはバージョンを識別します。バージョン・ディメンションを使用して、モデルの複数の
バージョンを保持でき、モデルの代替(つまり仮定(What-if))シナリオ、または別の観点を
作成できます

• 属性ディメンション - ディメンション・メンバーの属性または品質に基づく分析を可能に
します。属性は、製品のサイズや色など、データの特性を示します

• 別名ディメンション(オプション) - ディメンションの定義に役立つ代替の名前、説明、言
語またはその他のアイテムを割り当てるために使用されます

ノート:

管理元帳のルール・ディメンションと残高ディメンションはシード済のシステム・
ディメンションで、システムの一部で許可される場合であっても (例: Profitabilityア
プリケーション・コンソールでのディメンションの更新)、いかなる方法でも編集で
きません。これらのディメンションはシステムで使用するために予約されていま
す。
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データベース・アウトラインは、モデルのデータ構造を提供し、計算指示や式を含ん
でいます。Essbaseアウトラインのディメンションは階層型です。データはディメン
ションの交差に格納されます。詳細 Profitabilityモデル内の各ステージには最大 3つ
のディメンションを含めることができます。

注意:

メンバーは、同じディメンション内で繰り返すことはできません。ただし、
複数のディメンション間では繰り返すことができます。

作成できるディメンションおよびメンバーの数に物理的な制限はありませんが、ディ
メンション構造が大きくなると、パフォーマンス上の問題が発生することがあります。
ディメンションは、Profitabilityアプリケーション・コンソールで作成および管理しま
すが、モデル内で使用するには事前に作成しておく必要があります。Profitabilityアプ
リケーション・コンソールにより、Profitability and Cost Management管理者は、別の
製品から既存のディメンションおよびメンバーを選択したり、モデル専用にディメン
ションおよびメンバーを新しく作成できます。複数の製品およびアプリケーション間
で、汎用のデータを共有および更新できます。ディメンションとそのメンバーは、ア
プリケーションのデプロイ後に Profitability and Cost Managementアプリケーション
で使用できます。

注意:

モデリング・プロセスを開始した後では、ディメンションおよびディメンシ
ョン階層を追加または削除しないことをお薦めします。

各ディメンションには、ディメンション・タイプおよびディメンション名を指定する
必要があります:

• 「ディメンション・タイプ」は、ディメンションのプロパティで、定義済の機能を
アプリケーションで使用可能にします。Profitability and Cost Managementのディ
メンション・タイプは、ディメンション・タイプを参照してください。

• 「ディメンション名」は、ディメンションが持つ、組織またはビジネス上の内容を
識別するためのものです。たとえば、「勘定科目タイプ」のディメンションには、
「一般会計」や「勘定科目表」などのディメンション名を付ける場合があります。
ディメンション名にディメンション・タイプを反映する必要はありませんが、反映
することもできます。
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ノート:

他のディメンションまたは階層のメンバー名として、システム・ディメンショ
ン・メンバー名を使用しないことをお薦めします。たとえば、DirectAllocation
または GenealogyAllocationは AllocationTypeディメンションのシステム・メン
バーです。モデルの他のディメンションではこれらの名前を使用しないでくだ
さい。これはすべての Profitability and Cost Managementアプリケーション・タ
イプにおいてよい習慣です。
ディメンション・メンバー名には特殊文字を使用しないことを強くお薦めしま
す。'_' (アンダースコア)および' ' (空白)文字はメンバー名でサポートされてい
ます。その他の特殊文字は機能しない可能性があるため、使用しないことをお
薦めします。

Essbaseデータベースにデータ値を入力またはロードするには、データベースのすべてのデ
ィメンションのメンバーにデータ値を割り当てます。これをデータ値のディメンション交差
と呼びます。ディメンション交差は、データベースの一意の場所またはセルを識別します。
ディメンションおよびメンバーの命名規則については、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Management管理者ガイドを参照してください。

ディメンション・タイプ
ディメンション・タイプは、事前定義された機能を使用可能にするディメンション・プロパ
ティです。
次も参照:

• ディメンション・タイプについて
ディメンション・タイプの特定の特性により、ディメンションの動作と機能を管理しま
す。

• Profitability and Cost Managementのビジネス・ディメンション
モデルのビジネス・ディメンションには、ビジネスまたは組織の要件に特に関連する情報
を格納するメンバーが含まれます

• Profitability and Cost Managementの POVディメンション
視点(POV)のディメンションは、モデルの特定のバージョン、あるいはモデルに対する特
定の視点を表すために使用します。

• Profitability and Cost Managementの属性ディメンション
属性ディメンションは、ビジネス・ディメンションに関連付けられたディメンションの特
殊なタイプです。

• Profitability and Cost Managementの別名ディメンション
別名は、ディメンションの定義に役立つ代替の名前、説明、言語またはその他のアイテム
です。

ディメンション・タイプについて
ディメンション・タイプの特定の特性により、ディメンションの動作と機能を管理します。
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementおよび他の Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspace製品で特定のディメンション・タイプを共有できるた
め、様々な製品のディメンションの機能を活用できます。
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すべての Profitability and Cost Managementアプリケーション・タイプに共通で、
Oracle Essbaseアウトラインで使用できるディメンション・タイプの要約については、
Profitability and Cost Managementのディメンションについてを参照してください。

Note:

ディメンショナル・アウトラインを定義する場合、命名用として使用できな
い制限文字があります。Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドの
Essbase命名規則に関する項を参照して、最新の規則を確認することをお薦
めします。

ディメンションおよびメンバーを作成および管理する詳細な手順は、Profitability and
Cost Managementアプリケーションの作成と Oracle Essbaseデータベース管理者ガ
イドを参照してください。

Profitability and Cost Managementのビジネス・ディメンション
モデルのビジネス・ディメンションには、ビジネスまたは組織の要件に特に関連する
情報を格納するメンバーが含まれます
たとえば、製品タイプ、販売地域、製造プロセス、一般会計、給与計算、部署などが
あります。
少なくとも 1つのビジネス・ディメンションをアプリケーションのユーザーが定義す
る必要があります。ビジネス・ディメンションは、ビジネス固有の部署、総勘定元帳
の勘定科目、アクティビティ、場所、顧客および製品などのモデル内のビジネス要素
を説明するために作成されます。

ノート:

管理元帳のビジネス・ディメンションでは、レベル 0でない基本メンバーを
参照する共有メンバーは作成しないでください。これを行うと、POVのコピ
ー操作と計算操作は失敗します。なぜならば、そのような参照との共有によ
り、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementがレベル 0でないメ
ンバーに書き込まなければならない状況が発生し、これは Essbase ASOキ
ューブではサポートされていないためです。

Oracle Essbaseアウトラインがデプロイされると、Profitability and Cost Management
アプリケーションでビジネス・ディメンションがタイプのない基本ディメンションま
たは汎用ディメンションとして作成されます。この機能を使用すると、Profitability and
Cost Managementで、Oracle Hyperion Planningなどの他のアプリケーションで定義
されているディメンション・メンバーおよび階層を再使用できます。
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追加情報が必要な場合、Oracle Hyperion Profitability and Cost Management管理者ガイドに
ビジネス・ディメンション・メタデータの説明が記載されています。

Profitability and Cost Managementの POVディメンション
視点(POV)のディメンションは、モデルの特定のバージョン、あるいはモデルに対する特定の
視点を表すために使用します。
各モデルには、少なくとも 1つのディメンションを POVディメンションに指定する必要があ
ります。POVディメンションには、モデルに必要な任意の項目を選択できます。POVディメ
ンションとして使用される代表的な例を次に示します:

• 期間 - 時間に伴って変化する戦略や変更点を分析できます。モデルのベースを任意の時
間単位(四半期、月、年次、年など)にできるため、時系列で戦略を分析したり、在庫や償
却をモニターできます。時間ディメンションを作成する手順の詳細は、Oracle Essbase
データベース管理者ガイドを参照してください。

• 年- 暦上の年を指定してデータを収集します
• シナリオ - 特定の期間と一連の条件に対する、モデルの新しいバージョンを表示します
バージョン・ディメンション
特定の POVを使用し、同じ POVの別バージョンを作成できます。これにより、モデルへの
変更の影響をモニターしたり、同じモデルの異なるバージョンを追跡できます。
バージョン・ディメンションは次のタスクで使用します:

• 少数のバージョンで、1つのモデルの繰返しを複数作成
• 仮定に基づいた予測結果や、ベスト・ケース・シナリオかワースト・ケース・シナリオか
を決定する仮定シナリオをモデル化

• 簡単に目標を設定する

第 6章
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バージョン・ディメンション内の様々な要素を変更することで、元のモデルを変更せ
ずに変更結果を調べることができます。

Profitability and Cost Managementの属性ディメンション
属性ディメンションは、ビジネス・ディメンションに関連付けられたディメンション
の特殊なタイプです。
属性は、製品のサイズ、色など、データの特性を示します。
属性機能を使用して、ディメンションの観点からのみでなく、それらのディメンショ
ンの特性、つまり属性の観点からもデータを取得して分析できます。たとえば、製品
の収益性をサイズやパッケージに基づいて分析でき、さらに各市場地域の人口サイズ
などの分析市場属性に組み込むことで、より効果的な結論を下すことができます。
ユーザー定義属性(UDA)は、アウトラインのメンバーに関連付けることができます。メ
ンバーの特性を説明します。UDAを使用すると、指定された UDAが関連付けられて
いるメンバーのリストが戻されます。UDAの詳細は、Oracle Hyperion Profitability and
Cost Management管理者ガイドを参照してください。

Profitability and Cost Managementの別名ディメンション
別名は、ディメンションの定義に役立つ代替の名前、説明、言語またはその他のアイ
テムです。
たとえば、システム内で顧客番号を参照できますが、画面上に顧客名を表示する別名
を割り当てることにより、この顧客を簡単に識別できるようになります。1つ以上の別
名を勘定科目、通貨、エンティティ、シナリオ、期間、バージョン、年およびユーザ
ー定義のディメンション・メンバーに割り当てることができます。
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、Profitabilityアプリケーショ
ン・コンソールで別名を設定する必要があります。
インストールが完了すると、デフォルトの別名表が使用可能になります。再デプロイ
メント後は、ドライバの選択、割当、データ入力、ドライバの例外およびトレース配
賦を含む共通メンバー・セレクタを使用するすべての画面で別名を表示できます。「別
名の表示」オプションが選択されていると、検索およびフィルタ処理の使用が可能に
なります。
「メンバー・セレクタ」から「別名の表示」を選択したときに、別名が割り当てられて
いない場合、メンバー・リストの表示名が大かっこで囲まれて表示されます。たとえ
ば、メンバー Productは、メンバー・リストで[product] と表示されます。
別名ディメンションを使用する場合は、次の点に注意してください。
• 重複メンバー名または別名は使用できません。
• ドライバの追加または変更時にアクセスするドライバの選択セレクタでは、別名ビ
ューは使用できません。

• ディメンション・ファイルを管理元帳アプリケーションにインポートするときに、
別名表をヘッダーに定義する場合は、ディメンション内のすべてのメンバーの別名
値を定義する必要があります。別名値は元のメンバー名と同じでもかまいません
が、ファイルの各メンバー行で各別名表の値を指定する必要があります。
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第 II部
管理元帳 Profitabilityの操作

次も参照:

• 管理元帳モデルおよびシナリオについて
• 管理元帳 Profitabilityアプリケーションのディメンション
• 管理元帳モデルの管理
• 管理元帳の配賦の操作
• 管理元帳モデルの検証
• 管理元帳モデルの管理および計算
• 管理元帳のジョブ・ステータスのモニタリング
• 管理元帳の問合せおよびレポートの操作



7
管理元帳モデルおよびシナリオについて

次も参照:

• 管理元帳モデルの要素
管理元帳モデルは企業の一部または全体を表し、企業の勘定科目および一般会計に相当す
る費用および収益カテゴリを含んでいます。

• 管理元帳モデルを設計および作成するステップ
管理元帳 Profitabilityモデルの作成には、いくつかのステップを実行する必要があります。

• 管理元帳ワークスペース
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceからアクセスする管
理元帳ワークスペースは、2つの主要領域で構成されます。

管理元帳モデルの要素
管理元帳モデルは企業の一部または全体を表し、企業の勘定科目および一般会計に相当する
費用および収益カテゴリを含んでいます。
管理元帳モデルを使用することで、企業内の費用および収益に影響を与えるプロセスや活動
を正確にトレースできます。
管理元帳モデルは次の要素で構成されます:

• ディメンションは、値を取得および保存するためのビジネス・データの編成に使用される
データ・カテゴリです。

• ドライバ - 費用または収益のソース値の計算および配賦方法を定義します。選択されて
いるドライバは、ディメンション全体に適用することも、階層の一部、単一のメンバー、
さらには単一の交差に適用することもできます。

• 財務費用および収益データは、データ・ファイルを介して直接 Oracle Essbaseにインポ
ートするか、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementを介して手動で入力しま
す。

これらのディメンション・タイプの使用に関する情報は、管理元帳 Profitabilityアプリケーシ
ョンのディメンションを参照してください。
これらの要素を組み合せて、モデル内の配賦ポイントを整理して論理的なフローに編成しま
す。注意深くモデルを作成することで、実際のプロセスおよび活動を網羅し、現実的に費用
と収益を配賦することができます。
ビジネス、システムおよび POVディメンションは、Profitabilityアプリケーション・コンソー
ルで作成され、Profitability and Cost Managementリレーショナル・データベースにデプロイ
されます。ルール・セットおよびルールは、Profitability and Cost Managementで作成されま
す。
企業の現在の状況を反映したモデルを作成後、「POVのコピー」機能を使用して、ベース・モ
デルの別バージョンを作成できます。シナリオまたは仮定シナリオは、新しい機会および戦
略の潜在的な収益性の予測や、代替案またはモデルの変更の評価を実行できる、リスクのな
い方法です。
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管理元帳モデルを設計および作成するステップ
管理元帳 Profitabilityモデルの作成には、いくつかのステップを実行する必要がありま
す。
1. モデルを作成する前に、一般的な要件および必要な配賦方法を特定します。
モデルのビジネス要件と、レポートに対する要求を明確にする必要があります。紙
と鉛筆、関係者とのディスカッション、フローチャート、ダイアグラム用ソフトウ
ェアなどのツールを使用して、目標を達成するためにモデルに必要とされる概念を
固めていきます。場合によっては、最初に実現する必要がある目標を決定してか
ら、目標を満たす最適の戦略を構築するというように、逆算して作業していく方法
も有効です。
ディメンションのアウトラインをデザインする場合は、レポートの目的と要件を綿
密に定義します。アウトラインのデザインに労力を投資すると、よいレポートが生
成されるという形で報われます。

2. Profitabilityアプリケーション・コンソールを使用して、ディメンション(ルール、
残高、ビジネス・ディメンション、POVディメンションなど)を定義し、モデル内
に主なオブジェクトを構築します。

3. 費用と収益のデータの計算方法を指定するドライバを指定します。これらは、ルー
ルを定義すると追加されます(管理元帳の配賦の操作)。

4. 管理元帳の配賦の操作の説明に従って、計算ルール・セットおよびルールを作成し
ます。

5. 管理元帳モデル構造を検証し、検証ルールに適合していることを確認します(管理
元帳モデルの検証)。

6. 基礎となる Oracle Essbaseデータベースを作成し、Oracle Hyperion Profitability
and Cost Managementにより、または直接 Essbaseデータベースに、費用および
収益データを移入します。詳細は、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Management管理者ガイドを参照してください。

7. 管理元帳データベースをデプロイします。管理元帳データベースの管理を参照し
てください。

8. モデルの計算を行います(管理元帳モデルの管理および計算)。
9. Financial Reporting、Smart Viewまたは Profitability and Cost Management内のレ
ポートを使用して、計算された結果をレポートします。配賦のトレース機能を使用
して、モデル全体で資金のフローを順方向または逆方向に視覚的に追跡できます。

管理元帳ワークスペース
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceからアクセスする
管理元帳ワークスペースは、2つの主要領域で構成されます。
• 「タスク領域」ペインでは、モデルの構築、検証および計算、または結果のレポー
トに必要なプロセスに移動できます。

• 「コンテンツ」ペインでは、タスク情報を表示したり、データを入力または変更で
きます。また、モデルおよびそのデータの作成やメンテナンスに関連したタスクも
実行できます。

第 7章
管理元帳モデルを設計および作成するステップ

7-2



図 7-1 管理元帳アプリケーションのメイン・ワークスペース

管理元帳ワークスペースには、次のアイテムがあります :

1. ウィンドウの上部にあるメイン・メニューには、共通の EPM Workspaceメニュー・オプ
ション(「ナビゲート」、「ファイル」、「表示」および「ツール」)に加えて、Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementメイン・メニュー・オプション(「モデル」、「検証」、「レ
ポート」、「計算」、「プログラム」、「ジョブ・ステータス」、「ヘルプ」など)が表示されま
す。

2. 「アプリケーション名」タブに、現在アクティブなアプリケーションの名前が表示されま
す。

3. 「タスク領域」リストは、モデル構造の構築、変更、検証、およびモデルの計算に必要な
タスクの選択に使用します。また、レポートの生成や、モデル全体における配賦チェーン
の調査が可能です。

ノート:

タスク領域を変更する際、現在のタスクに存在する POV(視点)選択は保持され
ます。この機能を使用すると、POVを選択する必要がなく、画面間を移動でき
ます。ユーザーが POVの選択を変更して、POVの「リフレッシュ」アイコン
をクリックしないかぎり、POVの選択状態は変化しません。

4. 「コンテンツ」ペインには、「モデルの要約」など、現在選択されているタスクの画面が表
示されます。
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8
管理元帳 Profitabilityアプリケーションのディメンション

次も参照:

• 管理元帳のディメンションについて
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは、Oracle Essbaseで作成されたデ
ィメンションとメンバー、および Profitabilityアプリケーション・マネージャを使用して、
ビジネス・モデルの様々な構造要素を表します。

• 管理元帳のシステム・ディメンション
管理元帳アプリケーションは、ルールと残高の 2つのシステム・ディメンションを含む必
要があります。

管理元帳のディメンションについて
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは、Oracle Essbaseで作成されたディメ
ンションとメンバー、および Profitabilityアプリケーション・マネージャを使用して、ビジネ
ス・モデルの様々な構造要素を表します。
ディメンション・タイプは、事前定義された機能を使用可能にするディメンション・プロパ
ティです。ディメンション・タイプの特定の特性により、ディメンションの動作と機能を管
理します。Profitability and Cost Managementおよび他の Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspace製品で特定のディメンション・タイプを共有できるた
め、様々な製品のディメンションの機能を活用できます。
すべてのアプリケーション・タイプに共通する Profitability and Cost Managementのディメン
ションの重要な情報は、次の各項を参照してください。
• Profitability and Cost Managementのディメンションについて
• ディメンション・タイプ

– Profitability and Cost Managementのビジネス・ディメンション
– Profitability and Cost Managementの POVディメンション
– Profitability and Cost Managementの属性ディメンション
– Profitability and Cost Managementの別名ディメンション

管理元帳のシステム・ディメンションでは、管理元帳のアプリケーションとモデルに固有の
システム・ディメンションについて説明します。
管理元帳ディメンションの要件
データベース・アウトラインは、モデルのデータ構造を提供し、計算指示や式を含んでいま
す。Essbaseアウトラインのディメンションは階層型です。データはディメンションの交差
に格納されます。次に管理元帳 Profitabilityディメンションの要件を示します。
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• アプリケーションまたはモデルは少なくとも 1つの POVディメンションを含む
必要があり、4つまで POVディメンションを含むことができます。

• アプリケーションは、ルールという名前のシステム・ディメンションを 1つのみ含
む必要があります。
ユーザーは、ルール・ディメンションの変更やメンバーの追加を行うことができま
す(たとえば、R1001から R1500)。オプションで、このディメンションを編集する
こともできます。ルール・ディメンションの計算プログラム・メンバーは編集でき
ません。

• アプリケーションは、残高という名前のシステム・ディメンションを 1つのみ含む
必要があります。
残高ディメンションのシステム・ディメンション・メンバーは編集できません。た
だし、ユーザーがかわりの階層を追加することはできます。

• 少なくとも 1つのビジネス・ディメンションで、重複したメンバーが含まれないよ
うにする必要があります。

注意:

同じディメンション内でメンバーを繰り返すことはできません。ただ
し、複数のディメンションであればメンバーを繰り返すことができます。

図 1に、Essbaseコンソールに表示されている、管理元帳 Profitabilityデータベースの
Essbaseアウトラインの例を示します。

図 8-1 管理元帳 Profitabilityデータベースの Essbaseアウトライン
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管理元帳のシステム・ディメンション
管理元帳アプリケーションは、ルールと残高の 2つのシステム・ディメンションを含む必要
があります。
これらのシステム・ディメンションは、新しい管理元帳アプリケーションがデプロイまたは
作成される際に Profitabilityアプリケーション・コンソールから移入されます。ルールおよび
残高ディメンションに関するその他の情報は、表示されているトピックを参照してください。
ディメンションおよびメンバーを作成および管理する詳細な手順は、Oracle Essbaseデータ
ベース管理者ガイドを参照してください。

ノート:

管理元帳のルール・ディメンションと残高ディメンションはシード済のシステム・
ディメンションで、システムの一部で許可される場合であっても (例: Profitabilityア
プリケーション・コンソールでのディメンションの更新)、いかなる方法でも編集で
きません。これらのディメンションはシステムで使用するために予約されていま
す。

管理元帳のルール・ディメンション
ルール・ディメンションには、管理元帳アプリケーションの計算ルールのディメンションが
含まれます。図 1に、Oracle Essbaseコンソールのルール・ディメンションのアウトライン
を示します。これは、「計算ルール」メンバーの図です。
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図 8-2 管理元帳のルール・ディメンションのアウトライン

ユーザーは「計算ルール」に対してルールの削除と追加を行うことができますが、適
用できるルールは NoRuleのみです。その他すべてはシステムで使用するために予約
されています。
図図 1に、追加のメンバーである計算プログラムを示します。このメンバーはシステ
ムによって制御されユーザーは編集できません。

管理元帳の残高ディメンション
図 1に、Oracle Essbaseコンソール上の残高ディメンションのアウトラインを示しま
す。
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図 8-3 管理元帳の残高ディメンションのアウトライン

ユーザーは、純残高の「入力」メンバーにデータを追加できます。メンバーのその他の部分
は、ルール・セットとルールによって決まる入力と出力を反映します。調整はドライバ計算
の結果、配賦はルール配賦の結果、またオフセットはルール・オフセット定義の結果です。
ルール・セット、ルールおよびその定義の詳細は、管理元帳の配賦の操作を参照してくださ
い。
これらのメンバーの交差に保持されるデータは、「ルール貸借一致」画面(「ルール貸借一致」
タスク領域の表示)で確認できます。
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9
管理元帳モデルの管理

次も参照:

• 管理元帳モデルの管理について
モデルの管理オプションは、モデルの上位レベル構造を構築したり、モデルのプリファレ
ンスおよび接続を制御するために使用します。

• 管理元帳の「モデルの要約」の操作
「モデルの要約」では、選択されたモデルのシステム詳細情報が表示され、モデル・レベ
ルのプリファレンスを変更できます。

• 管理元帳の視点の操作
モデルの視点(POV)は、選択された期間用に、モデル情報の特殊なビューを提供します。

• 管理元帳アーティファクトのインポート
データ定義とモデル情報を Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementに直接入
力できます。

管理元帳モデルの管理について
モデルの管理オプションは、モデルの上位レベル構造を構築したり、モデルのプリファレン
スおよび接続を制御するために使用します。
「モデルの要約」から、システム情報を表示したり、モデル・レベルのプリファレンスを設定
できます。
視点(POV)は、モデルの様々なバージョンを作成するために使用します; たとえば、予算の数
値と実績の数値の比較を格納したり、様々な変更による最終損益への影響を測定するシナリ
オを実行します。
モデルの管理については、次の項を参照してください:

• 管理元帳の「モデルの要約」の操作
• 管理元帳の視点の操作
• 管理元帳アーティファクトのインポート

管理元帳の「モデルの要約」の操作
「モデルの要約」では、選択されたモデルのシステム詳細情報が表示され、モデル・レベルの
プリファレンスを変更できます。
「モデルの要約」には次のタブがあります:

• システム情報 (管理元帳モデルの「システム情報」の確認)

• モデル・レベルのプリファレンス (管理元帳の「モデル・レベルのプリファレンス」の確
認および設定)
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管理元帳モデルの「システム情報」の確認
「システム情報」タブには、リレーショナル・データベース、Oracle Essbase接続、承
認されたユーザーおよび関連付けられたシステム・コンポーネントなどの、選択され
たモデルの詳細が表示されます。
ほとんどのシステム情報は読取り専用ですが、アプリケーションおよびデータベース
の名前は入力または変更できます。
「システム情報」タブにアクセスするには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するモデルを選
択します。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデルの要約」の順に選択します。
「システム情報」タブ(図 1)に、表 1に示す内容が表示されます。

図 9-1 管理元帳の「モデルの要約」、「システム情報」タブ

表 9-1 管理元帳の「モデルの要約」、「システム情報」タブの内容

タブ領域 説明
Profitabilityデータベース情報 リレーショナル・データベース・サーバー、お

よびモデル・データが置かれたデータベースの
名前。選択したアプリケーションで使用され
ているスキーマのバージョンも表示されます。
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表 9-1 (続き) 管理元帳の「モデルの要約」、「システム情報」タブの内容

タブ領域 説明
ユーザー情報 Oracle Hyperion Profitability and Cost

Managementデータベースへのアクセス権が
あるユーザーのユーザー IDと、そのユーザー
に関連するすべてのセキュリティ役割が表示
されます。
ノート: このユーザーに Essbaseデータベース
とアプリケーションへのアクセス権が付与さ
れていることを確認してください。Oracle
Hyperion Profitability and Cost
Management管理者ガイドを参照してくださ
い。

システム・コンポーネントの情報 インストールに含まれる各コンポーネントの
次のような詳細:
• 「システム」には、Enterprise

Performance Managementコンポーネ
ントの名前が表示されます。

• サーバー - そのコンポーネントをホスト
しているクラスタまたはサーバーの名前
が表示されます。

• HTTPポート - コンポーネントで使用し
ているポートが表示されます。

• HTTPSポート - コンポーネントで使用し
ているセキュアなポートが表示されます
(使用可能な場合)。

• バージョン/ビルド - リストされたコンポ
ーネントのバージョンとビルド番号が表
示されます。
列ヘッダーをクリックして、列をソートで
きます。「システム」列と「サーバー」列
はアルファベット順にソートされ、「ポー
ト」列と「バージョン/ビルド」列は数値
順にソートされます。

管理元帳の「モデル・レベルのプリファレンス」の確認およ
び設定

表示プリファレンスを使用するようにモデルをカスタマイズできます。「モデル・レベルのプ
リファレンス」タブの設定はモデル全体に適用されます。
また、選択したモデルに対して Oracle Essbase接続情報も指定します。

注意:

プリファレンスはモデルのライフ・サイクルのどの時点でも変更可能ですが、サイ
クルの後の方で変更を加えるとデータが消失する可能性があります。

モデル・レベルのプリファレンスを設定するには:

第 9章
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1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するモデルを選
択します。

2. 「タスク領域」から、「モデルの管理」、「モデルの要約」、続いて「モデル・レベル
のプリファレンス」タブを選択します(図 1)。

図 9-2 管理元帳の「モデルの要約」、「モデル・レベルのプリファレンス」タブ

3. 「アプリケーション・タイプ」(管理元帳)および「アプリケーション・ソース」
(Essbaseで元のアプリケーションの作成に使用されたツールに依存)を確認しま
す。
アプリケーション・タイプは、アプリケーションが作成されるときに選択され、変
更はできません。

4. 「Essbase情報」で、モデルの Essbase接続情報を入力します。必要な情報は表
1に説明されています。
表 9-2 管理元帳の「Essbase情報」グループの「モデルの要約」、「モデル・レベ
ルのプリファレンス」タブの内容

設定 アクション
クラスタ Essbaseデータベースへの接続を提供する Essbaseサーバーの論理

名を選択します。この名前は、クラスタ化された、またはクラスタ
化されていない Essbaseサーバーをポイントできます。

接続タイプ 接続のタイプを選択します:
• 埋込み
• APS
Oracle Hyperion Provider Services管理者ガイドを参照してくだ
さい。
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表 9-2 (続き) 管理元帳の「Essbase情報」グループの「モデルの要約」、「モデル・
レベルのプリファレンス」タブの内容

設定 アクション
APS URL 「接続タイプ」として「APS」が選択されている場合にのみアクティ

ブになります。
Oracle Hyperion Provider Servicesが実行されているサーバーの
論理Webアプリケーション(LWA)を表す APSの URLを選択しま
す。
構成中に、使用可能な APSサーバーが Oracle Hyperion Shared
Servicesレジストリに登録されます。
デフォルトでは、APS URLは http:/localhost:13080/aps/
JAPI.に設定されています。

計算用アプリケーシ
ョン

モデルのデプロイされた Essbaseデータベースに必要な ASOアプ
リケーション名を入力します(7文字に制限されます)。

計算用データベース モデルのデプロイされた Essbaseデータベースの名前を入力しま
す(7文字に制限されます)。

5. 「保存」  をクリックします。

管理元帳の視点の操作
モデルの視点(POV)は、選択された期間用に、モデル情報の特殊なビューを提供します。
たとえば、POVディメンションに、年、期間、シナリオおよびバージョンを含めることがで
きます。POVディメンションのメンバーはユーザー定義であり、モデリングや仮定分析にお
いて多様な POVの組合せを提供します。
POVは、各モデルの Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceタブ
で管理されます。POVの詳細は、リストされている項を参照してください。

管理元帳の POVについて
少なくとも 1つの POVディメンションが必要であり、最大 4つ作成できます。ユーザーは、
POVディメンションおよびその名前を定義します。計算は、各月または状況に固有の、POV
のデータおよび計算ルールを使用して行われます。
代表的な POVには「年」、「期間」および「シナリオ」が含まれます。Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementのほぼすべてのアクティビティにおいて 、最初のステップ
は POVを選択することです。

ノート:

管理元帳モデルの計算ルールは POVに固有です。計算ルールまたはルール・セッ
ト、あるいはグローバル・コンテキスト定義が POV内に存在するためには、POV
内のそのアーティファクトの一意の定義が必要です。

POVが「ドラフト」ステータスに設定されている場合のみ、モデルは編集可能になります(管
理元帳の POV状態の変更)。新しいドライバ、条件またはメンバーを反映するように POVを
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変更して、別のシナリオを作成できます。これらのシナリオを比較することにより、
変更点がプロセスや最終結果にどのように影響するのかを評価できます。
また、同一の POVの複数のバージョンを作成できるため、モデルの変更点がもたらす
影響をモニターしたり、同一モデルの異なるバージョンを追跡することが可能です。

管理元帳の POVディメンション
視点(POV)のディメンションは、モデルの特定のバージョン、あるいはモデルに対する
特定の視点を表すために使用します。各モデルには、少なくとも 1つのディメンショ
ンを POVディメンションに指定する必要があります。POVディメンションには、モ
デルに必要な任意の項目を選択できます。POVディメンションとして使用される代表
的な例を次に示します
• 期間 - 時間に伴って変化する戦略や変更点を分析できます。モデルのベースを任
意の時間単位(四半期、月、年次、年など)にできるため、時系列で戦略を分析した
り、在庫や償却をモニターできます。時間ディメンションを作成する手順の詳細
は、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してください。

• 年 - 暦上の年を指定してデータを収集します
• シナリオ - 特定の期間と一連の条件に対する、モデルのバージョンを表示します
バージョン・ディメンション
特定の POVを使用し、同じ POVの別バージョンを作成できます。これにより、モデ
ルへの変更の影響をモニターしたり、同じモデルの異なるバージョンを追跡できます。
バージョン・ディメンションは次のタスクで使用します:

• 少数のバージョンで、1つのモデルの繰返しを複数作成
• 仮定に基づいた予測結果や、ベスト・ケース・シナリオかワースト・ケース・シナ
リオかを決定する仮定シナリオをモデル化

• 簡単に目標を設定する
バージョン・ディメンション内の様々な要素を変更することで、元のモデルを変更せ
ずに変更結果を調べることができます。

管理元帳 Profitabilityの POVの管理
POVは、選択されたスナップショット(年、期間、シナリオ、バージョンなど)に対応
する特定のバージョンのモデルを表示します。
新しい POVが追加されると、ステータスは自動的に「ドラフト」に設定され、POVが
編集できるようになります。
モデルには、1つ以上の POVディメンションが必要です; ただし、1つのモデルに対し
て複数の POV組合せを作成できます。選択した POV情報を Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceユーザー・プリファレンスとして保
存できます。また、POVをコピーして、新しいレポート期間や異なるシナリオ用にモ
デルを作成することも可能です。管理元帳 POVのコピーを参照してください。
モデルで使用可能な POVは、アプリケーションで定義された POVディメンションに
応じて決まりますが、すべての POVが割当やデータ入力用にそのまま使用できるわけ
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ではありません。POVをモデルに追加するまで、POVにドライバを割り当てたりデータをロ
ードすることはできません。
計算ルールを POVの各組合せに対して指定する必要があります。
POVを操作するには、次の手順を使用してください:

• 管理元帳の「POVマネージャ」画面の表示
• 管理元帳 POVの追加
• 管理元帳の POV状態の変更
• 管理元帳 POVのコピー
• 管理元帳 POVからの選択したアーティファクトのクリア
• 管理元帳 POVおよびすべてのアーティファクトの削除

管理元帳の「POVマネージャ」画面の表示
「POVマネージャ」画面では、管理元帳アプリケーションの POVを作成、変更および削除で
きます。
管理元帳の「POVマネージャ」画面を表示するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」の順に
選択します。
「POVマネージャ」画面に既存のすべての POVが表示されます。

図 9-3 管理元帳の「POVマネージャ」画面

2. ドロップダウン・メニューとボタンを使用して、次のアクションを実行します。
• 「アクション」メニュー - POVの作成、削除、コピー、POV状態の変更、POV構成
アーティファクトのクリアを行います

• 「表示」メニュー - 次のアクションを実行します:
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– 列 - すべてまたは選択したディメンション列を表示します
– POVの表のデタッチとアタッチを行います
– 列の順序変更 - 矢印コントロールを使用して、選択したディメンション列
を POV表の先頭または末尾の方向に移動します

– 例による問合せ - 例による問合せ(QBE) を使用してデータをフィルタ
処理します。
* 例による問合せ をクリックします。
* 各データ列の上に表示される QBEフィールドの 1つまたは複数に、タ
ーゲット値の最初のいくつかの文字を入力します。

* を再度クリックします。
一致するメンバーのみが表示されます。すべてのメンバーを再び表示
するには、次のステップに従ってすべてのフィールドをクリアします。

ノート:

アクションを識別するボタンをポイントします。

管理元帳 POVの追加
年、期間、シナリオおよびステータスなど、選択したモデルのスナップショットに対
するモデルの情報や計算を表示するには、POVを追加します。
モデルで使用可能なパラメータの値は Profitabilityアプリケーション・コンソールで設
定されます。

ノート:

POVは、POV管理に追加されないかぎり、他のタスク・ウィンドウからア
クセスできません。

POVを追加するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」
の順に選択します(図 1)。

2. をクリックするか、「アクション」、「視点の作成」の順に選択します。
「視点の作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. 新しい POVを識別するためのモデルのパラメータを選択します。
これは新しい POVであるため、「年」および「期間」パラメータが提供され、「状
態」が自動的に「ドラフト」に設定されてモデルを構築および編集できるようにな
ります。

4. 「OK」をクリックします。
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POVがリストに追加されます。

管理元帳の POV状態の変更
モデルが作成されると、そのステータス(「状態」)は「ドラフト」に設定されます。これは、モ
デルを表示および編集できることを示します。モデルが最終状態になったら、POV状態を変
更してモデルを変更できないようにします。ステータスは Oracle Essbaseのディメンショ
ンではありません。
POV状態は、「ドラフト」、「公開済」または「アーカイブ済」のいずれかに設定できます。
POVのステータスのみが変更できます。他のパラメータを変更する場合は、新しい POVを
作成する必要があります。
POVの状態を変更するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」の順に
選択します(図 1)。

2. 変更する POVを選択します。
3. 「アクション」、「視点の状態の変更」 の順に選択します。
4. 「状態」の下で新しいステータスを選択します:

• ドラフト - モデルを構築または編集し、動的レポートを生成します。
• 公開済 - モデルを表示し、動的レポートを生成します
• アーカイブ済 - モデルを表示し、動的レポートを生成します。
いつでも状態を「ドラフト」に変更してモデルを編集できます。

ノート:

POVを変更した場合は、状態のみが変更されます。ステータスが「公開済」ま
たは「アーカイブ済」に設定されている場合は、モデルを計算できなくなりま
す。

5. 「OK」をクリックします。

管理元帳 POVのコピー
POVをコピーすることで、新しいモデルやシナリオの開始ポイントにしたり、既存のモデル
に対して仮定シナリオを作成できます。
たとえば、前の期間からドライバの選択と割当をコピーして期間を作成したり、実際のシナ
リオからデータをコピーして、予測シナリオ用のシード・データを作成できます。
POVをコピーするには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」の順に
選択します(図 1)。

2. コピーする POVを選択します。
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3. 「アクション」、「視点のコピー」 の順に選択します。

図 9-4 管理元帳の「POVのコピー」ダイアログ・ボックス

4. 「POVのコピー」ダイアログ・ボックスで、新しい POV(宛先)の POVディメンシ
ョンを入力します。「構成のコピー」の下で、コピーする POVの要素を選択しま
す。

5. 「OK」をクリックしてコピーを開始します。
「タスク領域」の「ジョブ・ステータス」の下にある「ジョブ・ライブラリ」をチ
ェックして、コピーのステータスを確認できます。

注意:

この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能性
があります。

6. コピーが完了したら、新しい POVでコピーされた情報を確認します。

管理元帳 POVからの選択したアーティファクトのクリア
選択したオブジェクト(アーティファクト )を POVからクリアまたは削除できます。
関連する割当やドライバの選択も含め POV全体を削除するには、管理元帳 POVおよ
びすべてのアーティファクトの削除を参照してください。
選択したアーティファクトを POVからクリア(削除)するには:

1. 他のユーザーがその POVと内容を必要としていないことを確認します。
2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」
の順に選択します(図 1)。

第 9章
管理元帳の視点の操作

9-10



3. クリアするアーティファクトが含まれている POVを選択します。
4. 「アクション」、「視点のクリア」 の順に選択します。

図 9-5 管理元帳の「POVのクリア」ダイアログ・ボックス

5. 「モデル」および「データ」で、クリアする構成アーティファクトを選択します。
6. 「OK」をクリックして、選択したアーティファクトをクリアします。
操作のレコードを表示するには、hpcm.logを参照してください。

管理元帳 POVおよびすべてのアーティファクトの削除
注意:

POVを削除すると、関連する割当とドライバ選択を含む、POV内のすべてのオブ
ジェクトが削除されます。POVを削除する前に Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceおよび Oracle Essbaseにデータベースのバ
ックアップ・ディレクトリを作成することをお薦めします。支援が必要な場合は、
管理者にお問い合せください。

Essbase内のデータを削除する場合は、POVを削除する前に、選択した POVに対して「す
べてクリア」機能を実行します。管理元帳 POVからの選択したアーティファクトのクリアを
参照してください。
POVおよび関連するアーティファクト (ルールやルール・セットなど)を削除するには:

第 9章
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1. 他のユーザーがその POVと内容を必要としていないことを確認します。
2. オプション: Essbase内のデータを消去するには、管理元帳 POVからの選択した
アーティファクトのクリアの説明に従って、データの「すべてクリア」を選択しま
す。

3. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」
の順に選択します(図 1)。

4. 削除する POVを選択します。
5. 「アクション」、「視点の削除」 の順に選択します。
「POVの削除」ダイアログ・ボックスに、選択した POVの POVディメンションが
表示されます。

6. 「OK」をクリックして POVを削除します。
POVはリストから削除され、以後は選択できなくなります。

管理元帳アーティファクトのインポート
データ定義とモデル情報を Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementに直接
入力できます。
アプリケーションの移入を容易にするために、Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Systemライフサイクル管理を使用してモデル定義(アーテ
ィファクト)を Profitability and Cost Managementに直接インポートできます。これに
はルール・セットおよびルールに関連付けられた POVが含まれる場合があります。詳
細は、Oracle Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理ガイド
と Oracle Hyperion Profitability and Cost Management管理者ガイドを参照してくださ
い。

注意:

アーティファクトをインポートする前に、Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceおよび Oracle Essbaseにデータベー
スのバックアップ・ディレクトリを作成することをお薦めします。支援が必
要な場合は、管理者にお問い合せください。
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10
管理元帳の配賦の操作

次も参照:

• 管理元帳の配賦について
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、配賦により、モデル全体の費用
および収益が特定の勘定科目または要素へどのように配分されるかを制御できます。

• 管理元帳配賦の作成および管理
収益や支出などのデータを Oracle Essbaseのソースの場所から取得し、適用されるドラ
イバに従って配賦の宛先に割り当てられるように、管理元帳モデルでルール・セットおよ
びルールを作成して管理できます。

• 管理元帳 Profitabilityアプリケーションのトレース
管理元帳 Profitabilityの「配賦のトレース」タスク領域では、モデル・ビューと POVを選
択し、その視点の前方または後方のトレースを選択して、選択したディメンションの配賦
の入力と出力を表示できます。

管理元帳の配賦について
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、配賦により、モデル全体の費用お
よび収益が特定の勘定科目または要素へどのように配分されるかを制御できます。
各配賦の資金の計算方法を決定するため、ドライバが使用されます。モデル内の資金フロー
に合せて、計算結果がソースから宛先に割り当てられます。「ルールの管理」領域を使用し
て、管理元帳 Profitabilityモデルに配賦を作成します。
ルール・セットまたはルールを作成することで、単一の POVの配賦を設定します:

• ルール・セットは、計算ロジックの定義の編成、同様のルールの一括計算および共通ディ
メンション・メンバーを共有する多くのルールの定義の簡略化に役立つ管理元帳ルールの
グループです。ルール・セットはルール・セットのシーケンス番号によって決定される設
定済の順序で実行され、そのルール・セット内のルールの実行に固有のオプションを含む
場合があります。

• ルールは、管理元帳モデルの計算ロジックを定義し、モデル化された状況での費用割当を
反映できるようにします。ルール・セット内のルールは、そのルール・セット内のシーケ
ンス番号の順序で実行されます。ルール、配賦およびカスタム計算には 2つのタイプがあ
ります。ルール・セット内の各配賦ルールに対して配賦のソース、宛先、ドライバ基準お
よびオフセットを定義できます(管理元帳配賦ルールの作成)。カスタム計算ルールには、
MDXフォーマットの式が含まれ、主にデータの調整に使用されます (管理元帳カスタム計
算ルールの作成)。

管理元帳 Profitabilityモデルの POVの配賦レベルごとにコンテキストと呼ばれるデフォルト
を設定できます:

• グローバル・コンテキストにより、その POV内のすべてのルール定義で使用されるディ
メンションのデフォルトの定義を定義できます。

• ルール・セット・コンテキストにより、特定のルール・セット内のすべてのルールに対し
てデフォルトのディメンション定義を定義できます。
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配賦の詳細は管理元帳配賦の作成および管理を参照してください。

管理元帳配賦の作成および管理
収益や支出などのデータを Oracle Essbaseのソースの場所から取得し、適用されるド
ライバに従って配賦の宛先に割り当てられるように、管理元帳モデルでルール・セッ
トおよびルールを作成して管理できます。
これらの手順は、管理元帳の「ルールの管理」タスクおよびコンテンツ領域で実行さ
れます。

管理元帳の「ルールの管理」領域について
「ルールの管理」タスクおよびコンテンツ領域では、管理元帳 Profitabilityモデルの配賦
を定義できます。データ・ソース、データ宛先、ドライバおよびオフセットにアクセ
スするグローバルおよびルール・セット・コンテキスト(ディメンションのデフォルト)
の定義、ルール・セットの定義およびルールの定義を行うことができます。
ルール・セットおよびルールの各グループは 1つの POVに適用されます。

ノート:

配賦ロールとカスタム計算ルールがあります。同じコンテキストとルール・
セット情報が両方のルール・タイプに適用されます。

管理元帳モデルの配賦を定義するには:

1. 管理元帳モデルをデータとともに開きます。
2. 「タスク領域」で、「プログラムの管理」グループの「ルールの管理」を選択しま
す。
「ルールの管理」コンテンツ領域が表示されます(図 1)。
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図 10-1 管理元帳モデルの「ルールの管理」コンテンツ領域

管理元帳 Profitabilityモデルでの配賦の定義および管理の詳細は、次の各項を参照してくださ
い:

• 管理元帳ルールのグローバル・コンテキストの定義
• 管理元帳の POVのルール・セットの操作
• 管理元帳モデルの計算ルールの定義および管理
計算と配賦の実行に関する情報は、管理元帳モデルの計算を参照してください。

管理元帳ルールのグローバル・コンテキストの定義
グローバル・コンテキストを設定すると、選択した POV内のすべてのルール定義で使用され
るディメンションのデフォルトの定義を定義できます。

ノート:

選択した POVのルール・セットを定義する前に、グローバル・コンテキストを定義
します。

管理元帳モデルの 1つの POVのグローバル・コンテキストを定義するには:

1. 開いている管理元帳モデルで、「プログラムの管理」グループの「ルールの管理」を選択
します(管理元帳の「ルールの管理」領域について)。
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2. 「ルールの管理」コンテンツ領域で(図 1)、有効な POVの年と期間を入力し、「リフ
レッシュ」ボタン( )をクリックします。

図 10-2 管理元帳モデルのグローバル・コンテキストの定義

3. 「グローバル・コンテキスト」領域で、「編集」  をクリックします。
4. オプション: 「グローバル・コンテキスト定義」ボックスに、グローバル・コンテ
キストのデフォルトの説明を入力します。

5. 「ディメンション」領域には、必須のシステム・ディメンションではない選択した
アプリケーションのすべてのディメンションが表示されます。すべてのルールに
デフォルトとして適用するディメンションを選択して をクリックするか、「アク
ション」を選択し、「メンバー選択」領域で「メンバーの追加」を選択します。

6. その POVのグローバル・コンテキストのデフォルトに含める 1つのメンバーを選
択し、「OK」をクリックします。

7. オプション: 他のディメンションについてステップ 5と 6を繰り返します。
8. グローバル・コンテキスト定義が完了したら、 (保存)をクリックします。
ここで、選択したディメンションとメンバーのすべての組合せが、選択した POVに対
して作成された新しいルールに適用されます。
図 2に、その POVに対して作成されたすべてのルールについて NoDriverメンバーを
「ドライバ」ディメンションに適用するグローバル・コンテキスト定義を示します。グ
ローバル・コンテキストは、ルール・セットおよびルールが作成される前に定義され
ています。
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図 10-3 ドライバ・ディメンションのグローバル・コンテキスト

次のステップでは、ルール・セットを定義して管理します(管理元帳の POVのルール・セッ
トの操作)。

管理元帳の POVのルール・セットの操作
ルール・セットを使用すると、ユーザーは関連するルールをグループ化して、計算ロジック
の定義の編成、同様のルールの一括実行および共通ディメンション・メンバーを共有するル
ールの定義の簡略化を行うことができます。ルール・セットにはルール・セットのシーケン
ス番号によって決定される設定済の順序があり、そのルール・セット内のルールの実行に固
有のオプションを含む場合があります。ルール・セットは指定された POVに適用されます。
ルール・セット・コンテキストを設定すると、選択した POVの選択したルール・セットに含
まれるすべてのルールで使用されるディメンションのデフォルト定義を定義できます。

管理元帳ルール・セットの定義
管理元帳モデルの 1つの POVのルール・セットを定義するには:

1. 開いている管理元帳モデルで、「プログラムの管理」グループの「ルールの管理」を選択
します(管理元帳の「ルールの管理」領域について)。

2. 「ルールの管理」コンテンツ領域で(図 1)、有効な POVの年と期間を入力し、「リフレッシ
ュ」ボタン( )をクリックします
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3. 「ルール・セット」領域で をクリックするか、「アクション」、「ルール・セット
の作成」の順に選択します(図 1)。

図 10-4 管理元帳の「ルール・セットの定義」領域

4. ルール・セットの名前を入力します。
5. オプション: 「説明」ボックスに、ルール・セットの説明を入力します。
6. ルール・セットが実行される順序を決定する「シーケンス」番号を入力します。
7. オプション: 「使用可能」を選択して、計算が実行されるときにルール・セットが
アクティブになることを指定します。

8. ルール・セットの計算を実行する方法を示す実行タイプを選択します:

• 「直列実行」(デフォルト)は、シーケンス番号に応じて、ルール・セット内のす
べてのルールを順番に実行します。

• 「並列実行」は、コンピュータ・ハードウェアでサポートされる場合に同じシ
ーケンス番号のルールを同時に実行します。
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• 「反復実行」は、ルール・セットを複数回順番に実行します。「反復の数」は、実行す
る反復回数を示します。

9. 「プログラム・コンテキストの使用」が選択されている場合、グローバル・コンテキスト
が定義されている場合はそれを現在のルール・セットに適用する必要があることを示しま
す。

10. オプション: ルール・セット・コンテキストを定義して、ディメンションのデフォルトを
ルール・セットのすべてのルールに適用します(管理元帳のルール・セット・コンテキス
トの定義および管理)。

11. ルール・セット定義が完了したら、 (保存)をクリックします。
ルール・セットを編集および削除するには、管理元帳ルール・セットの管理を参照してくだ
さい。
ルール・セット・コンテキストを定義して、ルール・セットのすべてのルールのデフォルト
を設定するには、管理元帳のルール・セット・コンテキストの定義および管理を参照してく
ださい。

管理元帳ルール・セットの管理
管理元帳ルール・セットの定義にルール・セットの作成方法が説明されています。ルール・
セットを削除およびコピーすることもできます。
ルール・セットを削除するには:

1. 「ルールの管理」コンテンツ領域を表示します(管理元帳の「ルールの管理」領域につい
て)。

2. POVを入力し、ルール・セットを選択します。
3. をクリックするか、「アクション」、「ルール・セットの削除」の順に選択します。
4. ルール・セットおよびそのすべてのルールを削除することを確認します。
5. をクリックします。
ルール・セットをコピーするには:

1. 「ルールの管理」コンテンツ領域で、POVを入力し、ルール・セットを選択します。
2. をクリックするか、「アクション」、「ルール・セットのコピー」の順に選択します。
3. 新しいルール・セットの名前を入力します。オプションで、「ルールのコピー」を選択し
て新しいルール・セットに既存のルールを追加します。

4. 「OK」をクリックし、 (保存)をクリックします。

管理元帳のルール・セット・コンテキストの定義および管理
ルール・セット・コンテキストを定義して、選択した POVの選択したルール・セットに含ま
れるすべてのルールで使用するデフォルトのディメンションおよびメンバーを指定します。
管理元帳モデルの 1つの POVのルール・セットを定義するには:

1. 開いている管理元帳モデルで、「プログラムの管理」グループの「ルールの管理」を選択
します(管理元帳の「ルールの管理」領域について)。
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2. 「ルールの管理」コンテンツ領域で(図 1)、有効な POVの年と期間を入力し、 (「リ
フレッシュ」)をクリックします。

3. 「ルール・セット」領域でルール・セットを選択し、「コンテキスト」タブをクリッ
クします(図 1)。

図 10-5 管理元帳のルール・セット・コンテキスト定義領域

4. 「コンテキスト」タブ(図 1)で、そのルール・セットのすべてのルールに適用するデ
ィメンションを選択します。

ノート:

POVディメンションと、グローバル・コンテキストで定義されているデ
ィメンションは選択できません。

5. 「メンバー選択」領域で、 をクリックするか、「アクション」、「メンバーの追加」
の順に選択します(図 2)。
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図 10-6 「ディメンションのメンバーの選択」ダイアログ・ボックス

6. 「ディメンションのメンバーの選択」ダイアログ・ボックスで、リストされているメンバ
ーの前にある記号をクリックして、それらを最下位のレベルに開きます。

7. すべてのルールに適用するメンバーを選択し、シャトル・コントロール矢印を使用して、
それらを「ディメンションのメンバーの選択」ダイアログ・ボックスの右側にある選択済
リストに移動します。

8. ルール・セット・コンテキスト定義が完了したら、「OK」をクリックし、 (保存)をクリ
ックします。

ここで、選択したディメンションとメンバーのすべての組合せが、選択した POVに対して作
成された新しいルールに適用されます。
図 3では、顧客ディメンション、アクティビティ・ディメンションおよび費用センター・デ
ィメンションがインフラストラクチャ・チャージ・ルール・セットのルール・セット・コン
テキスト(シーケンス番号 1)として有効化されています。「費用センター」の選択されたメン
バーは CC1001です。
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図 10-7 インフラストラクチャ・チャージ・ルール・セットに対して定義されている管
理元帳ルール・セット・コンテキストの例

ルール・セット・コンテキストの管理
ルール・セット・コンテキストにすでに追加されたディメンションのメンバーを追加
および削除できます。
ルール・セット・コンテキストにメンバーを追加するには:

1. 選択した POVの「ルールの管理」コンテンツ領域を開きます。
2. ルール・セットを選択し、その「コンテキスト」タブを表示します。
3. メンバーを追加するには、前のステップのステップ 4から 8に従います。
ルール・セット・コンテキストからメンバーを削除するには:

1. ルール・セットを選択し、その「コンテキスト」タブを開きます。
2. ディメンションとメンバーを選択し、 をクリックするか、「アクション」、「メン
バーの削除」の順に選択します。
メンバーは確認なしで削除されます。

3.  (「保存」)をクリックします。

管理元帳の計算ルールの定義および管理
管理元帳 Profitabilityモデルには、2つのタイプの計算ルール、配賦ルールおよびカス
タム計算ルールがあります。
配賦ルールは、配賦されたデータのソースおよび宛先、そのデータに適用されるドラ
イバおよび勘定科目を貸借一致させるためにオフセットが配置される位置を決定しま
す(管理元帳配賦ルールの作成)。管理元帳の配賦は、ステージまたは収益および費用レ
イヤーがないという点で、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementモデル
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の他のタイプの配賦とは異なります。他のタイプのすべての機能は、異なる配賦タスクに対
して複数のタブがある単純なユーザー・インタフェースである「ルールの管理」コンテンツ
領域を通じて処理されます。
カスタム計算ルールには、MDXフォーマットの式が含まれ、主にデータの調整に使用されま
す (管理元帳カスタム計算ルールの作成)。
どちらのタイプの計算ルールも、ルール・セットの下に編成されます。ルール・セットはそ
のシーケンス番号の順に実行され、セット内のルールはそのシーケンス番号の順に実行され
ます。同じシーケンス番号を持つルールは、コンピュータ・ハードウェアでプロセスの並列
実行が許可されていれば同時に実行できます。ルールはルール・セット内にコピーできます。
コンテキストを使用して、両方のルール・タイプに対して、POVのすべてのルール (管理元帳
ルールのグローバル・コンテキストの定義)またはルール・セットのすべてのルール (管理元帳
のルール・セット・コンテキストの定義および管理)に対して、ディメンションとメンバーの
デフォルトを定義できます。管理および計算ルールの実行については、管理元帳モデルの計
算を参照してください。

管理元帳配賦ルールの作成
配賦ルールは、管理元帳モデルのコアを形成します。これにより、配賦されたデータのフロ
ー方法やドライバによる配賦額の決定方法が決まります。
管理元帳モデル内の 1つの POVの配賦ルールを定義するには:

1. 開いている管理元帳モデルで、「プログラムの管理」グループの「ルールの管理」を選択
します(管理元帳の「ルールの管理」領域について)。

2. 「ルールの管理」コンテンツ領域で(図 1)、有効な POVの年と期間を入力し、 (「リフレ
ッシュ」)をクリックします。

3. 「ルール・セット」領域で、ルール・セットを選択します。
4. 次のいずれかの操作を行います。

• 「ルール」領域で、 をクリックするか「配賦」を選択します
• 「アクション」を選択し、続いて「ルールの作成」を選択し、続いて「配賦ルールの
作成」を選択します(図 1)
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図 10-8 管理元帳の「ルール定義」領域の「説明」タブ

5. ルールの名前を入力します。
6. オプション: 「説明」ボックスに、ルール・セットの説明を入力します。
7. オプション: 「使用可能」を選択して、計算が実行されるときにルールがアクティ
ブになることを指定します。

8. ルール・セット内のルールが実行される順序を決定する「シーケンス」番号を入力
します。
同じシーケンス番号を含むルールは、ルール・セットに対して並列計算が有効にな
っており、コンピュータ・ハードウェアで並列計算がサポートされている場合は同
時に実行されます。

9. 「ルール・セット・コンテキストの使用」が選択されている場合は、ルール・セッ
ト・コンテキストが現在のルールに適用されることを示します(定義されている場
合)。
グローバル・コンテキストがルール・セットに対して有効になっている場合は、そ
れも適用されます。

10. ルール・セット定義が完了したら、「保存」 をクリックします。
配賦ルールのソースを定義するには、管理元帳配賦ルールのソースの定義を参照して
ください。
ルールを編集、削除するには、管理元帳ルールの管理を参照してください。
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カスタム計算ルールを作成するには、管理元帳カスタム計算ルールの作成を参照してくださ
い。

管理元帳配賦ルールのソースの定義
管理元帳配賦ルールの作成には、新しい配賦ルールを作成し、記述する方法が説明されてい
ます。次のステップは、配賦ソース、支出のあるディメンションまたは配賦の宛先に割り当
てるその他のデータの定義です。
計算ルールが配賦対象のデータを取得するソースを定義するには:

1. 開いている配賦ルールで、「ソース」タブをクリックします(図 1)。
図 10-9 管理元帳の配賦ルール定義領域の「ソース」タブ

2. 配賦するデータを保持するディメンションおよびメンバーを選択します。
3. オプション: 「メンバー選択」領域のメンバーをフィルタ処理します。このトピックの最
後の「ディメンション・メンバーのフィルタ処理」を参照してください。

4. ルール・ソース情報が完成したら、 (保存)をクリックします。
5. 次のステップは、配賦されたデータの「宛先」の入力です。
図 2では、占有費用配賦ルール・セットの備品および設備が、費用センター・ディメンショ
ンの CC2001および CC5001メンバーからデータを取得しています。
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図 10-10 管理元帳の配賦ソース定義の例

配賦ルールの宛先を定義するには、管理元帳配賦ルールの宛先の定義を参照してくだ
さい。
ルールを編集、削除するには、管理元帳ルールの管理を参照してください。
ディメンション・メンバーのフィルタ処理
次のステップを実行して、「ルール定義」画面の「メンバー選択」領域でメンバーをフ
ィルタ処理します。
1. 「ルール定義」領域の一番下で、「フィルタ」の前の矢印をクリックして「フィル
タ」領域を展開します。

2. フィルタを追加するには、 をクリックするか、「アクション」、「フィルタの追
加」を順に選択します。
パラメータ(「名前」など)と「演算子」(=または<、>)を選択し、「値」に名前の最初
の数文字などを入力します。「OK」をクリックすると、「値」と一致するメンバー
が表示され、フィルタが表に追加されます。

3. フィルタを編集するには、フィルタを選択して をクリックします。必要に応じ
てフィルタを変更して「OK」をクリックします。

4. フィルタを削除するには、フィルタを選択して をクリックします。フィルタが
削除されます。

管理元帳配賦ルールの宛先の定義
管理元帳配賦ルールのソースの定義で、管理元帳配賦のデータ・ソースを入力する方
法を説明します。次のステップは、配賦の宛先、支出を受け取るディメンションまた
は配賦ソースから取得するその他のデータの定義です。
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配賦ルールがデータを割り当てる宛先を定義するには:

1. 開いているルールで、「宛先」タブをクリックします(図 1)。

図 10-11 管理元帳の配賦ルール定義領域の「宛先」タブ

2. 配賦されたデータを受け取るディメンションおよびメンバーを選択します。
3. オプション: 宛先ディメンションがソースと同じ場合は、「ソースと同じ」を選択します。
4. オプション: フィルタは、管理元帳配賦ルールのソースの定義、ステップ 3で説明されて
いるデータです。

5. ルール宛先情報が完成したら、 (保存)をクリックします。
6. 次のステップは、配賦されたデータの「ドライバ基準」の入力です。
図 2に、備品および設備ルールの配賦データの宛先の 1つを示します(費用センター・ディメ
ンションおよび CCの後に数値が続く様々なメンバー名)。
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図 10-12 管理元帳の配賦の宛先定義の例

ルールのドライバ基準を入力するには、管理元帳配賦ルールのドライバ基準の定義を
参照してください。
ルールを編集、削除するには、管理元帳ルールの管理を参照してください。

管理元帳配賦ルールのドライバ基準の定義
管理元帳配賦ルールの宛先の定義で、管理元帳配賦のデータ宛先を入力する方法を説
明します。次のステップは、ドライバ値が見つかるメンバーである配賦ドライバ基準
の定義です。
管理元帳モデルでは、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは宛先にフ
ォーカスがあることを前提とします。「ドライバ基準」タブでのディメンションとメン
バーの選択は、ドライバが配置されている場所を定義する宛先に対する変更を表しま
す。たとえば、配賦の宛先が販売部門と給与勘定科目の交差の場合、「ドライバ基準」
の定義は「人数」勘定科目メンバーです。デフォルトでは、すべてのドライバ値の合
計で除算したメンバーに対するドライバ値の比率を使用して、データが宛先に比例で
配賦されます。データを均等に配賦することを選択できます。これはドライバ比率が
1の場合と同じです。
通常、システムは、任意の交差に関連付けられた統計メンバーが 1つのディメンショ
ン(通常は勘定科目ディメンション)の 1つのメンバーに含まれるように設定されます。
ディメンションごとに 1つのメンバーのみ選択できます。
管理元帳配賦ルールのドライバ基準を定義するには:

1. 開いているルールで、「ドライバ基準」タブをクリックします(図 1)。
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図 10-13 管理元帳の配賦ルール定義領域の「ドライバ基準」タブ

2. データを比率で配賦する必要があるか(ドライバの場所の指定)、均等に配賦する必要があ
るか(均等に配賦)を選択します。

3. 「ドライバの場所の指定」を選択した場合は、ドライバ・データを保持するディメンショ
ンとメンバーを選択します(「人数」など)。

4. ルール・ソース情報が完成したら、 (保存)をクリックします。
5. 次のステップは、配賦の「オフセット」の入力です(オプション・タスク)。
図 2に、備品および設備ルールのデータを配賦する際に適用するドライバの場所(勘定科目デ
ィメンションの統計メンバー)を示します。
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図 10-14 管理元帳のドライバの場所の選択の例

ルールのオフセットを入力するには、管理元帳配賦ルールの配賦オフセットの定義を
参照してください。
ルールを編集、削除するには、管理元帳ルールの管理を参照してください。

管理元帳配賦ルールの配賦オフセットの定義
管理元帳配賦ルールのドライバ基準の定義には、管理元帳モデルの配賦額を決定する
ドライバを選択する方法が説明されています。次のステップは、配賦オフセットの位
置、つまり配賦ソースの減少に対応する残高の増加を保持するメンバーの定義です。
デフォルトでは、オフセットはソースに書き込まれすが、別の位置を指定できます。
このステップは省略可能です。
オフセット位置の定義では、別の位置を選択するオプションを使用してソースにフォ
ーカスがあることを前提としています。たとえば、配賦ソースが給与勘定科目と交差
する販売部門であると想定します。オフセットのデフォルトの位置は、給与と販売の
交差になります。ただし、販売部門のアウトバウンド配賦をかわりに指定できます。
単一の変更を指定することで、オフセットがソースではなくアウトバウンド配賦およ
び販売ディメンションの交差に書き込まれるようにターゲットの場所を変更すること
を除き、ソースにオフセット・エントリを書き込むようシステムに指示します。
管理元帳配賦ルールのオフセットを定義するには:

1. 開いている配賦ルールで、「オフセット」タブをクリックします(図 1)。
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図 10-15 管理元帳の配賦ルール定義領域の「オフセット」タブ

2. オフセット・データを「ソース」の交差と「代替オフセット位置」のどちらに書き込む必
要があるかを選択します。

3. 「代替オフセット位置」を選択した場合は、ドライバ・データを保持するディメンション
とメンバーを選択します。

4. ルール・ソース情報が完成したら、 (保存)をクリックします。
ルールに対するなんらかのコンテキスト定義を表示するには、管理元帳ルールのコンテキス
トの表示を参照してください。
ルールを編集、削除するには、管理元帳ルールの管理を参照してください。
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管理元帳ルールのコンテキストの表示
管理元帳ルールのグローバル・コンテキストの定義および管理元帳のルール・セット・
コンテキストの定義および管理では、指定された POVの管理元帳ルールを適用するデ
フォルトのディメンションとメンバーを選択する方法を説明しています。
選択したルールに適用されるコンテキストを表示するには:

1. ルールが選択されて開かれていない場合は、ルールを開きます。
2. 「ルール・コンテキスト」タブをクリックします。
表示される情報は編集できません。

他のルール定義タスクを実行するには、管理元帳モデルの計算ルールの定義および管
理を参照してください。
ルールを編集および削除するには、管理元帳ルールの管理を参照してください。

管理元帳カスタム計算ルールの作成
計算ルールは、管理元帳モデルのコアを形成します。管理元帳配賦ルールの作成で、
配賦ルールの作成方法を説明します。これにより、配賦されたデータのフロー方法や
ドライバによる配賦額の決定方法が決まります。この項では、カスタム計算ルールを
作成する方法について説明します。
配賦ルールとは異なり、カスタム計算ルールには、ドライバ基準と会計オフセットを
定義するオプションが含まれるソースと宛先の定義はありません。かわりに、カスタ
ム計算ルールでは、データベースの特定のリージョンで実行し、結果が特定のメンバ
ーに転記される計算を定義できます。カスタム計算ルールは、主に既存のデータを調
整して、シナリオを作成したりレポート作成要件に合せたりするために使用されます。
配賦ルールと同じく、ルール・ディメンション・メンバーがカスタム計算ルールにリ
ンクされています。カスタム計算ルールによって作成されるすべてのデータは、対応
するルール・ディメンション・メンバーに書き込まれます。
カスタム計算ルールには次のコンポーネントがあり、「ルール定義」領域のタブに対応
しています。
• 説明 — ルール名、ルール番号、テキスト説明およびルールレベルのオプション(こ
の項の後半で説明)

• ターゲット — ルールが影響するデータベースのターゲット範囲(管理元帳カスタ
ム計算ルールのターゲットの定義)

• 式 — 計算結果が書き込まれるメンバーおよび計算の数式(管理元帳カスタム計算
ルールの式の定義)

• ルール・コンテキスト — カスタム計算ルールに定義されたグローバルまたはルー
ル・セット・コンテキストを表示できます(管理元帳カスタム計算ルールのコンテ
キストの表示

配賦ルールと同様に、カスタム計算ルールは、ルール・セットに属し、シーケンス番
号を持ち、コンテキストを継承し、「使用可能」設定によりアクティブ化と非アクティ
ブ化を切り替えられます。ルール・セット実行オプション(直列、並列および反復)も同
じです。カスタム計算ルールは配賦ルールと同じ方法でコピーおよび削除できます(管
理元帳ルールの管理)。
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管理元帳モデル内の 1つの POVのカスタム計算ルールを定義するには:

1. 開いている管理元帳モデルで、「プログラムの管理」グループの「ルールの管理」を選択
します。

2. 「ルールの管理」コンテンツ領域で(図 1)、有効な POVの年と期間を入力し、 (「リフレ
ッシュ」)をクリックします。

3. 「ルール・セット」領域で、ルール・セットを選択します。
4. 次のいずれかの操作を行います:

• 「ルール」領域で、 をクリックするか「カスタム計算」を選択します
• 「アクション」、「ルールの作成」、「カスタム・ルールの作成」の順に選択します。
「ルール定義」領域の「説明」タブ(図 1)が表示されます

図 10-16 管理元帳のカスタム計算ルール定義領域の「説明」タブ

5. ルールの名前を入力します。
6. オプション: 「説明」ボックスに、ルール・セットの説明を入力します。
7. オプション: 「使用可能」を選択して、計算が実行されるときにルールがアクティブにな
ることを指定します。
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8. ルール・セット内のルールが実行される順序を決定する「シーケンス」番号を入力
します。
同じシーケンス番号を含むルールは、ルール・セットに対して並列計算が有効にな
っており、コンピュータ・ハードウェアで並列計算がサポートされている場合は同
時に実行されます。

9. 「ルール・セット・コンテキストの使用」が選択されている場合は、ルール・セッ
ト・コンテキストが現在のルールに適用されることを示します(定義されている場
合)。
グローバル・コンテキストがルール・セットに対して有効になっている場合は、そ
れも適用されます。

10. ルール・セット定義が完了したら、「保存」 をクリックします。
次のルール定義タスクを実行するには、管理元帳カスタム計算ルールのターゲットの
定義を参照してください。
ルールを編集、削除するには、管理元帳ルールの管理を参照してください。

管理元帳カスタム計算ルールのターゲットの定義
管理元帳カスタム計算ルールの作成では、管理元帳カスタム計算ルールでの「説明」
タブの記入方法が説明されています。次のステップでは、計算ターゲット(カスタム計
算ルールが作用するディメンションの範囲)を定義します。
カスタム計算ルールが影響するターゲットを定義するには:

1. 開いているカスタム計算ルールで、「ターゲット」タブをクリックします(図 1)。
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図 10-17 管理元帳のカスタム計算ルール定義領域の「ターゲット」タブ

2. カスタム計算式によって影響を受けるディメンションとメンバーを選択します。
3. オプション: フィルタは、管理元帳配賦ルールのソースの定義で説明されているデータで
す。

4. ルールのターゲット情報を設定したら、 (保存)をクリックします。
5. 次のステップは、カスタム計算ルールの「式」の入力です。
次のルール定義タスクを実行するには、管理元帳カスタム計算ルールの式の定義を参照して
ください。
ルールを編集、削除するには、管理元帳ルールの管理を参照してください。

管理元帳カスタム計算ルールの式の定義
管理元帳カスタム計算ルールのターゲットの定義では、管理元帳カスタム計算ルールによっ
て影響を受けるディメンションとメンバーの範囲を入力する方法が説明されています。次の
ステップでは、ルールの計算式を定義します。
管理元帳カスタム計算ルールの式を定義するには:

1. 開いているカスタム計算ルールで、「式」タブをクリックします(図 1)。
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図 10-18 管理元帳のカスタム計算ルール定義領域の「式」タブ

2. 式をテキスト文字列として入力します(フォーマットの詳細は管理元帳カスタム計
算ルールの式の構文を参照)。

3. 式の検証を選択して、式が有効かどうかを判別します。
詳細は、カスタム計算ルール式の検証の要件を参照してください。

4. 式が完成したら、 (保存)をクリックします。

ノート:

ルールの計算に続いて、適切なモデル・ビューを定義し、「ルール貸借一致」
または「問合せの管理」タスク領域を使用してカスタム計算ルールの結果を
表示できます。

カスタム計算ルールに対するコンテキスト定義を表示するには、管理元帳カスタム計
算ルールのコンテキストの表示を参照してください。
ルールを編集、削除するには、管理元帳ルールの管理を参照してください。
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管理元帳カスタム計算ルールの式の構文
カスタム計算ルールの構文すなわちフォーマットを次にまとめています。
• 基本の式のフォーマットは、結果 = ターゲットです。
• 等式の左辺は、結果(結果が書き込まれるメンバー)です。次のフォーマットは 1つのレベ
ル 0メンバーのみです。
</MemberName/>

• 等式の右辺はターゲットです。これには、他のメンバー、タプルまたは定数(任意のレベ
ル)と、実行する数式が含まれます。
ターゲットは、MDX数値式です(MDXは XML for Analysisメンバーの共同仕様)。使用で
きる MDX構文の詳細は、Oracle Essbaseテクニカル・リファレンスを参照してくださ
い。

• 各メンバーまたはタプルは、</ />特殊文字で囲みます。タプルまたはメンバーにルール・
ディメンション・メンバーが含まれない場合、ルール・ディメンションの上位がターゲッ
トのメンバーとみなされます。すべての結果は、結果メンバーと、定義しているカスタム
計算ルールの新しいルール・メンバーとの交差に書き込まれます。式の要件については、
カスタム計算ルール式の検証の要件を参照してください

• カスタム計算ルールでは、メンバー名について次の構文フォーマットがサポートされま
す。
– 修飾なし: メンバー名のみを指定します。
例: </MemberName/>

– 部分修飾: ディメンション名とメンバー名。
例: </Dimension.MemberName/>

– 完全修飾: メンバーの完全修飾名(FQN)。
例: </Dimension.[Gen2].[Gen3.]Gen4]...[MemberName]/>

例
次に、様々な種類の式の例を示します。
• 定数:

</Adjustment In/> = 100
• 1つのメンバー:

</Adjustment In/> = </Input/> * 0.15
• 1つのタプル:

</Adjustment In/> = </Input,2013,Budget/> * 1.15
• 複数タプルの計算:

</Adjustment In/>=</Input,Total Year,Budget/>*(</Input,2013,Jan,Budget/>/</
Input,2013,Total Year,Budget/>)
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カスタム計算ルール式の検証の要件
「式の検証」をクリックすると、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementに
よって次がチェックされます。
• カスタム計算ルールの「ルール定義」タスク領域の「ターゲット」タブでは、式の
結果で使用される 1つのディメンションを除くすべてのディメンションが選択さ
れている必要があります。

• 式の結果項に、タプルを含めることはできません。たとえば、次のように指定する
ことはできません。
</A11,B11/> = <A11>*3

• 親メンバーは、式の結果項に指定できません。たとえば、次のように指定すること
はできません(A1が親メンバーの場合)。
</A1/> = <A11>*3

• ターゲットでは、単一メンバー参照として結果ディメンションのメンバーしか指定
できません。タプルは、結果ディメンションの 1メンバーを含む必要があります。
たとえば、有効な式と無効な式を次に示します。
無効な式: </A11/> = <B11>*3

有効な式: </A11/> = <A11,B11>*3、</A11/> = <A41,B11>*3、</A11/> = <A21>*3

• 有効な算術演算子は次のとおりです。
+、-、*、/

ターゲット項と結果項を有効な等号(=)で区切ります。式には=記号を 1つしか指定で
きません。
モデルのディメンション間に重複するメンバーがある場合は、部分または完全修飾名
を使用する必要があります(管理元帳カスタム計算ルールの式の構文を参照)。
結果項に指定できるのは、ターゲット項のディメンション・メンバーのみです。
結果項には、結果ディメンションのレベル 0メンバーを 1つ指定する必要があります。
ここおよび Oracle Essbaseテクニカル・リファレンスに説明されているように、ター
ゲット式には有効なディメンション・メンバーを有効な形式で含める必要があります。

管理元帳カスタム計算ルールのコンテキストの表示
管理元帳ルールのグローバル・コンテキストの定義および管理元帳のルール・セット・
コンテキストの定義および管理では、指定された POVの管理元帳ルールを適用するデ
フォルトのディメンションとメンバーを選択する方法を説明しています。
選択したカスタム計算ルールに適用されるコンテキストを表示するには:

1. カスタム計算ルールがまだ選択されず、開いていない場合は、ルールを開きます。
2. 「ルール・コンテキスト」タブをクリックします。
表示される情報は編集できません。

カスタム計算ルールについての全般的な情報は、管理元帳モデルの計算ルールの定義
および管理を参照してください
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配賦およびカスタム計算ルールを編集および削除するには、管理元帳ルールの管理を参照し
てください。

管理元帳ルールの管理
これまでの項でルールを作成する方法について説明しています。ルールを削除およびコピー
することもできます。
ルールを削除するには:

1. 「ルールの管理」コンテンツ領域を表示します(管理元帳の「ルールの管理」領域につい
て)。

2. POVを入力し、ルール・セットを選択します。
3. 「ルール」領域で、ルールを選択します。
4. をクリックするか、「アクション」、「ルールの削除」の順に選択します。
5. ルールを削除することを確認します。
6.  (「保存」)をクリックします。
ルールをコピーするには:

1. 「ルールの管理」コンテンツ領域で、POVを入力し、ルール・セットを選択します。
2. 「ルール」領域で、ルールを選択します。
3. をクリックするか、「アクション」、「ルールのコピー」の順に選択します。
4. 新しいルールの名前を入力します。
5. 「OK」をクリックし、 (保存)をクリックします。

管理元帳 Profitabilityアプリケーションのトレース
管理元帳 Profitabilityの「配賦のトレース」タスク領域では、モデル・ビューと POVを選択
し、その視点の前方または後方のトレースを選択して、選択したディメンションの配賦の入
力と出力を表示できます。
ルール貸借一致では、管理元帳 Profitabilityアプリケーション検証のルール貸借一致で説明さ
れているように、類似するいくつかの情報がグリッド形式で表示され、配賦のトレース機能
で配賦額がどのようにモデル要素に流入およびアプリケーション要素から流出しているかが
グラフィカルに示されます。この情報は評価と検証に使用できます。トレースする場合は、
特定の生成レベルを選択できます。または、常に一番上までデータをロール・アップします。
詳細は、示しているトピックを参照してください。

管理元帳の配賦のトレースについて
「配賦のトレース」タスク領域に入力した POVとモデル・ビューによって定義されるフォー
カル・ノードを選択して、配賦トレースを開始します。フォーカル・ノードから前方または
後方にトレースすることができます。
後方にトレースすると、フォーカル・ノードの選択したディメンションにコントリビューシ
ョンする配賦が表示されます。フォーカル・ノードの後方の 1つ目のレベルはルール・ノー
ドです。ここでは、各ルールからのコントリビューションが表示されます。ルール・ノード
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の後方のレベルは、ディメンション・ノードです。ディメンション・ノードには、上
位レベルまたは選択した世代やレベルで選択したディメンションの、各メンバーから
のコントリビューションが表示されます(図 1)。

ノート:

この図は、多数のノードが表示される縮小ビューです。ビュー詳細を拡大し
てチャートを画面中に動かし、異なる部分にフォーカスすることができます
(管理元帳の配賦トレースの実行)。

図 10-19 ノードを含む「配賦のトレース」領域(後方トレース)

デフォルト・レイアウトではノードは列として表示されます。1つのフォーカル・ノー
ドの後に、ルール・ノードの列があり、展開されたルール・ノードのディメンション・
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ノードの列が続きます。ルール・ノードとディメンション・ノードには、フォーカル・ノー
ドの値に対するコントリビューションのパーセンテージが表示されます。
フォーカル・ノードから前方にトレースすると、ルール・ノードとディメンション・ノード
には直前の要素(つまり、フォーカル・ノードからルール・ノード、ルール・ノードからディ
メンション・ノード)からのコントリビューション(「配賦範囲外」)が表示されます。

管理元帳の配賦トレースの実行
トレースを実行するには:

1. 管理元帳 Profitabilityモデルを開き、「プログラムの管理」タスク領域で「配賦のトレー
ス」を選択します(図 1)。
図 10-20 管理元帳の「配賦のトレース」タスク領域

2. 「配賦のトレース」領域で、トレースの開始ポイントとなる、フォーカル・モードの POV
情報とモデル・ビューを選択します(管理元帳の配賦のトレースについて)。

3.  をクリックして、選択内容を検証します。
4. 「ディメンションをトレース中」で、トレース対象のディメンションを選択します。
5. 名前ではなく別名を使用するかどうかを指定します。
6. 特定のノード・レベルを選択するか、各ノードの最上位レベル(0)を表示するかを指定し
ます。

7. フォーカル・ノードからの配賦をトレースするか、それに対するコントリビューションの
配賦をトレースするかに応じて、「前方トレース」または「後方トレース」をクリックし
ます(管理元帳の配賦のトレースについて)。

8. トレースの結果を表示します(管理元帳の配賦トレース結果の表示)。結果を拡大または
縮小して図の細部や全体を表示したり、移動して各部を表示したりすることができます。

さらにトレースを続ける場合は、POV、モデル・ビュー、ディメンションまたは世代レベル
を変更できます。たとえば、ディメンション・メンバーを新しいトレースのフォーカル・ノ
ードに設定できます。

管理元帳の配賦トレース結果の表示
初めてトレースを実行する際には、フォーカル・ノードが表示されます(図 1)。
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図 10-21 管理元帳配賦トレースのフォーカル・ノード

フル・サイズ(ズーム率 100%)では、フォーカル・ノードには、モデル・ビュー、ディ
メンション・メンバー、残高、入力、調整範囲内、調整範囲外、配賦範囲内、配賦範
囲外、配賦オフセット額が表示されます。
フォーカル・ノードの全体が表示されない場合は、ズーム/中央ツールを使用して動か
すことができます。

中央の点をクリックすると、図が中央に表示されます。矢印をクリックすると、その
方向に図の背景が動きます。つまり、図そのものは反対方向に動きます。
フォーカル・ノードの右端の中央をポイントすると、+ (プラス)記号が表示されます。
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+記号をクリックして図を展開し、ルール・ノードを表示できます(図 2)。

図 10-22 管理元帳配賦トレースのルール・ノード

100%ズームでは、ルール・ノードにルール番号、ルール名およびルール・セットが表示され
ます。配賦ドライバ、配賦範囲内(後方トレース)、配賦範囲外(前方トレース)、およびフォー
カル・ノードに示される合計配賦に対するコントリビューションも表示されます。
ルール・ノードの右端にカーソルを置くと、+記号をクリックしてディメンション・ノードを
表示できます(図 3)。左側の記号をクリックすると、ルール・ノードがデタッチされ、チャー
トの他の部分から離れて表示されます。矢印記号をクリックすると、図の表示に戻ります。

図 10-23 管理元帳配賦トレースのディメンション・ノード

100%ズームでは、ディメンション・ノードには、メンバー名、配賦範囲外(後方トレース)、
配賦範囲内(前方トレース)、およびフォーカル・ノードへのコントリビューションの割合また
はフォーカル・ノードからのコントリビューションの割合が示されます。ノード左端の記号
をクリックすると、そのノードがチャートの他の部分からデタッチされます。矢印をクリッ
クすると元に戻ります。右端の+記号は、ディメンションにその他のレベルがあることを示し
ます。ただし、クリックしても展開されません。図が限界まで展開されているためです。
図のその他のコントロール
図のその他のコントロールでは、次のアクションが実行されます。
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•  — ノード・ツリーの構成を変更します。
•  — 縮小表示して、図のできるだけ多くの部分を表示します。最大で 10個のル
ール・ノードとディメンション・ノードが表示されます。各タイプの最後のノード
の後に矢印がある場合は、さらに表示できるノードがあることを意味します。

•  — クリックすると、図が 1ステップ拡大されます(ズーム・イン)。
•  — クリックすると、図が 1ステップ縮小されます(ズーム・アウト)。

ノート:

ズーム・インとズーム・アウトを行うとき、2つのズーム・アイコンの間
で矢印が移動して相対的なズーム・レベルを示します。

•  — コントロール・パネルを非表示にします。クリックすると再び表示されます。
ズーム・レベル、100%、75%および 50%では、ハイパーリンクによって、フォーカ
ル・ノードとルール・ノードの「配賦範囲内」と「配賦範囲外」の金額が表示されま
す。管理元帳の「ルール貸借一致」画面からの問合せの実行に説明されているように、
これらをクリックして Oracle Smart View for Officeを起動できます。
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11
管理元帳モデルの検証

次も参照:

• 管理元帳のモデル検証について
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの次の 2つの機能を使用して、管理元
帳のモデルを検証できます。

• 管理元帳モデル・ビューの作成および管理
管理元帳モデル・ビューを作成および管理できます。

• 管理元帳 Profitabilityアプリケーション検証のルール貸借一致
ルール貸借一致を使用して、いくつかの方法で管理元帳 Profitabilityモデルを検証できま
す。

• 管理元帳モデルのモデル検証分析の実行
管理元帳 Profitabilityモデルがデプロイされた後で、モデル・アーティファクトで使用さ
れるディメンションが削除または名前変更されると、そのモデルが無効になることがあり
ます。

管理元帳のモデル検証について
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの次の 2つの機能を使用して、管理元帳
のモデルを検証できます。
• ルール貸借一致では、モデル内のディメンション/メンバーの組合せを表示して、配賦が
予期したとおりに機能していることを確認できます(管理元帳 Profitabilityアプリケーシ
ョン検証のルール貸借一致)。

• 検証およびシステム・レポートを使用すると、ロジックとシステムの問題を特定して診断
できます(管理元帳モデルのモデル検証分析の実行)。

モデル・ビューは、ルール貸借一致と問合せに便利です(管理元帳モデル・ビューの作成およ
び管理)。

管理元帳モデル・ビューの作成および管理
管理元帳モデル・ビューを作成および管理できます。
次も参照:

• モデル・ビューについて
• モデル・ビューの作成
• モデル・ビューの管理

モデル・ビューについて
管理元帳 Profitabilityアプリケーションのモデル・ビュー機能を使用すると、データベースの
特定の領域からデータを返すモデルのスライスを定義できます。モデル・ビューは、保存、
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コピーおよび変更できます。これらを、貸借一致など他のタスクで使用して、取り出
すディメンションとメンバーを特定できます。詳細は、モデル・ビューの作成および
モデル・ビューの管理を参照してください。

モデル・ビューの作成
モデル・ビューを作成するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」の「検証」グループにある「モデル・ビュー
の管理」を選択します。

2. 「モデル・ビューの管理」領域で、  をクリックするか、「アクション」メニュー
の「モデル・ビューの作成」を選択します。

3. 「モデル・ビュー」領域で「モデル・ビュー名」およびオプションで「説明」を入
力します(図 1)。

図 11-1 モデル・ビューの作成に必要な情報

4. 「ディメンション」領域にある上矢印と下矢印は、選択したディメンションをリス
ト内で上下に移動する際に便利です。
多数のディメンションがある場合は、よく使用するディメンションを上部に移動す
ることをお薦めします。

ノート:

「表示」メニューを使用して、列の非表示、表示および順序変更を行うこ
とができます。

5. ディメンション・メンバーを表示に追加するには、ディメンションを選択して、「メ
ンバー選択」領域の をクリックするか、「アクション」メニューの「メンバーの
追加」を選択します。
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6. 「ディメンションのメンバーの選択」ダイアログボックスでメンバーを選択し、シャトル・
コントロールの右矢印と左矢印を使用して、左の使用可能なメンバーのリストから右の選
択したメンバーのリストにメンバーを移動します(図 2)。

図 11-2 モデル・ビューの「ディメンションのメンバーの選択」ダイアログ・ボックス

7. メンバーを選択したら、「OK」をクリックします。
8. オプション: をクリックするか、「モデル・ビュー」パネルの「メンバー選択」領域に
ある「アクション」メニューを使用して、以前追加されたメンバーを削除します。

9. 変更が完了したら、 をクリックします。
モデル・ビューを削除、コピーまたは変更するには、モデル・ビューの管理を参照してくだ
さい。

モデル・ビューの管理
モデル・ビューを作成するには、モデル・ビューの作成を参照してください。
モデル・ビューを削除、コピーまたは変更するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」の「検証」グループにある「モデル・ビューの管理」
を選択します。

2. 「モデル・ビューの管理」領域でモデル・ビューを選択します。
3. オプション: 選択したモデル・ビューを削除するには、 をクリックするか、「アクショ
ン」メニューの「モデル・ビューの削除」を選択し、削除を確認します。

4. オプション: 選択したモデル・ビューをコピーするには、 をクリックするか、「アクシ
ョン」メニューの「モデル・ビューのコピー」を選択し、新しいモデル・ビューの名前を
入力します。

5. オプション: 選択したモデル・ビューを変更するには、画面の右側の「モデル・ビュー」
パネルで該当する情報を変更します。

6. 変更が完了したら、 をクリックします。

第 11章
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管理元帳 Profitabilityアプリケーション検証のルー
ル貸借一致

ルール貸借一致を使用して、いくつかの方法で管理元帳 Profitabilityモデルを検証でき
ます。
• 計算結果の検証 — 計算の後で結果を検証できます。これには、個々のルールにつ
いて計算結果を見直し、それらのルールの影響を見直し、データベースの特定のス
ライスに対するすべてのルールの影響を検証します。計算が予期した結果を生成
していることを確認し、ルールのコレクションがデータベース・スライスに予期し
たとおりに影響しているかどうかを判別できます。

• コントリビューションの分析とトレース — 同じ画面を使用して、データベースの
セグメントを分離すると、そのセグメントの残高や、ルールが最終結果にどのよう
に影響したかを評価できます。次に、この情報を使用し、最終結果を個別のルール
に関連付けて、最終配賦結果に対するモデル・ロジックの影響をトレースできま
す。

ルール貸借一致データを表示するには、モデルを計算してから、次のステップを実行
します。
1. 「タスク領域」で、「検証」、「ルール貸借一致」の順に選択します。
「ルール貸借一致」タスク領域が表示されます(図 1)。
図 11-3 管理元帳の「ルール貸借一致」画面

2. 上部にあるリストからモデル・ビューを選択し、次に POV (ここでは「年」、「期
間」および「シナリオ」)を選択します。「リフレッシュ」をクリックします。
列に適切な値が表示されます(図 1)。

3. データを確認し、「ルール貸借一致」タスク領域の表示およびルール貸借一致タス
クの実行での説明に従って管理します。

ノート:

POVまたはモデル・ビューを変更すると、別のデータのセットを確認で
きます。
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他のモデル検証タスクについては、管理元帳のモデル検証についておよび管理元帳モデルの
モデル検証分析の実行を参照してください。

「ルール貸借一致」タスク領域の表示
「ルール貸借一致」タスク領域には、データベースの選択したスライスに、すべてのルールが
どのように影響するかが表示されます(図 1)。

図 11-4 データを含む「ルール貸借一致」タスク領域画面

このレイアウトでは、実行されたルール・セットとルールのシーケンス、対応するルール番
号、および複数の列に示されるルールの特定の影響が表示されます。列には、入力値、加算
と減算、累計および最終残高が含まれます。デフォルトで表示されるデータは、POVバーで
選択されたモデル POVメンバー、POVのグローバル・コンテキスト、他のすべてのビジネ
ス・ディメンションの最上位、残高、および表の行(ルール)と列(残高)に対応するルール・メ
ンバーです。このビューは、異なるデータ・スライスを表示するモデル・ビューを作成し、
タスク領域の上部にある「モデル・ビュー」リストから選択すると変更できます(管理元帳モ
デル・ビューの作成および管理)。
表の列は次のとおりです。
• ルール — ルール・セットと各ルール・セットに含まれるルールの階層として計算プログ
ラムが表示されます。ルール・セットを展開または縮小して、それぞれに含まれるルール
の表示と非表示を切り替えることができます。ルール・セットとルールは、「ルールの管
理」画面と同じシーケンス番号順で表示されます。ルール・セットまたはルールのシーケ
ンス番号が同じ場合、この列の 2番目のソートとして「ルールの管理」画面の 2番目の
ソートが使用されます。

• ルール番号 — ルールに対応するルール・ディメンション・メンバーが表示されます。
• 入力 — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、入力メンバー
の値が表示されます。通常、最初の行以外のすべての行で「入力」は空白です。

• 調整範囲内 — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、「調整
範囲内」メンバーが表示されます。

• 調整範囲外 — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、「調整
範囲外」メンバーが表示されます。

• 配賦範囲内 — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、「配賦
範囲内」メンバーが表示されます。

第 11章
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• 配賦範囲外 — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、
「配賦範囲外」メンバーが表示されます。

• 配賦オフセット額 — 「配賦範囲外」と一緒に使用した場合に、「配賦範囲内」メン
バーからの金額が減額されます。

• 純変動 — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、「純
変動」メンバーが表示されます。

• 剰余 — 各行に「配賦範囲内」と「配賦範囲外」の差額に「配賦オフセット額」(あ
る場合)を加えた値が表示されます。

• 現剰余 — 前の行の「現剰余」列と現在の行の「純変動」列の合計が表示されます。
この列は、小切手帳記録簿のように、現在の行に対応するルールを実行した時点の
剰余を示します。ルール・セットの要約行では、この列にはルール・セット内の最
後のルールと同じ現剰余が表示されます。

• 残高 — 調整、配賦およびオフセットを適用した結果の金額。これは「入力」と等
しくなるはずです。

• 現残高 — 前の行の「現残高」列と現在の行の「純変動」列の合計が表示されます。
この列は、小切手帳記録簿のように、現在の行に対応するルールを実行した時点の
残高を示します。ルール・セットの要約行では、この列にはルール・セット内の最
後のルールと同じ現残高が表示されます。

このタスク領域で実行できるアクションの詳細は、ルール貸借一致タスクの実行を参
照してください。

ルール貸借一致タスクの実行
「ルール貸借一致」のメニューやツールバーのボタンを使用して、次のタスクを実行で
きます。
• 「リフレッシュ」をクリックするか、「アクション」、「リフレッシュ」の順に選択し
て、計算結果をリロードします。

• をクリックするか、「アクション」、「Excelにエクスポート」の順に選択して、
表のデータを Microsoft Excelファイルにエクスポートします。

• 「アクション」、「フォーマット」の順に選択して、表に示す小数点以下の桁数を指
定します。

「ルール貸借一致」表の値が青色で表示されており、ポイントしたときに下線が付く場
合には、Oracle Smart View for Officeハイパーリンクを意味します。このようなハイパ
ーリンクをクリックして、Smart Viewを起動し、入力データまたは配賦データをさら
にドリルダウンできます。

ノート:

「ルール貸借一致」タスク領域の説明は、「ルール貸借一致」タスク領域の表
示を参照してください。
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管理元帳モデルのモデル検証分析の実行
管理元帳 Profitabilityモデルがデプロイされた後で、モデル・アーティファクトで使用される
ディメンションが削除または名前変更されると、そのモデルが無効になることがあります。
ディメンション・モデルの変更によって影響を受ける可能性があるアーティファクトは、プ
ログラム、ルール・セット、ルール、モデル・ビューおよび Smart View問合せです。
これらのアーティファクトを参照しているため、無効な条件が発生した場合にエラーが表示
されるプロセスおよびタスク領域は、LCMエクスポート、「モデル検証」、「計算」、「ルールの
管理」、「問合せの管理」および「モデル・ビュー」です。
検証エラーが表示された場合は、「モデル検証」タスク領域でさらに学習できます。
検証エラーを確認して分析するには:

1. 開いている管理元帳モデルの「モデル検証」タスク領域で「検証」を選択します。
2. 「モデル検証」領域で POVの情報(「年」、「期間」および「シナリオ」など)を入力して、
「実行」をクリックします。
エラーがある場合は「モデル検証」の表に表示されます。デフォルトのタブは、ルール・
セットとルールのタブです(図 1)。

図 11-5 「ルール・セットとルール」領域のモデル検証結果

ルール・セットとルールに関するこのエラー表には、次の情報が含まれます。
• エラーのタイプ(場所) — グローバル・コンテキスト、ルール・セット・コンテキス
ト、ルール・ソース、ルール宛先、ルール・ドライバまたはルール・オフセット。

• 関連するルールまたはルール・セットの名前と番号
• ルールまたはルール・セットのステータス(通常は「使用不可」)
• エラーの説明

3. 「モデル・ビュー」タブと「問合せ」タブを確認します。タブを表示して「実行」をクリ
ックします。
これらのタブはすべての POVに対応することに注意してください。そのため、POVを選
択する必要はありません。
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4. すべてのタブでエラーがあるかどうか確認します。 をクリックするか、「アク
ション」、「Excelにエクスポート」の順に選択すると、表のデータを Microsoft Excel
ファイルにエクスポートできます。

5. エラーを修正して再検証します。

ノート:

ルール・セットおよびルールのエラーは「ルールの管理」タスク領域で修正
できます(管理元帳の POVのルール・セットの操作)。ルールに無効なメンバ
ーが含まれる場合は、ルールを選択して をクリックすると削除できます。
セキュリティの役割により、Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Workspaceに管理者としてログインできる場合は、デプロイ済
のアプリケーションの検証やディメンション変更の影響分析の実行も行うこ
とができます。詳細は、Oracle Hyperion Profitability and Cost Management
管理者ガイドを参照してください。

第 11章
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12
管理元帳モデルの管理および計算

次も参照:

• 管理元帳データベースの管理
管理元帳モデルの構造とデータを検証した後、データベースをデプロイしてメタデータの
アウトラインを作成する必要があります。

• 管理元帳モデルの計算
データベースをデプロイした後、モデルを計算できます。

• 管理元帳計算における配賦の丸め精度の制御
管理元帳計算時に配賦結果が丸められる小数点以下の桁数を変更するための、データベー
スに挿入できる非表示のインストール・プリファレンスがあります(現在のデフォルトは
小数点第 7位です)。

管理元帳データベースの管理
管理元帳モデルの構造とデータを検証した後、データベースをデプロイしてメタデータのア
ウトラインを作成する必要があります。
この項の各トピックを使用して、ディメンション・メタデータを Oracle Essbase計算キュー
ブにデプロイして、Oracle Essbase Administration Servicesコンソールを使用せずにデータ
を Essbaseにロードします。

ノート:

メタデータを変更したときは必ず、アプリケーションを再デプロイする必要があり
ます。Profitabilityアプリケーション・コンソールをデプロイした後は、メタデータ
の同期を維持するために Essbaseをデプロイしてください。

管理元帳データベースのデプロイメント・プロセス
管理元帳データベースを最初にデプロイする際、「データベースの置換」オプションを選択し
て、完全なデータベースを作成する必要があります。最初のデプロイメントの後、計算用デ
ータベースの再デプロイメントが必要になったときには、すでにキューブにあるデータを保
持するか再構築時に破棄するデプロイメント・オプションを選択できます。
デプロイメントで発生したすべてのエラーが hpcm.logに報告されます。
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ノート:

• 汎用ディメンションが動的階層タイプに関連付けられていると、レポー
ト・キューブのデプロイメントが失敗します。ASOキューブでは、属性
ディメンションを動的汎用ディメンションに関連付けることはできませ
ん。

• データまたはアーティファクトをインポートする前に、Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceおよび Oracle
Essbaseにデータのバックアップを作成することをお薦めします。支援
が必要な場合は、管理者にお問い合せください。

管理元帳データベースをデプロイするには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「計算」、「データベースの管理」の順に
選択します。
「データベースの管理」画面が表示されます(図 1)。

図 12-1 管理元帳の「Essbaseデプロイ」画面

2. 「Essbaseデプロイ」タブが選択されていることを確認します。
3. 「Essbase情報」の下で、次の情報を確認します:

• 「クラスタ」には、モデルを含む Essbaseデータベース・サーバーの名前が表
示されます。

• 「計算用アプリケーション」には、デプロイされるアプリケーションの名前が
表示されます。

• 「計算用データベース」には、アプリケーションがデプロイされる Essbaseデ
ータベースの名前が表示されます。

第 12章
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4. 「デプロイ・オプション」で、管理元帳データベースのデプロイに適した「データベース・
オプション」を選択します:

• データベースの初回デプロイメント時には、すべての選択がグレー表示されます。こ
のオプションにより、データベース全体が初めて作成されます。

• 既存のデータベースを再デプロイする場合、「データベースの更新」を選択すると、
既存のアーティファクトおよびプロパティ設定が新しいデータベースに保持され、最
新のメタデータを反映してアウトラインが変更されます。
オプション: 「データの保持」を選択して、データを保持したまま Essbaseキューブ
を構築および再構成します。このオプションは、アウトラインのサイズおよび存在す
るデータの量によっては時間がかかることがあります。
ノート: ディメンション・メンバーの削除後は、キューブを Essbaseに再デプロイし
てデータを保持するための「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」オプシ
ョンは必ず機能するわけではなく、Essbaseにおいてこれらの削除済メンバーをどの
ように処理できるかに応じて異なります。回避策として、「デプロイ後にデータをア
ーカイブしてリロード」オプションを選択せずに、すべてのデータをエクスポートし
て削除済メンバーのデータを削除してから、キューブのデプロイ後に別のステップで
データをリロードする必要がある可能性があります。

• または、「データベースの作成/置換」を選択すると、データベースおよびアプリケー
ションが完全に削除され、再作成されます。

注意:

このオプションを選択する場合は、まずデータをバックアップし、データベ
ースが再作成されたら、手動でリロードする必要があります。

5. オプション: 「ジョブ・コメント」ボックスにコメントを入力します。コメントは、ジョ
ブ・ライブラリに表示されます。

6. オプション: 「最終データベース・デプロイメント」で、以前のデプロイメントの日時を
確認します。

7. 「今すぐデプロイ」をクリックして、データベースをデプロイします。
ジョブが送信されたことを示す確認のメッセージが表示されます。

注意:

この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能性があり
ます。

8. 「ジョブ・ステータス」ページでタスクフロー IDを使用してデプロイメントの進捗をモニ
ターします。

9. モデルを計算します(管理元帳モデルの計算)。

Essbaseへのデータのロード
管理者および適切にプロビジョニングされたその他のユーザーは、Oracle Essbase
Administration Servicesを使用せずにデータを Oracle Essbaseにロードできるようになりま
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した。ロード先のファイルには通常、配賦する金額やドライバ情報などの入力データ
が含まれます。Essbaseデータベースにロードされるデータ-ソース値を処理する方
法を Essbaseに示すルール・ファイルをロードすることもできます。
ロードするファイルの形式は Administration Servicesコンソールと同じです。
• テキスト・ファイル・データ・オブジェクト(.txt) —

IEssOlapFileObject.TYPE_TEXT

• Excelワークシート・ファイル・データ・オブジェクト(.xls) —
IEssOlapFileObject.TYPE_EXCEL

• ルール・ファイル・オブジェクト(.rul) — IEssOlapFileObject.TYPE_RULES

これらのファイルの作成については、現在 https://docs.oracle.com/en/で入手できる
Oracle Essbase Administration Servicesオンライン・ヘルプを参照してください(「アプ
リケーション - EPM」タブで最新バージョンのドキュメントを選択して、「Essbase」
タブを選択)。
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementを使用してデータを Essbaseにロ
ードするには:

1. 開いている管理元帳で、「タスク領域」から、「計算」、「データベースの管理」の順
に選択します。「データ・ロード」タブをクリックします。
「データ・ロード」画面が表示されます(図 1)。

図 12-2 管理元帳の「データ・ロード」画面

2. データ・ロードの処理方法を指定します。
• オプション: 「ロード前にデータベースをクリア」を選択して、アプリケーシ
ョンのアクティブ・キューブのすべてのデータをクリアします。既存のデータ
を保持する場合は、この設定を選択しないでください。

• 「既存の値に追加」または「既存の値を上書き」を選択します。
3. オプション: グローバル・ルール・ファイルがある場合は、参照して選択します。
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4. 「ファイルのロード」領域で、ロードするファイルを選択します。「アクション」メニュー
またはボタンを使用して、次のタスクを実行します。
• 「行の追加」または+ボタン — 「参照」ボタンが表示され、ロードするデータ・ファ
イルまたはルール・ファイルを選択できます

• 「行の削除」または Xボタン — 選択した行を、ロードするファイルの表から削除しま
す

ノート:

「表示」メニューを使用して、列の表示、非表示および順序変更を行い、表をデ
タッチして別のウィンドウにフロート表示できます。

5. ファイルを選択したら、「ロード」をクリックしてファイルを OLAPサーバーにコピー
し、データをファイルから Essbaseにロードします。
「ジョブ・ステータス」領域で「ジョブ・ライブラリ」を選択して、ロードの進捗状況を
追跡できます。

例 12-1 ノート
ロードでは少なくとも各ファイルの最初のエラーが hpcm.logに記録され、「ジョブ・ライブ
ラリ」に表示されます。可能な場合、1つのファイルにつき複数のエラーが記録されます。エ
ラーに、どのレコードのどの列が間違っているかが示されます。アウトラインが空白の場合、
またはロードされたファイルが空白、ロックされている、サイズ制限を超過している(データ・
ファイルは 2GB、ルール・ファイルは 64KB)場合、またはデータ・ファイルにエラーが含ま
れる場合、エラーが記録されます。ファイルは、テキスト・ファイルまたは Microsoft Excel
ファイルである必要があります。ファイル名は 8文字以下にする必要があり、スペースや特
定の文字(,=.+;[]など)を使用することはできません。
Microsoft Excelファイルとルール・ファイルを適切にロードするには、数値ディメンション・
メンバーの名前の前に単一引用符を付ける必要があります('2013など)。Microsoft Excelデ
ータ・ソースに書式設定を含めることはできません。色を「自動」または「塗りつぶしなし」
に設定し、太字や斜体などのフォント設定を削除します。

管理元帳モデルの計算
データベースをデプロイした後、モデルを計算できます。

注意:

モデルを計算する前に、費用および収益データが Oracle Essbaseにロードされてい
ることを確認します。そうでない場合は、空のデータ・セットを使用して計算され
ます。

管理元帳アプリケーションのグローバル・コンテキスト、ルール・セットおよび計算ルール
は、単一の視点(POV)に固有です。これは、同じ名前のルール・セットまたはルールが複数の
POVに存在する可能性があるが、そのルール・セットまたはルールの各インスタンスは一意
のアーティファクトであり、一意の定義を持つ可能性があることを意味します。特定の POV
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の計算ルールを実行すると、そのルール・セットまたは計算ルールの定義はその POV
に存在するかのように実行されます。
「計算の管理」画面(図 1)を使用して、単一の POVの計算ルール・セットすべてまたは
その一部の計算を実行します。
管理元帳データをクリアまたは計算するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「計算」、「計算の管理」の順に選択しま
す。

図 12-3 管理元帳の「計算の管理」画面

2. 「計算の管理」画面で、「年」、「期間」および「シナリオ」など、計算対象の POV
情報を入力します。

3. オプション: 「ジョブ・ライブラリ」画面に表示する「ジョブ・コメント」を入力
します。

4. オプション: 「処理のオプション」グループで、実行するアクションを 1つ以上選
択します。
• 計算済データのクリア: (デフォルトで選択されている)「処理範囲」オプション
のルールで更新可能なすべてのセルをクリアします

• 計算の実行: (デフォルトで選択されている)「処理範囲」オプションに指定され
ている計算ルールを実行します

• Essbaseデバッグ・スクリプトの取得: 計算に含まれる配賦ルールまたはカス
タム計算ルールごとに、エンジンによって生成されるスクリプトを格納します
(このトピックの後半の「計算(Calc)スクリプトについて」を参照)。
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ノート:

「Essbaseデバッグ・スクリプトの取得」は、トラブルシューティングを目
的としており、処理のオーバーヘッドが増加する可能性があります。適切な
理由がないかぎり、この設定を選択しないでください。
「Essbaseデバッグ・スクリプトの取得」を選択すると、「ジョブ・ライブ
ラリ」画面で「ジョブの詳細」リストにこれが示されます。
並列ルール・セットの計算中(「計算スレッド」プリファレンス値が 1を超え
る)、「Essbaseデバッグ・スクリプトの取得」オプションが選択されてい
る場合、ルール実行の一部はエラーも警告も報告されずにスキップされる可
能性があります。この問題を回避するため、Essbaseデバッグ・スクリプ
トを取得する必要がある場合、「計算スレッド」アプリケーション・プリフ
ァレンスを一時的に 1に変更できます。

5. 「処理範囲」グループで、実行するルールを指定します:

• すべてのルール  - 選択した POVに対して定義されているすべての有効なルールを実
行します。

• ルール・セットの範囲の指定 - 「最初のルール・セット・シーケンス番号」テキス
ト・ボックスと「最後のルール・セット・シーケンス番号」テキスト・ボックスで定
義されたルール・セット範囲内(最初と最後の番号も含む)の使用可能なすべてのルー
ルを実行します。

• 単一ルールの実行 - 「ルール・セット名」および「ルール名」リストで選択された単
一のルールを実行します。

6. 「今すぐ実行」をクリックして、すぐに計算を実行するかデータをクリアします。確認メ
ッセージに、ジョブが開始されたことが示され、割り当てられたタスクフロー IDが特定
されます。

注意:

この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能性があり
ます。

7. 「ジョブ・ライブラリ」画面内のタスクフロー IDを使用してデプロイメントの進捗をモニ
ターします。

例 12-2 デバッグ・スクリプトについて
エンジンによって生成されるスクリプトは、各ルールに必要なすべての計算が詳述されてい
ます(ルールごとに 1つの.txtファイル)。
スクリプトは、構成された Essbaseサーバーが実行中であるマシン上の$ARBORPATH/app/
<application name>/<database name>ディレクトリに生成されます。

C:\Oracle\Middleware\user_projects\epmsystem1\EssbaseServer\ 
essbaseserver1\app\BksML12C\BksML12C
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管理者は、必要に応じて Essbaseコンソールで計算スクリプトを表示できます。
スクリプトのファイル名のフォーマットは、P+XX+RuleMemberName.txtで、意味は次
のとおりです。
• P = POV

• XX = 選択した POVメンバー・グループ IDの最後の 2桁
• RuleMemberName = 特定のルールに割り当てられた一意のルール・メンバー名
たとえば、生成されたスクリプトには P99R0001.txtなどの名前が付けられます。

各スクリプト・ファイルには、次の情報が含まれるヘッダーがあります。
• アプリケーション名
• POV

• ルール・セット名
• ルール名
• ルール・シーケンス
• 反復の数

管理元帳計算における配賦の丸め精度の制御
管理元帳計算時に配賦結果が丸められる小数点以下の桁数を変更するための、データ
ベースに挿入できる非表示のインストール・プリファレンスがあります(現在のデフォ
ルトは小数点第 7位です)。
次の SQL文で、<value>を-6から 7の整数で置き換えます(一重引用符は保持します)。
値-6は 100万の位に、値 0は整数に、値 7は小数点第 7位に丸められます。
配賦時に、丸め操作の剰余が最大の配賦値を持つ宛先交差に追加されます。
Oracleデータベースでは、Profitabilityの製品スキーマ所有者として接続中にこの SQL
文を SQL Developerで実行してから、変更をコミットします
INSERT INTO HPM_INSTALLATION_PREFERENCE

(ID,NAME,VALUE,HPM_INSTALLATION_ID,CREATED_TIMESTAMP,CREATED_USERID,MOD
IFIED_TIMESTAMP,MODIFIED_USERID,DISPLAY_ORDER)
VALUES (40,&apos;MLCalculationPrecision&apos;,&apos;<b>&lt;value&gt;</
b>&apos;,1,SYSDATE,&apos;INIT&apos;,SYSDATE,&apos;INIT&apos;,40);

Microsoft SQL Serverデータベースでは、Profitability製品データベースに接続中にこ
の SQLブロックを SQL Server Management Studioで実行します:

BEGIN
     SET IDENTITY_INSERT HPM_INSTALLATION_PREFERENCE ON 
     INSERT INTO HPM_INSTALLATION_PREFERENCE 
     (ID,NAME,VALUE,HPM_INSTALLATION_ID,CREATED_TIMESTAMP,
     
CREATED_USERID,MODIFIED_TIMESTAMP,MODIFIED_USERID,DISPLAY_ORDER)VALUES
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(40,'MLCalculationPrecision','<value>',1,getDate(),'INIT',getDate(),'INIT';,4
0)
     SET IDENTITY_INSERT HPM_INSTALLATION_PREFERENCE OFF
END
go 
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13
管理元帳のジョブ・ステータスのモニタリング

次も参照:

• 管理元帳のジョブ・ライブラリについて
管理元帳の「ジョブ・ライブラリ」には、管理元帳 Profitabilityアプリケーションのすべ
てのモデルおよびすべてのユーザーに対して現在発行またはスケジュールされているす
べてのジョブのリストが表示されます

• 管理元帳のジョブ・ライブラリのジョブ・タイプ
管理元帳アプリケーションで処理できるジョブ・タイプは 5つあります。

• 管理元帳の「ジョブ・ライブラリ」の表示
管理元帳の「ジョブ・ライブラリ」を表示できます。

管理元帳のジョブ・ライブラリについて
管理元帳の「ジョブ・ライブラリ」には、管理元帳 Profitabilityアプリケーションのすべての
モデルおよびすべてのユーザーに対して現在発行またはスケジュールされているすべてのジ
ョブのリストが表示されます
「ジョブ・ライブラリ」のいずれかの列見出しをクリックすると、そのラベルに基づいてジョ
ブがソートされます。再度クリックすると、逆順でソートします。

ノート:

リストのジョブ数が増えると、画面のリフレッシュ速度が遅くなる可能性がありま
す。リストのジョブ数を減らして妥当なパフォーマンスを取り戻すには、「Excelに
エクスポート」ボタンを使用してジョブ・リストをアーカイブしてから、古いジョ
ブを削除します。

管理元帳のジョブ・ライブラリのジョブ・タイプ
管理元帳アプリケーションで処理できるジョブ・タイプは 5つあります。
「ジョブ・ライブラリ」の「ジョブの詳細」情報は、「ジョブ・タイプ」に応じて変わります。
• POVのコピー(POV_COPY)

– タスクフロー ID

– ジョブの詳細: このジョブ・タイプに関連する構成やその他の詳細
• POVのクリア(POV_CLEAR)

– タスクフロー ID

– ジョブの詳細: このジョブ・タイプに関連する構成やその他の詳細
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管理元帳 POVからの選択したアーティファクトのクリアを参照してください。
• POVの削除(POV_DELETE)

– タスクフロー ID

– ジョブの詳細: このジョブ・タイプに関連する構成やその他の詳細
管理元帳 POVおよびすべてのアーティファクトの削除を参照してください。

• キューブ・デプロイメント(CUBE_DEPLOYMENT)

– タスクフロー ID

– ジョブの詳細: Oracle Essbaseアプリケーション、データベース・オプション
およびデータ・オプションの名前

管理元帳データベースの管理を参照してください。
• 配賦計算 - 元帳(LEDGER_CALC)

– タスクフロー ID

– ジョブの詳細: 処理オプション、計算の設定時に選択されたデータ POV、実行
されたルール、およびその他の計算データ

管理元帳モデルの計算を参照してください。

管理元帳の「ジョブ・ライブラリ」の表示
管理元帳の「ジョブ・ライブラリ」を表示できます。
1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceで、「ナビゲー
ト」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ジョブが発行されてい
る管理元帳アプリケーションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「ジョブ・ステータス」、「ジョブ・ライ
ブラリ」の順に選択します(図 1)。

図 13-1 管理元帳の「ジョブ・ライブラリ」
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「ジョブ・ライブラリ」画面には、次のコントロールがあります。
• 「アクション」メニュー — ジョブ表を Microsoft Excelにエクスポートするか、選択
したジョブを取り消します

• 「表示」メニュー - 列の非表示、表示および順序の並替え、ジョブ・ライブラリの表
のデタッチと再アタッチ、各列の先頭にある例による問合せボックスの表示と非表示
が可能です

• 「Excelにエクスポート」ボタン - ジョブ・ライブラリの表を Microsoft Excelファイ
ルに保存します

• 「フィルタ」ボタン - 各列の先頭にある例による問合せボックスを表示および非表示
にします
例による問合せボックスに一致するテキストを入力すると、ジョブ・ライブラリの表
にある特定のエントリを選択できます。

• デタッチ・ボタン - ジョブ・ライブラリの表を独立したウィンドウでフロート表示し
ます。再度アタッチするにはクリックします

• 「停止」ボタン - は、選択したジョブを取り消します
• 「削除」ボタン - は、選択したジョブをジョブ・ライブラリの表から削除します
• 「リフレッシュ」 ボタン - 最新のジョブ情報で、ジョブ・ライブラリの表を更新しま
す

3. 各ジョブの情報を確認します。
• ジョブ ID — システムによって割り当てられたジョブ ID番号
• ユーザー — 処理するタスクを発行した個人のユーザー ID

• アプリケーション名 — タスクが実行されているアプリケーションの名前
• 開始日/開始時間 — ジョブが発行された、または実行をスケジュールされた日付と時
刻

• 終了日/終了時間 — ジョブの完了、失敗または停止の日付と時刻
• 経過時間 — 開始日/開始時間から終了日/終了時間までの時間
• ジョブ・タイプ — 実行中のタスクのタイプ(管理元帳のジョブ・ライブラリのジョ
ブ・タイプ)

• ステータス — 「実行中」、「成功」または「失敗」など、タスクフローの現在のステ
ータス

• コメント — 特定のジョブに関してユーザーが入力したノートや詳細コメントはタス
クの発行時に入力されます。

4. オプション: 「ジョブの詳細」では、選択したジョブに関する追加の要約レベルの詳細を
確認します。「ジョブの詳細」にはタスクフロー IDの他に、クリックすると、エラーや影
響分析情報などの詳細が表示されるハイパーリンクが含まれることがあります。ハイパ
ーリンクがある場合、表示された情報をファイルに保存できます。
詳細は、ジョブ・ライブラリ・ジョブ・タイプを参照してください。

第 13章
管理元帳の「ジョブ・ライブラリ」の表示

13-3



ノート:

「タスクフロー ID」は、特定のタスクに対してシステム生成されるタスク
の IDで、<application name>:<task name><generated taskflow number>.
というフォーマットです。
たとえば、生成されるタスクフロー番号は、
Demo04_RunCalcs_D20111103T183447_fbeのように表示されます。
この場合、Demo04がアプリケーション名、RunCalcsがタスク、
D20111103T183447_fbeが生成されたタスクフローのインスタンス ID
です。

5. オプション: 「表示」オプションまたは「フィルタ」ボタンを使用して例による問
合せボックスを表示した場合、各列の先頭にあるテキスト・ボックスを使用して、
一致するテキストを入力するとジョブを検索できます。

6. オプション: 必要な場合、 をクリックするか「アクション」を選択し、次に「停
止」を選択して「実行中」の状態の選択したタスクを終了します。

ノート:

このコマンドは、他のシステム(Oracle Essbaseなど)を制御しない元帳
計算ジョブにのみ使用できます。ボタンを押した後でタスクフローがす
ぐに停止する場合は、データの状態が一貫するように、結果に影響する
アクティビティに追加の時間が必要なことがあります。

EPM Workspaceタスクフローを使用する詳細な手順は、『Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceユーザー・ガイド』を参照して
ください。
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14
管理元帳の問合せおよびレポートの操作

次も参照:

• 管理元帳の問合せおよびレポートについて
管理元帳 Profitabilityモデル内のデータを表示および印刷する方法はいくつかあります。

• 管理元帳 Profitabilityアプリケーションでの Smart View問合せの管理
「問合せの管理」タスク領域画面を使用して、アプリケーション・データベースに対する
Smart View問合せを作成および管理できます。

• 管理元帳レポートの作成および使用
管理元帳 Profitabilityモデル内でシステム・レポートを生成できます。

管理元帳の問合せおよびレポートについて
管理元帳 Profitabilityモデル内のデータを表示および印刷する方法はいくつかあります。
• モデルを検証するために内部データ表を表示できます(たとえば、「ルール貸借一致」また
は「モデル検証」タスク領域画面)。これらの表からレポートを作成するには、ボタンを
クリックして Microsoft Excelファイルにエクスポートします(管理元帳モデルの検証)。

• 「問合せの管理」タスク領域を使用して、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementデータを含む Oracle Essbaseデータ・キューブに対して実行する Oracle
Smart View for Office問合せを作成および管理できます。その後、ボタンをクリックし
て、問合せ結果を示す Smart Viewを起動できます(管理元帳 Profitabilityアプリケーショ
ンでの Smart View問合せの管理)。

• 事前にフォーマットされたシステム・レポートを生成すると、管理元帳ルール・セットや
ルール、または計算統計のリストと説明を参照できます(管理元帳レポートの作成および
使用)。

他の Oracleレポート・ツールまたはサードパーティのレポート・ツールを使用して、Essbase
キューブについてレポートを作成し、計算結果を表示することもできます。
• Oracle Hyperion Web Analysis

• Oracle Hyperion Financial Reporting

• Microsoft Excel (Smart View使用)

これらのレポート・ツールを使用することで、必要な情報を希望どおりに表示するレポート
を生成できます。この項の手順では、レポートの構築に必要なステップについて説明します。
レポートの作成および実行方法の詳細は、使用するレポート・ツールのサポート・ドキュメ
ントを参照してください。詳細は、この項で示している他のトピックを参照してください。
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管理元帳 Profitabilityアプリケーションでの Smart
View問合せの管理

「問合せの管理」タスク領域画面を使用して、アプリケーション・データベースに対す
る Smart View問合せを作成および管理できます。
このような問合せは、管理レポート、セグメントごとの収益性分析、ルール分析、入
力データ確認などに使用できます。関心があるデータを検索する際に、ルール定義を
調査したり、計算および入力データの格納方法を制御するシステム・ディメンション
を理解したりする必要がありません。
問合せは保存して再利用できます。Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理を使用して、エクスポートおよびインポート
することもできます。
事前定義の Oracle Smart View for Office統合を「ルール貸借一致」画面から起動する
こともできます。起動データ・ポイントは、「ルール貸借一致」画面で青色のハイパー
リンクとして表示されます。入力または配賦データについて詳細にドリル・ダウンで
きます。たとえば、計算を実行した後に、または同じ実行で使用された入力データを
確認するために、特定の費用にドリルダウンできます。
任意のディメンションまたはディメンション・メンバーの名前が変更または削除され
た場合、それらのディメンションを参照している Smart View問合せは無効になりま
す。問合せの検証画面では、すべての問合せが検証され、無効な問合せがあればエラ
ー・メッセージが表示されます。
管理元帳アプリケーションの Smart View問合せは、メンバー名に&記号が含まれるデ
ィメンション・メンバーを参照すると、検証エラーで失敗します。
対話型ユーザー、パワー・ユーザーまたは管理者としてプロビジョニングされたユー
ザーのみが、問合せを作成、編集または削除できます。そのようなユーザーの他に、
表示ユーザーはアプリケーションから問合せを実行できます。

管理元帳 Profitabilityアプリケーションでのカスタム Smart
View問合せの作成

問合せを作成する前に、完全な Oracle Hyperion Profitability and Cost Management環
境のインストールと構成が行われ、次の製品とともに稼働していることを確認します。
• Oracle Hyperion Provider Services

• Oracle Hyperion Shared Services

• Oracle Essbase

また、Oracle Smart View for Officeとともに Microsoft Excelもコンピュータにインス
トールする必要があります。
問合せを作成するには:

1. 「タスク領域」から、「レポート」、「問合せの管理」の順に選択します。
「問合せ」画面が表示され、ユーザーが表示ユーザー、対話型ユーザー、パワー・
ユーザーまたは管理者としてプロビジョニングされている全アプリケーションに
対するすべての既存の問合せが表示されます(図 1)。
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図 14-1 「問合せの管理」タスク領域、「問合せ」画面

2. をクリックするか、「アクション」、「問合せの作成」の順に選択します。
表示ユーザーはこのアクションを使用できません。
3ステップの問合せウィザードが開きます。

3. 「ステップ 1/3: 説明」では、新規問合せについて次の情報を入力し、「次」を選択します。
• ドロップダウン・リストから問合せに使用する「アプリケーション」を選択します。
• 問合せの名前を「名前」に入力します。

4. 「ステップ 2/3: プログラム・コンテキスト」では、ディメンションの定義にプログラム・
コンテキスト(グローバル・コンテキスト、ルール・セット・コンテキストまたはルール)
を使用するかどうかを選択します。コンテキストの詳細は、管理元帳の配賦の操作を参照
してください。
• 「プログラム・コンテキストを使用しますか?」を選択した場合は、POVの情報を入
力し、「次」をクリックします。

• 「プログラム・コンテキストを使用しますか?」を選択しなかった場合は、「終了」を
クリックし、この手順の後半のステップ 6にスキップします。

5. 「プログラム・コンテキストを使用しますか?」を選択して「次」をクリックすると、「ス
テップ 3/3: ディメンション」が表示されます。使用するプログラム・コンテキストを選
択し、表示される任意のリストで選択を行います。選択したら、「終了」をクリックしま
す。
コンテキストの選択肢は次のとおりです。
• プログラム・コンテキストの使用 — モデルのすべてのルール・セットとルールに対
して選択されたデフォルト・ディメンションを適用します。

• ルール・セット・コンテキストの使用 — 指定のルール・セットに対して選択された
デフォルト・ディメンションを適用します(ルール・セット名が必要)。

• ルールの使用 — ルール固有のディメンション情報を適用します。ルール・セット名、
ルール名、ルール・コンポーネント(「ソース」、「宛先」、「ドライバ」または「オフセ
ット」)が必要です

「終了」をクリックすると、「問合せ」画面が表示されます。新しい問合せがリスト表示さ
れます。
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6. 問合せを選択し、次のステップに従ってカスタム問合せ定義を行います。
7. オプション: 「説明」タブで必要に応じて次の操作を行います。

• 問合せの説明を「説明」に入力します。
• 「別名の使用」を選択して、問合せのすべてのディメンションについて、割り
当てられた別名があれば表示します。

• 「欠落の抑制」を選択して、Smart Viewでの最初の問合せのデータ抑制オプシ
ョンを設定します(必要な場合)。
「欠落の抑制」を選択した場合は、Smart Viewのオプションは、すべての問合
せではなく、最初の問合せの実行に対してのみ設定されます。後続のデータへ
のドリルのオプションを設定するには、Smart Viewのオプションを手動で設
定します。
問合せ定義で「#Missingの抑制」を選択すると、問合せの実行時にキューブ・
ビュー operation.nullを実行できませんというエラーが返されます。このオプ
ションの選択を解除した場合、問合せが実行され、データが欠落したデータ行
とともに表示されます。

8. 「ディメンション」をクリックし、ディメンションの選択内容をレビューおよび編
集します(図 2)。
デフォルトでは、アプリケーション・アウトラインのすべてのディメンションが表
示されます。

図 14-2 「問合せ定義」画面の「ディメンション」タブ
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9. デフォルトの「位置」が各ディメンションに割り当てられます。位置を変更するには、デ
ィメンションを選択し、「移動先」ドロップダウン・リストを開いて、新しい位置を選択
します。
• 行
• 列
• Smart View POV

10. オプション: 「上へ移動」と「下へ移動」を使用して、「位置」で、問合せのハイライト
表示されたディメンションの位置を変更します。

11. オプション: ディメンションを選択し、「メンバー選択」領域を使用して、メンバーを追
加または削除し、列の表示を変更します。
代替階層および NoMemberメンバーを含む、すべてのディメンション・メンバーがリス
トに表示されます。レベルに制限がないため、代替階層、共有または基本メンバー、任意
のメンバーを選択できます。

12. 問合せ定義が完了したら、  をクリックして、将来使用するために保存しておきます。
問合せの実行、編集または削除方法は、次の項を参照してください。
• 管理元帳 Profitabilityの問合せの実行
• 管理元帳 Profitabilityアプリケーションでのカスタム問合せの編集と削除

管理元帳 Profitabilityの問合せの実行
この項では、管理元帳 Profitabilityアプリケーションで問合せを実行して結果を生成するいく
つかの方法を説明します。

管理元帳アプリケーションでのカスタム問合せの実行
ノート:

管理元帳 Profitabilityアプリケーションでのカスタム Smart View問合せの作成に問
合せの作成方法が説明されています。
問合せを実行する前に、データベースをデプロイする必要があります。問合せを実
行する前にデータベースを計算する必要がない場合でも、計算されていないと結果
が欠落します。

管理元帳問合せを実行し、その結果を Oracle Smart View for Officeで表示し、さらに分析、
検証および編集を行うことができます。
問合せを実行して結果を Smart Viewに表示するには:

1. 「タスク領域」で、「レポート」、「問合せの管理」の順に選択します。
「問合せ」画面が表示され、ユーザーが表示ユーザー、対話型ユーザー、パワー・ユーザ
ーまたは管理者としてプロビジョニングされている全アプリケーションに対するすべて
の既存の問合せが表示されます。

2. 実行する問合せを選択します。
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3.  をクリックするか、「アクション」、「問合せの実行」の順に選択します。
4. 問合せ結果を含む Smart Viewが開きます。

管理元帳の「ルール貸借一致」画面からの問合せの実行
事前定義済の問合せ統合を管理元帳の「ルール貸借一致」画面から起動することもで
きます。起動ポイントは、画面のデータに定義されたハイパーリンクとして表示され
ます。列内のハイパーリンクは、ルール計算を介して提供された値を示します。
ハイパーリンクをクリックすると、即座に分析機能にアクセスして、計算を分析し、
領域に修復が必要かどうか、情報の矛盾や欠落の詳細を公開する必要があるかどうか
を判断します。
「ルール貸借一致」画面を使用して問合せにアクセスするには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceで、「ナビゲー
ト」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、管理元帳 Profitabilityア
プリケーション(モデル)を選択します。

2. 結果の完成度を上げるために、モデルを計算してから問合せを実行します。
3. モデルが開いている状態で、「タスク領域」で、「検証」、「ルール貸借一致」の順に
選択します。

4. 「ルール貸借一致」画面で、POVデータを入力し、「モデル・ビュー」を選択しま
す。

5. 「ルール貸借一致」表で、たとえば、「配賦範囲内」の青色のハイパーリンクをクリ
ックします。
ハイパーリンクをクリックすると、結果が Oracle Smart View for Officeに表示さ
れ、さらに分析やレポート作成を行うことができます。
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図 14-3 「アクティビティ」と「配賦範囲内」の Smart Viewの検索結果

6. オプション: 現在の POVを変更するには、POV_Linked_Viewペインで、現在の POVに
対してリストされたディメンションの横にある下向き矢印をクリックし、省略符号(...)を
クリックして、「メンバー・セレクタ」を開きます。変更するメンバーを選択し、「リフレ
ッシュ」をクリックして、POV変更をアクティブ化します。

7. 問合せの結果を確認します。
8. オプション: 特定の交差を表示するには、「Oracle Essbase」タブの「ズーム」コマンド
を使用して、特定の交差までドリルダウンするか戻ります。

ノート:

「問合せの管理」から Smart Viewを起動すると、接続は拒否されましたおよびWeb
起動操作が取り消されましたなどのエラーが発生する可能性があります。SSLを使
用した管理元帳からの問合せの管理の起動をサポートするには、Oracle Enterprise
Performance Management Systemセキュリティ構成ガイドで説明している Oracle
Enterprise Performance Management Systemの完全な SSLデプロイメントをお薦
めします。OHSサーバーで SSLを終了する場合、OHS構成ファイル内に追加構成
が必要となる可能性があります。

管理元帳 Profitabilityアプリケーションでのカスタム問合せの
編集と削除

問合せを編集するには:
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1. 「タスク領域」で、「レポート」、「問合せの管理」の順に選択します。
「問合せの管理」画面が表示され、ユーザーが対話型ユーザー、パワー・ユーザー
または管理者としてプロビジョニングされている全アプリケーションに対するす
べての既存の問合せが表示されます。

2. 問合せを選択し、「問合せ定義」領域の「説明」および「ディメンション」タブを
使用して問合せを見直します(管理元帳 Profitabilityアプリケーションでのカスタ
ム Smart View問合せの作成)。

3. 問合せの編集が完了したら、  をクリックして、将来使用するために保存してお
きます。

管理元帳アプリケーションで問合せを削除するには:

1. 他のユーザーがこの問合せを必要としていないことを確認します。
2. 「タスク領域」で、「レポート」、「問合せの管理」の順に選択します。
「問合せ」画面が表示され、ユーザーがプロビジョニングされているすべてのアプ
リケーションの既存のすべての問合せが表示されます。

3. 削除する問合せを選択し、  をクリックするか、「アクション」、「問合せの削除」
の順に選択します。

ノート:

このアクションを行うことができるのは、対話型ユーザー、パワー・ユ
ーザーおよび管理者のみです。

4. 確認メッセージに対して「はい」をクリックします。
選択した問合せが「問合せ」画面から削除されます。

管理元帳レポートの作成および使用
管理元帳 Profitabilityモデル内でシステム・レポートを生成できます。
Oracle Smart View for Officeで Oracle Essbaseレポートを作成し、他の Oracleツール
を使用して Essbaseアウトラインからレポートを直接作成することもできます。詳細
は次に示すトピックを参照してください。

管理元帳システム・レポートの生成
管理元帳システム・レポートは、選択したモデルについて次のいずれかを示します。
• プログラム・ドキュメンテーション — 計算ルール・セット、ルールおよびルール
定義

• ディメンション統計 — 現在のアプリケーションの各ディメンションについて、デ
ィメンション・メンバーの数、レベル 0メンバーの数、階層レベルの数

• ルール・データ検証 — 選択した各ルールを対象としたソース・データとドライバ・
データ
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ノート:

交差数が 1000を超える場合、最初の 100の交差のみが表示されます。「ソー
ス・データ」または「ドライバ・データ」が選択されていない場合、レポート
のその部分は空白になります。

• 実行統計 — 選択した元帳計算ジョブについて収集されたランタイム統計(ジョブの終了
後)

管理元帳システム・レポートを生成するには:

1. 開いている管理元帳モデルの「レポート」タスク領域で「システム・レポート」を選択し
ます。

2. 「システム・レポート」画面で、それぞれの設定について次のいずれかを選択します。
• レポート名 — 「プログラム・ドキュメンテーション」、「ディメンション統計」、「ル
ール・データ検証」または「実行統計」

• 出力タイプ — PDF (Adobe PostScript)、Microsoft EXCEL、Microsoft WORD、XML
または HTML

3. 「プログラム・ドキュメンテーション」レポートと「実行統計」レポートの場合は、次の
情報を「レポート・パラメータ」領域に入力します。
• プログラム・ドキュメンテーション — POV情報
• 実行統計 — 「ジョブ・ライブラリ」タスク領域から正常に完了したジョブの「ジョ
ブ ID」

「ルール・データ検証」レポートの場合は、次の情報を入力します。
• POV情報
• ルール・セット
• ルール
• 要約値のみまたは要約値とデータのどちらのレポートを生成するか
• 選択したルールのソース・データ、ドライバ・データまたはその両方のいずれを含め
るか

ノート:

「ディメンション統計」レポートではレポート・パラメータ情報は必要ありませ
ん。

4. 「実行」をクリックし、レポートを生成して表示します。
レポートの内容の詳細およびレポートの例の表示については、次の項を参照してください。
• 管理元帳「プログラム・ドキュメンテーション」レポートの例
• 管理元帳「ディメンション統計」レポートの例
• 管理元帳「ルール・データ検証」レポートの例
• 管理元帳「実行統計」レポートの例
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管理元帳「プログラム・ドキュメンテーション」レポートの例
プログラム・ドキュメンテーション・レポートでは、各ルールおよびルール・セット
が何をするかについて説明します。これらのレポートで生成された計算ロジックの要
約は、プロジェクトのドキュメンテーションまたは監査者のツールとして有用です。

図 14-4 管理元帳 Profitabilityの「プログラム・ドキュメンテーション」レポートの例

管理元帳「ディメンション統計」レポートの例
「ディメンション統計」レポートは、現在のアプリケーションの各ディメンションにつ
いて、ディメンション・メンバーの数、レベル 0メンバーの数、階層レベルの数を示
します。表示される値は数学的に可能な組合せであり、すべてが使用されるわけでは
ありません。

図 14-5 管理元帳 Profitabilityの「ディメンション統計」レポートの例
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管理元帳ルール・データ検証レポートの例
ルール・データ検証レポートは、必要なすべてのソース・データとドライバ・データが管理
元帳アプリケーションでルールに含まれているかどうかの検証に役立ちます。このレポート
には、データを含む選択したルールのソースとドライバの交差、ルールとドライバ・データ
の合計およびレコード数合計がすべて表示されます。単に要約データ合計を選択することも
できます。
交差数が 1000を超える場合、最初の 100の交差のみが表示されます。「ソース・データ」ま
たは「ドライバ・データ」が選択されていない場合、レポートのその部分は空白になります。
図 1は、選択したルールのソースおよびデータ交差の要約データと、各交差のデータを示し
ています。コスト・センター勘定科目がソース・データを供給します。この場合、ソース・
データは欠落しています。図 2は、ルール・データ検証レポートのドライバ・データのフォ
ーマットを示しています。

図 14-6 要約データとソース・データが表示された管理元帳ルール・データ検証レポートの例
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図 14-7 ドライバ・データを表示する管理元帳ルール・データ検証レポートの一部分

管理元帳「実行統計」レポートの例
「実行統計」レポートは、選択した元帳計算ジョブについて収集されたランタイム統計
をジョブの終了後に示します。
図 14-8 管理元帳 Profitabilityの「実行統計」レポートの例

管理元帳 Profitabilityアプリケーションで Smart Viewを作成
したレポート作成

Oracle Smart View for Officeは、Oracle Essbaseなどのデータ・ソースに対して、
Microsoft Officeインタフェースを提供します。Smart Viewをインストールすると、
Microsoft Office製品のツールバーに表示される Smart Viewリボンを使用して、
Microsoft Excel、Wordまたは PowerPointから Essbaseに接続して Smart View機能
にアクセスできます。生成したレポートは、グリッド、チャートまたはスクロール可
能な表として表示できます。
「問合せの管理」画面(管理元帳アプリケーションでのカスタム問合せの実行)では、問
合せを定義および起動し、その結果として Smart Viewにデータを表示することができ
ます。「ルール貸借一致」画面(管理元帳の「ルール貸借一致」画面からの問合せの実
行)には、Smart Viewに直接移動できるリンクもあります。
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このトピックでは Smart Viewでレポートを作成する方法の概要を説明しますが、レポートを
設定および Smart Viewを使用して結果を表示する方法の詳細は Oracle Smart View for
Officeユーザーズ・ガイドを参照してください。
Smart Viewを使用してレポートを作成するには:

1. 管理元帳モデルの管理および計算の説明に従って、モデルの Essbaseキューブを生成お
よび計算します。

2. Microsoft Excelを開きます。
3. Smart Viewで「パネル」、「共有接続」の順に選択して、Essbaseデータベースに接続し
ます。Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドを参照してください。

4. Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドの説明に従って、レポートを作成しま
す。

ノート:

Essbaseアウトラインの操作に熟練している場合は、Essbaseで直接レポート
を生成することもできます。手順は、Essbaseのドキュメントを参照してくだ
さい。
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第 III部
詳細 Profitabilityの操作

次も参照:

• 詳細 Profitability and Cost Managementのモデルとシナリオについて
• 詳細 Profitability and Cost Managementアプリケーションのディメンション
• 詳細 Profitabilityモデルの管理
• 詳細 Profitability配賦の管理
• 詳細 Profitabilityモデルの計算
• 詳細 Profitabilityモデルの検証
• 詳細 Profitabilityレポートの作成
• 詳細 Profitabilityのジョブ・ステータスのモニタリング



15
詳細 Profitability and Cost Managementのモデルとシナリオについて

モデルとは、組織の一部または全部を表現したものです。Oracle Hyperion Profitability and
Cost Managementモデルを使用することで、企業内の費用および収益に影響を与えるプロセ
スや活動を正確にトレースできます。
モデルは、次の要素で構成されています:

• ステージは、組織における収益または費用のソース配賦と宛先配賦を編成します
• ディメンションは、値を取得および保存するためのビジネス・データの編成に使用される
データ・カテゴリです。標準 Profitability and Cost Management内では、次のタイプのデ
ィメンションが使用されます:

– MeasuresDetailed配賦ディメンションなどのシステム・ディメンション。
– メジャー・ディメンションには、モデルの構築、検証および計算に必要なメンバー(収
益のメジャー、ドライバ定義など)が含まれています。

– ビジネス・ディメンション - モデルの各ステージ内のオブジェクト(製品、顧客、地域
など)を記述します。ディメンションとメンバーはモデルの基盤となります。

– POVディメンションは、年、シナリオ、期間またはバージョンなど、モデルに固有
の視点またはバージョンを示します。バージョン・ディメンションを使用すると、モ
デルの複数のバージョンを保持できます。これらのバージョンは、モデルの代替シナ
リオや仮定シナリオ、または異なるパースペクティブの作成に使用できます。

– 別名ディメンションは、ディメンションの定義に役立つ代替の名前、説明、言語また
はその他のアイテムを割り当てるために使用されます。

– 属性ディメンションを使用すると、ディメンション・メンバーの属性または品質に基
づく分析が可能になります。属性は、製品のサイズや色など、データの特性を示しま
す。

• ドライバは、費用または収益のソース値の計算および配賦方法を定義します。選択されて
いるドライバは、ディメンション全体に適用することも、階層の一部、単一のメンバー、
さらには単一の交差に適用することもできます。

• ソースまたは宛先メンバー選択を定義する割当ルール
• ソース・データを宛先にマッピングする割当
• 複数のソースから複数の宛先への配賦を定義する複数ソース計算ルール。
• 個別の割当を実行する単一ソース計算ルール。複数ソース・ルールの例外として動作しま
す。

• 計算ルールは、ソース、宛先およびドライバをカプセル化する計算アーティファクトのス
ーパー・セットです。これを使用すると、ソース、宛先およびドライバを使用して幅広い
割当を作成でき、個々の割当を予約して、この計算ルールの例外を作成します。

• ユーザー定義のリレーショナル・データベースからインポートされる財務データ。
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MeasuresDetailed、ビジネス、メジャーおよび POVディメンションは、Profitabilityア
プリケーション・コンソールで作成され、Profitability and Cost Managementリレーシ
ョナル・データベースにデプロイされます。ステージ、ドライバ、ドライバ選択、割
当および計算ルールは、Profitability and Cost Managementで作成されます。

詳細 Profitabilityモデル作成のステップ
詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementモデルの作成は、次のステッ
プで行う必要があります:

1. 詳細 Profitability and Cost Managementでモデルを作成する前に、データベース管
理者に依頼して、リレーショナル表(物理表とビュー)を保持するモデル・スキーマ
と、サポート詳細を保持する参照表を作成します。

2. Profitabilityアプリケーション・コンソールで詳細 Profitabilityアプリケーションを
作成します。

3. 詳細 Profitabilityアプリケーションとして使用するモデル・データ・スキーマを選
択します。詳細モデル・データ・スキーマの選択を参照してください。

4. 「モデル・データの登録」を使用して、ソースと宛先のメジャー・ディメンション
を選択し、表を登録します。既存のデータベース表からアプリケーションに列をマ
ッピングします。メイン表に追加のサポート詳細を提供する、関連付けられた参照
表に結合します。詳細 Profitabilityモデル・データの登録を参照してください。

5. モデルに対するソースおよび宛先モデル・ステージを作成します。登録された表を
選択し、ステージに適用するディメンションを割り当てます。詳細 Profitabilityス
テージの管理を参照してください。

6. モデル・データの登録のモデル検証を実行します。詳細 Profitabilityモデルの検証
を参照してください。

7. 各 POVディメンションのメンバーを選択して(「年」、「期間」、「シナリオ」など)、
モデルの視点(POV)を作成します。詳細 Profitabilityの視点の操作を参照してくだ
さい。

8. データを計算する方法を指定するためのドライバ定義を作成します。詳細
Profitabilityドライバの定義を参照してください。

9. モデルは、計算ルールを中心に展開するトップダウンのアプローチです。計算ルー
ルの操作を参照してください。

10. 複数ソース割当計算ルールと、対応するソースと宛先の割当ルールを作成します。
計算ルールの追加を参照してください。

11. オプション: 複数ソース計算ルールの例外として割当ルールの選択を作成するに
は:

• 選択したドライバ・ディメンションのメンバーまたは交差にドライバを割り当
てます。詳細 Profitabilityドライバの選択を参照してください。

• 割当ルールおよび割当を作成し、計算値を配賦する場所を指定します。
次の項を参照してください:

– 割当ルールの作成
– 詳細 Profitabilityでの割当の操作
– 詳細 Profitability割当ルールの操作

第 15章
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12. 複数ソース計算ルールを使用して、複数の割当とドライバの選択を作成することをお薦め
します。計算ルールの追加を参照してください。
オプションで、バルク・エディタも使用できます。バルク・エディタの操作を参照してく
ださい。

13. オプション: 単一ソース割当計算ルールを作成して、実行の例外として作成された一連の
割当ルールの選択を取得し、それらをいつ実行するかを制御します。計算ルールの操作を
参照してください。

14. モデル構造を検証し、割当が完全に行われているかどうか、あるいは未使用のドライバが
ないかどうか、などの検証ルールに適合していることを確認します。詳細 Profitabilityモ
デルの検証を参照してください。

15. 計算を実行してモデルで結果を生成します。詳細 Profitabilityモデルの計算を参照してく
ださい。

16. 発行およびスケジュール済ジョブのステータスをモニターします。詳細 Profitabilityのジ
ョブ・ステータスのモニタリングを参照してください

17. ステージ賃借一致レポートを実行します。必要に応じて、モデルやデータの編集と修正を
行い、計算を再実行します。詳細 Profitabilityステージの貸借一致レポートを参照してく
ださい。

18. レポート・ビューを使用して、カスタム・レポートを作成します。詳細 Profitabilityレポ
ート・ビューのデプロイを参照してください。

詳細 Profitability and Cost Managementワークスペース
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceからアクセスする Oracle
Hyperion Profitability and Cost Managementワークスペースは、2つの主要領域で構成されま
す。
• 「タスク領域」ペインでは、モデルの構築、検証および計算、または結果のレポートに必
要なプロセスに移動できます。

• コンテンツ・ペインでは、タスク情報を表示したり、データを入力または変更できます。
また、モデルおよびそのデータの作成やメンテナンスに関連したタスクも実行できます。
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Profitability and Cost Managementワークスペースには、次のアイテムがあります :

1. ウィンドウの上部にあるメイン・メニューには、共通の EPM Workspaceメニュ
ー・オプション(「ナビゲート」、「ファイル」、「表示」、「ツール」)に加えて、Profitability
and Cost Managementメイン・メニュー・オプション(「モデル」、「配賦」、「検証」、
「計算」、「ジョブのステータス」、「ヘルプ」など)が表示されます。

2. 「アプリケーション名」タブに、現在アクティブなアプリケーションの名前が表示
されます。

3. 「タスク領域」は、モデル構造の構築、変更、検証、およびモデルの計算に必要な
タスクの選択に使用します。レポートを生成することもできます。

ノート:

タスク領域を変更する際、現在のタスクに存在する POV(視点)選択は保
持されます。この機能を使用すると、POVを選択する必要がなく、画面
間を移動できます。ユーザーが POVの選択を変更して、POVの「リフ
レッシュ」アイコンをクリックしないかぎり、POVの選択状態は変化し
ません。

4. 情報バーには、現在選択されているタスクに関する簡単な説明が表示されます。
5. タイトル・バーに、現在コンテンツ・ペインに表示されているウィンドウの名前が
表示されます。

6. 「コンテンツ」ペインには、「ステージ」または「ドライバ定義」など、現在選択さ
れているタスクの画面が表示されます。

第 15章
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16
詳細 Profitability and Cost Managementアプリケーションのディメンション

次も参照:

• 詳細 Profitabilityのディメンションについて
詳細 Profitabilityでは、詳細 Profitabilityアプリケーションの開始点として既存のリレーシ
ョナル・データベースを使用できます。

• 詳細 Profitabilityのディメンション・タイプ
「ディメンション・タイプ」は、ディメンションのプロパティで、定義済の機能をアプリ
ケーションで使用可能にします。

詳細 Profitability のディメンションについて
詳細 Profitabilityでは、詳細 Profitabilityアプリケーションの開始点として既存のリレーショナ
ル・データベースを使用できます。
Profitabilityアプリケーション・コンソールで詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementアプリケーションを作成してから、詳細 Profitabilityモデルで使用するアプリケ
ーションをデプロイします。

注意:

詳細 Profitability and Cost Managementの環境は、詳細 Profitability and Cost
Managementおよびクライアントのデータ・モデルについて十分な実務経験がある、
熟練のデータベース管理者またはシステム管理者が作成および管理することをお薦
めします。

ディメンションは、Profitabilityアプリケーション・コンソールで作成および管理しますが、
詳細 Profitabilityモデル内で使用するには事前に作成しておく必要があります。Profitability
アプリケーション・コンソールにより、Profitability and Cost Management管理者は、別の製
品から既存のディメンションおよびメンバーを選択したり、モデル専用にディメンションお
よびメンバーを新しく作成することもできます。汎用のデータを、Oracle Hyperion Planning
など複数の製品およびアプリケーションで共有および更新できます。デプロイメント後に、
詳細 Profitability and Cost Managementアプリケーションでディメンションとそのメンバー
を使用できるようになります。
Profitabilityアプリケーション・コンソールで作成されたディメンションとメンバーは、ビジ
ネス・モデルの構造要素を表します。Profitability and Cost Managementのディメンションに
ついての一般的な情報は、Profitability and Cost Managementのディメンションを参照してく
ださい。
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注意:

モデリング・プロセスの開始後はディメンションを追加または削除しないこ
とをお薦めしますが、新しいディメンションまたはメンバーが追加または削
除された場合には、アプリケーションを再デプロイする必要があります。 詳
細 Profitabilityアプリケーションでディメンションまたはメンバーを削除す
る際には、その操作によってモデル・データ登録が変更され、モデルが無効
になる場合があるため、特に注意が必要です。

次のディメンション・タイプは詳細 Profitabilityアプリケーションの作成に使用できま
す:

• 少なくとも 1つのビジネス・ディメンション(必須) (詳細 Profitabilityのビジネス・
ディメンション)

• 少なくとも 1つの管理対象 POVディメンション(必須) (Profitability and Cost
Managementの POVディメンション)

• 属性ディメンション(オプション) (Profitability and Cost Managementの属性ディ
メンション)

• 別名ディメンション(オプション) (Profitability and Cost Managementの別名ディ
メンション)

• MeasuresDetailedディメンション(必須) (MeasuresDetailedディメンション)

• 管理対象でないディメンション(詳細 Profitabilityの管理対象でないディメンショ
ン)

詳細 Profitabilityで、ステージ表ごとにユーザー定義のメジャー・ディメンションを登
録する必要があります。これらのユーザー定義メジャー・ディメンションは、ビジネ
ス・ディメンションです。アプリケーションごとに 2つのメジャー・ディメンション
のみが登録されます。
• 1つは、登録されるソース・ステージ表とそれに結合された参照表のソース・メジ
ャーです。

• もう 1つは、登録された宛先ステージ表とそれに結合された参照表の宛先メジャー
です。

両方のステージに同じメジャーを使用することも、2つの異なるメジャーを選択するこ
ともできます。 詳細 Profitabilityモデル・データの登録を参照してください。

注意:

ディメンション・メンバーがモデル・データ登録に登録されていない場合は、
モデル検証に失敗します。

ディメンションおよびメンバーの命名規則については、Oracle Hyperion Profitability
and Cost Management管理者ガイドを参照してください。
特定のディメンション・タイプの詳細は、詳細 Profitabilityのディメンション・タイプ
を参照してください。
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詳細 Profitability のディメンション・タイプ
「ディメンション・タイプ」は、ディメンションのプロパティで、定義済の機能をアプリケー
ションで使用可能にします。
ディメンション・タイプの特定の特性により、ディメンションの動作と機能を管理します。
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementおよび他の Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspace製品で特定のディメンション・タイプを共有できるた
め、Oracle Hyperion Planningなど様々な製品のディメンションの機能を活用できます。

ノート:

ディメンショナル・アウトラインを定義する場合、命名用として使用できない制限
文字があります。Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドの Essbase命名規則
に関する項を参照して、最新の規則を確認することをお薦めします。

ディメンション・タイプに、すべてのタイプの Profitability and Cost Managementアプリケー
ションによって使用されるディメンションを示します。
特定の詳細 Profitabilityディメンション・タイプに関する情報は次の各項を参照してください:

• 詳細 Profitabilityのビジネス・ディメンション
• MeasuresDetailedディメンション
• 詳細 Profitabilityの管理対象でないディメンション

詳細 Profitabilityのビジネス・ディメンション
モデルのビジネス・ディメンションには、製品タイプ、販売地域、製造プロセス、一般会計
の勘定科目、給与計算、部署、アクティビティ、場所、顧客、製品など、ビジネスまたは組
織の要件に特に関連する情報が保管されるメンバーが含まれています。これらは、1つ以上の
ステージまたはモデルに適用される場合があります。
ユーザーが詳細 Profitabilityアプリケーションを作成するときに、少なくとも 1つのビジネ
ス・ディメンション・タイプを定義する必要があります。
アプリケーションのソースおよび宛先ステージを定義するとき、1つまたは 2つのビジネス・
ディメンションがメジャー・ディメンションとして使用されます。これらのディメンション
はモデル・データ登録時に、ソースまたは宛先のメジャー・ディメンションとして識別され
ます。ビジネス・ディメンション・メタデータの要件については、Profitability and Cost
Managementのビジネス・ディメンションを参照してください。

MeasuresDetailedディメンション
MeasuresDetailedディメンションは予約済のディメンションで、ステージの貸借一致やその
他の検証アクティビティ (コントリビューション、調整など)をサポートするために必要な配賦
メンバーが含まれます。MeasuresDetailedディメンションには、ドライバ・メジャーが含ま
れません。
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MeasuresDetailedディメンションは、Profitabilityアプリケーション・コンソールで詳
細 Profitabilityアプリケーションが作成される際に選択されます。単一選択ですが、次
のメジャーが含まれます。

ディメンション・メンバー 式または計算結果
未割当 入力 + 受信 - 割当済 - アイドル + オーバードライブの結果
割当済:
AssignedPostStage 宛先ステージに割り当てられているすべての金額の合計
AssignedIntraStage 詳細 Profitabilityでは使用しない
OverDriven 計算したすべてのオーバードライブ値の合計
IdleCost 宛先に割り当てられていない入力が IdleCostの値です。IdleCost

の計算結果は、ドライバ・タイプに応じて割り当てられます:
• 比率ベースのドライバで「アイドルを許可」が選択されている

場合、IdleCostは IdleDriverValue/
OverrideTotalDriverValueの式を使用して生成されます。

• レートベースのドライバでは、配賦値の合計がソース・オブジ
ェクトの入力値より小さい場合に IdleCostが生成されます。

受信:

ReceivedPriorStage ソース・ステージから受信された計算値
ReceivedIntraStage 詳細 Profitabilityでは使用しない
Input 入力にロードされた外部データ。 この金額は変更しないでくださ

い。

注意:

このディメンションのメンバーは編集しないでください。変更を行うと、デ
ータの損失やモデルの破損が生じる可能性があります。

詳細 Profitabilityの管理対象でないディメンション
管理対象でないディメンションは、ID、日付、監査情報のように、配賦に必要ですが
常に変化しているオブジェクトです。これらの管理対象でないディメンションは、選
択したモデル・データ・スキーマに存在します。これらのディメンションはモデル・
データの登録時にも「管理対象でないディメンション」としてマッピングされ、シス
テムによって識別されます。
これらの列には、宛先割当ルールのデータ・フィルタ内でアクセスできます。
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17
詳細 Profitabilityモデルの管理

次も参照:

• モデルの管理について
モデルの管理オプションは、モデルの上位レベル構造を構築したり、モデルのプリファレ
ンスおよび接続を制御するために使用します。

• 計算ルールの操作
計算ルールは、計算アーティファクト、ソースのカプセル化、宛先、ドライバのスーパ
ー・セットです。

• 詳細 Profitabilityモデルの要約の操作
詳細 Profitability「モデルの要約」では、選択されたアプリケーションのシステム詳細情
報が表示され、モデル・レベルのプリファレンスを変更できます。

• 詳細 Profitabilityモデル・データの登録
詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、データを入力して完全新
規のアプリケーションを作成するかわりに、既存のデータベース表をアプリケーションの
データ・ソースとして使用することができます。

• 詳細 Profitabilityステージの管理
詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、モデルに 2つのステージ
のみが存在します

• 詳細 Profitabilityの視点の操作
モデルの視点(POV)は、選択された期間(年、期間、シナリオなど)用に、モデル情報の特
殊なビューを提供します。

• 詳細 Profitabilityのステージング表のインポート
データとモデル情報は Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementに直接入力で
きますが、データの入力には多大な時間が必要になります。

モデルの管理について
モデルの管理オプションは、モデルの上位レベル構造を構築したり、モデルのプリファレン
スおよび接続を制御するために使用します。
• 「モデルの要約」から、システム情報を表示したり、モデル・レベルのプリファレンスを
設定できます。

• 「モデル・データの登録」で、既存の表をアプリケーションにマッピングします。
• 「ステージ」から、モデルのソース・ステージと宛先ステージに適用されるビジネス・デ
ィメンションを割り当てます。

• 視点(POV)は、モデルの様々なバージョンを作成するために使用します; たとえば、予算
の数値と実績の数値の比較を格納したり、様々な変更による最終損益への影響を測定する
シナリオを実行します。

• インポート・ステージング表を使用すると、ドライバ定義、ドライバ選択、割当などのモ
デル情報を詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementにロードするインポ
ート構成を実行できます。
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モデルの管理については、次の項を参照してください:

• 計算ルールの操作
• 詳細 Profitabilityモデルの要約の操作
• 詳細 Profitabilityモデル・データの登録
• 詳細 Profitabilityステージの管理
• 詳細 Profitabilityの視点の操作
• 詳細 Profitabilityのステージング表のインポート

計算ルールの操作
計算ルールは、計算アーティファクト、ソースのカプセル化、宛先、ドライバのスー
パー・セットです。
計算ルールを使用すると、ソース、宛先およびドライバを使用して幅広い割当を作成
でき、個々の割当を予約して、この計算ルールの例外を作成します。
「計算ルール」の情報パネルには、ルールに関する基本的な情報が表示され、ルールに
関する情報を計算ルール定義ペインに表示するコントロール・ポイントになっていま
す。ここで計算ルールの定義と実行順序を制御することもできます。
「計算ルール」画面には、次の 3つの領域があります。
• POVバー - 現在選択されている POVを表示します。計算ルールは POVごとに異
なります。POVの詳細は、詳細 Profitabilityの視点の操作を参照してください。

• 「計算ルール」セクション － 計算ルールの基本的な情報を表示します。デフォルト
の(および主に使用される)ソートは、計算ルール・シーケンス番号を使用します。
このペインで計算ルールの順序を確認できますが、確認の目的で、他の列をソート
およびフィルタしてルールを分離することもできます。

• 「ルール定義」セクション - 「計算ルール」ペインでハイライトされた計算ルール
の定義を表示します。
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計算ルールの追加
計算ルール定義ペインには、ルールを定義するすべてのコンポーネントが表示されます。
ルールを追加するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「計算ルール」の順に選択しま
す。

3. 「ルール定義」セクションで「新規計算ルール」をクリックし、次のフィールドに入力し
ます:

• 「名前」に、計算ルールの名前を入力します。
• 「ルール・タイプ」で、次のいずれかの値を選択します。

– 複数ソース割当 - 複数ソースから複数宛先への配賦を定義します; 1-5のソース
割当ルール、1-5の宛先割当ルールおよび 1ドライバが必要です。

– 計算済メジャー - 宛先メジャー値を変更するための基本的な算術計算を定義しま
す; 1-5の宛先割当ルールおよび 1-5のドライバが必要です。

– 単一ソース割当 - 複数ソース・ルールの例外として動作する個々の割当を実行し
ます; 最初と最後のドライバ・シーケンス優先度を設定しているか、「すべてのド
ライバを選択」を選択する必要があります。

• 「シーケンス」に、0-9999の数値を入力します。
• 「オプション: ルール SQL実行モード」で、
• オプション: 「説明」に、ルールの簡単な説明を入力します。
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• オプション: 後でルールの検索に使用する「検索タグ」を入力します。
4. 「モデル・デフォルト SQL実行モード」が表示されます。デフォルトを使用する
か、「ルール SQL実行モード」で上書きします。

5. 「ドライバ」セクションで次のいずれかを入力します:

• 「複数ソース割当」および「計算済メジャー」計算ルールの場合:

「ドライバの追加」をクリックして既存のドライバを選択するか、「新規ドライ
バ」をクリックして新しいドライバを作成します。

• 「単一ソース割当」計算ルールの場合:

– 「最初のドライバ・シーケンス優先度」と「最後のドライバ・シーケンス優
先度」に、整数のドライバ・シーケンス優先度値を入力してドライバの範
囲を指定します

– すべてのドライバを対象にするには「すべてのドライバを選択」を選択し
ます

6. 「複数ソース割当」の場合、「ソース」セクションで次のように設定します:

• 既存のソース割当ルールの場合: 「ソース割当ルールの追加」をクリックし、
既存のソース割当ルールを「使用可能」リストから「選択済」リストに移動し
ます。

• 新しいソース割当ルールの場合: 「新規ソース割当ルール」をクリックして選
択します。

7. 「複数ソース割当」および「計算済メジャー」計算ルールの場合、「宛先」セクショ
ンで次のように設定します:

• 既存の宛先割当ルールの場合: 「宛先割当ルールの追加」をクリックし、既存
の宛先割当ルールを「使用可能」リストから「選択済」リストに移動します

• 新しい宛先割当ルールの場合: 「新規宛先割当ルール」をクリックして選択し
ます。

ノート:

「計算済メジャー」計算ルールの場合、「ソースと同じ」オプションが設
定された宛先割当ルールは、使用可能な宛先割当ルールからフィルタ処
理されます。

8. 「保存」をクリックします。ルール定義が「計算ルール」セクションに表示されま
す。

計算ルールの変更
計算ルールを変更するには:

1. 「計算ルール」で、ルールを選択します。
2. 「ルール定義」で、次のフィールドを変更します:

• 名前
• ルール・タイプ
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• シーケンス
• 説明
• 検索タグ

3. 「ドライバ」で:

• 「複数ソース割当」および「計算済メジャー」計算ルールの場合:

– 選択したドライバの変更またはドライバの追加: 「ドライバの追加」をクリック
して既存のドライバを選択するか、「新規ドライバ」をクリックして新しいドライ
バを作成して、そのドライバを選択します

– 選択したドライバの変更: 「ドライバの編集」をクリックします。
– 選択したドライバの削除: 「選択したドライバの削除」をクリックします

• 「単一ソース割当」計算ルールの場合:

– 「最初のドライバ・シーケンス優先度」と「最後のドライバ・シーケンス優先度」
のドライバ・シーケンス優先度の値を変更します

– 「すべてのドライバを選択」オプションの状態を変更します
4. 「複数ソース割当」計算ルールの場合「ソース」で次のように設定します:

• 選択したソース割当ルールの変更またはソース割当ルールの追加: 「ソース割当ルー
ルの追加」をクリックして既存のソース割当ルールを選択するか、「新規ソース割当
ルール」を選択して新しいソース割当ルールを作成し、そのルールを選択します

• 選択したソース割当ルールの変更: 「ソース割当ルールの編集」をクリックします。
• 選択したソース割当ルールの削除: 「選択したソース割当ルールの削除」をクリック
します

5. 「複数ソース割当」および「計算済メジャー」計算ルールの場合は「宛先」で次のように
設定します:

• 選択した宛先割当ルールの変更または宛先割当ルールの追加: 「宛先割当ルールの追
加」をクリックして既存の宛先割当ルールを選択するか、「新規宛先割当ルール」を
クリックして新しい宛先割当ルールを作成し、そのルールを選択します

• 選択した宛先割当ルールの変更: 「宛先割当ルールの編集」をクリックします。
• 選択した宛先割当ルールの削除: 「選択した宛先割当ルールの削除」をクリックしま
す

6. 「計算ルールの保存」をクリックします。

計算ルールの削除
計算ルールを削除するには:

1. 「計算ルール」セクションで、ルールを選択します。
2. 「ルール定義」セクションで、「計算ルールの削除」  をクリックします。
3. 「はい」をクリックして削除を確認します。
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計算ルールのコピー
計算ルールをコピーするには:

1. 「計算ルール」セクションで、ルールを選択します。
2. 「ルール定義」セクションで、「計算ルールの複製」 をクリックします。
「計算ルールの複製の作成」ダイアログが開きます。

3. 新しい計算ルール名を入力します。
4. 「OK」をクリックします。

詳細 Profitability モデルの要約の操作
詳細 Profitability「モデルの要約」では、選択されたアプリケーションのシステム詳細
情報が表示され、モデル・レベルのプリファレンスを変更できます。
参照:

• 詳細モデル・システム情報タブ
• 詳細モデル・データ・スキーマの選択

詳細モデル・システム情報タブ
詳細システム情報タブには、リレーショナル・データベース、Oracle Essbase接続、
承認されたユーザーおよび関連付けられたシステム・コンポーネントなどの、選択さ
れたモデルの詳細が表示されます。
大部分のシステム情報は読取り専用です。
「システム情報」タブにアクセスするには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示する詳細アプリ
ケーションを選択します。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデルの要約」の順に選択します。
「システム情報」タブが表示されます。
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表 17-1 「システム情報」タブ

タブ領域 説明
Profitability RDBの情報 リレーショナル・データベース(RDB)サーバー、およびモデル・データが

置かれたデータベースの名前。選択したアプリケーションで使用されて
いるスキーマのバージョンも表示されます。

Essbase情報 オプションの 3つのレポート・キューブ(ソース・ステージ、コントリビ
ューションおよび宛先ステージ)に対応する Essbaseのアプリケーション
名およびデータベース名。詳細 Profitabilityデータベースの管理を参照し
てください。
オプションのレポート・キューブに対応する Essbaseのアプリケーショ
ンとデータベースの名前を入力または変更します。

ユーザー情報 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementデータベースへ
のアクセス権があるユーザーのユーザー IDと、そのユーザーに関連する
すべてのセキュリティ役割が表示されます。
ノート: このユーザーに、データベースとアプリケーションへのアクセス
権が付与されていることを確認してください。Oracle Hyperion
Profitability and Cost Management管理者ガイドを参照してください。

システム・コンポーネント
の情報

インストールに含まれる各コンポーネントの次のような詳細:
• 「システム」には、Enterprise Performance Managementコンポー
ネントの名前が表示されます。

• クラスタ - コンポーネントをホストしているサーバーまたはクラス
タの名前が表示されます。

• HTTPポート - コンポーネントで使用しているポートが表示されま
す。

• HTTPSポート - コンポーネントで使用しているセキュアなポートが
表示されます(使用可能な場合)。

• バージョン/ビルド - リストされたコンポーネントのバージョンとビ
ルド番号が表示されます。

列ヘッダークリックして、リストをソートできます。「システム」および「ホスト」はアルフ
ァベット順にソートされ、ポートおよびバージョン/ビルドは数値順にソートされます。
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詳細モデル・データ・スキーマの選択
アプリケーションに関連付けるモデル・データ・スキーマを選択するには、「モデル・
レベルのプリファレンス」タブを使用します。表示プリファレンスを使用するように
アプリケーションをカスタマイズできます。「モデル・レベルのプリファレンス」タブ
の設定はモデル全体に適用されます。
このタブには、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementアプリケーション
のタイプも「詳細」として表示されます。
モデル・レベルのプリファレンスを設定するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 「タスク領域」から、「モデルの管理」、「モデルの要約」、続いて「モデル・レベル
のプリファレンス」タブを選択します。
 

 

3. 「モデル・レベルのプリファレンス」タブの「モデル・プリファレンス」で、この
詳細 Profitability and Cost Managementアプリケーションに使用する「モデル・デ
ータ・スキーマ」を選択します。

4. 「Essbase接続情報」で、モデルの Oracle Essbase接続情報を入力します。必要
な情報は表 1に説明されています。
表 17-2 Essbase接続情報

設定 アクション
クラスタ Essbaseデータベースへの接続を提供する Essbaseサーバーの論理

名を選択します。この名前が指し示す Essbaseサーバーは、クラスタ
化されている場合とクラスタ化されていない場合があります。
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表 17-2 (続き) Essbase接続情報

設定 アクション
接続タイプ 接続のタイプを選択します:

• 埋込み
• APS
Oracle Hyperion Provider Services管理者ガイドを参照してくださ
い。

APS URL 「接続タイプ」として「APS」が選択されている場合にのみアクティ
ブになります。
Oracle Hyperion Provider Servicesが実行されているサーバーの論
理Webアプリケーション(LWA)を表す APSの URLを選択します。
構成中に、使用可能な APSサーバーが Oracle Hyperion Shared
Servicesレジストリに登録されます。
デフォルトでは、APS URLは http:/localhost:13080/aps/
JAPI.に設定されています。

5. 「アプリケーション情報」の下に、「アプリケーション・タイプ」および「アプリケーショ
ン・ソース」が表示されます。
「アプリケーション・タイプ」は「配賦割当」、「アプリケーション・ソース」は管理対象
または「ネイティブ」です。
アプリケーション・タイプおよびアプリケーション・ソースは、Profitabilityアプリケー
ション・コンソールでアプリケーションを作成するときに選択され、変更できません。

6. Oracle RDBMSの場合のみ: 「計算コントロール」で、「デフォルト SQL実行モード」を
選択し、「デフォルト・スレッド数」を入力します。計算コントロールの設定に必要な情
報について、表 2で説明します。計算ルール定義を定義する際に、これらのフィールドを
上書きできます。

表 17-3 計算コントロール情報

デフォルト SQL実行モード 説明 デフォルト・スレッド数
並列自動 並列 SQL DML操作を有効にします。

Oracleによって並列度が決定されます。

注意:

この設定は、資格を持つ
Oracleデータベース管理者の
指示によってのみ使用するこ
とをお薦めします。

このフィールドはユーザー・インタフェ
ースで無効化されています。
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表 17-3 (続き) 計算コントロール情報

デフォルト SQL実行モード 説明 デフォルト・スレッド数
並列ユーザー指定 並列 SQL DML操作を有効にします。並

列度は、「デフォルト・スレッド数」フィ
ールドで指定されます。

注意:

このオプションについては、使
用する前に資格を持つ Oracle
データベース管理者と話し合
うことをお薦めします。

ユーザー・インタフェースで有効になっ
ているフィールドでは、Oracleが並列
DML操作に使用する最大並列度を指定
します。スレッドの最適な数は、Oracle
RDBMSで使用可能なリソース(プロセッ
サ、メモリー、ストレージおよび IOスル
ープット)によって異なります。

単一スレッド(デフォルト) 並列 SQL DML操作は有効ではありませ
ん。SQL DML文は単一スレッド・モード
で実行されます。

このフィールドはユーザー・インタフェ
ースで無効化されています。

7. 「保存」  をクリックします。

詳細 Profitability モデル・データの登録
詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、データを入力して完全
新規のアプリケーションを作成するかわりに、既存のデータベース表をアプリケーシ
ョンのデータ・ソースとして使用することができます。
既存の表を効果的に使用するには、モデル・データの登録プロセスを通じて、詳細
Profitability and Cost Managementアプリケーションにマッピングする必要がありま
す。データベース表またはビューを登録してアプリケーション内で使用することも、
既存の登録を編集または削除することもできます。

注意:

「モデル・データの登録」は、データベースの概念をよく理解していて経験も
あり、顧客のモデル・データについても実務知識を有しているデータベース
管理者、またはシステム管理者が実行することをお薦めします。

詳細 Profitabilityモデルに含まれるのは、2つのステージのみです。表の登録に必要な
最初のステップは、ソース・ステージと宛先ステージのメジャー・ディメンションを
選択することです。アプリケーションのソース・メジャー・ディメンションまたは宛
先メジャー・ディメンションとして使用できるのは、通常または汎用のビジネス・デ
ィメンションのみです。ビジネス・データの構造に応じて、ソース・ステージと宛先
ステージの両方に同じメジャー・ディメンションを使用することも、ステージごとに
別のメジャー・ディメンションを使用することもできます。
• 登録されるすべてのソース・ステージ表と、その結合された参照表は、ソース・メ
ジャー・ディメンションを使用します。

• 登録されるすべての宛先ステージ表と、その結合された参照表は、宛先メジャー・
ディメンションを使用します。
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モデル・データ・スキーマで作成されているビューも登録できます:

• 任意のビューのソース・ステージ表と参照表を登録できます
• 宛先ステージ表は、結合のない単純な更新可能ビューのみを登録できます。

注意:

ビューによって参照される表は、どのスキーマにあってもかまいませんが、
Profitability and Cost Managementの製品スキーマに登録する各表から、必要なデー
タベース・アクセス権を発行する必要があります。Oracle Hyperion Profitability and
Cost Management管理者ガイドを参照してください。

「モデル・データの登録」を使用して、ソース・ステージと宛先ステージに割り当てられる表
を識別し、その表の列を Profitabilityアプリケーション・コンソールのアプリケーションに定
義したメジャーおよびディメンションにマッピングします。各列を登録するとき、次のいず
れかのタイプに割り当てます。
• 管理対象 POVディメンション - Profitabilityアプリケーション・コンソールで管理されま
す

• 管理対象ディメンション - Profitabilityアプリケーション・コンソールで管理されます。こ
れらはビジネス・ディメンションです。

• 管理対象でないディメンション – Profitabilityアプリケーション・コンソールで管理され
ませんが、選択したモデル・データ・スキーマには存在するディメンション。

• メジャー - 選択したソースおよび宛先のメジャー・ディメンションのメンバー
• 監査列:

– 監査: 最終変更者
– 監査: 最終変更日

管理対象ディメンションと管理対象 POVディメンションは、直接マッピングできます。管理
対象でないディメンションは、ID、日付、監査情報、きわめて大きなディメンションなど、
配賦に必要ですが Profitabilityアプリケーション・コンソールによって管理されないディメン
ションです。これらもシステムによって識別されるように、マップする必要があります。こ
れらの列には、宛先割当ルールのデータ・フィルタ内でアクセスできます。
ソースまたは宛先ステージの表に参照表を結合すると、論理的な「ステージ・ビジネス・オ
ブジェクト」を生成できます。これは、メインのステージ表では直接使用できないメジャー
およびディメンションの列または値を含むように拡張できるオブジェクトです。Profitability
and Cost Managementの管理者は、モデル・データ登録で結合定義を設定する必要がありま
す。
次の項を参照してください:

• モデル・データの登録
• 列のマッピング
• 参照表の結合
• モデル・データの登録の要約の確認
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モデル・データの登録
表の登録に必要な最初のステップは、ソース・ステージと宛先ステージのメジャー・
ディメンションを選択することです。各ステージに対して同じメジャーを選択するこ
とも、ステージごとに異なるメジャーを選択することもできます。

注意:

ソースと宛先の両方に対して選択したメジャーは、モデル・データの登録ま
たはドライバが存在するかぎり変更できません。ソース・ステージ・メジャ
ーまたは宛先ステージ・メジャーに新しい値を選択するには、選択したアプ
リケーションのすべての登録およびドライバを削除する必要があります。

メジャーに様々なタイプのデータ(たとえば、人数の数値対通貨値)が含まれていると、
異なる値タイプが正しく区別されないためにステージの貸借一致レポートに不正確な
結果が示される可能性があります。
正しい結果を取得して、「ステージの貸借一致」ビューの結果の正確さを保証するに
は、次のように統計メジャーを配置します:

• 垂直および水平のソース表では、結合された参照表にすべての統計メジャーを配置
します。

• ソース表(垂直または水平)に統計メジャーを直接配置するには、ソース・メジャ
ー・タイプという新しいディメンションを作成し、この入力メンバーをすべての非
統計メジャー・メンバーに割り当てます。

作成と管理については、次の項を参照してください:

• 新しいモデル・データの登録の作成
• 既存のモデル・データの登録の変更
• 既存のモデル・データの登録のコピー
• 既存のモデル・データの登録の削除

新しいモデル・データの登録の作成
詳細 Profitabilityアプリケーションのデータ・ソースとして使用する外部表を指定し、
新しい表名を適用して、使用する表タイプを選択する必要があります。
外部表は、水平方向でも垂直方向でもかまいません。ソース・ステージ表に対して、
登録する表に使用するタイプまたは方向を指定できます。宛先表および参照表は変更
できず、水平方向のみで示されます。
新しいモデル・データの登録表を作成するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデル・データの登録」の順に選択します。
「モデル・データの登録」画面が表示されます。
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3. 「登録」タブの「メジャーの選択」で、「ソース・メジャー・ディメンション」と「宛先メ
ジャー・ディメンション」のドロップダウン・リストからそれぞれメジャー・ディメンシ
ョンを選択します。
各ステージに対して同じメジャー・ディメンションを選択することも、ステージごとに異
なるメジャー・ディメンションを選択することもできます。
• 登録されるすべてのソース・ステージ表と、その結合された参照表は、ソース・メジ
ャー・ディメンションを使用します。

• 登録されるすべての宛先ステージ表と、その結合された参照表は、宛先メジャー・デ
ィメンションを使用します。

ソースまたは宛先のメジャー・ディメンションとして使用できるのは、ビジネス・ディメ
ンションのみです。別名、属性、管理対象でないディメンションは使用できません。

注意:

ソースと宛先の両方のステージに対して選択したメジャーは、モデル・データ
の登録またはドライバが存在するかぎり変更できません。

4. 「登録」タブで、「新しい表の追加」.  をクリックします
ステップ 1: 表の選択ウィザードが表示されます。
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5. 「外部表」から、データ・ソースとして使用する既存の表またはビューの名前を選
択します。このリストには、ユーザーが読取りまたは書込みのアクセス権を持って
いるすべての外部表が表示されます。
大文字、数字、"_"または"$"のみを名前に使用する表と列を登録します。無効な名
前の表または列は、選択対象として表示されません。

6. 「表名」で、登録済の表にわかりやすい名前を入力します。
7. オプション: 表の用途や内容について簡単な説明を入力します。
8. 「表タイプ」から、登録する表のタイプと方向を選択します:

• ソース・ステージ表 - 水平方向: メジャーは表で別の列に格納されます。個別
のメジャーに 1つの列が対応します。

• ソース・ステージ表 - 垂直方向: メジャーの値は表で別の行に格納されます。
メジャー値が 1つの列、メジャー IDがメジャー・ディメンション列に含まれ
ます。

• 宛先ステージ表
• ソース参照表
• 宛先参照表
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ノート:

使用可能な参照表のタイプは、「登録」タブで選択したメジャーによって異なり
ます。個別に 2つのメジャー・ディメンションを登録する場合、「表タイプ」の
選択肢は 2つのみです(「ソース参照表」および「宛先参照表」)。
同じメジャー・ディメンションが選択されていると、使用できる「表タイプ」
は 1つのみです(「参照表」)。

9. 「次」をクリックします。
「ステップ 2: 列の選択」画面が表示されます。
 

 

10.「使用可能な列」で、最終表で使用する列を登録中の表から選択し、「追加」の矢印  を
クリックして選択内容を「選択した列」に移動します。
リストから一度に複数の列を選択できます:

• 列の範囲を選択する場合は、[Shift]キーを押しながら、範囲の先頭の列と末尾の列を
選択します。

• 複数の任意の列を選択するには、[Ctrl]キーを押しながら一連の列を 1つずつ選択し
ます。
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ノート:

大文字、数字、"_"または"$"のみを名前に使用する表と列を登録します。
無効な名前の表または列は、選択対象として表示されません。

11.「次」をクリックします。
「ステップ 3: 列のマップ」画面が表示され、選択した表の詳細がリストされます。

12.「列タイプの選択」で、「選択した列」を使用可能な列タイプにマップします:

• POVディメンション
• ディメンション
• 管理対象でないディメンション
• メジャー
• 監査: 最終変更者
• 監査: 最終変更日

13.「次」をクリックします。
「手順 4: 特殊列の名前変更」画面が表示され、ID、日付、監査などの管理対象でな
いディメンションと監査ディメンションが表示されます。管理対象でないディメ
ンションまたは監査ディメンションがない場合、リストは空白です。
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14. オプション: 以前に選択した管理対象でないディメンションおよび監査ディメンション
と関連付けられたユーザー・フレンドリな新しい名前を「列名」の下に入力します。この
ような名前により、ディメンションが使いやすくなります。

15.「次」をクリックします。
「手順 5: ディメンション列のマップと名前変更」画面が表示されます。
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16.「ディメンション/POV」で、管理対象 POVまたは管理対象ディメンションとして
設定されたすべての列を既存のディメンションにマップします。選択したディメ
ンション/POVが自動的に「列名」に表示されます。この値は必要に応じて変更で
きます。

17.「次」をクリックします。
「ステップ 6: メジャー列のマップと名前変更」画面が表示されます。
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18.「メジャー」で、メジャー・タイプの列に対して行ごとの実際のメジャー・メンバーを選
択します。選択したメジャーが自動的に「列名」に表示されます。この値は必要に応じて
変更できます。

19.「完了」をクリックします。
表が登録され、「登録」タブで登録済表のリストに表示されます。

既存のモデル・データの登録の変更
既存のモデル・データの登録表を変更するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデル・データの登録」の順に選択します。
3. 「登録」タブで、変更する表を選択して「表の編集」  をクリックします。
4. オプション: 「表の選択」画面で、表名および説明などの表に関する情報を変更し、「次」
をクリックします。
外部表の選択、表タイプは変更できません。

5. オプション: 「列の選択」画面で、「追加」矢印と「削除」矢印を使用して「選択した列」
に選択内容を移動し、列の選択を変更します。
リストから一度に複数の列を選択できます:
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• 列の範囲を選択する場合は、[Shift]キーを押しながら、範囲の先頭の列と末尾
の列を選択します。

• 複数の任意の列を選択するには、[Ctrl]キーを押しながら一連の列を 1つずつ
選択します。

6. 「次」をクリックします。
7. オプション: 列のマップ画面で、新しく選択した列の使用可能な列タイプへのマッ
ピングを変更し、「次」をクリックします。

8. オプション: 「特殊列の名前変更」画面で、新しく選択した管理対象でない列を変
更して「次」をクリックします。

9. オプション: 「ディメンション列のマップと名前変更」画面で、「ディメンショ
ン/POV」または「列名」のディメンションまたは POVを変更して「次」をクリッ
クします。

10. オプション: 「メジャー列のマップと名前変更」画面で、「メジャー」のメジャー・
タイプ列に対して、行の実際のメジャー・メンバーを変更し、「終了」をクリック
します。
表に対する変更が登録されます。

11.「完了」をクリックします。

既存のモデル・データの登録のコピー
既存のモデル・データの登録表をコピーして新しいモデル・データの登録を作成する
には:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデル・データの登録」の順に選択します。
3. 「登録」タブでコピーする表を選択し、「表の複製」  をクリックします。

 

 

4. 「表の複製の作成」ダイアログ・ボックスで新しい表の名前を入力し、「OK」をク
リックします。

既存のモデル・データの登録の削除
既存のモデル・データの登録表を削除するには:

第 17章
詳細 Profitability モデル・データの登録

17-20



1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデル・データの登録」の順に選択します。
 

 

3. 「登録」タブで削除するテーブルを選択し、「テーブルの削除」  をクリックします。
4. 確認ダイアログ「選択した表を削除しようとしています。続行しますか?」が表示された
ら、削除を確認します。
選択した表のモデル・データの登録情報が削除されます。

列のマッピング
「列マッピング」タブは、登録されている表の列を、選択した表のそれぞれのディメンション
にマップする際に使用します。
次の項を参照してください:

• 列マッピングの表示
• 列マッピングの変更
• 列マッピングの削除

列マッピングの表示
列マッピングを表示するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデル・データの登録」の順に選択します。
3. 「列マッピング」タブを選択します。
4. 「表の選択」で、列マッピングを表示するステージ表を選択します。
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関連する「システム表」および「表タイプ」が表示されます。
 

 

5. 列マッピングを確認します:

• 「列の表示名」には、列に割り当てられた表示名が表示されます
• 「システム表の列」には、選択したシステム表の列の名前が表示されます
• 「列のタイプ」には、列がマップされているタイプが表示されます:

– POVディメンション
– ディメンション
– 管理対象でないディメンション
– メジャー
– 監査: 最終変更者
– 監査: 最終変更日

• 「ディメンション・マッピング」には、列がマッピングされているディメンシ
ョンまたはディメンション・メンバーが表示されます。

列マッピングの変更
列マッピングを変更するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、アプリケーションを
選択します。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデル・データの登録」の順に選択します。
3. 「列マッピング」タブを選択します。
4. 「表の選択」で、列マッピングを変更するステージ表を選択します。
5. 列を選択して「列マッピングの編集」  をクリックします。
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6. 「特殊列の名前変更」ダイアログ・ボックスの「列名」で、変更する各ディメンションの
列名を変更し、「次」をクリックします。アプリケーションに管理対象でないディメンシ
ョンが含まれていない場合、この画面は空白です。

7. 「ディメンション列のマップと名前変更」ダイアログ・ボックスの「列名」で、変更する
各列名を変更して「次」をクリックします。
「ディメンション/POV」で、選択したディメンションを必要に応じて変更できます。

8. 「メジャー列のマップと名前変更」ダイアログ・ボックスの「メジャー」で、各列に使用
する実際のメンバーを選択して「完了」をクリックします。
列の変更がすべて適用されます。

列マッピングの削除
列マッピングを削除するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデル・データの登録」の順に選択します。
3. 「列マッピング」タブを選択します。
4. 「表の選択」で、列マッピングを削除するステージ表を選択します。
関連する「システム表」および「表タイプ」が表示されます。

5. 「列の表示名」で、削除するマッピングを含む列の名前を選択し、「列マッピングの削除」
 をクリックします。

選択した列のマッピングが削除されます。

参照表の結合
ソース表として指定されたステージ表では、表内で十分なサポート詳細情報を得られない場
合もあります。参照表は、顧客の既存表のうち、ソース表または宛先表に結合できる表であ
り、ステージ表の内容を拡張して追加の情報またはデータを提供できます。
表をステージ表に結合できるのは、その表がステージ表と同じメジャー・リストとメジャー・
ディメンションを使用する場合です。たとえば、1つ以上の列がソース・メジャー・ディメン
ションのメンバー値にマッピングされているソース参照表が該当します。
参照表ごとに、選択したステージ表では計算と処理時間が増加します。計算に伴う参照表の
数が多くなればなるほど、処理時間も長くなります。計算には、すべての参照表が関連する
わけではありません。たとえば、ステージ表に 10個の表を結合した場合でも、ドライバがそ
のうち 3つの表しか使用していなければ、処理に影響するのはその 3つの表のみです。

参照表への表の結合
参照表に表を結合するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデル・データの登録」の順に選択します。
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3. 「表の結合」タブを選択します。
4. 「ステージ表」から、参照表を結合するステージ表を選択します。
現在ステージ表に結合されている表のリストが表示されます。
 

 

5. 「テーブルの結合の作成」  をクリックします。
 

 

6. 参照表の選択ウィザードで、「使用可能な参照表」の「参照表」ドロップダウン・
リストから、選択したステージ表に結合する参照表を選択し、「次」をクリックし
ます。
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7. 参照表とステージ表の結合ウィザードの「ジョブの詳細」で、「新しい条件の追加」 
をクリックし、別の表結合をステージ表に追加します。

8. 「ステージ表と列」からステージ表列を選択し、「参照表と列」から参照表列を選択しま
す。

9. オプション: 「ジョブの詳細」で、結合条件を選択して、「条件の削除」  をクリック
し、選択した条件を削除します。

10.「完了」をクリックします。

参照表結合の編集
参照表結合を編集するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデル・データの登録」の順に選択します。
3. 「表の結合」タブを選択します。
4. 「ステージ表」から、参照表を結合するステージ表を選択します。
現在ステージ表に結合されている表のリストが表示されます。

5. 「テーブルの結合の編集」  をクリックします。
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6. 参照表の選択ウィザードで、選択した参照表を確認し、「次」をクリックします。
7. オプション: 参照表とステージ表の結合ウィザードの「ジョブの詳細」で、「ステ
ージ表と列」または関連する「参照表と列」の選択内容を、必要に応じて変更しま
す。

8. 「完了」をクリックします。

参照表結合の削除
結合された表を削除するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデル・データの登録」の順に選択します。
3. 「表の結合」タブを選択します。
4. 「ステージ表」から、参照表の関連付けを削除するステージ表を選択します。
現在ステージ表に結合されている表のリストが表示されます。

5. 「結合された参照表」で、ステージ表から削除する結合された条件を選択します。
6. 「表の結合の削除」  をクリックし、ステージ表から選択した結合条件を削除し
ます。
結合された条件がリストから削除されます。

モデル・データの登録の要約の確認
「モデル・データの登録」画面の「要約」タブには、関連付けられている参照表やマッ
ピングなどを含む、完成したソースまたは宛先のステージ表の詳細が表示されます。
ステージ表の要約を表示するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデル・データの登録」の順に選択します。
3. 「要約」タブを選択します。
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4. 「ステージ表」で、登録されているステージ表のリストから、詳細を表示するステージ表
を選択します。
画面に、選択した表の詳細が表示されます。

5. 選択した表の詳細を、「要約」タブで確認します:

• 「列の表示名」には、列に割り当てられた名前が表示されます
• 「ソース表および結合された表の表示名」には、ソースに割り当てられた表と、それ
に対応する結合された表の名前が表示されます

• 「列の使用方法」には、列がマップされているタイプが表示されます:

– POVディメンション
– ディメンション
– 管理対象でないディメンション
– メジャー
– 監査: 最終変更者
– 監査: 最終変更日

• 「ディメンション・マッピング」には、列がマッピングされているディメンションま
たはディメンション・メンバーが表示されます。

詳細 Profitability ステージの管理
詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、モデルに 2つのステージのみ
が存在します
• ソース・ステージは、管理されるディメンションである必要があり、管理されるディメン
ションを最大 5つ含めることができます。そのソースとしては、「モデル・データの登録」
から水平方向または垂直方向のソース・ステージ表を使用できます。5つのソース・ステ
ージ・ディメンションのうち 1つは、表登録の最初に指定した「ソース・メジャー・ディ
メンション」である必要があります。
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• 宛先ステージには、Profitability and Cost Managementで管理されるディメンショ
ンと通常のビジネス・ディメンションを最大 25まで含めることができますが、モ
デル・データの登録からの水平方向の宛先ステージ表である必要があります。

ノート:

管理対象でないディメンションは、ステージ・ディメンションとして定
義できません。宛先ステージによって使用することはできますが、宛先
ステージ割当ルールのデータ・フィルタでのみです。

Profitabilityアプリケーション・コンソールで新しいアプリケーションを作成し、それ
を Profitability and Cost Managementにデプロイする際には、「ステージ」画面を使用
してソース・ステージ(ステージ 1)と宛先ステージ(ステージ 2)を作成します。詳細
Profitabilityアプリケーションでは、ソース・ステージと宛先ステージの特性、要件お
よび検証が異なります。ただし、これらのステージはソースおよび宛先の両方の役割
を果たすことはできません。これらのステージはソースおよび宛先の両方の役割を果
たすことはできないため注意してください。
2つのステージの設定後は、どちらか一方のステージを削除しないかぎり、モデル・デ
ータの登録後に新しいステージを追加することはできません。詳細 Profitabilityモデ
ル・ステージの削除を参照してください。
次の手順を参照してください:

• 詳細 Profitabilityモデル・ステージの追加
• 詳細 Profitabilityモデル・ステージの変更
• 詳細 Profitabilityモデル・ステージの削除

詳細 Profitabilityモデル・ステージの追加
詳細 Profitabilityモデルに存在するのは、2つのステージのみです。
両方のステージがすでに存在する場合、このオプションは使用できません。
モデル・ステージを追加するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「ステージ」の順に選択します。
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ステージ・ウィンドウには、選択したステージに関する次の情報が表示されます:

• 「ステージ」にはステージの順序が表示されます。ステージの順序で、ステージがソ
ースまたは宛先のいずれであるかが決まります。

• 「接頭辞」は、ステージの作成時に入力されたステージ接頭辞です。この値により、
ステージがソース(SRC)か宛先(DST)かを示すことができます。

ノート:

接頭辞は識別、ソース・ステージまたは宛先ステージに影響しません。ステ
ージ 1は常にソース・ステージで、ステージ 2は常に宛先ステージです。

• 「名前」には、ステージに割り当てられた名前、通常は「顧客アクティビティ費用」
や「顧客販売データ」など、そのステージのビジネス機能やビジネス・プロセスを表
す名前が表示されます。

• 「表名」は、登録された表に割り当てられた表示名です。
• 「メジャー・ディメンション」には、「モデル・データの登録」中に「ステージ」に選
択されたメジャー・ディメンションが表示されます。

• 「ディメンション」には、ステージに含まれるディメンションが表示されます。
• ステージに選択されている「ドライバ」ディメンションには、チェックマークが付き
ます。

3. 2つのステージがまだ存在しない場合には、「ステージの追加」  をクリックします。
「ステージ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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4. ステージの次の詳細を入力します:

• ステージに割り当てる「名前」を入力します。名前は通常、「顧客アクティビ
ティ費用」や「顧客販売データ」など、ステージのビジネス機能やビジネス・
プロセスを表します。

• 「接頭辞」を選択し、ステージがソース(SRC)か宛先(DST)かなどを指定するこ
とができます。

• オプション: ステージのの用途や内容について簡単な説明を入力します。
• 「モデル・データの登録」中に割り当てられる「表名」を選択します。
• 「メジャー・ディメンション」で、「モデル・データの登録」中に、選択したス
テージに関連付けられるメジャー・ディメンションを検証します。

5. 「ステージのディメンション」で「追加」  をクリックし、ディメンションをス
テージに追加します。
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ノート:

選択したステージのディメンションを追加する場合は、モデル・データ登録時
にソース・ステージのディメンションの 1つとして定義したソースのメジャー・
ディメンションも追加する必要があります。宛先ステージの定義に、宛先メジ
ャー・ディメンションは含めないでください。

6. ステップ 5を繰り返して、選択したステージに各ディメンションを追加します。ソース・
ステージでは最大 5つのディメンション、宛先ステージでは最大 25個のディメンション
を追加できます。

7. オプション: 「順序」の下でディメンションを選択し、「上へ」  および「下へ」 
の矢印を使用してディメンションを適切な順序に移動します。矢印を使用してすべての
ディメンションを移動します。

8. 「ドライバ」で、選択したステージのドライバであるディメンションを選択します。指定
したドライバにはチェックマークが付きます。

9. 「OK」をクリックします。

詳細 Profitabilityモデル・ステージの変更
モデル・ステージは簡単に変更できます。
モデル・ステージを変更するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「ステージ」の順に選択します。
 

 
ステージ・ウィンドウには、選択したステージに関する次の情報が表示されます:
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• 「ステージ」には、2つのステージの順序が表示されます。
• 「接頭辞」では、ステージがソース(SRC)か宛先(DST)かが示されます。
• 「名前」には、ステージの名前、通常は「総勘定元帳」や「営業活動」など、
そのステージのビジネス機能やビジネス・プロセスを表す名前が表示されま
す。

• 「表名」は、MDR表に割り当てられた表示名です。
• 「メジャー・ディメンション」には、「モデル・データの登録」中に「ステー
ジ」に選択されたメジャー・ディメンションが表示されます。

• 「ディメンション」には、ステージに含まれるディメンションが表示されます。
• ステージの「ドライバ」ディメンションには、チェックマークが付きます。

3. 変更するステージを選択し、「ステージの編集」  をクリックします。
「ステージ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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4. 次の項目のいずれかまたはすべてを変更します:

• 名前
• 説明
• 接頭辞
• 表名

5. オプション: ディメンションを追加するには、「ステージのディメンション」で「追加」
 をクリックして新しい行を追加し、ステージに追加するディメンションを選択しま

す。追加する各ディメンションについて繰り返します。
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ノート:

選択したステージにディメンションを追加する際には、ソース・ステー
ジのディメンションの 1つとして、定義済のソース・メジャー・ディメ
ンションも追加する必要があります。宛先ステージの定義に、宛先メジ
ャー・ディメンションは含めないでください。

6. オプション: 「ステージのディメンション」でディメンションを選択し、「削除」
 をクリックすると、そのディメンションがステージから削除されます。削除す

る各ディメンションについて繰り返します。
7. オプション: 「順序」の下でディメンションを選択し、「上へ」  および「下
へ」  の矢印を使用してディメンションを適切な順序に移動します。矢印を使
用してすべてのディメンションを移動します。

8. 「ドライバ」で、選択したステージのドライバであるディメンションを選択します。
指定したドライバにはチェックマークが付きます。

9. 「OK」をクリックします。

詳細 Profitabilityモデル・ステージの削除
詳細 Profitabilityでは、使用可能なディメンションの数などの特性、要件および検証が
ソース・ステージと宛先ステージで異なるため、互換的に使用することはできません。
両方のステージが存在する場合に、ステージ 1を先に削除することはできません。ス
テージ 2がステージ 1になるため、宛先ステージがソース・ステージとなり、ソース・
ステージに適用されている制限に違反する可能性があるためです。

注意:

選択したステージに関係するドライバ選択、ドライバ選択の例外、計算ルー
ル、割当ルールの選択も削除されます。

必要なステージを削除したら、詳細 Profitabilityモデル・ステージの追加に概説されて
いるように新規ステージを追加できます。
モデル・ステージを削除するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「ステージ」の順に選
択します。

3. 「ステージ」画面で、削除するステージ 2 (宛先ステージ)を選択します。
4. 「ステージの削除」  をクリックします。
メッセージにより、削除を確認するよう求められます。
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5. オプション: 「ステージ」画面で、削除するステージ 1 (ソース・ステージ)を選択します。
6. 「ステージの削除」  をクリックします。
メッセージにより、削除を確認するよう求められます。

詳細 Profitability の視点の操作
モデルの視点(POV)は、選択された期間(年、期間、シナリオなど)用に、モデル情報の特殊な
ビューを提供します。
組織の POVディメンションの名前と構造は完全にカスタマイズできます。Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementのほぼすべてのアクティビティにおいて 、最初のステップ
は POVを選択することです。
モデルには、1つ以上の POVディメンションが必要です。まず POVディメンションを定義
し、次にこれらのディメンションの名前を定義します。計算は、各月または状況に固有のデ
ータ、ドライバの選択および割当を使用して行われます。
代表的な POVには「年」、「期間」および「シナリオ」が含まれます。少なくとも 1つの POV
ディメンションが必要であり、最大 4つ作成できます。POVディメンションのメンバーはユ
ーザー定義であり、モデリングや仮定分析において多様な POVの組合せを提供します。
POVが「ドラフト」ステータスに設定されている場合のみ、モデルは編集可能になります。
新しいドライバ、条件またはメンバーを反映するように POVを変更して、別のシナリオを作
成できます。これらのシナリオを比較することにより、変更点がプロセスや最終結果にどの
ように影響するのかを評価できます。
また、複数の POVバージョンを作成できるため、同一の POVの異なるバージョンを保持す
ることで、モデルの変更点がもたらす影響をモニターしたり、同一モデルの異なるバージョ
ンを追跡することが可能です。
POVの詳細は、次の項を参照してください:

• 詳細 Profitabilityの POVディメンション
• 詳細 Profitabilityの POVステータス
• 詳細 Profitabilityのバージョン・ディメンション
• 詳細 Profitabilityの POVの管理

詳細 Profitabilityの POVディメンション
視点(POV)のディメンションは、モデルの特定のバージョン、あるいはモデルに対する特定の
視点を表すために使用します。各モデルには、少なくとも 1つのディメンションを POVディ
メンションに指定する必要があります。POVディメンションには、モデルに必要な任意の項
目を選択できます。POVディメンションとして使用される代表的な例を次に示します:

• 期間 - モデルのベースを任意の時間単位(四半期、月、年次、年など)にできるため、時系
列で戦略や変更を分析したり、在庫や償却をモニターできます。

• 年- 暦上の年を指定してデータを収集します
• シナリオ - 特定の期間と一連の条件に対する、モデルの新しいバージョンを表示します
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詳細 Profitabilityの POVステータス
現在モデルが編集あるいは表示可能であるかどうかを示すために、POVに対してステ
ータスを設定する必要があります。
POVのステータスは次のいずれかの状態に設定します:

• ドラフト - モデルを構築または編集し、動的レポートを生成します。
• 公開済 - モデルを表示し、動的レポートを生成します。モデルは編集できません。
• アーカイブ済 - モデルを表示し、動的レポートを生成します。モデルは編集できま
せん。

詳細 Profitabilityのバージョン・ディメンション
特定の POVを使用し、同じ POVの別バージョンを作成できます。これにより、モデ
ルへの変更の影響をモニターしたり、同じモデルの異なるバージョンを追跡できます。
バージョン・ディメンションは次のタスクで使用します:

• 1つのモデルの複数の繰返しを、少しずつ異なるバージョンで作成します。
• 仮定に基づいた予測結果や、ベスト・ケース・シナリオかワースト・ケース・シナ
リオかを決定する仮定シナリオをモデル化

• 簡単に目標を設定する
バージョン・ディメンション内の様々な要素を変更することで、元のモデルを変更せ
ずに変更結果を調べることができます。

詳細 Profitabilityの POVの管理
POVは年、期間、シナリオ、ステータスなどの指定されたスナップショット用の、モ
デルの特別なバージョンを表示します。
新しい POVが追加されると、ステータスは自動的に「ドラフト」に設定され、POVが
編集できるようになります。
モデルには、1つ以上の POVディメンションが必要です; ただし、1つのモデルに対し
て複数の POV組合せを作成できます。選択した POVを Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceユーザー・プリファレンスとして保存できます。
また、POVをコピーして、新しいレポート期間や異なるシナリオ用にモデルを作成す
ることも可能です。POVのコピーを参照してください。
モデルで使用可能な POVは、アプリケーションに対して定義された POVディメンシ
ョンに応じて決まりますが、すべての POVが割当やデータ入力用にそのまま使用でき
るわけではありません。POVをモデルに追加するまで、POVにドライバを割り当てた
りデータをロードすることはできません。
各 POV組合せについて、次のモデル要素を指定する必要があります:

• ドライバの選択
• 割当および計算ルール
POVを操作するには、次の手順を使用してください:
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• POVの追加
• POVのステータスの変更
• POVのコピー
• POVおよびすべてのアーティファクトの削除
• 選択したオブジェクトの POVからの削除

POVの追加
年、期間、シナリオおよびステータスなど、選択したモデルのスナップショットに対するモ
デルの情報や計算を表示するには、POVを追加します。
モデルで使用可能なパラメータの値は Profitabilityアプリケーション・コンソールで設定され
ます。

ノート:

POVは、POV管理に追加されないかぎり、他のタスク・ウィンドウからアクセス
できません。

POVを追加するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」の順に
選択します。
「POVマネージャ」画面の「ステータス」タブが表示されます。既存のすべての POVが
示されます。
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3. 「新規 POVの追加」  をクリックします。
「視点の追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。
 

 

4. 新しい POVを表示するためのモデルのパラメータ(「年」、「期間」、「シナリオ」な
ど)を選択します。
新しい POVのため「ステータス」は読取り専用で、モデルを構築および編集でき
るよう、自動的に「ドラフト」に設定されます。

5. 「OK」をクリックします。
POVがリストに追加されます。

POVのステータスの変更
POVのステータスはモデルが編集または表示可能かどうかを示します。モデルは、
POVのステータスが「ドラフト」に設定されている場合のみ、編集可能です。モデル
の完成後、POVのステータスを変更してモデルを変更できないようにします。
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ノート:

POVのステータスのみが変更できます。他のパラメータを変更する場合は、新しい
POVを作成する必要があります。

POVのステータスは次のいずれかの値に設定できます:

• ドラフト - モデルを構築または編集し、動的レポートを生成します。
• 公開済 - モデルを表示したり動的レポートを生成します。
• アーカイブ済 - モデルを表示したり動的レポートを生成します。
モデルを編集するためにステータスを「ドラフト」に戻すことは、いつでも可能です。

ノート:

POVに変更を加えると、ステータスのみが変更されます。ただし、ステータスが
「公開済」または「アーカイブ済」に設定されている場合は、モデルは計算不能にな
っています。

POVステータスを変更するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」の順に
選択します。
「POVマネージャ」画面の「ステータス」タブが表示されます。既存のすべての POVが
示されます。

3. 変更する POVを選択し、「POVの編集」  をクリックします。
4. 「ステータス」の下で新しいステータスを選択します:

• ドラフト
• 発行済
• アーカイブ済
POVのステータスのみが変更できます。他のパラメータを変更する場合は、新しい POV
を作成する必要があります。

5. 「OK」をクリックします。

POVのコピー
POVをコピーすることで、新しいモデルやシナリオの開始ポイントにしたり、既存のモデル
を使用して仮定シナリオを試行できます。
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たとえば、前の期間からドライバの選択と割当をコピーして期間を作成したり、実際
のシナリオからデータをコピーして、予測シナリオ用のシード・データを作成できま
す。
POVをコピーするには、コピーする情報を含んだソース POVと、データのコピー先
となる宛先のターゲット POVが必要です。「POVの管理」画面の「ステータス」タブ
に表示されている、ステータスが「ドラフト」の POVにのみ、情報をコピーできま
す。
POVをコピーするには:

1. オプション: 必要な場合は、POV管理画面の「ステータス」タブで POVを作成し
て、このターゲット POVをコピー操作で使用します。POVの追加を参照してくだ
さい。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」
の順に選択します。
POVマネージャ・ウィンドウの「ステータス」タブが表示されます。既存のすべ
ての POVが示されます。

3. 「POVマネージャ」から、「コピー」タブを選択します。
 

 

4. 「ソース POV」の下で、コピーする POVを選択します。

ノート:

ソースのステータスは、POVに割り当てられたステータスに自動的に設
定され、この画面では変更できません。

5. 「ターゲット POV」の下で、コピーする POVの宛先になる POVを選択します。

第 17章
詳細 Profitability の視点の操作

17-40



注意:

ターゲット POVは、ステータスが「ドラフト」の有効な POVとして、「POV
マネージャ」画面の「ステータス」タブに存在している必要があります。そう
でない場合、コピー操作は開始されません。

6. 「構成のコピー」の下で、コピーする POVの要素を選択します:

「モデル」で、「ドライバの選択」、「割当」、「計算ルール」、またはすべてを選択します。
これらのオプションは、新しい POVで必要となる情報を選択するために用意されていま
す。

7. 次のいずれかのタスクを実行します:

• 「後で実行」をクリックし、POVをコピーする日時をスケジュールします。

ノート:

タスクの作成時にこのオプションが選択されていない場合、そのタスクはス
ケジュールできなくなります。

• 「今すぐ実行」をクリックして、POVをすぐにコピーします。
確認メッセージに、ジョブが開始されたことと割り当てられたタスクフロー IDが示
されます。ステータスをモニターするには、「ジョブ・ステータス」、「検索タスク」
の順に選択します。ジョブ・ライブラリを参照してください。

注意:

この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能性があ
ります。

8. コピーが完了したら、ターゲット POVの下のコピーされた情報を確認します。

POVおよびすべてのアーティファクトの削除
「POVマネージャ」画面の「ステータス」タブからは、POV全体を削除できます。POVを削
除すると、関連する割当とドライバ選択を含む、POV内のすべてのオブジェクトが削除され
ます。
POV全体は削除せず、選択したオブジェクトのみを POVから削除する場合は、選択したオ
ブジェクトの POVからの削除を参照してください。

注意:

POVを削除する前に Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Workspaceにデータベースのバックアップ・ディレクトリを作成することをお薦め
します。支援が必要な場合は、管理者にお問い合せください。
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POVおよび関連する割当やドライバの選択を削除するには:

1. 他のユーザーがその POVと内容を必要としていないことを確認します。
2. EPM Workspaceから「ナビゲート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順
に選択し、表示するアプリケーションを選択します。

3. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」
の順に選択します。
「POVマネージャ」画面が表示されます。

4. 「ステータス」 タブを選択します。
 

 

5. 「使用可能な POV」で、削除する POVを選択します。
6. 「POVの削除」  をクリックします
確認メッセージが表示されます。

注意:

POVを削除すると、POV内のすべてのオブジェクトが削除されます。

7. 「はい」をクリックして削除を確認します。
POVはリストから削除され、以後は選択できなくなります。

選択したオブジェクトの POVからの削除
「POVマネージャ」画面の「削除」タブを使用すると、POV全体は削除せずに、選択
したオブジェクトを POVから削除できます。
関連する割当やドライバの選択も含め POV全体を削除するには、POVおよびすべて
のアーティファクトの削除を参照してください。
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注意:

POVを削除する前に Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Workspaceにデータベースのバックアップ・ディレクトリを作成することをお薦め
します。支援が必要な場合は、管理者にお問い合せください。

選択したオブジェクトを POVから削除するには:

1. 他のユーザーがその POVと内容を必要としていないことを確認します。
2. EPM Workspaceから「ナビゲート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択
し、表示するアプリケーションを選択します。

3. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」の順に
選択します。
「POVマネージャ」画面が表示されます。

4. 「削除」タブを選択します。
 

 

5. 「POV」で、削除するアーティファクトを含む POVを選択します。
6. 「ステージ」で、削除するアーティファクトを含むステージを選択します。
7. 「構成の削除」の下で、削除する構成の要素を選択します:

• ドライバの選択(「ルール」または「例外」、あるいはその両方)

• 割当(割当ルールの選択または「計算ルール」、あるいはその両方)。
8. 「削除」をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

9. 削除を確認するには、「OK」をクリックします。
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選択したレコードが削除されます。選択の内容や削除されたレコード数など、操作
の記録を確認するには hpcm.logを参照してください。

詳細 Profitability のステージング表のインポート
データとモデル情報は Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementに直接入力
できますが、データの入力には多大な時間が必要になります。
アプリケーションへ容易にデータを入力するには、一連のインポート・ステージング
表とインポート構成を使用して、モデル定義(POV、ドライバ、ドライバ選択、割当ル
ールの選択、計算ルールなど)を Profitability and Cost Managementへ直接インポート
できます。

ノート:

ディメンション、費用およびドライバ・データはステージング表からインポ
ートできません。

モデル・データは複数のソースからインポートされます:

• モデル構造およびメタデータ(メジャーとディメンション )は、Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceを介して Profitabilityアプリケー
ション・コンソールからインポートされます。

• モデル定義データはステージング表からインポートされます。
• モデル・データおよびアプリケーションは、Oracle Hyperion Enterprise

Performance Management Systemライフサイクル管理を使用してインポートで
きます。『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサ
イクル管理ガイド』を参照してください。

• モデル・データは Oracle Enterprise Performance Management Systemを使用して
インポートされます

注意:

データまたはアーティファクトをインポートする前に EPM Workspaceにデ
ータベースのバックアップ・ディレクトリを作成することをお薦めします。
支援が必要な場合は、管理者にお問い合せください。

ステージング表をインポートするには、インポートする表を指定するインポート構成
を作成する必要があります。構成は保存でき、同一のデータ・セットを何回もインポ
ートするために利用できます。モデル全体をインポートする場合は、表依存関係が存
在していて適用されます; ただし、モデルのセクションのみをインポートする場合は、
これらの依存関係は適用されません
ステージング表を作成して構成をインポートする詳細な手順は、Oracle Hyperion
Profitability and Cost Management管理者ガイドを参照してください。

第 17章
詳細 Profitability のステージング表のインポート

17-44



18
詳細 Profitability配賦の管理

次も参照:

• 詳細 Profitability配賦について
詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、配賦により、モデル全体
の値が特定の勘定科目または要素へどのように配分されるかを制御できます。

• 詳細 Profitabilityのドライバと式の定義
ドライバは、詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementモデルにおけるオ
ブジェクト間で配賦を制御する際に使用されます。

• 詳細 Profitabilityドライバの操作
ドライバは、作成後、適用するディメンション・メンバーに割り当てる必要があります。

• バルク・エディタの操作
「ドライバの選択」、「例外」または「割当」画面のバルク・エディタを使用して、各ドラ
イバ選択と割当を個々に作成することなく、複数のドライバ選択や割当を簡単かつ効率的
に作成します。

• 詳細 Profitability割当ルールの操作
割当ルールは、転記される配賦または計算のソースおよび宛先を定義します。

• 詳細 Profitabilityでの割当の操作
割当は、ソースから宛先へのデータのフローを定義します。

詳細 Profitability 配賦について
詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、配賦により、モデル全体の値
が特定の勘定科目または要素へどのように配分されるかを制御できます。
各配賦の資金の計算方法を決定するため、ドライバが使用されます。モデル内の資金フロー
にあわせて、計算結果がソースから宛先に割り当てられます。
配賦の管理の詳細は、次の項を参照してください:

• 詳細 Profitabilityのドライバと式の定義
• 詳細 Profitabilityドライバの定義
• 詳細 Profitabilityドライバの操作
• バルク・エディタの操作
• 詳細 Profitability割当ルールの操作
• 詳細 Profitabilityでの割当の操作
• 計算ルールの操作
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詳細 Profitabilityのドライバと式の定義
ドライバは、詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementモデルにおける
オブジェクト間で配賦を制御する際に使用されます。
ドライバは、割当、ソース・データおよびドライバ・データとともに機能して、シス
テム計算を制御する完全な命令とデータを構築します。
割当がソースから宛先へのデータの方向を決定するのに対して、これらの割当に関連
するドライバは配賦の値を計算するために使用されます。ドライバは、ソース値を宛
先に配賦する式を提供します。ドライバ・メジャーおよびドライバ式では、変数を使
用してモデル要素を表したり、算術オペランドを使用してドライバ値を計算できるた
め、モデルの柔軟性が向上します。ドライバは、ステージに直接は関連付けられませ
ん。

ノート:

配賦に使用されるドライバが変更または削除された場合には、モデルを再計
算する必要があります。

モデルに必要な各ドライバについて、次のタスクを実行します:

• どちらのタイプのドライバがアプリケーションに必要かを決定します。「ドライバ
操作タイプ」は、ドライバのタイプをレートベース、比率ベースまたは計算済メジ
ャーとして定義します。詳細 Profitabilityドライバの定義を参照してください。

• SQL構文に基づいてドライバ式を生成します。ドライバ式を参照してください。
• ドライバを特定のシーケンスで実行する場合は、ドライバ優先度シーケンスを参照
してください。

• 新しいドライバと、関連する式を定義します。詳細 Profitabilityドライバの定義を
参照してください。

• 選択したメジャーにドライバを関連付けます。詳細 Profitabilityドライバの操作を
参照してください。

ドライバ式
ドライバ式には、宛先に転記される結果の計算に使用される変数、関数および数値の
あらゆる組合せを含めることができます。式は、SQL構文に従って数学的にも構文的
にも正しくなければなりません。また、使用されるメジャーはその基準に基づいて検
証されるとおり、モデル・データ登録に適切に登録されている必要があります。
各ドライバ・タイプには、キーボードと「挿入」ボタンを使用して「ドライバ定義」
ダイアログ・ボックスで作成されるドライバ式が含まれます。ドライバ値を計算する
ために作成される式には、単純なものから、条件文を含む複雑なものまであります。
「ドライバの定義」ダイアログ・ボックスで、キーボードと「挿入」ボタンを使用し
て、値を計算するための SQL式を構築します。
「挿入」ボタンを使用して、ソース・メジャーまたは宛先メジャーをドライバ式に追加
することができます。ドライバ式は、=destination.headcountという単純な形でも、
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ソース・メジャーと宛先メジャー、数学関数、SQLでサポートされている関数などを組み合
せた複雑な形でも指定できます。
要素間に関数(オペランド)を使用して、式の計算を制御します。標準オペランドには、次のよ
うなものがあります:

• 加算(+)

• 減算(-)

• 乗算(*)

• 除算(/)

たとえば、「計算済メジャー」演算タイプの計算式は、次のように書かれます。
 

 
具体的なコマンドと手順については、MS SQLのドキュメントを参照してください。

ドライバ優先度シーケンス
ビジネス・モデルによっては、ドライバが 1つ以上の計算済メジャーを式で使用する場合が
あります。依存関係によって、制御されたシーケンスによる配賦の計算が必要な場合があり
ます。優先度シーケンス・ドライバを使用することで、どの配賦を最初に計算するかを定義
できます。
たとえば、ドライバ優先度を設定することで、ドライバ Bを使用するソース Aの前にドライ
バ Aを使用するソース Aが計算されるようにできます。
ドライバを定義するときは、「ドライバの定義」ダイアログ・ボックスに「シーケンス優先
度」を入力します。優先度の数値が小さいドライバに関連付けられているソースは、優先度
の数値が大きいドライバに関連付けられているソースより先に解決されます。デフォルト値
は 100に設定されていますが、この値は変更できます。最も高い優先度は 1です。シーケン
ス優先度は正の整数として入力する必要があります。 同じ優先度のドライバに関連付けられ
ているソースは、特定の順序では処理されません。
ドライバのシーケンス優先度を変更した場合は、計算順序が変更される可能性があるので、
モデルを再計算する必要があります。

詳細 Profitabilityドライバの定義
ドライバの操作方法の詳細は、次の手順を参照してください:

• 比率ベースのドライバの操作
• レートベースのドライバの操作
• 計算済メジャー・ドライバの操作
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比率ベースのドライバの操作
比率ベースのドライバでは、次の式を使用してソースから宛先ステージへの配賦を実
行できます:

ドライバ値の合計に対するドライバ値の比率
ソース/宛先の組合せごとにドライバ式の結果を計算し、ソース値を比率として宛先に
配賦します。
次の手順を参照してください:

• 比率ベースのドライバの定義
• 比率ベースのドライバの変更
• 比率ベースのドライバの削除

比率ベースのドライバの定義
比率ベースのドライバを定義するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ドライバを作成する
アプリケーションを選択します。

2. 「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択します。
 

 

3. 「ドライバ定義」で、「新規ドライバの追加」  をクリックします。
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4. 「演算タイプ」で、「比率ベースの配賦」を選択します。
5. 「名前」で、新しいドライバに一意の名前を入力します。

注意:

/、+、@などの特殊文字や制限された文字をドライバ名に使用しないでくださ
い。インポート操作が失敗する原因になることがあります。最新の制限を表示
するには、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してください。

6. オプション: 「説明」で、ドライバの目的に関する簡単な説明を入力します。
7. 「シーケンス優先度」で、計算の優先度を正の整数で入力します。デフォルトでは、100
が表示されます。最も高い優先度は 1です。詳細は、ドライバ優先度シーケンスを参照し
てください。

8. 「宛先メジャーへの割当」で、「参照」ボタン  をクリックし、ドライバが配賦値を書
き込む宛先メジャーを選択して「OK」をクリックします。

9. 「ドライバ値の定義」で、ドライバが実行されるときの「ドライバ値」の値を決定するド
ライバ式を入力します。
キーボードと「挿入」ボタンを使用して式を作成できます。式には、ソースと宛先の組合
せが必要です。ドライバ式は、=destination.headcountという単純な形でも、ソース・
メジャーと宛先メジャー、数学関数、SQLでサポートされている関数などを組み合せた
複雑な形でも指定できます。
「挿入」セレクタを使用するには:

a. 「挿入」をクリックし、ドライバに使用可能なメジャーの「挿入」セレクタを表示し
ます。
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b. ドロップダウン・リストからモデル内のステージを選択します。このステージ
にメジャーが「ソース」または「宛先」を適用します。
使用可能なメジャーのリストに選択が反映されます。たとえば、「ソース」を
選択した場合は、ソース・メジャーのみが表示されます。

c. ディメンション・メンバー・リストから、式のメジャーを選択します。
コンテキスト・メニュー  を使用して、メンバーの表示をフィルタまたは変
更します。

ノート:

「フィルタ」と「ソート」は、「グリッド・ビュー」を選択したときに
のみ使用できます。

d. 「OK」をクリックします。
10. 式を入力した後、「検証」をクリックします。

SQLドライバ式が検証され、成功メッセージが表示されます。続行する前にエラ
ーを処理します。

11. オプション: このドライバでアイドル値を許可する場合には、「オプション」で、
「アイドルを許可」を選択します。
このオプションを選択した場合に、ソースで上書きが検出されると、その値が比率
の分母として使用されます。

12. オプション: 「アイドルを許可」を選択した場合は、「ドライバ値メジャーの合計
の上書き」で「参照」  をクリックし、ソースで上書きが検出された場合に比
率の分母として使用するメジャーを選択します。

13.「OK」をクリックして、新しいドライバを保存します。
14. ドライバを 1つまたは複数のディメンション・メンバーに関連付けます。詳細

Profitabilityドライバの操作を参照してください。

比率ベースのドライバの変更
比率ベースのドライバを変更するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ドライバを変更する
アプリケーションを選択します。

2. 「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択します。
3. 「ドライバの編集」  をクリックします。
4. 「ドライバの定義」で、選択したドライバについて次のパラメータのいずれかを変
更します:

• 名前
• 説明
• 操作タイプ
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• シーケンス優先度
• 宛先メジャーへの割当

注意:

/、+、@などの特殊文字や制限された文字をドライバ名に使用しないでくださ
い。インポート操作が失敗する原因になることがあります。最新の制限を表示
するには、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してください。

5. オプション: 「ドライバ値の定義」でドライバ式を変更し、「検証」をクリックします。
SQLドライバ式が検証され、成功メッセージが表示されます。続行する前にエラーを処
理します。

6. オプション: 「オプション」で、「アイドルを許可」の選択と、「ドライバ値メジャーの合
計の上書き」を変更します。

7. 「OK」をクリックして、変更したドライバを保存します。
変更したドライバを計算結果に適用する場合は、モデルを再計算する必要があります。

比率ベースのドライバの削除
注意:

ドライバを削除すると、削除されたドライバを使用したすべてのドライバの選択と
複数ソース割当計算ルールも削除されます。

比率ベースのドライバを削除するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、削除するドライバを含むアプリケー
ションを選択します。

2. 「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択します。
3. 削除するドライバを選択します。
4. 「ドライバの削除」  をクリックします。
5. 確認メッセージで「はい」をクリックすると、ドライバが削除されます。

レートベースのドライバの操作
レートベースのドライバ・タイプは、次の式を使用してソースから宛先への単位レートとボ
リューム・ドライバの両方を計算し、その結果をドライバ定義で指定したメジャーの宛先に
配賦します:

Driver Unit Rate (Currency) * Volume Parameter

この結果を貸借一致に使用し、未割当の値が決定されます。配賦された値の合計がソースの
入力値より大きい場合には、オーバードライブ量のメジャーでその差異が取得されます。
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次の手順を参照してください:

• レートベースのドライバの定義
• レートベースのドライバの変更
• レートベースのドライバの削除

レートベースのドライバの定義
レートベースのドライバを定義するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ドライバを作成する
アプリケーションを選択します。

2. 「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択します。
「ドライバ定義」ウィンドウが表示されます。
 

 

3. 「ドライバ定義」で、「新規ドライバの追加」  をクリックします。
「ドライバの定義」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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4. 「演算タイプ」で、「レート・ベースの配賦」を選択します。
5. 「名前」で、新しいドライバに一意の名前を入力します。

注意:

/、+、@などの特殊文字や制限された文字をドライバ名に使用しないでくださ
い。インポート操作が失敗する原因になることがあります。最新の制限を表示
するには、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してください。

6. オプション: 「説明」で、ドライバの目的に関する簡単な説明を入力します。
7. 「シーケンス優先度」で、計算の優先度を正の整数で入力します。デフォルトでは、100
が表示されます。最も高い優先度は 1です。詳細は、ドライバ優先度シーケンスを参照し
てください。

8. 「宛先メンバーへの割当」で、「参照」ボタン  をクリックし、ドライバが配賦値を書
き込む宛先メジャーを選択して「OK」をクリックします。

ノート:

参照メジャーが「宛先メジャーへの割当」で選択されると、対応する検証エラ
ーが「モデル検証」の「ドライバ」タブに表示されます。

9. 「レートの定義」で、式(レート*ボリューム)に適用するレートを入力します。
実際のレートを入力することも、キーボードと「挿入」ボタンを使用して式を作成するこ
ともできます。
「挿入」セレクタを使用するには:
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a. 「挿入」をクリックし、ドライバに使用可能なメジャーの「挿入」セレクタを
表示します。

b. ドロップダウン・リストからモデル内のステージを選択します。このステージ
にメジャーが「ソース」または「宛先」を適用します。
「使用可能なメジャー」のリストは、その場所のリストで選択した内容によっ
て異なります。たとえば、「ソース」を選択した場合は、ソース・メジャーの
みが表示されます。

c. ディメンション・メンバー・リストから、式のメジャーを選択します。
コンテキスト・メニュー  を使用して、メンバーの表示をフィルタまたは変
更します。

ノート:

「フィルタ」と「ソート」は、「グリッド・ビュー」を選択したときに
のみ使用できます。

d. 「OK」をクリックします。
10. 式を入力して「検証」をクリックします。

SQLドライバ式が検証され、成功メッセージが表示されます。続行する前にエラ
ーを処理します。

11.「ボリュームの定義」で、式(レート*ボリューム)で使用するボリュームを入力しま
す。
具体的なボリュームを入力することも、キーボードと「挿入」ボタンを使用して式
を作成することもできます。
「挿入」セレクタを使用するには:

a. 「挿入」をクリックし、ドライバに使用可能なメジャーの「挿入」セレクタを
表示します。

b. リストからモデル内のステージを選択します。このステージにメジャーが「ソ
ース」または「宛先」を適用します。
「使用可能なメジャー」のリストは、その場所のドロップダウン・リストで選
択した内容によって異なります。たとえば、「ソース」を選択した場合は、ソ
ース・メジャーのみが表示されます。

c. ディメンション・メンバー・リストから、式のメジャーを選択します。
コンテキスト・メニュー  を使用して、メンバーの表示をフィルタまたは変
更します。

ノート:

「フィルタ」と「ソート」は、「グリッド・ビュー」を選択したときに
のみ使用できます。

d. 「OK」をクリックします。
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12. 式を入力して「検証」をクリックします。
SQLドライバ式が検証され、成功メッセージが表示されます。続行する前にエラーを処
理します。

13.「OK」をクリックして、新しいドライバを保存します。
14. ドライバを 1つまたは複数のディメンション・メンバーに関連付けます。詳細

Profitabilityドライバの操作を参照してください。

レートベースのドライバの変更
レートベースのドライバを変更するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ドライバを変更するアプリケーショ
ンを選択します。

2. 「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択します。
3. 「ドライバの編集」  をクリックします。
4. 選択したドライバについて、次のパラメータのいずれかを変更します:

• 名前
• 説明
• 操作タイプ
• シーケンス優先度
• 宛先メンバーへの割当

注意:

/、+、@などの特殊文字や制限された文字をドライバ名に使用しないでくださ
い。インポート操作が失敗する原因になることがあります。最新の制限を表示
するには、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してください。

5. オプション: 「レートの定義」で式のレートを変更し、「検証」をクリックします。
SQLドライバ式が検証され、成功メッセージが表示されます。続行する前にエラーを処
理します。

6. オプション: 「ボリュームの定義」で式のボリュームを変更し、「検証」をクリックしま
す。
SQLドライバ式が検証され、成功メッセージが表示されます。エラーは、続行する前に
対処する必要があります。

7. 「OK」をクリックして、変更したドライバを保存します。
変更したドライバを計算結果に適用する場合は、モデルを再計算する必要があります。
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レートベースのドライバの削除
注意:

ドライバを削除すると、削除されたドライバを使用したすべてのドライバの
選択も削除されます。

レートベースのドライバを削除するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、削除するドライバを
含むアプリケーションを選択します。

2. 「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択します。
3. 「ドライバ定義」で、削除するドライバを選択します。
4. 「削除」  をクリックします。
5. 確認メッセージで「はい」をクリックすると、ドライバが削除されます。

計算済メジャー・ドライバの操作
計算済メジャー・ドライバは、ソース/宛先のコンテキストがなくても値の計算に適用
できるカスタムの数学的計算です。計算結果は、ドライバ値として使用できます。
計算済メジャー・ドライバでは宛先ステージのみが処理されるため、宛先を指定する
必要があります。ドライバ定義に基づいて、カスタム・ドライバの式で指定した値は、
ドライバ定義で指定したメジャーの宛先に送信されます。
たとえば、カスタム式を作成して次の例のようなタスクを計算できます:

• 請求金額、平均支払い日、利率など、宛先オブジェクトにすべてのパラメータが存
在する場合に、貨幣の時間的価値を計算します。

• 宛先にユニット費用とボリュームが存在する場合に、請求行の拡張費用を計算しま
す。

• 宛先にユニット費用とボリュームが存在する場合に、商品の標準費用を計算しま
す。

次の手順を参照してください:

• 計算済メジャー・ドライバの定義
• 計算済メジャー・ドライバの変更
• 計算済メジャー・ドライバの削除

計算済メジャー・ドライバの定義
計算済メジャー・ドライバを定義するには:
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1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ドライバを作成するアプリケーショ
ンを選択します。

2. 「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択します。
3. 「ドライバ定義」で、「新規ドライバの追加」ボタンをクリックします。
4. 「名前」で、新しいドライバに一意の名前を入力します。

注意:

/、+、@などの特殊文字や制限された文字をドライバ名に使用しないでくださ
い。インポート操作が失敗する原因になることがあります。最新の制限を表示
するには、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してください。

5. オプション: 「説明」で、ドライバの目的に関する簡単な説明を入力します。
6. 「宛先メジャーへの書込み結果」で、「参照」ボタンをクリックし、ドライバにより配賦値
が書き込まれる宛先メジャーを選択して「OK」をクリックします。

7. 「ドライバの定義」の「演算タイプ」で、「計算済メジャー」を選択します。
8. 「シーケンス優先度」で、計算の優先度を正の整数で入力します。デフォルトでは、100
が表示されます。最も高い優先度は 1です。

9. 「計算式」で、カスタム・ドライバ式を入力します。
キーボードと「挿入」ボタンを使用して式を作成できます。
「挿入」セレクタを使用するには:

a. 「挿入」をクリックし、ドライバに使用可能なメジャーの「挿入」セレクタを表示し
ます。

b. リストから、「宛先」を選択して、使用可能な宛先メジャーを表示します。
c. ディメンション・リストから、式のメジャーを選択します。
d. 「OK」をクリックします。

10. 式を入力した後、「検証」をクリックします。
SQLドライバ式が検証され、成功メッセージが表示されます。続行する前にエラーを処
理します。

11.「OK」をクリックして、新しいドライバを保存します。

計算済メジャー・ドライバの変更
計算済メジャー・ドライバを変更するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ドライバを変更するアプリケーショ
ンを選択します。

2. 「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択します。
3. 「ドライバ定義」で、「ドライバの編集」ボタンをクリックします。
選択したドライバの「ドライバの定義」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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4. 「ドライバの定義」で、選択したドライバについて次のパラメータのいずれかを変
更します:

• 名前
• 説明
• 操作タイプ
• シーケンス優先度
• 宛先メジャーへの書込み結果

注意:

/、+、@などの特殊文字や制限された文字をドライバ名に使用しないで
ください。インポート操作が失敗する原因になることがあります。最新
の制限を表示するには、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参
照してください。

5. オプション: 「計算式」でカスタム式を変更し、「検証」をクリックします。
SQLドライバ式が検証され、成功メッセージが表示されます。続行する前にエラ
ーを処理します。

6. 「OK」をクリックして、変更したドライバを保存します。
変更したドライバを計算結果に適用する場合は、モデルを再計算する必要がありま
す。

計算済メジャー・ドライバの削除
注意:

ドライバを削除すると、削除されたドライバを使用しているステージ計算済
メジャーもすべて削除されます。

計算済メジャー・ドライバを削除するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、削除するドライバを
含むアプリケーションを選択します。

2. 「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択します。
3. 「ドライバ定義」で、削除するドライバを選択します。
4. 「削除」ボタンをクリックします。
5. 「はい」をクリックして、ドライバの削除を確認します。
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詳細 Profitability ドライバの操作
ドライバは、作成後、適用するディメンション・メンバーに割り当てる必要があります。
ソース・ステージには、最大 5つのディメンションが使用できます。
値を配賦するには、値が含まれる交差にドライバを関連付けるられている必要があります。
割当または割当ルールを含む交差に対してドライバが割り当てられていないと、モデルの検
証時に「欠落しているドライバ割当」というエラーが作成されます。
• 詳細 Profitabilityドライバの選択
• 単一の交差に対する詳細 Profitabilityドライバの選択の作成
• 詳細 Profitabilityドライバの選択の削除
• 単一の交差に対する詳細 Profitabilityドライバの選択の削除
• 単一ドライバを複数のソース・ステージ・ルールに追加
• 複数ソース・ステージ・ルールのドライバの削除

複製ドライバの作成
「ドライバの複製の作成」オプションを使用すると、既存のドライバ定義をコピーし、ドライ
バに新しい名前を割り当てることができます。ドライバのタイプで記載したように、コピー
は必要に応じて変更できます。
このオプションを使用することにより、「ドライバ定義」ダイアログ・ボックスを再度開かな
くても多くの類似ドライバを迅速に作成できるようになりました。
既存のドライバ定義から新しいドライバを作成するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ドライバを作成するアプリケーショ
ンを選択します。

2. 「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択します。
3. 新しいドライバ定義のテンプレートとして使用するドライバを選択します。
任意のドライバのタイプを選択できます。

4. 「ドライバの複製の作成」をクリックします。 

 

 

5. 新しいドライバの名前を入力し、「OK」をクリックします。
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新しいドライバが「ドライバ定義」のリストに追加され、ドライバのタイプと情報
は元のドライバと同じになります。

注意:

/、+、@などの特殊文字や制限された文字をドライバ名に使用しないで
ください。インポート操作が失敗する原因になることがあります。最新
の制限を表示するには、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参
照してください。

6. 必要に応じて、ドライバを変更します。

詳細 Profitabilityドライバの選択
ドライバを関連付けるには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順
に選択します。
 

 

3. POVを選択して、「POVステータスのロード」  をクリックします。
4. 「ドライバ・ルール」タブの「ソース」で、選択したソース・ステージを表示しま
す。
選択したステージのドライバ・ディメンションが最初の列に表示され、ドライバ・
ディメンション内のすべてのディメンション・メンバーがその下にリストされま
す。

5. ディメンションの下で、デフォルト・ドライバを適用するディメンション・メンバ
ーを選択します。親レベルは、ステージまたは階層の一部の親になります。
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6. 「ドライバ」で、セルをダブルクリックしてセレクタ  を表示するか、「追加」  を
クリックして、共通メンバー・セレクタからディメンション・メンバーのドライバを選択
し、「OK」をクリックします。共通メンバー・セレクタの使用を参照してください。
 

 
ドライバが親に適用されると、同じドライバが自動的にすべての子孫に継承されます。

7. オプション: 継承されたドライバ以外のドライバをメンバーに対して選択するには、次の
ステップを行います:

a. 親ディメンション・メンバーを展開します。
b. 異なるドライバを必要とするメンバーを選択します。
c. 「ドライバ」で、セルをダブルクリックしてセレクタ  を表示するか、「追加」を
クリックして、共通メンバー・セレクタから選択したディメンション・メンバーの代
替ドライバを選択し、「OK」をクリックします。共通メンバー・セレクタの使用を参
照してください。

ドライバの選択が自動的に保存されます。
8. オプション: 単一交差のドライバを設定するには、単一の交差に対する詳細 Profitabilityド
ライバの選択の作成を参照してください。

単一の交差に対する詳細 Profitabilityドライバの選択の作成
単一交差のドライバを選択するには:
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1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順
に選択します。

3. POVを選択し、「実行」  をクリックします。
4. 「例外」タブを選択します。
「ソース」の下に、ソース・ステージが表示されます。
 

 

5. オプション: 「例外」タブで「グリッド・オプション」  をクリックすると、使
用可能なドライバの例外のリストをフィルタ処理できます。
a. 必要に応じて、「別名の表示」または「名前の表示」を選択します。
b. 「フィルタ」  をクリックして、「フィルタ」ダイアログ・ボックスを表示し
ます。

c. 1つ以上のディメンションに対するフィルタ条件を入力します。
必要なメンバーの正確な名前または別名を入力するか、メンバーの範囲を選択
するワイルドカードとして末尾にアスタリスク(*)を使用する、または任意の 1
文字を選択する疑問符(?)を末尾に使用します。たとえば、"M"の文字で始まる
ディメンションのすべてのメンバーを検索するには、"M*"と入力します。文字
の前にアスタリスクを入力しても(たとえば"*M")機能しません。
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d. 「OK」をクリックします。
フィルタ条件を満たすアイテムのみが「例外」タブに表示されます。

6. 「新規ドライバの例外の追加」  をクリックします。
 

 

7. 「例外」ダイアログ・ボックスに一覧表示された各ディメンションで、セレクタ  をク
リックし、例外ドライバを適用する必要のある特定の交差のメンバーを選択します。共通
メンバー・セレクタの使用を参照してください。

8. 「ドライバ」で、交差の例外ドライバを選択します。
9. 「OK」をクリックします。

詳細 Profitabilityドライバの選択の削除
ドライバの選択を削除した後、新しいドライバを選択しないと、ドライバの選択がない割当
が存在することを示すエラーが検証中に報告されます。
選択したドライバを削除するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順に選択
します。

3. POVを選択し、「実行」  をクリックします。
「ドライバ・ルール」タブの「ソース」で、ソース・ステージが選択されます。
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4. 削除するドライバの選択が含まれる行を選択します。
5. 「ドライバ・ルールの削除」  をクリックします。
6. 「はい」をクリックして、ドライバの削除を確認します。

単一の交差に対する詳細 Profitabilityドライバの選択の削除
削除する交差を選択します。その交差全体が「例外」タブから削除されます。
ドライバの選択を削除した後、新しいドライバを選択しないと、ドライバの選択がな
い割当が存在することを示すエラーが検証中に報告されます。
単一交差のドライバの選択を削除するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順
に選択します。

2. POVを選択し、「実行」  をクリックします。
3. 「例外」タブを選択します。
「ソース」の下で、ソース・ステージが選択されます。

4. 削除する交差を選択します。
5. 「ドライバ例外の削除」  をクリックします。
6. 「はい」をクリックして削除を確認します。

バルク・エディタの操作
「ドライバの選択」、「例外」または「割当」画面のバルク・エディタを使用して、各ド
ライバ選択と割当を個々に作成することなく、複数のドライバ選択や割当を簡単かつ
効率的に作成します。
バルク編集は、ドライバと割当の両方に対して実行できます。バルク編集は 1回かぎ
り使用するもので、保存されません。生成したバルク編集を再実行することはできま
せん。操作ごとに新しいバルク編集を作成する必要があります。

注意:

意図した更新をバルク編集では実行できない場合、ステージをクリアして再
構築することができます。

バルク更新の結果を表示するには、データベースのレポートを生成する必要がありま
す。
次の手順を参照してください:

• 単一ドライバを複数のソース・ステージ・ルールに追加
• 複数ソース・ステージ・ルールのドライバの削除
• 複数ソース・ステージ・ルールへの割当ルールの追加
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• 複数ソース・ステージ・ルールの割当ルールの削除

単一ドライバを複数のソース・ステージ・ルールに追加
バルク・エディタを使用して、1つのドライバを複数のソース・ステージ・ルールに追加しま
す。
バルク編集を使用してドライバの選択を追加するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順に選択
します。

3. 「例外」タブを選択します。
 

 

4. 「バルク・エディタを開く」  をクリックします。
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5. オプション: 「編集タイプの選択」の「コメント」に、バルク編集の説明的な名前
を入力します。この名前は「ジョブ・ライブラリ」画面で、選択したバルク編集タ
スクに表示されます。

6. 「編集タイプ」で「ドライバの追加」を選択し、「次」をクリックします。
 

 

7. 「ソースの選択」の「使用可能なソース・ルール」から、選択したドライバを適用
するソース・ステージ割当ルールを選択し、矢印キーを使用して「選択済ソース・
ルール」列に移動します。

8. オプション: 「情報」  をクリックすると、選択したステージ・ルールの説明が
表示されます。

9. 「次」をクリックします。
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10.「編集の定義」の「使用可能なドライバ」で、バルク編集に関連付けるドライバの名前を
選択します。選択できるドライバは 1つのみです。

11. 選択したドライバを矢印キーで「選択済ドライバ」に移動し、「次」をクリックします。
「バルク編集」の「要約」画面が表示されます:

• 「次のソースの場合」に、選択したドライバが適用される選択済ソースが表示されま
す。

• 「次のドライバの追加」に、選択したソースに適用されるドライバが表示されます。
 

 

12.「完了」をクリックします。
選択したソース・ルールによって定義されたソースは、選択したドライバで更新されま
す。

13. オプション: バルク更新の結果を表示するには、データベースのレポートを生成します。
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複数ソース・ステージ・ルールのドライバの削除
バルク・エディタを使用して、1つのドライバを複数のソース・ステージ・ルールから
削除します。
1つのドライバを複数のソース・ステージ・ルールから削除するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順
に選択します。

3. 「例外」タブを選択します。
4. 「バルク・エディタを開く」  をクリックします。
5. オプション: 「編集タイプの選択」の「コメント」に、バルク編集の説明的な名前
を入力します。この名前は「ジョブ・ライブラリ」画面で、選択したバルク編集タ
スクに表示されます。

6. 「編集タイプ」で「ドライバの削除」を選択し、「次」をクリックします。
7. 「ソースの選択」の「使用可能なソース・ルール」で、バルク編集を適用するステ
ージ・ルールを選択し、矢印キーを使用して「選択済ソース・ルール」列に移動し
ます。
• オプション: 「ステージ全体の選択」をクリックし、ステージ上のすべてのノ
ード交差を選択します。

• オプション: 「情報」  をクリックすると、選択したステージ・ルールの説
明が表示されます。

8. 「次」をクリックします。
9. 「編集の定義」の「使用可能なドライバ」で、削除するドライバを選択します。
「すべてのドライバの削除」をクリックすると、削除するドライバをすべて選択で
きます。

10. 選択したドライバを矢印キーで「選択済ドライバ」に移動し、「次」をクリックし
ます。
「バルク編集」の「要約」画面が表示されます:

• 「次のソースの場合」に、選択したドライバが削除される元の選択済ソースが
表示されます。

• 「次のドライバの削除」に、削除するドライバが表示されます。
11.「完了」をクリックします。
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注意:

バルク編集による削除を実行するときは、十分に気をつけてください。「終了」
をクリックしたときにも削除確認は表示されず、バルク編集による削除を取り
消す機会がありません。ソース・ステージ・ルールで定義されたソースから選
択されたドライバは、すぐに削除されます。

12. オプション: バルク更新の結果を表示するには、データベースのレポートを生成します。

複数ソース・ステージ・ルールへの割当ルールの追加
バルク・エディタを使用して、宛先ステージ・ルールを複数ソース・ステージ・ルールに追
加します。
宛先ステージ・ルールを複数ソース・ステージ・ルールに追加するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順に選択
します。

3. 「例外」タブを選択します。
 

 

4. 「バルク・エディタを開く」  をクリックします。
5. オプション: 「編集タイプの選択」の「コメント」に、バルク編集の説明的な名前を入力
します。この名前は「ジョブ・ライブラリ」画面で、選択したバルク編集タスクに表示さ
れます。

6. 「編集タイプ」で「割当ルールの追加」を選択し、「次」をクリックします。
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7. 「ソースの選択」タブの「使用可能なソース・ルール」から、追加するソース・ス
テージ割当ルールを選択し、矢印キーを使用して「選択済ソース・ルール」列に移
動します。
「情報」  をクリックすると、選択した割当ルールの説明が表示されます。

8. 「次」をクリックします。
ステップ 3: 「編集の定義」が表示されます。

9. 「編集の定義」タブの「使用可能な宛先ルール」から、追加する宛先ステージ割当
ルールを選択し、矢印キーを使用して「選択済宛先ルール」列に移動します。

10.「次」をクリックします。
「バルク編集」の「要約」画面が表示されます:

• 「次のソースの場合」に、選択したソース割当ルールが表示されます。
• 「次の宛先ルールの追加」で、選択した宛先割当ルールが表示されます。

11.「完了」をクリックします。
選択したソース・ステージが更新されます。

12. オプション: バルク更新の結果を表示するには、データベースのレポートを生成し
ます。

複数ソース・ステージ・ルールの割当ルールの削除
バルク・エディタを使用して、複数ソース・ステージ・ルールから割当ルールを削除
します。
複数ソース・ステージ・ルールから割当ルールを削除するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順
に選択します。

3. 「例外」タブを選択します。
4. 「バルク・エディタを開く」  をクリックします。
5. オプション: 「編集タイプの選択」の「コメント」に、バルク編集の説明的な名前
を入力します。この名前は「ジョブ・ライブラリ」画面で、選択したバルク編集タ
スクに表示されます。

6. 「編集タイプ」で「割当ルールの削除」を選択し、「次」をクリックします。
ステップ 2: 「ソースの選択」が表示されます。

7. 「ソースの選択」の「使用可能なソース・ルール」で、削除するステージ・ルール
を選択し、矢印キーを使用して「選択済ソース・ルール」列に移動します。
• オプション: 「ステージ全体の選択」をクリックし、ステージ上のすべてのノ
ード交差を選択します。

• オプション: 「情報」  をクリックすると、選択したステージ・ルールの説
明が表示されます。
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8. 「次」をクリックします。
9. 「編集の定義」タブの「使用可能なドライバ」で、削除する宛先割当ルールを選択します。
「すべてのルールの削除」をクリックすると、使用可能な宛先割当ルールをすべて削除対
象として選択できます。

10. 選択した宛先割当ルールを矢印キーで「選択済宛先ルール」に移動し、「次」をクリック
します。
「バルク編集」の「要約」画面が表示されます:

• 「次のソースの場合」に、選択した選択済宛先ルールが削除される元の選択済ソース
が表示されます。

• 「次の割当ルールの削除」で、削除する宛先割当ルールが表示されます。
11.「終了」をクリックすると、選択した割当ルールが削除されます。

注意:

バルク編集による削除を実行するときは、十分に気をつけてください。「終了」
をクリックしたときにも削除確認は表示されず、バルク編集による削除を取り
消す機会がありません。ソース・ステージ・ルールで定義されたソースから選
択された割当ルールは、すぐに削除されます。

12. オプション: バルク更新の結果を表示するには、データベースのレポートを生成します。

詳細 Profitability 割当ルールの操作
割当ルールは、転記される配賦または計算のソースおよび宛先を定義します。
同じパラメータを使用する複数の割当がモデルに含まれていることがよくあります。類似す
る複数の割当を簡単に作成するには、割当パラメータを指定する割当ルールを作成し、再利
用します。
割当ルールは、メンバー・セットとオプションのフィルタ・セットの集合です。フィルタは、
ディメンションに適用される条件の集合です。次の 1つ以上の条件に基づいて、割当ルール
が作成されます:

• ディメンション階層の特定のブランチ内のメンバーシップ
• メンバー名
• メンバーの別名
「割当ルールの定義」画面から使用可能な「割当ルール」ダイアログでは、割当ルールを作成
できます。
次のオプションを使用して、割当ルールを作成できます:

• 単一の宛先ステージについて、特定のメンバー・セットおよびオプションのフィルタ・セ
ットを定義します。

• 計算中に宛先ステージのディメンション・メンバーを選択したソース・ディメンション・
メンバーに置換する、「ソースと同じ」割当ルールを定義します。

次の手順を参照してください:
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• 割当ルールの作成
• 詳細 Profitability割当ルールの複製
• 割当ルールの変更
• 割当ルールの削除

割当ルールの作成
割当ルールを作成するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当ルールの定義」の
順に選択します。
「割当ルールの定義」画面が表示され、既存の割当ルールの「名前」、「説明」、「ス
テージ」、「検索タグ」と、作成者の IDが表示されます。

3. 「新規割当ルールの追加」  をクリックします。
4. 「割当ルール」ダイアログ・ボックスの「名前」に、新しい割当ルールの名前を入
力します。

5. 「ステージ」で、割当ルールのステージを選択します。
関連付けられたディメンションが、「ディメンションの選択」に表示されます。

6. オプション: 「説明」で、新しい割当ルールの目的や内容について説明を入力しま
す。

7. オプション: 後でルールの検索に使用する「検索タグ」を入力します。
8. 「ディメンションの選択」で、選択したステージのディメンションを確認します。
9. 「定義済メンバー」列で、メンバーを定義するディメンションのセルをクリックし
ます。
選択したディメンションのメンバーが「ディメンション・メンバーの選択」に表示
されます。「コンテキスト・メニュー」ボタン  を使用して、ビューの変更や、
ディメンション・メンバーのリストのフィルタまたはソートを行います。

10.「ディメンション・メンバーの選択」で、新しい割当ルールに含めるメンバーを選
択し、「追加」矢印アイコン  をクリックして「選択済ディメンション・メンバ
ー」列に移動します。
「フィルタ」  をクリックして、必要な場合は、選択した 0レベル以外のメンバ
ーをフィルタします。
フィルタの使用を参照してください。
管理対象でないディメンションは、「データ・フィルタ」タブで確認できます(宛先
割当ルールの場合)。

11.「OK」をクリックします。
「割当ルールの定義」に割当ルールが追加されます。
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詳細 Profitability割当ルールの複製
類似の割当ルールを簡単に作成するために、既存の割当ルールを複製して編集することで新
しい割当ルールを作成することができます。
割当ルールを複製するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当ルールの定義」の順に選
択します。
「割当ルールの定義」画面が表示され、既存の割当ルールの「名前」、「説明」、「ステージ」、
「検索タグ」と、作成者の IDが表示されます。

3. 新しい割当ルールのテンプレートとして使用する割当ルールを選択します。
4. 「ルールの複製の作成」  をクリックします。
「割当ルールの複製の作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
 

 

5. 「割当ルールの複製の作成」ダイアログ・ボックスで、新しい割当ルールの名前を入力し、
「OK」をクリックします。
複製された割当ルールが「割当ルールの定義」画面の「割当ルールの定義」リストに追加
されます。

6. 必要に応じて新しい割当ルールを変更します。割当ルールの変更を参照してください。

割当ルールの変更
割当ルールを変更するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当ルールの定義」の順に選
択します。

3. 「割当ルールの定義」画面で、変更する割当ルールを選択します。
4. 「割当ルールの編集」  をクリックします。
5. 「割当ルール」ダイアログ・ボックスで、次の要素を変更します。
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• 名前
• 説明
• 検索タグ
• ディメンション・メンバーの選択
• データ・フィルタ(宛先の割当ルール用)

• カスタム SQLフィルタ(宛先の割当ルール用)

6. 「OK」をクリックします。
変更した割当ルールが保存され、「割当ルールの定義」画面のリストに表示されま
す。

割当ルールの削除
割当ルールを削除するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当ルールの定義」の
順に選択します。

3. 「割当ルールの定義」画面で、削除する割当ルールを選択します。
4. 「割当ルールの削除」  をクリックします。

注意:

ルールとルール選択が削除されるため、割当ルールを削除すると、モデ
ル・データの計算に影響があります。

5. 「確認」ダイアログ・ボックスで「はい」をクリックし、割当ルールの削除を確定
します。
選択した割当ルールが削除され、「割当ルールの定義」画面の「割当ルールの定義」
リストからなくなります。

詳細 Profitabilityでの割当の操作
割当は、ソースから宛先へのデータのフローを定義します。
各割当は、選択したソース・ステージと、割当の宛先に割り当てられるソース値から
結果への計算を実行するドライバとの組合せです。
詳細 Profitabilityでは、ソース交差を 1つ以上の割当ルールにマッピングすることによ
って割当の宛先が定義されます。明示的に定義される宛先は、詳細 Profitabilityではサ
ポートされません。また、複数回使用できる割当ルールを作成することもできます。
詳細 Profitability割当ルールの操作を参照してください。
割当の操作方法の詳細は、次の項を参照してください:
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• 割当の作成
• 割当の削除

割当の作成
要素を見落とすことがないように、プロセスまたは配賦に使用するすべての割当を順番に作
成することをお薦めします。すべての割当を作成後、モデルの構造を検証し、必要なドライ
バ選択が欠落していないことを確認します。
割当を作成するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択します。
3. 「割当」画面で、選択したモデルの POVを選択し、「POVステータスのロード」  を
クリックします。
 

 

4. 「ソース」で、各ディメンションからメンバーを選択し、割当のソースの交差を作成しま
す。ソース・ステージがあらかじめ選択されます。
ソース・ステージの最初から 2つのディメンションが、表示されているディメンションの
すぐ上に表示され、ソース・ステージの最後の 3つのディメンションは完全なメンバー・
リストとともに表示されます。

ノート:

階層のメンバーを検索するには、列の下部にあるテキスト・ボックスにメンバ
ー名を入力し、「検索」をクリックします。
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5. オプション: 「割当」画面に表示されるディメンションを並べ替えるには、「ディ
メンションの並替え」  をクリックします。
矢印キーを使用して、ディメンションを必要な順序で上下に移動させ、「OK」をク
リックします。元の順序に戻すには、デフォルトの順序を使用をクリックします。

6. オプション: 「宛先」の下で「メンバー・セレクタ」  を選択すると、使用可能
な宛先のリストをフィルタ処理できます。
a. 「フィルタ」  を選択して、「フィルタ」ダイアログ・ボックスを表示しま
す。

b. 「名前」または「ステージ」にフィルタ条件を入力し、「OK」をクリックしま
す。
必要なアイテムの正確な名前を入力するか、アイテムの範囲を選択するワイル
ドカードとして末尾にアスタリスク(*)を使用する、または任意の 1文字を選択
する疑問符(?)を末尾に使用します。たとえば、文字"M"で始まるすべての宛先
割当ルールを検索するには、「名前」フィールドに"M*"を入力します。文字の
前にアスタリスクを入力しても(たとえば"*M")機能しません。

7. 「宛先」で、「割当ルール管理を開く」  をクリックします。
複数の割当ルールを追加するには、バルク・エディタの操作を参照してください。
 

 

8. 「割当ルール管理」画面で、「新規割当ルールの追加」  をクリックします。割当
ルールの作成を参照してください
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9. 「割当ルール」画面で、新しい割当ルールの詳細を入力します。
• 「名前」に、新しい割当ルールの名前を入力します。
• 「ステージ」から、ステージを選択します。
• オプション: 「説明」で、新しい割当ルールの目的について説明を入力します。
• オプション: 後で割当ルールの検索に使用する「検索タグ」を入力します。

10.「ディメンション」と「ディメンションの選択」で、矢印キーを使用してディメンション・
メンバーを「選択済ディメンション・メンバー」列に移動します。

11. オプション: 「データ・フィルタ」タブで宛先ステージをフィルタ処理するには:

a. 「ステージ」から、宛先ステージを選択します。
「データ・フィルタ」タブが表示されます。

b. 「データ・フィルタ」タブをクリックします。
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c. 「データ・フィルタ」タブの「列」で、割当ルールに使用するディメンション
を選択します。
右ペインに「フィルタ文」が表示されます。たとえば、「SELECT from Customer
Zone Weight」など。

d. オプション: 標準タイプのフィルタを作成するには、各フィールドをダブルク
リックしてフィルタのパラメータを入力します。
• 「操作」で、使用する操作のタイプを選択します(<、>、「等しい」、「等し
くない」など)。

• 「値」で、フィールドをダブルクリックして適切な値を入力します。
• 「条件」でフィールドをクリックし、ドロップダウン・リストから「OR」
または「AND」を選択し、フィルタ文を追加します。

e. オプション: カスタム・フィルタを作成するには、「カスタム・フィルタの使
用」をクリックします。「フィルタ文」と空白の編集ペインが表示されるので、
数学的および構文的に正しい SQL式を入力します。
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12.「OK」をクリックします。
13.「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスで、矢印キーを使用して、ステージ・セットを
選択し、「OK」をクリックします。
「宛先」列には、選択したステージ・セットが移入されます。

割当の削除
必要に応じて割当を削除できますが、変更を行うと財務フローとモデルの計算結果に影響す
るので注意してください。
割当を削除するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択します。
3. 変更する割当を含むモデルの POVを選択し、「POVステータスのロード」  をクリッ
クします。

4. 「宛先」で、割当を解除する割当ルールを選択します。
5. 「割当ルールの割当解除」をクリックします。 

6. 確認メッセージで、「はい」をクリックして削除を確定します。
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19
詳細 Profitabilityモデルの計算

モデルの構造とデータを検証した後、データベースを管理してモデルを計算することができ
ます。

注意:

モデルの計算は、詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementおよびク
ライアントのモデル・データおよびデータベースについて実務知識を有している管
理者またはパワー・ユーザーが実行することをお薦めします。計算前および計算後
のカスタム・スクリプトの詳細は、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Management管理者ガイドの詳細 Profitabilityの計算に関する項を参照してくださ
い。

詳細 Profitabilityデータベースの管理
次の項を参照してください:

• 詳細 Profitabilityレポート・ビューのデプロイ
• 詳細 Profitabilityソース・ステージ・データベースのデプロイ
• 詳細 Profitabilityコントリビューション・データベースのデプロイ
• 詳細 Profitability宛先ステージ・データベースのデプロイ

詳細 Profitabilityレポート・ビューのデプロイ
モデルの構造とデータを検証した後、ディメンション・オブジェクトをデプロイしてシステ
ム生成のレポート・ビューを作成し、ビューを同期する必要があります。ビューは詳細
Profitabilityの製品スキーマに作成され、「モデル・レベルのプリファレンス」タブで選択した
モデル・データ・スキーマに対するアクセス権が付与されます。
管理対象ディメンション、POVディメンション、属性ディメンションなど、デプロイされた
すべてのディメンションがリストされます。どのディメンションを含めるべきかを確認する
には、アプリケーション・ライブラリでアプリケーションのリストを表示します。属性ディ
メンションは、アプリケーションにある場合にのみ表示されます。
システム生成のレポート・ビューには 2つのカテゴリがあります:

• レポート階層表 - 階層の祖先レベル(親、親の親など)ごとに 1つの行が表示されます。
• レポート属性ビュー - ディメンション・メンバーごとに 1行が表示され、階層のすべての
レベルが含まれます(ディメンション・メンバーと、定義されている場合にはディメンシ
ョン属性)。ディメンション・メンバーは他の属性値と結合されます。

ビュー名と表名は次の形式で生成されます。
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<Product Name>_<Application Name>_<User-Defined Dimension Short
Name><View/Table Type_V>(ビューのみ)

例:

• HPMD_DEMO_ACCOUNTS_HIER (階層表)

• HPMD_DEMO_ACCOUNTS_ATTR_V (属性ビュー)

デプロイされたビューと表はモデル・データ・スキーマの下にシノニムとして表示さ
れます。これらのビューと表はカスタム・レポートを作成するときに役立ちます。
レポート・ビューを作成するには、最初に Oracle Essbaseにアプリケーションをデプ
ロイします。デプロイメント後、必要に応じて、ショート名を変更します。
アプリケーション・ディメンション・ビューを作成または再作成するには:

1. 選択したアプリケーションが Essbaseにデプロイされていることを確認します。
手順については、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してください。

2. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、レポート・ビューを
作成するアプリケーションを選択します。

3. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「計算」、「データベースの管理」の順に
選択します。
 

 

4. 「データベースの管理」の「レポート用表およびビュー」タブで、「モデル・デー
タ・スキーマ」を確認します。
使用するモデル・データ・スキーマではない場合、この画面で変更することはでき
ません。「モデル・レベルのプリファレンス」タブに戻って、正しいものを選択す
る必要があります。詳細モデル・データ・スキーマの選択を参照してください。

5. オプション: 「アプリケーションの最終デプロイメント」と「レポート・ビューの
最終デプロイメント」で、表示される日付を確認します。
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「レポート・ビューの最終デプロイメント」の日付が、「アプリケーションの最終デプロイ
メント」の日付より後でなければなりません。そうなっていない場合は、レポート・ビュ
ーを再デプロイしてアプリケーションを同期します。

6. 「レポート・ディメンション」ペインで、デプロイメントに含めるディメンションを選択
します。
• リストされたすべてのディメンションを含めるには、「すべて選択」を選択します。
• 個々のディメンションのみを含める場合には、そのディメンションのチェック・ボッ
クスを選択します。

7. オプション: 選択したディメンションの「ショート名」で、セルをダブルクリックして編
集用に開き、10文字までのショート名を入力します。このショート名は、レポート・ビ
ューの名前に利用されます。
デフォルトでは、ディメンション名の最初の 10文字が表の生成時に使用されます。ショ
ート名は、レポート・ビューの名前で使用されます。デフォルトでは、入力した文字はす
べて大文字になります。

ノート:

/、+、@などの特殊文字や制限された文字をショート名に使用しないでくださ
い。最新の命名制限を表示するには、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイ
ドを参照してください。

8. 「デプロイ」をクリックします。
デプロイされるビューは、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementのアプリケ
ーション表に基づきます。
これらのビューは、Profitability and Cost Managementの製品スキーマ上に作成され、モ
デル・データ・スキーマのレポート・ビューへのアクセス権が付与されます。Oracle
Hyperion Profitability and Cost Management管理者ガイドを参照してください。

詳細 Profitabilityソース・ステージ・データベースのデプロイ
ソース・ステージ・データベースをデプロイするには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「計算」、「データベースの管理」の順に選択し
ます。
ソース・ステージデータベース・タブを選択します。
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2. 「Essbase情報」の下で、次の情報を確認します:

• 「クラスタ」には、モデルが含まれる Oracle Essbaseデータベース・クラスタ
の名前が表示されます。

• 「アプリケーション」には、アプリケーションがデプロイされる Essbaseアプ
リケーションの名前が表示されます。

• 「データベース」には、アプリケーションがデプロイされる Essbaseデータベ
ースの名前が表示されます。

3. 「デプロイ・オプション」の下で、ソース・ステージ・データベースのデプロイの
ための「データベース・オプション」を選択します:

• データベースの初回デプロイメント時には、すべての選択がグレー表示されま
す。このオプションにより、データベース全体が初めて作成されます。

• 既存のデータベースを再デプロイする場合、「データベースの更新」を選択す
ると、既存のアーティファクトおよびプロパティ設定が新しいデータベースに
保持され、最新のメタデータを反映してアウトラインが変更されます。

• それ以降のデプロイメントでは、「データベースの置換」を選択してデータベ
ースとアプリケーションを完全に削除し、再作成します。

4. 「デプロイメント・オプション」の下で、ソース・ステージ・データベースのデプ
ロイメントで使用する「データ・オプション」を選択します:

• 「デプロイ前にデータをアーカイブ」を選択すると、既存のデータがアプリケ
ーション・データベース・フォルダにエクスポートされます。計算用データベ
ースでは、レベル 0のデータのみが ASOデータベースのためにエクスポート
されます。データは常にネイティブ・フォーマットでエクスポートされます。

• 「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」を選択すると、以前にエク
スポートしたデータ・ファイルを使用して、データは自動的に Essbaseにイ
ンポートされます。ASOデータベースでは、ルール・ファイルは生成されま
せん。
このオプションは、追加または削除されるディメンションがない場合にのみ使
用できます。ディメンションの追加または削除は、Profitabilityアプリケーショ
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ン・コンソールで行うことも、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementで
ステージを追加、削除または変更することで行うこともできます。
ディメンション・メンバーの削除後は、キューブを Essbaseに再デプロイしてデー
タを保持するための「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」オプションは
必ず機能するわけではなく、Essbaseにおいてこれらの削除済メンバーをどのように
処理できるかに応じて異なります。回避策として、「デプロイ後にデータをアーカイ
ブしてリロード」オプションを選択せずに、すべてのデータをエクスポートして削除
済メンバーのデータを削除してから、キューブのデプロイ後に別のステップでデータ
をリロードする必要がある可能性があります。

• オプション: 「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」を選択している場合、
「リロード後にデータ・アーカイブを削除」を選択すると、データが正常にリロード
された後にのみ、アーカイブ・データが自動的に削除されます。

5. オプション: - 「後でデプロイメント」をクリックし、デプロイメントを実行する都合の
よい日時をスケジュールします。
タスクの作成時にこのオプションが選択されていない場合、そのタスクはスケジュールで
きなくなります。

6. オプション: 「今すぐデプロイ」をクリックし、ただちにソース・ステージ・データベー
スをデプロイします。
ジョブが開始されたこと、および割り当てられたタスクフロー IDを示す確認メッセージ
が表示されます。
この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能性があります。

7. タスク・ステータスをモニターするには、「ジョブ・ステータス」、「ジョブ・ライブラリ」
の順に選択します。

8. 「データベースの置換」オプションが選択された場合、またはデータのインポートが何ら
かの理由で失敗した場合は、デプロイメントの後でこのデータベースのデータ転送を再実
行します。

9. 生成されたデータベースのデータ転送を実行します。

詳細 Profitabilityコントリビューション・データベースのデプロ
イ

コントリビューション・データベースをデプロイするには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「計算」、「データベースの管理」の順に選択し
ます。「コントリビューション・データベース」タブを選択します。
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2. 「Essbase情報」の下で、次の情報を確認します:

• 「クラスタ」には、モデルが含まれる Oracle Essbaseデータベース・クラスタ
の名前が表示されます。

• 「アプリケーション」には、アプリケーションがデプロイされる Essbaseアプ
リケーションの名前が表示されます。

• 「データベース」には、アプリケーションがデプロイされる Essbaseデータベ
ースの名前が表示されます。

3. 「デプロイ・オプション」の下で、コントリビューション・データベースのデプロ
イのための「データベース・オプション」を選択します:

• データベースの初回デプロイメント時には、すべての選択がグレー表示されま
す。このオプションにより、データベース全体が初めて作成されます。

• 既存のデータベースを再デプロイする場合、「データベースの更新」を選択す
ると、既存のアーティファクトおよびプロパティ設定が新しいデータベースに
保持され、最新のメタデータを反映してアウトラインが変更されます。

• それ以降のデプロイメントでは、「データベースの置換」を選択してデータベ
ースとアプリケーションを完全に削除し、再作成します。

4. 「デプロイメント・オプション」の下で、「データベースの更新」データベース・オ
プションが選択されているコントリビューション・データベースのデプロイメント
で使用する「データ・オプション」を選択します:

• 「デプロイ前にデータをアーカイブ」を選択すると、既存のデータがアプリケ
ーション・データベース・フォルダにエクスポートされます。レベル 0のデー
タのみが ASOデータベースのためにエクスポートされます。データは常にネ
イティブ・フォーマットでエクスポートされます。

• 「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」を選択すると、以前にエク
スポートしたデータ・ファイルを使用して、データは自動的に Essbaseにイ
ンポートされます。ASOデータベースでは、ルール・ファイルは生成されま
せん。
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このオプションは、追加または削除されるディメンションがない場合にのみ使用でき
ます。ディメンションの追加または削除は、Profitabilityアプリケーション・コンソー
ルで行うことも、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでステージを追
加、削除または変更することで行うこともできます。
ディメンション・メンバーの削除後は、キューブを Essbaseに再デプロイしてデー
タを保持するための「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」オプションは
必ず機能するわけではなく、Essbaseにおいてこれらの削除済メンバーをどのように
処理できるかに応じて異なります。回避策として、「デプロイ後にデータをアーカイ
ブしてリロード」オプションを選択せずに、すべてのデータをエクスポートして削除
済メンバーのデータを削除してから、キューブのデプロイ後に別のステップでデータ
をリロードする必要がある可能性があります。

• オプション: 「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」を選択している場合、
「リロード後にデータ・アーカイブを削除」を選択すると、データが正常にリロード
された後にのみ、アーカイブ・データが自動的に削除されます。

5. オプション: - 「後でデプロイメント」をクリックし、デプロイメントを実行する都合の
よい日時をスケジュールします。
タスクの作成時にこのオプションが選択されていない場合、そのタスクはスケジュールで
きなくなります。

6. オプション: 「今すぐデプロイ」をクリックし、ただちにコントリビューション・データ
ベースをデプロイします。
ジョブが開始されたこと、および割り当てられたタスクフロー IDを示す確認メッセージ
が表示されます。
この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能性があります。

7. タスク・ステータスをモニターするには、「ジョブ・ステータス」、「ジョブ・ライブラリ」
の順に選択します。

8. 「データベースの置換」オプションが選択された場合、またはデータのインポートが何ら
かの理由で失敗した場合は、デプロイメントの後でこのデータベースのデータ転送を再実
行します。

9. 生成されたデータベースのデータ転送を実行します。

詳細 Profitability宛先ステージ・データベースのデプロイ
宛先ステージデータベースをデプロイするには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「計算」、「データベースの管理」の順に選択し
ます。宛先ステージデータベース・タブを選択します。
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2. 「Essbase情報」の下で、次の情報を確認します:

• 「クラスタ」には、モデルが含まれる Oracle Essbaseデータベース・クラスタ
の名前が表示されます。

• 「アプリケーション」には、アプリケーションがデプロイされる Essbaseアプ
リケーションの名前が表示されます。

• 「データベース」には、アプリケーションがデプロイされる Essbaseデータベ
ースの名前が表示されます。

3. 「デプロイ・オプション」の下で、宛先ステージ・データベースのデプロイのため
の「データベース・オプション」を選択します:

• データベースの初回デプロイメント時には、すべての選択がグレー表示されま
す。このオプションにより、データベース全体が初めて作成されます。

• 既存のデータベースを再デプロイする場合、「データベースの更新」を選択す
ると、既存のアーティファクトおよびプロパティ設定が新しいデータベースに
保持され、最新のメタデータを反映してアウトラインが変更されます。

• それ以降のデプロイメントでは、「データベースの置換」を選択してデータベ
ースとアプリケーションを完全に削除し、再作成します。

4. 「デプロイメント・オプション」の下で、「データベースの更新」データベース・オ
プションが選択されている宛先ステージ・データベースのデプロイメントで使用す
る「データ・オプション」を選択します:

• 「デプロイ前にデータをアーカイブ」を選択すると、既存のデータがアプリケ
ーション・データベース・フォルダにエクスポートされます。レベル 0のデー
タのみが ASOデータベースのためにエクスポートされます。データは常にネ
イティブ・フォーマットでエクスポートされます。

• 「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」を選択すると、以前にエク
スポートしたデータ・ファイルを使用して、データは自動的に Essbaseにイ
ンポートされます。ASOデータベースでは、ルール・ファイルは生成されま
せん。
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このオプションは、追加または削除されるディメンションがない場合にのみ使用でき
ます。ディメンションの追加または削除は、Profitabilityアプリケーション・コンソー
ルで行うことも、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでステージを追
加、削除または変更することで行うこともできます。
ディメンション・メンバーの削除後は、キューブを Essbaseに再デプロイしてデー
タを保持するための「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」オプションは
必ず機能するわけではなく、Essbaseにおいてこれらの削除済メンバーをどのように
処理できるかに応じて異なります。回避策として、「デプロイ後にデータをアーカイ
ブしてリロード」オプションを選択せずに、すべてのデータをエクスポートして削除
済メンバーのデータを削除してから、キューブのデプロイ後に別のステップでデータ
をリロードする必要がある可能性があります。

• オプション: 「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」を選択している場合、
「リロード後にデータ・アーカイブを削除」を選択すると、データが正常にリロード
された後にのみ、アーカイブ・データが自動的に削除されます。

5. オプション: - 「後でデプロイメント」をクリックし、デプロイメントを実行する都合の
よい日時をスケジュールします。
タスクの作成時にこのオプションが選択されていない場合、そのタスクはスケジュールで
きなくなります。

6. オプション: 「今すぐデプロイ」をクリックし、ただちに宛先ステージ・データベースを
デプロイします。
ジョブが開始されたこと、および割り当てられたタスクフロー IDを示す確認メッセージ
が表示されます。
この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能性があります。

7. タスク・ステータスをモニターするには、「ジョブ・ステータス」、「ジョブ・ライブラリ」
の順に選択します。

8. 「データベースの置換」オプションが選択された場合、またはデータのインポートが何ら
かの理由で失敗した場合は、デプロイメントの後でこのデータベースのデータ転送を再実
行します。

9. 生成されたデータベースのデータ転送を実行します。

詳細 Profitabilityの計算の管理
モデルの検証後、モデルを計算したり、カスタム・スクリプトなどの処理オプションを選択
するか、異なるデータ POVを選択できます。

詳細 Profitabilityモデルの計算
処理時間は、計算の選択内容によって異なります。操作は画面で直接実行することも、都合
のよい日時をスケジュールすることもできます。
モデルの計算を実行すると、レポートで使用される 2つのビューが作成されます。これらの
ビューを使用してカスタム・レポートを作成できます:

• HPMD_DEMO_STAGE_BALANCE_V - 「ステージの貸借一致」レポートで表示されるス
テージの貸借一致情報が含まれます。

• HPMD_DEMO_LEVEL_0_CONTRIB_V - レベル・ゼロにおけるソースと宛先の組合せご
とのコントリビューション情報が含まれます。
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注意:

ディメンション階層レポート表には、以前はオプションであった詳細
Profitability計算エンジンの新しい依存関係があります。これらの表をデプ
ロイするには、「計算」、「データベースの管理」の順に選択してから「レポー
ト用表およびビュー」タブを選択します。詳細 Profitabilityアプリケーション
を再デプロイするたびに、これらの表を再デプロイする必要があります。表
を再デプロイする必要があるかどうかを確認するには、詳細 Profitabilityレポ
ート・ビューのデプロイのステップ 5を参照します。

モデルを計算するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、計算するアプリケー
ションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「計算」、「計算の管理」の順に選択しま
す。
 

 

3. タスク・バーでモデルの POVを選択して、「POVステータスのロード」  をク
リックします。

4. オプション: 「計算パラメータ」の「コメント」に、この計算の簡単な説明または
名前を入力します。

5. オプション: 「処理のオプション」で、「計算済の値をクリア」をチェックすると、
この計算を開始する前に以前の計算データが削除されます。

6. 「計算の実行」で、この計算で生成する追加のデータ・タイプを選択します。
• 計算のモデルにすべてのコントリビューションを含める場合は、「コントリビ
ューションの詳細の作成」をチェックします。
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• 次のソース交差を処理する前に、計算されたドライバの値が格納される計算済ドライ
バ表を保持する場合は、「計算済ドライバ表の詳細の作成」をチェックします。

ノート:

このオプションを選択すると、多数の表が生成されたるため、事前に十分な
ストレージ・スペースがあることを確認する必要があります。処理時間が長
くなる場合もあることに注意してください。

7. オプション: 複数の POVを選択した場合は、「POVの失敗時にタスク・フローを中止」を
チェックします。POVのいずれかが失敗した場合に計算が停止し、残りの POVは計算さ
れません。

8. 「単一の計算ルール・シーケンスの実行」を選択した場合は、個々のシーケンス番号を入
力します。

9. 「データ転送」の下で、データを転送する Oracle Essbase分析データベースを選択しま
す。
• ソース・ステージ・データベース: ステージ接頭辞付きのソース・ステージ・ディメ
ンション(ソース・メジャー・ディメンションなど)、属性ディメンション(関連する場
合)および MeasuresDetailedディメンションを含みます。また、レベル 0でのソー
ス・ステージの詳細を含みます。

• コントリビューション・データベース: ステージ接頭辞付きのソース・ステージ・デ
ィメンション、ステージ接頭辞付きの宛先ステージ・ディメンション、
MeasuresDetailedディメンション、属性ディメンション(関連する場合)を含みます。
また、レベル 0のコントリビューション表の詳細と 1つのメジャー
ReceivedPriorStageを含みます。

• 宛先ステージ・データベース: ステージ接頭辞付きの宛先ステージ・ディメンション、
宛先メジャー・ディメンション、属性ディメンション(関連する場合)を含みます。ま
た、レベル 0メンバーに集計された宛先ステージ表のデータを含みます。

10. オプション: カスタム・スクリプトを使用する場合は、実行する計算前または計算後のス
クリプトの名前を入力します。
カスタム・スクリプトは、HPM製品スキーマの HPM_SQL_SCRIPTに格納されていま
す。計算前および計算後スクリプトの詳細は、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Management管理者ガイドを参照してください

11. オプション: データへのアクセスに別の POVを使用する場合には、「モデルとデータに同
じ POVを使用」でこのオプションをクリアします。そうしないと、画面の上部で選択し
た POVがモデルとデータの両方に使用されます。
データに異なる POVを設定するには:

a. 「モデルとデータに同じ POVを使用」チェック・ボックスをクリアして、POVの選
択を有効にします。

b. 「使用可能なデータ POV」で、新しいデータ POVとして年、期間、シナリオを選択
します。

c. 矢印キーを使用して、「選択したデータ POV」で選択した POVを移動します。
d. ステップ 11.bとステップ 11.cを繰り返して、追加のデータ POVを作成します。

12. 次のいずれかのオプションを使用してモデルを計算します。
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• 今後のスケジュール・データおよび実行時間の計算タスクを送信するには、「後
で実行」をクリックします。確認メッセージに、ジョブが作成されたことと、
割り当てられたタスクフロー IDが識別されたことが示されます。詳細
Profitabilityタスクフローのスケジューリングを参照してください。

ノート:

タスクの作成時にこのオプションを選択していない場合、タスクはス
ケジュールできません。

• 「今すぐ実行」をクリックすると、計算がただちに実行されます。
確認メッセージに、ジョブが開始されたことと割り当てられたタスクフロー ID
が示されます。タスク・ステータスをモニターするには、「ジョブ・ステータ
ス」、「ジョブ・ライブラリ」の順に選択します。

注意:

この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては長時間かかる可能性
があります。

ドライバ操作タイプ
「計算の管理」画面の「ドライバ操作タイプ」タブには、詳細 Profitabilityの現在のドラ
イバ操作タイプが表示されます。

注意:

このタブでは新しいドライバ操作タイプを作成しないでください。このタブ
は、経験豊富なデータベース管理者のみが使用するようにしてください。変
更すると、アプリケーションに大きく影響したり、モデルまたはデータを破
損したりする場合があります。

「ドライバ操作タイプ」は、サポートされるドライバ操作を拡張するための管理機能で
す。パフォーマンスの問題や一意ドライバの課題を解決することができます。これを
使用するには、高度な SQLの知識があり、データベース管理や、Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementの詳細 Profitabilityアプリケーションのドキュメン
ト化されていない機能について深く理解していることが必要です。カスタマ・サービ
スのリクエストに応じて Oracleから求められないかぎりこの機能は使用しないでく
ださい。

その他のプロセス・タイプ
このリリースの詳細 Profitabilityでは、2つの代替計算プロセス・タイプを使用できま
す。
• Oracle Database 11g (デフォルト)
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• Oracle Database 10g

Oracle Database 10gを使用するように構成されているシステムの場合は、「その他のプロセ
ス・タイプ」タブを使用して、データベースに適した計算プロセスを選択します。

注意:

「その他のプロセス・タイプ」タブは、経験豊富なデータベース管理者のみが使用す
るようにしてください。「その他のプロセス・タイプ」ではその他の変更を行わない
ようにしてください。アプリケーションに大きく影響したり、モデルまたはデータ
を破損したりする場合があります。

詳細 Profitabilityで使用している Oracle Databaseのバージョンに応じ、この画面を使用して
データベースを正しいバージョンに変更してください。
Oracle Databaseのバージョンを変更するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、Oracle Databaseバージョンを変更
するアプリケーションを選択します。

2. 「タスク領域」から、「計算」、「計算の管理」の順に選択し、「その他のプロセス・タイプ」
タブを選択します。

ノート:

このタブが表示されるのは、管理者ユーザーの役割が割り当てられている場合
のみです。

3. ディメンション・グループの同期を選択し、「編集」  をクリックします
「その他のプロセス・タイプの定義」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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4. 「計算プロセス」で、使用している Oracle Databaseの適切なオプションを選択し
ます:

• ディメンション・グループの同期(Oracle 11g)

• ディメンション・グループの同期 10G (Oracle 10g)

5. 「OK」をクリックして変更を保存します。
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20
詳細 Profitability モデルの検証

次も参照:

• 詳細 Profitabilityの検証について
モデルはライフサイクルを通じて何回か検証する必要があります

• 詳細 Profitabilityモデルの検証ルール
モデルは、モデルを計算する前に、一連のモデル検証ルールと照合して、構造が健全であ
ることが検証されます。

• 詳細 Profitabilityモデル構造の検証
すべての必須モデリング・ルールが適用されていることを確認するために、計算の前に詳
細 Profitabilityモデル構造を検証する必要があります。

詳細 Profitability の検証について
モデルはライフサイクルを通じて何回か検証する必要があります
• モデル・データ登録が完了したら、モデルの残りの定義に進む前に、モデルで使用する表
がすべて正常に登録されていることを確認するためにモデル・データ登録のモデル検証を
実行します。

• モデルを構築後、モデル検証を実行し、モデルの構造がモデリング・ルールに準拠してい
ることを確認します。

• モデルの計算後、ソース・ステージと宛先ステージの貸借一致レポートを生成し、モデル
のすべての貸方記入と借方記入が一致することを確認します。

「モデル検証」画面で使用できるタブは読取り専用で、詳細 Profitabilityモデル構造の問題がハ
イライトされます。
• モデル・データの登録
• ドライバ
• 計算ルール
• 未使用のドライバ
• 欠落しているドライバ割当
• 割当ルール
エラーと欠落している情報が、対応する重大度とともに表示されます。モデル構造の検証サ
イクル中に発生したエラーは、モデルの構築または計算を続行する前に、修正する必要があ
ります。
モデルに対して適切な検証を実行するには、次の各項を参照してください:

• 詳細 Profitabilityモデルの検証ルール
• 詳細 Profitabilityモデル構造の検証
• 詳細 Profitabilityステージの貸借一致レポート
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• 未割当値
• アイドル能力
• オーバードライブ値
• 詳細 Profitabilityステージの貸借一致レポートの生成

詳細 Profitability モデルの検証ルール
モデルは、モデルを計算する前に、一連のモデル検証ルールと照合して、構造が健全
であることが検証されます。
構造検証では次の条件が満たされているかどうかがチェックされます:

• データ・モデル登録が有効であり、完了している
• ドライバが正しく形成されている
• 計算ルールが正しい
• すべてのドライバが使用されている
• 欠落しているドライバ割当がない
• 割当ルールが正しい
構造上のエラーがあれば、モデルを計算する前に解決する必要があります。エラーを
すべて修正し、モデルを送信して再度検証します。エラーの修正および再検証を何度
か行う必要がある場合もあります。

ヒント:

状況によっては、あるエラーを修正した結果、別の問題が発生することがあ
ります。このため、修正を行うたびにモデルを再検証すると有効です。

詳細 Profitability モデル構造の検証
すべての必須モデリング・ルールが適用されていることを確認するために、計算の前
に詳細 Profitabilityモデル構造を検証する必要があります。
「モデル検証」画面の各タブにある「検証」をクリックし、アプリケーションの各コン
ポーネントを評価します。タブごとに検証を実行すると、エラーまたは警告が表示さ
れます。
モデルを正しく計算するには、モデル構造に含まれるエラーをすべて修正する必要が
あります。
モデル・ステージを検証するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「検証」、「モデル検証」の順に選択しま
す。
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3. 「モデル検証」画面で、検証するモデルの POVを選択し、「POVステータスのロード」
 をクリックします。

4. 次の各タブで「検証」をクリックし、検証を実行します。
• 列マッピングまたはメジャーに誤りがないかどうかを確認する場合は、「モデル・デ
ータの登録」タブを選択します。詳細 Profitabilityモデル・データの登録を参照して
ください。

• ドライバにエラーがないかどうかを確認する場合は、「ドライバ」タブを選択します。
詳細 Profitabilityドライバの定義を参照してください。

• 「計算ルール」タブを選択すると、無効な計算ルールがある場合に表示されます。計
算ルールの操作を参照してください。

• モデルに未割当のドライバがないか、そのドライバが割当の一部である必要があるか
を確認する場合は、「未使用のドライバ」タブを選択します。詳細 Profitabilityドライ
バの操作を参照し、必要に応じてドライバを割り当てます。

• ドライバの選択が欠落しているすべてのソースの交差を表示する場合は、「欠落して
いるドライバ割当」タブを選択します。詳細 Profitabilityドライバの操作を参照して
ください。

• 無効な割当ルールを表示する場合は、「割当ルール」タブを選択します。詳細
Profitability割当ルールの操作を参照してください。

検証が終了すると、画面が更新されて結果が表示されます。
5. 各タブで、エラーまたは警告の状態をすべて修正します。
6. すべてのタブのすべてのエラーを修正後、エラーが検出されなくなるまでモデルの検証を
繰り返します。

7. 検証の完了後、モデルを計算します。詳細 Profitabilityモデルの計算を参照してください。
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21
詳細 Profitabilityレポートの作成

次も参照:

• 詳細 Profitabilityステージの貸借一致レポート
モデルを計算後、「ステージの貸借一致」レポートを使用して、未割当の費用を計上する
ため、入力値の貸借を一致させることで、実績を検証します。

• 詳細 Profitabilityのレベル 0のコントリビューション・レポート
一般的な詳細 Profitabilityアプリケーションには、ソース・ステージと宛先ステージの間
に 1つ以上の重複するディメンションが含まれることがあります。

• 詳細 Profitabilityシステム・レポートの実行
詳細 Profitabilityモデルの計算後に、システム・レポートを実行できます。

詳細 Profitability ステージの貸借一致レポート
モデルを計算後、「ステージの貸借一致」レポートを使用して、未割当の費用を計上するた
め、入力値の貸借を一致させることで、実績を検証します。
ステージの貸借一致レポートを生成するには、次の条件が満たされている必要があります:

• データがロードされている必要があります
• モデル・データの登録と計算が済んでいる必要があります
「ステージの貸借一致」の構造には次の情報があります:

メジャー 説明
ステージ名 ソース・ステージの名前が表示されます。
入力 この値は、入力の貸借一致メジャーに関連付けられた値の要約です。
合計出力 ソース・ステージから割り当てられたすべての値の合計。

この値は、AssignedPostStage貸借一致のメジャーに関連付けられます。
アイドル 宛先に割り当てられていない入力が IdleCostの値です。IdleCostの計算結果は、

ドライバ・タイプに応じて割り当てられます:
• 比率ベースのドライバで「アイドルを許可」が選択されている場合、IdleCost
は IdleDriverValue/OverrideTotalDriverValueの式を使用して生成
されます。

• レートベースのドライバでは、配賦値の合計がソース・オブジェクトの入力
値より小さい場合に IdleCostが生成されます。

オーバードライブ ステージの貸借一致レポートに表示されるオーバードライブ額は、計算されたオ
ーバードライブ値の合計額です。
この金額が、オーバードライブ貸借一致メジャーに関連付けられます。

未割当 未割当値の式は、次の計算と等しくなります:
"合計入力" - "合計出力" - "アイドル" + "オーバードライブ"

ステージの貸借一致メジャーの詳細については、以下の項を参照してください:

• アイドル能力
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• オーバードライブ値
• 未割当値
• 詳細 Profitabilityステージの貸借一致レポートの生成

アイドル能力
フル能力またはフル容量という用語は、すべてのモデル・リソースがタスクまたは割
当を実行するために完全に使用されている状態を意味します。
アイドル能力またはアイドル容量とは、モデル・リソースの一部が完全には使用され
ていない状態を示します。リソースを最大限に使用し、マシンのダウンタイムなどの
非効率をモニターするには、アイドル能力を追跡することを検討してください。
アイドル容量は、レートベースまたは比率ベースのドライバで作成されます。
• レートベースのドライバは、必要に応じて「アイドル」または「オーバードライ
ブ」を自動的に作成します。

• 比率ベースのドライバは、「アイドルを許可」がチェックされている場合にのみア
イドル容量を作成します。
アイドル能力を計算してレポートする機能は、ドライバを作成または変更するオプ
ションを選択する際に、「アイドルを許可」チェック・ボックスを選択し、「ドライ
バ値メジャーの合計の上書き」を選択して値を配賦することによって設定します。「ド
ライバ値メジャーの合計の上書き」にある値が、配賦の比率の分母となります。

詳細 Profitabilityドライバの定義を参照してください。
ステージ貸借一致レポートでアイドル費用を表示するには、詳細 Profitabilityステージ
の貸借一致レポートの生成を参照してください。

オーバードライブ値
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、費用の移動先を制御する割
当の組合せと、移動する額を決定するドライバを使用して、ソースから宛先へ値を移
動します。
宛先に実績以上の金額を移動することが可能です。オーバードライブ値は超過した額
であり、ソースから宛先に移動された実績金額を超えます。オーバードライブはメジ
ャー・ディメンションの一部として報告されます。
ステージ貸借一致レポートでオーバードライブ値を表示するには、詳細 Profitabilityス
テージの貸借一致レポートの生成を参照してください。

未割当値
モデル内の値はすべて、特定のアクティビティ、製品、アカウントなどに割り当てる
必要がありますが、一部の金額は未配賦のままにすることができます。これらの値は、
「未割当」として報告されます。
モデルの作成方法によっては、これらの未割当値を想定および許容することもできま
すが、そうしない場合は、配賦のエラーが発生し、修正する必要が生じます。 これら
の金額の配賦が必要かどうかを決定する必要があります。「未割当」の値は、メジャ
ー・ディメンションの一部として報告されます。
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ステージ貸借一致レポートで未割当値を表示するには、詳細 Profitabilityステージの貸借一致
レポートの生成を参照してください。

詳細 Profitabilityステージの貸借一致レポートの生成
ステージの貸借一致レポートを生成するには:

1. 次の条件が満たされたことを確認します:

• データ・モデルが登録されている
• モデル・データが読み込まれている
• モデルが正常に計算されている

2. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

3. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「検証」、「ステージの貸借一致」の順に選択し
ます。

4. 「ステージの貸借一致」画面でモデルの POVを選択し、「POVステータスのロード」 
をクリックします。

5. 生成するステージ貸借一致レポートのタイプを選択します:

• 「ステージの要約」をクリックして、ソース・ステージ全体に対する貸借一致のアク
ティビティの要約を表示します。

• 「ソース・メジャー・ディメンション・メンバー」セレクタから、選択したソース・
メジャーに対する貸借一致アクティブの要約を表示するソース・メジャーを選択しま
す。

6. 「実行」をクリックしてレポートを生成します。
 

 

7. レポートを確認し、次の 1つまたは複数の検証方法を使用して結果を確認します:

• 入力合計 - 出力合計 - アイドル + オーバードライブ = 未割当の値
• ソース・ステージにロードされた通貨または残高データの合計 = 入力
• 未割当の値の合計 + アイドル - オーバードライブ= 入力
• 事前定義の Smart View統合を「ステージの貸借一致」画面から起動することもでき
ます。起動データ・ポイントは、「ステージの貸借一致」画面でハイパーリンクとし
て表示され、あるステージから別のステージに提供された値が存在します。入力また
は配賦データについて詳細にドリル・ダウンできます。たとえば、配賦の実行後に未
割当費用へドリルダウンしたり、または同じ実行で使用された入力データを確認する
ことができます。
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8. オプション: レポートを印刷するには、ブラウザのメニューで「ファイル」、「印
刷」の順に選択します。

例 21-1 レポートへの宛先メジャーの追加
オプションで、ポップアップ・ダイアログ「メンバー・セレクタ」から宛先メジャー
を選択できます。この場合、宛先表からのメジャーの合計値を示す、宛先メジャー表
が追加されます(図 1)。

図 21-1 詳細 Profitability ステージの貸借一致レポートと宛先メジャー表

最初の列には、選択されたすべてのメジャーが表示されます。計算済メジャーの計算
はメジャーのシーケンスを上から下にたどることができるため、その順序によって、
表を損益計算表のように読み取ることができます。
2番目と 3番目の列は、ターゲットまたは割当および計算済メジャーであったメジャー
の値を分離します。これにより、割当値の合計をステージ貸借一致要約セクションと
容易に比較できます。この機能により、ユーザーはステージ間の貸借一致をエミュレ
ートできます。

詳細 Profitability のレベル 0のコントリビューショ
ン・レポート

一般的な詳細 Profitabilityアプリケーションには、ソース・ステージと宛先ステージの
間に 1つ以上の重複するディメンションが含まれることがあります。
たとえば、BksDP30サンプル・モデルでは、顧客ディメンションおよび製品ディメン
ションはソース・ステージと宛先ステージの両方で使用されます。
このため、レベル 0のコントリビューション・ビュー(サンプル・モデルでは
HPMD_BKSDP20_LEVEL_0_CONTRIB_V)には、これらの重複する各ディメンション
に対して 2つの列(ソース・コンテキスト用と宛先コンテキスト用)が含まれることにな
ります。
このビューを使用して Oracle BI EEでコントリビューション・レポートが正常に生成
されるように、OBIEEの物理レイヤー内のシステム生成のディメンション・レポート
用ビューを正しく登録する方法を習得して、それぞれがレベル 0のコントリビューシ
ョン・ビューのディメンション列の両方のセットに正しく結合されるようにする必要
があります。物理レイヤー内に、レベル 0のビューから同じディメンションへの 2つ
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の別名表を作成する必要があります。たとえば、レベル 0のビューは、ソース(SRC)用と宛先
(DEST)用に 1回ずつ顧客ディメンションに結合する必要があります。
次の手順では、この方法の例として、サンプル・モデル内の顧客ディメンションから階層デ
ィメンション・ビューを使用しています。

レベル 0のコントリビューション・レポートの生成
レベル 0のコントリビューション・レポートを生成するには:

1. Oracle Business Intelligence Enterprise Editionにログインし、Profitability and Cost
Managementリポジトリに移動します。

2. 物理レイヤーで、レポートに使用するディメンション・ビューを右クリックし、「新規オ
ブジェクト」、「別名」の順に選択します。
たとえば、別名表のモデルとしてサンプル・モデル内の
「HPMD_BKSDP20_CUSTOMERS_HIER_V」をクリックします。

3. 新しいソース別名表の名前(HPMD_BKSDP20_SRCCUST_HIER_Vなど)を入力し、「OK」
をクリックします。

4. 物理レイヤーで、ディメンション・ビューを再度右クリックして、「新規オブジェクト」、
「別名」の順に選択します。

5. 新しい宛先別名表の名前(HPMD_BKSDP20_DESTCUST_HIER_Vなど)を入力し、「OK」
をクリックします。

6. 物理レイヤーで、次のオブジェクトを選択し、右クリックして「物理ダイアグラム - 選択
したオブジェクトのみ」を選択します:

HPMD_BKSDP20_SRCCUST_HIER_V

HPMD_BKSDP20_DESTCUST_HIER_V

HPMD_BKSDP20_LEVEL_0_CONTRIB_V

7. ダイアグラムで、新しい別名表それぞれとレベル 0のコントリビューション・ビューの間
に物理結合を作成します。

8. ソース別名表および宛先別名表をビジネス・モデル・レイヤーにドラッグします。
9. プレゼンテーション・レイヤーで、レベル 0のレポートを変更して、新しい別名表それぞ
れからの列を含めます。

物理表および別名の操作の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence
Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド 11gリリース(11.1.1)の第 7章: 「物
理表、キューブおよび結合での作業」を参照してください。

詳細 Profitability システム・レポートの実行
詳細 Profitabilityモデルの計算後に、システム・レポートを実行できます。
• ディメンション統計 — 現在のアプリケーションの各ディメンションについて、ディメン
ション・メンバーの数、レベル 0メンバーの数、階層レベルの数

• 実行統計 — 選択した配賦計算 - 標準ジョブについて収集されたランタイム統計(ジョブ
の終了後)

詳細 Profitabilityシステム・レポートを生成するには:

第 21章
詳細 Profitability システム・レポートの実行

21-5



1. 開いている詳細 Profitabilityモデルの「レポート」タスク領域で「システム・レポ
ート」を選択します。

2. 「システム・レポート」画面で、それぞれの設定について次のいずれかを選択しま
す。
• レポート名 — 「ディメンション統計」、「実行統計」
• 出力タイプ — PDF (Adobe PostScript)、Microsoft EXCEL、Microsoft WORD、

XMLまたは HTML

3. 「実行統計」レポートの「ジョブ・ライブラリ」タスク領域から「ジョブ ID」を入
力します。

ノート:

「ディメンション統計」レポートでは「ジョブ ID」またはその他のパラメ
ータ情報は必要ありません。

4. 「実行」をクリックします。
5. レポートを開くか保存するかを指定します。
レポートの例を確認するには、次の項を参照してください。
• 図 1

• 図 1

詳細 Profitabilityの「ディメンション統計」レポートの例
「ディメンション統計」レポートは、現在のアプリケーションの各ディメンションにつ
いて、ディメンション・メンバーの数、レベル 0メンバーの数、階層レベルの数を示
します。表示される値は数学的に可能な組合せであり、すべてが使用されるわけでは
ありません(図 1と同様)。

図 21-2 詳細 Profitabilityの「ディメンション統計」レポートの例
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詳細 Profitabilityの「実行統計」レポートの例
「実行統計」レポートは、選択した詳細計算ジョブについて収集されたランタイム統計をジョ
ブの終了後に示します(図 1と同様)。

図 21-3 詳細 Profitabilityの「実行統計」レポートの例
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22
詳細 Profitabilityのジョブ・ステータスのモニタリング

次も参照:

• ジョブ・ライブラリ
「ジョブ・ライブラリ」には、詳細 Profitabilityアプリケーションのすべてのモデルおよび
すべてのユーザーに対して現在発行されている、またはスケジュールされているジョブが
リストされます。

• 詳細 Profitabilityタスクフローの管理
タスクフローを使用すると、ビジネス・プロセスの全体または一部を自動化できます。タ
スクは、一連のプロシージャ・ルールに従って、特定のタスクフロー参加者から別の参加
者に渡されます

• 詳細 Profitabilityタスクフロー情報の表示
「タスクフローのリスト(サマリー)」には、選択されているアプリケーションの既存のタ
スクフローと各タスクフローの基本的な詳細が表示されます。

• 詳細 Profitabilityタスクフロー・ステータスの表示
「タスクフロー・ステータス(サマリー)」画面では、既存のタスクフローのステータスを
表示または更新できます。

• 詳細 Profitabilityタスクの詳細の表示
「タスクの詳細」オプションを使用すると、既存のタスクフローの詳細を表示できます。

• 詳細 Profitabilityタスクフローのスケジューリング
1回かぎりまたは繰返し発生するタスクフローの実行をスケジュールできます。

ジョブ・ライブラリ
「ジョブ・ライブラリ」には、詳細 Profitabilityアプリケーションのすべてのモデルおよびすべ
てのユーザーに対して現在発行されている、またはスケジュールされているジョブがリスト
されます。
「ジョブ・ライブラリ」の列をクリックして、「開始日」と「時間」、「アプリケーション名」、
「ジョブ・タイプ」、「コメント」、「ユーザー」、「タスク・フロー ID」、「ステータス・メッセー
ジ」を基準にしてジョブをソートします。再度クリックすると、逆順でソートします。

ジョブ・ライブラリ・ジョブ・タイプ
処理できるジョブには 4つのタイプがあり、ジョブ・ライブラリでの「ジョブの詳細」情報
は、ジョブ・タイプに応じて変化します。
• 配賦計算

– ジョブの詳細: 処理オプション、カスタム・スクリプト、およびモデルとデータの
POV

– ジョブの終了: ジョブが終了する日時
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– ODLタスク ID

詳細 Profitabilityの計算の管理の「計算の管理」タブを参照してください。
• バルク編集の適用

– ジョブの詳細: POVと「選択項目の編集」(ソース・ルールと宛先ドライバまた
は宛先ルール)

– ジョブの終了: ジョブが終了する日時
– ODLタスク ID

バルク・エディタの操作を参照してください。
• POVのコピー

– ジョブの詳細: 選択されたソースおよびターゲットの POVを示す「POVのコ
ピー」と「構成のコピー」

– インポートの「ステージング表の選択」
– ジョブの終了: ジョブが終了する日時
– ODLタスク ID

POVのコピーを参照してください。
• ステージング表のインポート

– ジョブの詳細: インポートの構成
– JDBC接続
– インポートの「ステージング表の選択」
– ジョブの終了: ジョブが終了する日時
– ODLタスク ID

詳細 Profitabilityのステージング表のインポートを参照してください。

ジョブ・ライブラリの表示
ジョブ・ライブラリを表示するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceで、「ナビゲー
ト」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ジョブが発行されてい
る対象のアプリケーションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「ジョブ・ステータス」、「ジョブ・ライ
ブラリ」の順に選択します。

3. 「ジョブ・リスト」には、各ジョブの情報が表示されます。
• 「開始日時」には、ジョブが発行された、または実行をスケジュールされた日
付と時刻が実行されます。

• 「アプリケーション」には、タスクが実行されているアプリケーションの名前
が表示されます。

• 「ジョブ・タイプ」には、実行されるタスクのタイプが表示されます。ジョブ・
ライブラリ・ジョブ・タイプを参照してください
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• 「コメント」には、初期実行、バルク編集、ドライバの追加など特定のジョブに関し
てユーザーが入力したノートや詳細が表示されます。コメントはタスクの発行時に
入力されます。

• 「ユーザー」には、処理するタスクを発行した個人のユーザー IDが示されます。
• 「タスク・フロー ID」は、特定のタスクに対してシステム生成されるタスクの IDで、

<application name>:<task name><generated taskflow number>.というフォーマット
です。
たとえば、生成されるタスクフロー番号は、
Demo04_RunCalcs_D20111103T183447_fbeのように表示されます。この場合、
Demo04がアプリケーション名、RunCalcsがタスク、D20111103T183447_fbeが生
成されたタスクフローのインスタンス IDです。詳細 Profitabilityタスクフローの管
理を参照してください。

• 「ステータス」には、「実行中」、「成功」または「失敗」などの、タスクフローの現在
のステータスに関するメッセージが表示されます。

• エラー
• 警告

4. オプション: 「ジョブの詳細」の下で、ハイライトされたジョブの実行に使用されるジョ
ブ・オプションを確認します。詳細のフォーマットは、ハイライトされているジョブ・タ
イプに応じて異なります。「処理のオプション」、「カスタム・スクリプト」、「POVオプシ
ョン」は、該当する場合に表示されます。
詳細は、ジョブ・ライブラリ・ジョブ・タイプを参照してください。

5. オプション: ジョブを検索するには、各列の下部にある「検索」テキスト・ボックスにテ
キストを入力して検索します。検索機能の使用を参照してください。

6. 「ジョブの終了」の下で、ハイライトされたタスクが完了した日時を確認します。
7. 「ODLタスク ID」の下で、ハイライトされたジョブの IDを確認すると、エラーや警告メ
ッセージを hpcm.logで探しやすくなります。
hpcm.logファイルで、「検索」と「ODLタスク ID」を使用して、選択したジョブのロギ
ング詳細テキストの開始を探します。ログ・エントリーの開始を見つけたら、下方向に検
索して、ファイルで"ERROR"を探します。

8. オプション: 必要に応じて、「ジョブの停止」をクリックして、「実行中」ステータスのハ
イライトされたタスクを終了します。

注意:

ボタンを押した後でタスクフローがすぐに停止する場合は、データの状態が一
貫するように、結果に影響するアクティビティに追加の時間が必要なことがあ
ります。

EPM Workspaceタスクフローを使用する詳細な手順は、『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceユーザー・ガイド』を参照してください。
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詳細 Profitabilityタスクフローの管理
タスクフローを使用すると、ビジネス・プロセスの全体または一部を自動化できます。
タスクは、一連のプロシージャ・ルールに従って、特定のタスクフロー参加者から別
の参加者に渡されます
詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、次のような場合にタス
クフローが作成されます。
• ステージング表がインポートされている
• POVデータがコピーされている
• 計算が実行されている
• バルク編集の機能を使用して、モデル要素が作成または削除されている
• キューブ・デプロイメント
• アプリケーションの作成
• アプリケーションの複製
• 事前更新分析
• ディメンションの更新
• アプリケーションの削除

ノート:

タスクフローは、モデルのコンテンツまたは構造を検証するときには使用で
きません。

タスクフロー IDは各タスクに対して自動的に生成されます。タスクを実行するたび
に、新しいタスク IDが生成されます。タスクフローには、1つまたは複数のステップ
が含まれます。各タスクフロー・ステップは、Profitability and Cost Managementでの
1つのアクションを表します。
タスクフローを開始すると、タスクフロー・ステップが作成され、タスクフロー ID (例:
Demo04_RunCalcs_D20111103T183447_fbe)が割り当てられます。IDにより、タスク
フローの進行状況をモニターできます。タスクフロー・インスタンスを開始するたび
に、新しいタスクフロー IDが作成されます。中断または再開すると、常にステップ 1
から開始されます。
各タスクフロー・ステップは、最初のステップから順に実行されます。1つのステップ
の結果が生成されると、次のステップが開始されます。タスクフローのすべてのステ
ップが実行されたときに初めてステータスが完了となります。
「タスク領域」の「ジョブのステータス」オプションを使用して、タスクフローのステ
ータスおよび詳細を表示したり、1回かぎりまたは繰返し発生するタスクフローの実行
をスケジュールします。
「ジョブのステータス」モニタリング・オプションにアクセスするには、次の条件を満
たしている必要があります:
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• Profitability and Cost Managementが外部認証および Oracle Hyperion Shared Services
機能を使用するように構成されている必要があります。『Oracle Enterprise Performance
Management Systemインストールおよび構成ガイド』を参照してください。

• タスクフロー操作を実行するには、タスクフローのユーザーに次の Shared Services役割
のいずれかを割り当てる必要があります。
– タスク・フローの管理 - ユーザーにタスクフローの作成および編集を許可します。
– タスクフローの実行 - ユーザーにタスクフローの実行および表示のみを許可します。
この役割を割り当てられたユーザーは、タスクフローの作成や編集を行うことはでき
ません。

ノート:

Shared Servicesのどちらの役割もグローバル・ユーザーの役割です。これらの
役割を割り当てられたユーザーは、任意のアプリケーションや製品のタスクフ
ローを変更または実行できます。Oracle Enterprise Performance Management
Systemユーザー・セキュリティ管理ガイドを参照してください。

注意:

各タスクフロー画面でステップおよびリンクを追加または削除して、新しいタスク
フローを作成することもできますが、詳細 Profitability and Cost Managementタス
クフローは変更しないことをお薦めします。他の製品に Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceタスクフローを使用する方法の
詳細は、『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceユーザ
ー・ガイド』を参照してください。

詳細 Profitabilityタスクフロー情報の表示
「タスクフローのリスト(サマリー)」には、選択されているアプリケーションの既存のタスク
フローと各タスクフローの基本的な詳細が表示されます。
タスクフロー情報を表示するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceで、「ナビゲート」、「ア
プリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ジョブが発行されている対象のアプリ
ケーションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「ジョブ・ステータス」、「タスク・フローの管
理」の順に選択します。
要約には、選択されているアプリケーションに存在する各タスクフローについて、次の情
報が表示されます:

• 「アプリケーション」には、アプリケーション名が表示されます。
• 「タスクフロー」には、生成されたタスクフロー番号が<アプリケーション名>:<タス
ク名><生成されたタスクフロー番号>という形式で表示されます。

• 「作成者」には、タスクフローを作成したユーザーの IDが表示されます。
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• 「説明」には、タスクの簡単な説明が表示されます。
 

 

3. オプション: タスクフローの横にあるラジオ・ボタンをクリックし、「タスクフロ
ーのスケジュール」をクリックすると、タスクの実行をより都合のよい時間または
日付にスケジュールできます。

4. 「タスクフローのリスト(サマリー)」画面を使用して、タスクフローの削除、タス
クフローの実行のスケジュールなど、様々なアクションを実行します。EPM
Workspaceタスクフローを使用する詳細な手順は、『Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceユーザー・ガイド』を参照してください。

詳細 Profitabilityタスクフロー・ステータスの表示
「タスクフロー・ステータス(サマリー)」画面では、既存のタスクフローのステータス
を表示または更新できます。
指定したステータスまたは日付範囲のタスクフローが表示されるように、タスクフロ
ー・リストをフィルタすることもできます。
生成されるタスクフロー・ステップごとに、参加者 IDが生成されます。関連する参加
者の要約の詳細を表示するには、個々のタスクフローをドリルダウンします。
タスクフロー・ステータスを表示するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceで、「ナビゲー
ト」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ジョブが発行されてい
る対象のアプリケーションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「ジョブ・ステータス」、「プロセスの検
索」の順に選択します。
 

第 22章
詳細 Profitabilityタスクフロー・ステータスの表示

22-6



 

3. タスクフローを検索するための検索条件を 1つまたは複数選択します。
a. 「ステータス」で、タスクフローのステータスを選択します。

• アクティブ
• 完了
• 停止済
• すべて

b. 「アプリケーション」で、アプリケーション IDを選択します。
c. 「タスクフロー」で、タスクフロー IDを選択します。
d. 「開始期間」で、「カレンダ」  をクリックし、検索範囲の開始日と終了日を選択
します。

ノート:

必要に応じ、すべての検索フィールドを空白のままにしてすべてのタスクフ
ローを表示するか、検索条件をできるかぎり具体的にして結果を絞り込みま
す。

4. 「検索」をクリックします。
検索結果は、画面の下部に表示されます:

• ID (これは、タスクフローに自動的に生成された参加者 IDです。)
• アプリケーション ID

• タスクフロー ID

• タスクフローの開始者
• タスクフローが実行を開始した時間

第 22章
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• タスクフローの現在のステータス
• タスクフローの説明

5. オプション: 「リフレッシュ」をクリックし、ステータス情報を更新します。
6. オプション: マルチステップ・タスクフローの現在実行されているステップを終了
するには、該当するタスクフローの横にあるチェック・ボックスを選択し、「停止」
をクリックします。
選択したステップの結果がアプリケーションから戻されると、タスクフローは停止
します。それまでのステップの結果が破棄されることはありません。ただし、タス
クフローを再実行すると、最初のステップから開始されます。

7. オプション: タスクフローの詳細およびステータスを表示するには、タスクフロー
名をダブルクリックします。
タスクフロー参加者(要約)が表示され、タスクの詳細およびステータスが示されま
す。

8. 「取消」をクリックし、「タスクフロー・ステータス(サマリー)」に戻ります。

詳細 Profitabilityタスクの詳細の表示
「タスクの詳細」オプションを使用すると、既存のタスクフローの詳細を表示できま
す。
タスクを実行するたびに、新しいタスク IDが生成されます。
タスクの詳細を表示するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceで、「ナビゲー
ト」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ジョブが発行されてい
る対象のアプリケーションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「ジョブ・ステータス」、「タスクの検
索」の順に選択します。
 

 

第 22章
詳細 Profitabilityタスクの詳細の表示

22-8



3. 「マイ・タスク」で、タスクフローを検索するための検索条件を 1つまたは複数選択しま
す。
a. 「ステータス」で、「新規」、「アクティブ」、「完了」、「すべて」などのステータスを選
択します。

b. 「アプリケーション」で、アプリケーション IDを選択します。
c. 「タスクフロー」で、生成されたタスクフロー IDを選択します。

ノート:

必要に応じ、すべての検索フィールドを空白のままにしてすべてのタスクフ
ローを表示するか、検索条件をできるかぎり具体的にして結果を絞り込みま
す。

4. 「検索」をクリックします。
検索結果が表示されます。

5. オプション: 右向きまたは左向きの矢印を使用して、結果をスクロールします。現在のペ
ージ番号と合計ページ数が表示されます。

6. オプション: 「リフレッシュ」をクリックし、ステータス情報を更新します。
7. タスクフローを選択し、「ステータスの表示」をクリックします。
タスクフロー参加者(要約)が表示され、ジョブの詳細および、タスクフロー内で選択され
ているステップの現在のステータスが示されます。

8. 「取消」をクリックし、「ジョブ・ステータス」画面に戻ります。

詳細 Profitabilityタスクフローのスケジューリング
1回かぎりまたは繰返し発生するタスクフローの実行をスケジュールできます。

ノート:

タスクフローをスケジュールするには、タスクを作成するときに「後で実行」オプ
ションを選択しておく必要があります。

タスクフローをスケジュールするには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceで、「ナビゲート」、「ア
プリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ジョブが発行されている対象のアプリ
ケーションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「ジョブ・ステータス」、「タスク・フローの管
理」の順に選択します。
「タスクフローのリスト(サマリー)」画面には、既存の各タスクフローについて次の情報
が表示されます。
• 「アプリケーション」には、アプリケーション名が表示されます。
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• 「タスクフロー」には、生成されたタスクフロー番号が<アプリケーション名
>:<タスク名><生成されたタスクフロー番号>という形式で表示されます。

• 「作成者」には、タスクフローを作成したユーザーの IDが表示されます。
• 「説明」には、タスクの簡単な説明が表示されます。

ノート:

タスクを実行するたびに、新しいタスク IDが生成されます。

 

 

3. タスクの作成時に「後で実行」オプションを選択したタスクフローの横のチェッ
ク・ボックスを選択します。

4. タスクフローのスケジュールをクリックします。
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5. 「開始イベント」で、「スケジュール済イベント」を選択します。
「サーバーの日付」が表示されます。

6. 「開始日」で、「カレンダ」  をクリックしてタスクフローを実行する日付を選択しま
す。

7. 「開始時間」で、ドロップダウン・リストを使用してタスクフローを開始する時間を選択
します。
時間および分を選択し、実行時間を午前または午後のいずれかに設定する必要がありま
す。

8. オプション: ジョブを繰返し実行するようにスケジュールするには:

a. 「繰返し」を選択します。
b. 「繰返しの設定」で、「毎月」または「毎週」などの頻度を選択します。
c. 繰返しの設定を選択し、次の例に示すように必要な変数を入力します:

• xか月ごとの x日
• xか月ごとの第 x曜日

9. オプション: タスクフローを、手動で取り消されるか削除されるまで実行するようにスケ
ジュールするには、「終了日なし」.を選択します。

10. オプション: タスクフローを指定した回数実行するようにスケジュールするには、「終了
条件 x回」を選択します。テキスト・ボックスにジョブを実行する回数を入力します。
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ノート:

このオプションは、「毎日」または「毎週」の「繰返し」スケジュールが
選択されている場合にのみ使用できます。

11. オプション: 指定した日付までタスクフローを実行するには、「終了日」を選択し、
最後に実行する日時を選択します。
a. 「終了日」で、「カレンダ」  をクリックし、日付を選択します。

ノート:

「カレンダ」は、「終了日」オプションを選択している場合に表示され
ます。

b. 「終了時間」で、最後に実行する時刻を選択します。時間および分を選択し、
午前または午後のいずれかを選択する必要があります。

12.「保存」をクリックして、スケジュールしたジョブを保存します。
タスクフローがスケジュールどおりに実行されます。
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A
標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションの操作

EPM Systemバージョン 11.2.16では標準 Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementアプリケーションがサポートされないため、この付録は、Oracle Enterprise
Performance Management Systemバージョン 11.2.0から 11.2.15にのみ適用されます。
11.2.16より古いバージョンをご使用のお客様向けに、この付録では、標準 Profitability and
Cost Managementアプリケーションの操作に関する情報を提供します。
この付録の内容
• 標準 Profitability and Cost Managementの開始
• 標準 Profitabilityモデルおよびシナリオについて
• 標準 Profitabilityアプリケーションのディメンション
• 標準 Profitabilityモデルの管理
• 標準 Profitability配賦の管理
• 標準 Profitabilityモデルの検証
• 標準 Profitabilityモデルの計算
• 標準 Profitabilityのジョブ・ステータスのモニタリング
• 標準 Profitabilityレポートの実行
• 標準 Profitabilityでの Smart View問合せの管理

標準 Profitability and Cost Managementの開始
Related Topics

• アーキテクチャ
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは Oracle Essbaseの上で実行され、
他の関連ソフトウェアを使用して様々なデータを処理および計算します。

• モデリング・プロセス
モデルを構築する前に、Profitabilityアプリケーション・コンソールを使用してディメン
ションとメンバーを定義し、データベース・アウトライン、つまりモデルの各ステージ内
のメイン・オブジェクトを構築する必要があります。

• Profitability and Cost Managementの起動
• 標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションについて
標準 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementモデルを使用すると、モデル全
体の直接のコントリビューション・データをモニターおよび制御できます。
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• 標準と詳細の Profitabilityアプリケーションの比較
選択するアプリケーションのタイプは、組織のモデルを効果的に管理するために必
要なモデリングのタイプによって異なります。

• 一般的なタスク
• Profitability and Cost Managementのディメンションについて

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、Profitabilityアプリケー
ション・コンソールで作成されたディメンションとメンバーを使用して、Oracle
Essbaseアプリケーション・アウトラインのビジネス・モデルの様々な構造要素を
表します。

アーキテクチャ
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは Oracle Essbaseの上で実行さ
れ、他の関連ソフトウェアを使用して様々なデータを処理および計算します。
次の図は、標準 Profitability and Cost Managementモデルのアーキテクチャを示してい
ます。

図 A-1 Profitability and Cost Managementの標準的な製品アーキテクチャ

モデリング・プロセス
モデルを構築する前に、Profitabilityアプリケーション・コンソールを使用してディメ
ンションとメンバーを定義し、データベース・アウトライン、つまりモデルの各ステ
ージ内のメイン・オブジェクトを構築する必要があります。
配賦に必要な財務データやその他のデータは、管理元帳の場合は Oracle Essbaseのマ
ルチディメンショナル・データベースにインポートされます。
要件の分析は、アプリケーションおよびモデルを設計する際の重要な部分です。次の
情報ソースを参照してください。
• モデリング・プロセスの詳細は、標準 Profitabilityモデル作成のステップを参照し
てください。
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• モデリング・プロセス

Profitability and Cost Managementの起動
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementには、Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceを介してのみアクセスできます。
Profitability and Cost Managementにアクセスするには:

1. 次のソフトウェア・コンポーネントが構成、起動および実行されていることを確認しま
す:

• EPM Workspace

• Oracle Hyperion Shared Services

• Profitability and Cost Management

• Oracle Essbase (標準 Profitabilityアプリケーションのみ)

必要なソフトウェアがない場合は、管理者へ問い合せてください。
2. Webブラウザで、EPM WorkspaceのWebページにアクセスします。
デフォルトでは、この URLは http://SERVER_NAME:19000/workspace/です。

ノート:

インストールをカスタマイズすると、ポート番号が変わることがあります。

3. EPM Workspaceのユーザー名とパスワードを入力します。

ノート:

ユーザー名とパスワードは両方とも大/小文字が区別されます。

4. 「ログオン」をクリックします。
EPM Workspaceのメイン・ページが表示されます。

5. EPM Workspaceのメイン・メニューで、「ナビゲート」、「アプリケーション」、
「Profitability」の順に選択し、表示するモデルを選択します。

標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションについて
標準 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementモデルを使用すると、モデル全体の
直接のコントリビューション・データをモニターおよび制御できます。
費用および収益の両方について入力金額、費用と収益のフロー、資金の最終的な宛先を追跡
することによって、リソースを最大限に活用し収益性を簡単に示すことができるようにしま
す。計算結果は個々のコスト・センターまたは勘定科目に転記されます。
標準 Profitability and Cost Managementモデルのデータは、Oracle Essbaseマルチディメン
ショナル・データベースとリレーショナル・データベースの両方に格納されます。Profitability
アプリケーション・コンソールでモデルを作成し、ディメンションおよびディメンション・
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メンバーを使用して組織内の勘定科目、活動および操作の階層を定義します。
AllocationTypeディメンションは、Profitabilityアプリケーション・コンソールからイン
ポートされます。このディメンションを使用して、費用および収益を正しく配賦した
り、直接配賦および配賦系統を保管します。
標準 Profitability and Cost Managementにアプリケーションをデプロイした後、モデル
を構築し、特定の費用と収益の配賦への資金のフローを生成するドライバおよび割当
を作成します。モデルは、ステージごとに 3つのディメンションを持つ最大 9つのス
テージを使用して構築されます。ステージごとの配賦は、ドライバおよび割当で指定
する計算と式に基づいて次の段階に渡されます。組織の実際のフローを反映するよう
に、配賦はステージ間で渡す(ステージ間配賦)ことも、ステージをスキップすること
も、あるいは同じステージ内で反復する配賦を含める(ステージ内配賦)こともできま
す。
視点(POV)は、モデルの特定のインスタンスを表し、POVを使用して異なるバージョ
ンのモデルを表示または計算することができます。たとえば、異なる月または四半期
の値を表示する、予算と実績を比較する、または最終損益に対する様々な影響を測定
するためにシナリオを再生することなどが可能です。
すべての配賦が計上されたことを確認するために、作成したモデルは検証され、計算
がステージごとに貸借一致されます。
計算データベースおよびレポートをデプロイして、モデルを計算し結果を分析します。
標準 Profitabilityアプリケーションの作成および使用の詳細は、標準 Profitabilityモデル
の概要を参照してください。

標準と詳細の Profitabilityアプリケーションの比較
選択するアプリケーションのタイプは、組織のモデルを効果的に管理するために必要
なモデリングのタイプによって異なります。
次の表では、2つのタイプの Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementアプ
リケーションを比較しています。
• 標準 Profitability

• 詳細 Profitability

アプリケーションに応じて、いずれか一方を使用できます。

ノート:

アプリケーションの 3つめのタイプである管理元帳 Profitabilityの詳細は、管
理元帳 Profitability and Cost Managementアプリケーションを参照してくだ
さい。

表 A-1 標準と詳細の Profitabilityアプリケーションの比較

機能領域 標準 詳細
一般的なアプリケーション情報
主な用途 費用開発 費用と収益の用途
フォーカス コントリビューション分析 収益性分析
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表 A-1 (続き) 標準と詳細の Profitabilityアプリケーションの比較

機能領域 標準 詳細
データベース Oracle Essbaseおよびリレーショナ

ル・データベース
リレーショナル・データベースのみ。
既存のカスタマ・データベースは詳細
Profitabilityにマッピングされます。

ターゲット・オブジェクトのボリュー
ム

ターゲット・モデル・ステージでディ
メンションの交差によって定義され
る、10万から 100万単位の一意のタ
ーゲット。
実用的な制限はディメンションのサ
イズに基づき、メンバーが 25,000を
超えるディメンションは非常に大き
いとみなされます。

ターゲット表の行数によって定義さ
れる、100万から 1億単位の一意のタ
ーゲット。
ターゲットの行を一意のディメンシ
ョン交差によって定義する必要がな
いため、ディメンションのサイズに実
質的な制限はありません。

配賦
配賦のタイプ マルチステップ配賦

たとえば、部門から部門、部門からア
クティビティ、製品などへの配賦を追
跡できます。

収益オブジェクトへのプールまたは
レートのシングル・ステップ配賦
マルチステップの標準モデルまたは
外部データからデータを使用可

システム・ディメンション メジャー
AllocationType

MeasuresDetailed

系統配賦 はい いいえ
配賦のトレース はい いいえ
ステージ内配賦 はい いいえ
相互配賦 はい いいえ
モデルの構築
ステージ 最大 9つのステージ、各ステージに

最大 3つずつのディメンション
2つのステージのみ:
• ソース - 最大 5つのソース・ディ
メンション

• 宛先 - 最大で 25の宛先ディメン
ション

モデル・レイヤー 費用と収益 いいえ
データの入力 はい いいえ
事前定義のドライバ・メジャー はい いいえ
ドライバ・データ・レポート はい いいえ

一般的なタスク
次も参照:

• 共通メンバー・セレクタの使用
• 列のソート
• ツリーおよびグリッド・ビュー・モードの使用
• フィルタの使用
• 検索機能の使用
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共通メンバー・セレクタの使用
共通メンバー・セレクタを使用すると、ディメンション・メンバーの選択やフィルタ
処理を簡単に実行できます。このセレクタのダイアログ・ボックスは、「ドライバの選
択」など、アプリケーション内の様々な場所から開くことができます。
選択されているディメンションの名前がセレクタ・ダイアログ・ボックスの最上部に
表示され、選択されているディメンションの使用可能なすべてのメンバーがツリーま
たはグリッド・フォーマットでリストされます。
共通メンバー・セレクタからメンバーを選択するには:

1. アプリケーションから、セレクタ  または「追加」  をクリックします。
「メンバーの選択」ダイアログ・ボックスが開き、使用可能なすべてのメンバーが
表示されます。

2. メンバー・リストを展開し、メンバーを選択します。
メンバーを検索するには、ダイアログ・ボックスの下部にあるテキスト・ボックス
にメンバー名を入力し、「検索」ボタンをクリックします。
 

 

3. オプション: メンバーの表示をフィルタ処理または変更するには、「コンテキスト・
メニュー」  をクリックし、1つまたは複数のオプションを選択します。
• 「ツリーの表示」は、選択されているディメンションのメンバーを展開可能な
階層で表示します。

付録 A
標準 Profitability and Cost Managementの開始

A-6



• 「グリッドの表示」は、選択されているディメンションのすべてのメンバーをフラッ
トな連続するリストで表示します。メンバーをフィルタ処理する場合は、この表示モ
ードを選択しておく必要があります。

• 「別名の表示」は、メンバーの別名、つまりメンバーおよび共有メンバーの代替名を
表示します。

• 「名前の表示」は、メンバーの名前を表示します。
• 「フィルタ」は、メンバーをフィルタ処理するときに使用します。
• 「ソート」は、フィルタを選択して、メンバーを昇順、降順またはデフォルトの順序
で表示するときに使用します。

フィルタの使用を参照してください。
4. 「OK」をクリックします。
選択したメンバーが、要求したフィールドに表示されます。

列のソート
表示している画面によって、列のソートには 2つの方法を使用できます:

• メンバー・セレクタを使用(「ドライバ定義」、「ドライバの選択」、「割当」、および「デー
タの入力」の各画面上)

• 列ヘッダーをクリック(割当の宛先、ドライバ例外タブ、およびタスク・フローの管理)

メンバー・セレクタを使用してソートするには:

1. 画面上、ソートする列の上部にあるメンバー・セレクタ  をクリックします。
2. ドロップダウン・リストから「グリッドの表示」を選択します。
このステップは、階層フォーマットを除去してソートを可能にします。

3. 画面上のメンバー・セレクタ  を再度クリックし、必要なソート・オプションを選択
します。
• 昇順(最小から最大へ)

• 降順(最大から最小へ)

• デフォルト(Oracle Essbaseデータベースに表示されるとおり)

選択したソート・オプションを使用してリストが再表示されます。
列ヘッダーを使用してソートするには:

1. 画面で、ソート・アイコンを表示する列ヘッダーをダブルクリックします:

• 昇順 

• 降順 

2. ソート・オプションを切り替える列ヘッダーをダブルクリックします。
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ツリーおよびグリッド・ビュー・モードの使用
データの編集時には、2つのビュー・モードを切り替えて、ディメンションとそのメン
バーを表示できます:

• ツリー・ビューでは、ディメンションとメンバーが展開可能な階層で表示されま
す。
 

 

• グリッド・ビューでは、選択されているディメンションのレベル 0のメンバーが連
続するリストで表示されます。ディメンション・メンバー、ドライバまたはメジャ
ーをフィルタ処理する場合は、グリッド・モードであることが必要です。
 

 

ビュー・モードを変更するには:

1. データ入力画面のディメンション列の上部で、ビュー・モードを変更するディメン
ションに対して「コンテキスト・メニュー」  をクリックします。

2. 必要なビュー・モードを選択します:

• 「ツリーの表示」を選択し、ディメンションとそのメンバーを展開可能な階層
で表示します。

• 「グリッドの表示」を選択し、選択されているディメンションのレベル 0のメ
ンバーを連続するリストで表示します。ディメンション・メンバー、ドライバ
またはメジャーをフィルタ処理する場合は、グリッド・ビュー・モードである
ことが必要です。

フィルタの使用
フィルタは、メンバーの長いリストを絞り込むときに使用し、フィルタ条件を満たす
メンバーのみを表示できます。フィルタは、「ドライバの選択」、「割当」および「デー
タの入力」画面など、複数のオプションから選択する必要がある画面で使用できます。
• フィルタに検索値を入力する場合、フィルタが属性ベースまたは UDAベースであ
る場合は文字列全体を入力します。
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• フィルタの先頭にワイルドカードが必要な場合、使用できるのは疑問符のみです(たとえ
ば、"?ac")。

• 割当ルール名および別名フィルタでは、アスタリスク(*)や疑問符(?)などの末尾のワイル
ドカード記号がサポートされています。たとえば、"B*"と入力すると、文字"B"で始まる
名前または別名を持つメンバーがフィルタされます。"

ノート:

割当ルールについては、"*B"または"B*a"のように、フィルタの先頭またはフィ
ルタ内でアスタリスクを使用することはできません。

「フィルタ」ダイアログ・ボックスを使用し、次の形式でフィルタを作成します:

<メンバー名> <操作> <値> <条件>
フィルタに複数の文が含まれる場合、「条件」で ANDまたは OR条件を使用して、追加の文
を付加できます。各文には大かっこが自動的に挿入され、フィルタは左から右に解決されま
す。
ディメンションおよびメンバーをフィルタ処理するには:

1. 「メンバー・セレクタ」  をクリックします。
2. 「フィルタ」ドロップダウン・リストで、「グリッドの表示」を選択します。
リストがグリッド・フォーマットに変更され、「フィルタ」オプションがアクティブにな
ります。

3. 「フィルタ」ドロップダウン・リストで、「フィルタ」  を選択します。
「フィルタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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4. 「パラメータ」の下で、使用可能なパラメータのドロップダウン・リストを表示す
るセルをクリックし、フィルタ処理するパラメータを選択します:

• 名前:

– 「名前の表示」モードが選択されていると、メンバー名が表示されます。
– 「別名の表示」モードが選択されていると、別名が表示されます。

ノート:

「割当ルール」では、標準 Profitabilityの「名前」フィルタは名前
と別名の両方で同時に基準と一致します。

• 属性(選択可能な場合、「属性」)
• UDA(選択可能な場合、「ユーザー定義属性」)

5. 「操作」で、適切なフィルタを選択します:

• 等しい
• 等しくない

ノート:

現在、名前、別名および属性をフィルタするための EQUALと NOT
EQUALの両演算子がサポートされています。
現在 UDAでサポートされている演算子は「等しい」のみです。
パラメータとして"Name"が選択されている場合、名前と別名の両方
に対して突合せが実行されます。

6. 「値」で、セルをクリックして、フィルタの値を選択します:

• 「名前」に、値またはテキストを入力します。名前と別名の両方で一致するも
のが検索されます。

• 「属性」または「UDA」ディメンションに、選択した属性または UDAディメン
ションの値のドロップダウン・リストからメンバーを選択します。

7. オプション: 複数のフィルタ文を追加する場合、「条件」で、フィルタを制御する
条件を選択します:

• AND

• OR

8. オプション: 追加のフィルタごとに繰り返します。
9. 「OK」をクリックします。
フィルタが適用され、フィルタ条件を満たすメンバーのみが表示されます。

検索機能の使用
検索機能を使用すると、メンバー・リスト内の 1つのメンバーを検索できます。
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検索機能は、複数のオプション(ドライバ定義、ドライバの選択、割当、データの入力など)か
らの選択を必要とする画面で使用できます。各「検索」フィールドは、そのフィールドが属
する列に添付され、一度に 1つの列でしか使用できません。
メンバーを検索するには:

1. 列の一番下にある「検索」テキスト・ボックスにメンバー名を入力します。
名前の一部を入力できます。
 

 

2. 「検索」ボタンをクリックします。 

選択した名前に最初に一致する名前がメンバー・リストでハイライトされます。

Profitability and Cost Managementのディメンションについて
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、Profitabilityアプリケーション・コ
ンソールで作成されたディメンションとメンバーを使用して、Oracle Essbaseアプリケーシ
ョン・アウトラインのビジネス・モデルの様々な構造要素を表します。
すべてのタイプの Profitability and Cost Managementアプリケーションによって使用される
ディメンションを次に示します:

• ビジネス・ディメンション - 部署、勘定科目、アクティビティ、顧客、製品などの、ビジ
ネス固有のモデル要素を表します。これらは 1つ以上のステージまたはモデルに適用で
きます。

• POVディメンション - 年、シナリオ、期間、バージョンなどの、モデルの特定の視点ま
たはバージョンを識別します。バージョン・ディメンションを使用して、モデルの複数の
バージョンを保持でき、モデルの代替(つまり仮定(What-if))シナリオ、または別の観点を
作成できます

• 属性ディメンション - ディメンション・メンバーの属性または品質に基づく分析を可能に
します。属性は、製品のサイズや色など、データの特性を示します

• 別名ディメンション(オプション) - ディメンションの定義に役立つ代替の名前、説明、言
語またはその他のアイテムを割り当てるために使用されます

ノート:

管理元帳のルール・ディメンションと残高ディメンションはシード済のシステム・
ディメンションで、システムの一部で許可される場合であっても (例: Profitabilityア
プリケーション・コンソールでのディメンションの更新)、いかなる方法でも編集で
きません。これらのディメンションはシステムで使用するために予約されていま
す。

データベース・アウトラインは、モデルのデータ構造を提供し、計算指示や式を含んでいま
す。Essbaseアウトラインのディメンションは階層型です。データはディメンションの交差
に格納されます。詳細 Profitabilityモデル内の各ステージには最大 3つのディメンションを
含めることができます。
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注意:

メンバーは、同じディメンション内で繰り返すことはできません。ただし、
複数のディメンション間では繰り返すことができます。

次の図に、Essbaseコンソールに表示されている、標準 Profitability計算データベース
の Essbaseアウトラインの例を示します。

図 A-2 Essbaseの標準 Profitabilityディメンションのアウトライン

作成できるディメンションおよびメンバーの数に物理的な制限はありませんが、ディ
メンション構造が大きくなると、パフォーマンス上の問題が発生することがあります。
ディメンションは、Profitabilityアプリケーション・コンソールで作成および管理しま
すが、モデル内で使用するには事前に作成しておく必要があります。Profitabilityアプ
リケーション・コンソールにより、Profitability and Cost Management管理者は、別の
製品から既存のディメンションおよびメンバーを選択したり、モデル専用にディメン
ションおよびメンバーを新しく作成できます。複数の製品およびアプリケーション間
で、汎用のデータを共有および更新できます。ディメンションとそのメンバーは、ア
プリケーションのデプロイ後に Profitability and Cost Managementアプリケーション
で使用できます。

注意:

モデリング・プロセスを開始した後では、ディメンションおよびディメンシ
ョン階層を追加または削除しないことをお薦めします。

各ディメンションには、ディメンション・タイプおよびディメンション名を指定する
必要があります:
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• 「ディメンション・タイプ」は、ディメンションのプロパティで、定義済の機能をアプリ
ケーションで使用可能にします。Profitability and Cost Managementのディメンション・
タイプは、ディメンション・タイプを参照してください。

• 「ディメンション名」は、ディメンションが持つ、組織またはビジネス上の内容を識別す
るためのものです。たとえば、「勘定科目タイプ」のディメンションには、「一般会計」や
「勘定科目表」などのディメンション名を付ける場合があります。ディメンション名にデ
ィメンション・タイプを反映する必要はありませんが、反映することもできます。

ノート:

他のディメンションまたは階層のメンバー名として、システム・ディメンショ
ン・メンバー名を使用しないことをお薦めします。たとえば、DirectAllocation
または GenealogyAllocationは AllocationTypeディメンションのシステム・メン
バーです。モデルの他のディメンションではこれらの名前を使用しないでくだ
さい。これはすべての Profitability and Cost Managementアプリケーション・タ
イプにおいてよい習慣です。
ディメンション・メンバー名には特殊文字を使用しないことを強くお薦めしま
す。'_' (アンダースコア)および' ' (空白)文字はメンバー名でサポートされてい
ます。その他の特殊文字は機能しない可能性があるため、使用しないことをお
薦めします。

Essbaseデータベースにデータ値を入力またはロードするには、データベースのすべてのデ
ィメンションのメンバーにデータ値を割り当てます。これをデータ値のディメンション交差
と呼びます。ディメンション交差は、データベースの一意の場所またはセルを識別します。
ディメンションおよびメンバーの命名規則については、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Management管理者ガイドを参照してください。

標準 Profitability POVのコピー
POVをコピーすることで、新しいモデルやシナリオの開始ポイントにしたり、既存のモデル
を使用して仮定シナリオを試行できます。
たとえば、前の期間からドライバの選択と割当をコピーして期間を作成したり、実際のシナ
リオからデータをコピーして、予測シナリオ用のシード・データを作成できます。
POVをコピーするには、コピーする情報を含んだソース POVと、データのコピー先となる
宛先のターゲット POVが必要です。「POVの管理」画面の「ステータス」タブに表示されて
いる、ステータスが「ドラフト」の POVにのみ、情報をコピーできます。標準 Profitability
POVの追加を参照してください。

ノート:

Profitability and Cost Managementのすべてのディメンション・タイプの詳細は、デ
ィメンション・タイプを参照してください。

POVをコピーするには:
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1. オプション: 必要な場合は、POV管理画面の「ステータス」タブで POVを作成し
て、このターゲット POVをコピー操作で使用します。標準 Profitability POVの追
加を参照してください。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」
の順に選択します。
POVマネージャ・ウィンドウの「ステータス」タブが表示されます。既存のすべ
ての POVが示されます。

3. 「POVマネージャ」から、「コピー」タブを選択します。
 

 

4. 「ソース POV」の下で、コピーする POVを選択します。

ノート:

ソースのステータスは、POVに割り当てられたステータスに自動的に設
定され、この画面では変更できません。

5. 「ターゲット POV」の下で、コピーする POVの宛先になる POVを選択します。

注意:

ターゲット POVは、ステータスが「ドラフト」の有効な POVとして、
「POVマネージャ」画面の「ステータス」タブに存在している必要があ
ります。そうでない場合、コピー操作は開始されません。

6. 「構成のコピー」の下で、コピーする POVの要素を選択します:
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• 「レイヤー」の下で、「費用レイヤー」、「収益レイヤー」またはその両方を選択しま
す。

• 「モデル」の下で、「ドライバの選択」、「割当」またはその両方を選択します。
• 「データ」の下で、「ドライバ値」、「費用/収益の値」またはその両方を選択します。
これらのオプションは、新しい POVで必要となる情報を選択するために用意されて
います。たとえば、費用、ドライバの選択およびドライバ値のみを POVのコピーに
含めることが可能です。

7. 次のいずれかのタスクを実行します:

• 「後で実行」をクリックし、POVをコピーする日時をスケジュールします。タスクフ
ローのスケジューリングを参照してください

ノート:

タスクの作成時にこのオプションが選択されていない場合、そのタスクはス
ケジュールできなくなります。

• 「今すぐ実行」をクリックして、POVをすぐにコピーします。
確認メッセージに、ジョブが開始されたことと割り当てられたタスクフロー IDが示
されます。ステータスをモニターするには、「ジョブ・ステータス」、「検索タスク」
の順に選択します。

注意:

この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能性があ
ります。

8. コピーが完了したら、ターゲット POVの下のコピーされた情報を確認します。

標準 Profitability and Cost Managementの別名ディメンション
別名は、ディメンションの定義に役立つ代替の名前、説明、言語またはその他のアイテムで
す。
標準 Profitabilityモデルでは、特定のディメンションが Oracle Essbaseで複製されている場
合、別名が複製される場合があります。
Profitability and Cost Managementの別名ディメンションも参照してください。

標準 Profitabilityモデルおよびシナリオについて
次も参照:

• 標準 Profitabilityモデルの概要
モデルは企業の一部または全体を表し、企業の勘定科目に相当する費用および収益カテゴ
リを含んでいます。
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• 標準 Profitabilityモデル作成のステップ
Oracle Hyperion Profitability and Cost Management標準モデルの作成には、いくつ
かのステップを実行する必要があります。

• 標準 Profitabilityのワークスペース
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceからアクセス
する Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementワークスペースは、2つの
主要領域で構成されます。

標準 Profitabilityモデルの概要
モデルは企業の一部または全体を表し、企業の勘定科目に相当する費用および収益カ
テゴリを含んでいます。
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementモデルを使用することで、企業内
の費用および収益に影響を与えるプロセスや活動を正確にトレースできます。
モデルは次の要素で構成されます:

• ステージ - 企業の配賦プロセスのステップを整理します
• ディメンションは、値を取得および保存するためのビジネス・データの編成に使用
されるデータ・カテゴリです。Profitability and Cost Management内では、次のタ
イプのディメンションが使用されます:

– メジャー・ディメンションや AllocationTypeディメンションなどのシステム・
ディメンション:

ノート:

AllocationTypeディメンションは、費用と収益の正しい割り当てや、
直接配賦と系統の保管に使用します。
メジャー・ディメンションには、モデルの構築、検証および計算に必
要なディメンションおよびメンバー(費用と収益のメジャー、ドライ
バの選択など)が含まれています。

– ビジネス・ディメンション - モデルの各ステージ内のオブジェクト(製品、顧
客、地域など)を記述します。ディメンションおよびメンバーは、Profitability
アプリケーション・コンソールで作成され、モデルの基盤となります。

– POVディメンションは、年、シナリオ、期間またはバージョンなど、モデル
に固有の視点またはバージョンを示します。バージョン・ディメンションを使
用すると、モデルの複数のバージョンを保持できます。これらのバージョン
は、モデルの代替シナリオや仮定シナリオ、または異なるパースペクティブの
作成に使用できます。

– 別名ディメンションは、ディメンションの定義に役立つ代替の名前、説明、言
語またはその他のアイテムを割り当てるために使用されます。

– 属性ディメンションを使用すると、ディメンション・メンバーの属性または品
質に基づく分析が可能になります。属性は、製品のサイズや色など、データの
特性を示します。

– UDA(ユーザー定義属性)ディメンション
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• ドライバ - 費用または収益のソース値の計算および配賦方法を定義します。選択されて
いるドライバは、ディメンション全体に適用することも、階層の一部、単一のメンバー、
さらには単一の交差に適用することもできます。

• 割当 - ソース・データを直接にかまたは定義された割当ルールによって宛先にマップしま
す

• 費用および収益に関する財務データ - データ・ファイルを介して Oracle Essbaseに直接
インポートするか、Profitability and Cost Managementを使用して手動で入力します。

• 一部のディメンション・タイプは Profitability and Cost Managementモデルで使用できま
す。
– 勘定科目
– エンティティ
– バージョン
– 時間
– 国
– 通貨

これらの要素を組み合せて、モデル内の配賦ポイントを整理して論理的なフローに編成しま
す。注意深くモデルを作成することで、実際のプロセスおよび活動を網羅し、現実的に費用
と収益を配賦することができます。
ビジネス、メジャーおよび POVディメンションは、Profitabilityアプリケーション・コンソー
ルで作成され、Profitability and Cost Managementリレーショナル・データベースにデプロイ
されます。ステージ、ドライバおよび割当は、Profitability and Cost Managementで作成され
ます。
企業の現在の状況を反映したモデルを作成後、「POVのコピー」機能を使用して、ベース・モ
デルの別バージョンを作成できます。シナリオまたは仮定シナリオは、新しい機会および戦
略の潜在的な収益性の予測や、代替案またはモデルの変更の評価を実行できる、リスクのな
い方法です。
標準 Profitability POVの管理を参照してください。

標準 Profitabilityモデル作成のステップ
Oracle Hyperion Profitability and Cost Management標準モデルの作成には、いくつかのステ
ップを実行する必要があります。
1. Profitability and Cost Managementでモデルを作成する前に、要件、配賦方法および必要
となるステージの数とタイプを定義します。
モデルのビジネス要件と、レポートに対する要求を明確にする必要があります。紙と鉛
筆、関係者とのディスカッション、フローチャート、ダイアグラム用ソフトウェアなどの
ツールを使用して、目標を達成するためにモデルに必要とされる概念を固めていきます。
場合によっては、最初に実現する必要がある目標を決定してから、目標を満たす最適の戦
略を構築するというように、逆算して作業していく方法も有効です。
Oracle Essbaseアウトラインをデザインする場合は、レポートの目的と要件を綿密に定
義します。アウトラインのデザインに労力を投資すると、よいレポートが生成されるとい
う形で報われます。データベース・アウトラインの作成については、Oracle Essbaseデ
ータベース管理者ガイドを参照してください。
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2. データベース・アウトライン、つまり、モデルの各ステージ内のメイン・オブジェ
クトを構築するために、Profitabilityアプリケーション・コンソールを使用してデ
ィメンション(ビジネス、メジャー、AllocationType、POVディメンションなど)を
定義します。ディメンション・タイプを参照してください。ディメンションを選択
する手順は、Oracle Hyperion Profitability and Cost Management管理者ガイドを参
照してください。

3. モデル・ステージを作成して、プロセスの開始から最終的な製品またはサービスの
納品までの計算順序を定義します。ステージ内では、ステージの主要アクティビテ
ィに適用するディメンションを割り当てます。ディメンションはステージ内でシ
ーケンスが付けられ、ステージは計算される順にシーケンスが付けられます。各ス
テージには最大 3つのディメンションを指定できます。標準 Profitabilityモデル・
ステージの設定を参照してください。

4. 費用と収益のデータの計算方法を指定するドライバを作成します。各ステージに
対して、1つのディメンションがドライバ・ディメンションとして選択されている
必要があります。標準 Profitabilityモデルのドライバと式の定義を参照してくださ
い。

5. 選択したドライバ・ディメンションのメンバー、またはすべてのステージ・ディメ
ンションの交差のメンバーにドライバを割り当てます。ドライバはディメンショ
ン全体、階層の一部、単一のメンバーあるいは単一の交差に割り当てることができ
ます。ドライバの選択の作成を参照してください。

6. 割当ルールを使用してステージ交差の割当を作成するか、選択ディメンションへの
明示的割当を作成します。宛先の交差は、下流のステージまたは同じステージのど
ちらにあってもかまいません。標準 Profitability割当の操作を参照してください。

7. 各ステージについてモデル構造を検証し、割当が完全に行われているかどうか、あ
るいは未使用のドライバがないかどうか、などの検証ルールに適合していることを
確認します。モデル構造の検証を参照してください。

8. Essbaseデータベースを作成し、Profitability and Cost Managementにより、また
は直接 Essbaseデータベースに、費用、収益、ドライバ・データを移入して、計
算スクリプトを生成します。標準 Profitabilityデータおよびアーティファクトのイ
ンポートを参照してください。

9. Profitability and Cost Managementを使用してモデルに、または直接 Essbaseデー
タベースに、データをロードします。Oracle Hyperion Profitability and Cost
Management管理者ガイドを参照してください。

10. 計算用データベースをデプロイします。計算データベースのデプロイを参照して
ください。

11. レポート用データベースをデプロイします。レポート・データベースのデプロイを
参照してください。

12. 各ステージの計算に必要な計算スクリプトを実行します。計算スクリプトの生成
や計算など、長時間実行されるジョブの進行状況をモニターします。標準
Profitabilityのジョブ・ステータスのモニタリングを参照してください。

13. ソースおよび宛先交差の直接割当の結果を取得するよう、計算用データベースを計
算します。標準 Profitabilityモデルの計算を参照してください。

14.「ブロック・ストレージ・オプション」(BSO)を使用する計算用データベースから、
「集約ストレージ・オプション」(ASO)を使用するレポート用データベースにデー
タを転送します。 データの転送

15. 系統データを計算します。系統における複数のステージのコントリビューショ
ン・パスの計算を参照してください。
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16.「ステージの貸借一致」、「ドライバ・データ」および「配賦のトレース」の各レポートを
実行します。必要に応じて、モデルやデータの編集と修正を行い、計算を再実行します。
次の項を参照してください:

• ステージの貸借一致レポートの生成
• ドライバ・データ・レポートの生成
• 配賦のトレース

17. Oracle Hyperion Financial Reportingや Oracle Smart View for Officeなどのレポート・ツ
ールを使用して、計算結果をレポートします。配賦のトレース機能を使用して、モデル全
体における、特定のステージ交差からの資金フローを、順方向と逆方向のどちらでも、視
覚的に追跡できます。

標準 Profitabilityのワークスペース
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceからアクセスする Oracle
Hyperion Profitability and Cost Managementワークスペースは、2つの主要領域で構成されま
す。
• 「タスク領域」ペインでは、モデルの構築、検証および計算、または結果のレポートに必
要なプロセスに移動できます。

• コンテンツ・ペインでは、タスク情報を表示したり、データを入力または変更できます。
また、モデルおよびそのデータの作成やメンテナンスに関連したタスクも実行できます。

 

 
Profitability and Cost Managementワークスペースには、次のアイテムがあります :

1. ウィンドウの上部にあるメイン・メニューには、共通の EPM Workspaceメニュー・オプ
ション(「ナビゲート」、「ファイル」、「表示」、「ツール」)に加えて、Profitability and Cost
Managementメイン・メニュー・オプション(「モデル」、「配賦」、「検証」、「レポート」、
「計算」、「ジョブ・プロセス」、「ヘルプ」など)が表示されます。
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2. 「アプリケーション名」タブに、現在アクティブなアプリケーションの名前が表示
されます。

3. 「タスク領域」は、モデル構造の構築、変更、検証、およびモデルの計算に必要な
タスクの選択に使用します。また、レポートの生成や、モデル全体における配賦チ
ェーンの調査が可能です。

ノート:

タスク領域を変更する際、現在のタスクに存在する POV(視点)選択は保
持されます。この機能を使用すると、POVを選択する必要がなく、画面
間を移動できます。ユーザーが POVの選択を変更して、POVの「リフ
レッシュ」アイコンをクリックしないかぎり、POVの選択状態は変化し
ません。

4. タイトル・バーに、現在コンテンツ・ペインに表示されているウィンドウの名前が
表示されます。

5. 情報バーには、現在選択されているタスクに関する簡単な説明が表示されます。
6. コンテンツ・ペインには、「ドライバ定義」または「モデルの要約」など、現在選
択されているタスクの画面が表示されます。

標準 Profitabilityアプリケーションのディメンショ
ン

次も参照:

• 標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションのディメンションにつ
いて
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、Profitabilityアプリケー
ション・コンソールで作成されたディメンションとメンバーを使用して、Oracle
Essbaseアプリケーション・アウトラインのビジネス・モデルの様々な構造要素を
表します。

• 標準 Profitabilityのメジャー・ディメンション
メジャー・ディメンションは、Profitabilityアプリケーション・コンソールからイ
ンポートされます。

• 標準 Profitabilityの AllocationTypeディメンション
AllocationTypeディメンションは、Profitabilityアプリケーション・コンソールから
インポートされます。

• 標準 Profitabilityのクローン・ディメンション
モデル内の 1つ以上のステージにディメンションが含まれるインスタンスでは、モ
デルが Oracle Essbaseにデプロイされ、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementで開かれると、自動的に追加されたクローン・ディメンションが表示
されます。
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標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションのディメ
ンションについて

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、Profitabilityアプリケーション・コ
ンソールで作成されたディメンションとメンバーを使用して、Oracle Essbaseアプリケーシ
ョン・アウトラインのビジネス・モデルの様々な構造要素を表します。
ディメンション・タイプは、事前定義された機能を使用可能にするディメンション・プロパ
ティです。ディメンション・タイプの特定の特性により、ディメンションの動作と機能を管
理します。Profitability and Cost Managementおよび他の Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspace製品で特定のディメンション・タイプを共有できるた
め、様々な製品のディメンションの機能を活用できます。
すべてのアプリケーション・タイプに共通する Profitability and Cost Managementのディメン
ションについては、次の各項を参照してください:

• Profitability and Cost Managementのディメンションについて
• ディメンション・タイプ

– Profitability and Cost Managementのビジネス・ディメンション
– Profitability and Cost Managementの POVディメンション
– Profitability and Cost Managementの属性ディメンション
– Profitability and Cost Managementの別名ディメンション

次の各項には、標準 Profitabilityアプリケーションおよびモデルに固有のシステム・ディメン
ションに関する情報が含まれます:

• 標準 Profitabilityのメジャー・ディメンション
• 標準 Profitabilityの AllocationTypeディメンション
• 標準 Profitabilityのクローン・ディメンション

標準 Profitabilityのメジャー・ディメンション
メジャー・ディメンションは、Profitabilityアプリケーション・コンソールからインポートさ
れます。
これには、モデルの構築、検証および計算に必要なメンバーが含まれています。メンバーは、
配賦プロセスに使用されるデータを保存します。費用データと収益データには、互いに異な
るメジャーが存在します。
標準のメジャー・ディメンションは定義済ですが、ユーザーは
「UserDefinedDriverMeasures」メンバーの下の階層にユーザー定義のドライバ・メジャーを
追加することもできます。

注意:

このディメンションのシステム・メンバーは編集しないでください。データが消失
したりモデルが破損する可能性があります。
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メジャー・ディメンションのメンバーには、配賦プロセスに必要なビジネス・ディメ
ンション・メンバーの、様々なタイプのデータが保存されます:

• ドライバ・メジャー - Quantityや Rateなど、ドライバ式でパラメータとして使用
される値を保存します。定義済のドライバ・メジャーが 10個あります。ユーザー
定義のドライバ・メジャーをいくつでも追加できますが、ドライバ・メジャーは
Oracle Essbaseアウトライン内で一意であることが必要です。
ドライバ・メジャー・ディメンションに含まれるメンバーを表示するには、標準
Profitabilityのドライバ・メジャーを参照してください。

• レポート・メジャー - レポート作成時に簡単に使用できます。レポート・メジャー
は、メジャー・ディメンション内に別の階層を形成しています。任意のメジャーに
関するレポート作成が可能になります。
レポート・メジャー・ディメンションに含まれるメンバーを表示するには、標準
Profitabilityのレポート・メジャーを参照してください
Essbase内に存在する別の階層の詳細は、Oracle Essbaseデータベース管理者ガ
イドを参照してください。

• 配賦メジャー - システム定義のメジャーで、上位モデル・ステージまたはデータ・
ロードから渡される費用および収益の入力を保管します。配賦メジャーを使用す
ると、費用および収益の両方に対する、計算および入力された費用の配賦を制御で
きます。

ノート:

メジャー・ディメンションの配賦メジャーは、標準 Profitabilityの
AllocationTypeディメンションで説明されている AllocationTypeディメ
ンションの DirectAllocationおよび GenealogyAllocationメジャーとは異
なりますので、注意してください。

費用レイヤー配賦と収益レイヤー配賦には、互いに異なる配賦メジャーが存在しま
す。費用レイヤーおよび収益レイヤーの配賦メジャー・ディメンションに含まれる
メンバーの詳細は、標準 Profitabilityの費用レイヤー配賦メジャーと標準
Profitabilityの収益レイヤー配賦メジャーを参照してください。

標準 Profitabilityのドライバ・メジャー
ドライバ・メジャーは、ドライバ・タイプの作成で使用されます。

表 A-2 ドライバ・メジャー

メンバー名 別名 説明 計算済または入力
FixedDriverValue FixedDV 固定ドライバ値パラメータ

を必要とするドライバ・タ
イプで使用するデフォルト
のメジャー

入力

Rate Rate レート・パラメータを必要
とするドライバ・タイプで
使用するデフォルトのメジ
ャー

入力
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表 A-2 (続き) ドライバ・メジャー

メンバー名 別名 説明 計算済または入力
Quantity Qty 数量パラメータを必要とす

るドライバ・タイプで使用
するデフォルトのメジャー

入力

Weight Weight 加重パラメータを必要とす
るドライバ・タイプで使用
するデフォルトのメジャー

入力

Percentage Percent パーセンテージ・ドライバ・
タイプで使用するデフォル
トのメジャー

入力

CalculatedDriverValue CDV 割当で使用されるドライバ
式の結果であるメジャー

計算済
TotalDriverValue TDV 配賦式 Driver Value/

TotalDriverValue(DV/
TDV)で分母として使用さ
れるメジャー

計算済

EffectiveTotalDriverValu
e

EffTDV ドライバの定義時に「アイ
ドルを許可」ボックスが選
択されているドライバの有
効なドライバ合計を保管す
るために使用されるメジャ
ー。

計算済

OverrideTotalDriverValu
e

OvrdTDV 配賦式の分母として
TotalDriverValueメジャ
ーを上書きするユーザー入
力値です。このメンバー
が、アイドル計算が実行さ
れる原因となります。

入力

TotalDriverValueAfterRec
iprocals

TDVAftRcp 相互割当にソースが含まれ
ている場合の、非相互ステ
ージ内配賦、およびステー
ジ後配賦に関する配賦式の
分母として使用されるメジ
ャーです

計算済

IdleDriverValue IdleDV IdleCostの計算用のドライ
バ値(DV)として使用される
メジャー

計算済
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表 A-2 (続き) ドライバ・メジャー

メンバー名 別名 説明 計算済または入力
UserDefinedDriverMeasu
res

N/A メンバー
UserDefinedDriverMeasu
resは、アプリケーション固
有のユーザー定義のドライ
バ・メジャーが保管される
場所です。
ASOMember DataStorage
および BSOMember
DataStorageプロパティ
は、次のように設定します:
- このメンバーに子がない
場合、StoreDataに設定し
ます。
- このメンバーにメンバー
が子として追加されるとき
に、これらの子に集計記号
IGNOREがある場合、
LabelOnlyに設定します。
ノート: すべてのドライ
バ・メジャーはアウトライ
ン内で一意である必要があ
ります。アウトライン内の
ディメンションでは既存の
ドライバ・メジャーの名前
を他のメンバーの名前とし
て使用しないでください
(システム・ディメンショ
ン、POVディメンションお
よびビジネス・ディメンシ
ョンを含む)。これらを使
用すると、「データの入力」
画面に値が正しく表示され
ません。

N/A

標準 Profitabilityのレポート・メジャー
レポート・メジャーは、計算済の値および入力済の値を使用して、モデルの総費用お
よび総収益のレポートを生成するために使用します。レベル 0でないレポート・メジ
ャーはすべて計算されます。
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表 A-3 レポート・メジャー

メンバー名 別名 説明 計算済または入力
GrossCost GrossCost 使用可能なすべての入力を

含む、交差の費用合計:
• 入力値
• ステージ前割当
• 相互割当を含むステー
ジ内割当

この計算は、交差の真の費
用合計を表します。

計算済

StandardCost 標準基準ドライバの場合、
StandardCostRate *
TotalDriverValueで計
算された費用

計算済

StandardRevenue 標準基準ドライバの場合、
StandardRevenueRate *
TotalDriverValueで計
算された収益

計算済

InitialCost InitialCost 入力費用およびステージ前
からの割当時に受け取られ
た費用を含む、ステージ内
費用または相互費用が計算
される前の交差の費用。

計算済

NetCostAfter IntraStage NetCostAftInt すべてのステージ内費用割
当を含む、交差の費用

計算済
GrossRevenue GrossRev 使用可能なすべての入力を

含む、交差の収益合計:
• 入力値
• ステージ前割当
• 相互割当を含むステー
ジ内割当。

この計算は、交差の真の収
益合計を表します。

計算済

InitialRevenue InitialRev 入力収益およびステージ前
からの割当時に受け取られ
た収益を含む、ステージ内
収益または相互収益が計算
される前の交差の収益。

計算済

NetRevenueAfterIntraSta
ge

NetRevAftInt すべてのタイプのステージ
内収益割当を計上した後の
交差の収益

計算済

Profit Profit 選択した交差について計算
された収益の値。この値
は、次の計算の結果です:
NetRevenueForAssignme
nt -
NetCostForAssignment

計算済

標準 Profitabilityの費用レイヤー配賦メジャー
費用レイヤー配賦メジャーは、計算済費用および入力済費用の直接配賦を制御するために使
用します。
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表 A-4 費用レイヤー配賦メジャー

メンバー名 別名 説明 計算済または入力
UnassignedCost UnAsgCost すべての割当およびアイド

ル計算が完了した後のソー
ス交差の費用の残り。

計算済

CostAssigned CostAsg ソースからステージ後宛先
および非相互ステージ内宛
先への割当済費用合計

計算済

CostAssigned IntraStage CostAsgInt 相互宛先を除く、ステージ
内宛先への割当済費用合計

計算済
CostAssigned PostStage CostAsgPost ステージ後宛先への割当済

費用合計
計算済

OverDrivenCost OverDrivenCost 標準基準ドライバの場合、
割当済費用合計が
NetCostForAssignment
より大きい場合、期限を過
ぎた金額は
OverDrivenCostに転記さ
れます。

計算済

IdleCost IdleCost アイドル費用は、ドライバ
のタイプによって異なる方
法で生成されます:
• 実績基準ドライバの場
合、アイドル費用は次
の配賦式を使用して生
成されます:
IdleDriverValue/
OverrideTotalDriv
erValue

• 標準基準ドライバの場
合、割当済費用合計が
NetCostForAssignme
ntより小さいとアイド
ル費用が生成されま
す。

計算済

NetCostFor Assignment NetCostAsg 前ステージ割当、ステージ
内割当および相互割当をす
べて計上した後で割当に使
用できる総費用。
DataStorage (BSO)プロパ
ティを StoreDataに設定
します。

計算済

GrossReceivedCost GrRecCost 相互費用およびユーザー入
力費用を除く、ステージ前
割当およびステージ内割当
から割り当てられたすべて
の費用合計
DataStorage (BSO)プロパ
ティを StoreDataに設定
します。

計算済
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表 A-4 (続き) 費用レイヤー配賦メジャー

メンバー名 別名 説明 計算済または入力
StandardCostRate StandardCostRate 標準基準ドライバの場合、

ユーザーは標準の費用レー
トを割り当て、標準基準の
費用ドライバの計算で使用
する値を次のように入力し
ます:
CostReceivedPriorStag
e =StandardCostRate *
TotalDriverValue

入力

CostInput CostInput 交差のユーザー入力の費用
値

入力
CostReceived CostRec 相互割当から発生した費用

を除く、ステージ前割当お
よびステージ内割当によっ
て交差に割り当てられたす
べての費用合計
DataStorage (BSO)プロパ
ティを StoreDataに設定
します。

計算済

CostReceived PriorStage CostRecPri ステージ前からの割当時に
受け取られた費用合計

計算済
CostReceived IntraStage CostRecInt 相互割当を除く、ステージ

内割当時に受け取られたす
べての費用合計

計算済

NetReciprocalCost NetRcpCost ステージ後宛先および非相
互ステージ内宛先へ割当可
能な金額に対する相互割当
の正味の影響
DataStorage (BSO)プロパ
ティを StoreDataに設定
します。

計算済

ReciprocalCostAssigned RcpCostAsg 相互割当から受け取る費用
を除く、相互宛先への割当
済費用合計

計算済

ReciprocalCostReceived RcpCostRec 相互宛先から受け取る費用
合計

計算済
Reciprocal
IntermediateCost

RcpIntCost 同時等式が適用された後だ
が相互調整が行われる前に
交差について計算される中
間値

計算済

CostPerDrvUnit Cost Per Driver Unit このメジャーは、
AllocationMeasuresの子
です。
この式では、割当済費用
(CostAssigned)を全ドライ
バ値の合計
(TotalDriverValue)で除算
して、ドライバ値の 1単位
当たりの費用を計算しま
す。

計算済
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表 A-4 (続き) 費用レイヤー配賦メジャー

メンバー名 別名 説明 計算済または入力
UnitCost Unit Cost。 このメジャーは、

AllocationMeasuresの子
です。
この式では、ソース交差の
費用金額
(NetCostForAssignment)
をユーザーが入力した数量
で除算して、1単位当たり
の費用を計算します。

計算済

標準 Profitabilityの収益レイヤー配賦メジャー
収益レイヤー配賦メジャーは、計算済および入力済の収益の直接配賦を制御するため
に使用します。

表 A-5 収益レイヤー配賦メジャー

メンバー名 別名 説明 計算済/入力
UnassignedRevenue UnAsgRev すべての割当およびアイド

ル計算が完了した後のソー
ス交差の収益の残り

計算済

RevenueAssigned RevAsg ソースからステージ後宛先
および非相互ステージ内宛
先へ割り当てられる収益合
計

計算済

OverDrivenRevenue 標準基準ドライバの場合
で、収益合計が
NetRevenueForAssignme
ntより大きい場合、期限を
過ぎた金額は
OverDrivenRevenueに転
記されます。

計算済

RevenueAssignedIntraSta
ge

RevAsgInt 相互宛先を除く、ステージ
内宛先へ割り当てられる収
益合計

計算済

RevenueAssignedPostSta
ge

RevAsgPos ステージ後宛先へ割り当て
られる収益合計

計算済
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表 A-5 (続き) 収益レイヤー配賦メジャー

メンバー名 別名 説明 計算済/入力
IdleRevenue IdleRev アイドル収益は、ドライバ

のタイプによって異なる方
法で生成されます:
• 実績基準ドライバの場
合、アイドル収益は次
の配賦式を使用して生
成されます:
IdleDriverValue/
OverrideTotalDriv
erValue

• 標準基準ドライバの場
合、割り当てられる収
益合計が
NetRevenueForAssig
nmentより小さいと
アイドル収益が生成さ
れます。

計算済

NetRevenueForAssignme
nt

NetRevAsg すべてのステージ前割当、
ステージ内割当および相互
割当を計上した後に割当可
能な収益合計。
DataStorage (BSO)プロパ
ティを StoreDataに設定
します。

計算済

GrossReceivedRevenue GrRecRev 相互割当収益およびユーザ
ー入力収益を除く、ステー
ジ前割当およびステージ内
割当から割り当てられたす
べての収益合計
DataStorage (BSO)プロパ
ティを StoreDataに設定
します。

計算済

StandardRevenueRate StandardRevenueRate 標準基準ドライバの場合、
ユーザーは標準の収益レー
トを割り当て、標準基準の
収益ドライバの計算で使用
する値を次のように入力し
ます:
RevenueReceivedPriorS
tage
=StandardRevenueRate
* TotalDriverValue

入力

RevenueInput RevInput 交差のユーザー入力の収益
値。
収益カテゴリを
RevenueInput下の階層と
して定義し、保管します。
DataStorage (BSO)プロパ
ティを StoreDataに設定
します。

入力
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表 A-5 (続き) 収益レイヤー配賦メジャー

メンバー名 別名 説明 計算済/入力
RevenueReceived RevRec 相互費用から発生した収益

を除く、ステージ前割当お
よびステージ内割当によっ
て交差に割り当てられたす
べての収益合計
DataStorage (BSO)プロパ
ティを StoreDataに設定
します。

計算済

RevenueReceivedPriorSt
age

RevRecPri ステージ前からの割当時に
受け取られた収益合計

計算済
RevenueReceivedIntraSta
ge

RecRecInt 相互割当を除く、ステージ
内割当時に受け取られたす
べての収益合計

計算済

NetReciprocalRevenue NetRcpRev ステージ後宛先および非相
互ステージ内宛先へ割当可
能な収益金額に対する相互
割当の正味の影響
DataStorage (BSO)プロパ
ティを StoreDataに設定
します。

計算済

ReciprocalRevenue
Assigned

RcpRevRec 相互割当から受け取る収益
を除く、相互宛先へ割り当
てられる収益合計

計算済

ReciprocalRevenue
Received

RcpRevAsg 相互宛先から受け取る収益
合計

計算済
ReciprocalIntermediateR
evenue

RcpIntRev 同時等式が適用された後だ
が相互調整が行われる前に
交差について計算される中
間値

計算済

標準 Profitabilityの AllocationTypeディメンション
AllocationTypeディメンションは、Profitabilityアプリケーション・コンソールからイン
ポートされます。
このディメンションを使用して、費用および収益を正しく配賦したり、直接配賦およ
び配賦系統を保管します。

ノート:

必要に応じて、AllocationTypeディメンションの名前は変更できます。

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementによって作成される Oracle
Essbaseアウトラインでは、AllocationTypeディメンションに次のメンバーが含まれま
す:

• AllAllocationsには、次の子メンバーが含まれます:
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– DirectAllocationには、モデル内で指定したソース交差と宛先交差間で直接配賦され
た計算済データが保管されます。直接配賦は、ユーザーによって割当として定義され
る必要があります。

– GenealogyAllocationには、モデル内の様々な関連交差間の間接リンクで計算された
配賦系統が保管されます。たとえば、ステージ 1-3-5を選択した場合:

* ステージ 1-3には直接的および間接的な配賦が含まれます
* ステージ 3-5には間接的な配賦のみが含まれます
系統配賦は、ユーザーによって直接は定義されませんが、複数の直接配賦のために存
在します。たとえば、A-B-C配賦系統データが存在するのは、Aから B(A-B)および B
から C(B-C)への直接配賦が存在するためです。

• SysAllocVar1には、仮想リンクでのステージ内割当の値が保管されます。この値は、同
じステージの別のノードに配賦されており、DirectAllocationメンバーですでに使用可
能な値の一部です。

• SysAllocVar2は、DirectAllocation、Genealogy Allocationおよび SysAllocVar1の
ソース・リンクの合計を取得するために使用されます。

• SysAllocVar3には、システム内で使用される計算済系統データが保管されます。たとえ
ば、ステージ 1-3-5を選択した場合:

– ステージ 1-3には直接的および間接的な配賦が含まれます
– ステージ 3-5には間接的な配賦のみが含まれます

注意:

このメンバーは内部使用のみです。 このメンバーは、レポートには使用しない
でください。

• TotalAllocationは、DirectAllocation、GenealogyAllocationおよび SysAllocVar3の
ソース・リンクの合計を動的に計算します。

• IndirectAllocationは、GenealogyAllocationおよび SysAllocVar3のソース・リンクの
合計を動的に計算します。

これらのディメンション内のデータは変更できず、Profitability and Cost Managementでは表
示されません。

注意:

このディメンションのシステム・メンバーは編集しないでください。変更を行うと、
データの損失やモデルの破損が生じる可能性があります。

ユーザーがウィザードを使用してアプリケーションを作成し、「ローカル・ディメンションの
自動作成」を選択すると、AllocationTypeディメンションは自動的に生成されます。「ブラン
ク・アプリケーションの作成」を選択する場合、ユーザー独自のディメンションを作成し、
AllocationTypeディメンション・タイプを選択する必要があります。

付録 A
標準 Profitabilityアプリケーションのディメンション

A-31



レポートを作成する場合、AllocationTypeディメンションを使用して、取得する配賦デ
ータのタイプを指定できます。

標準 Profitabilityのクローン・ディメンション
モデル内の 1つ以上のステージにディメンションが含まれるインスタンスでは、モデ
ルが Oracle Essbaseにデプロイされ、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementで開かれると、自動的に追加されたクローン・ディメンションが表示さ
れます。
クローン・ディメンションは、そのディメンションが使用されている各ステージのデ
ィメンションの異なるバージョンを作成します。
たとえば、Departmentというディメンションを作成し、モデル内の一部のステージで
このディメンションを使用する場合、モデルが Essbaseにデプロイされると、モデル
内にクローン・ディメンションが作成されます:

Department (元のディメンション)

• GLDepartment (接頭辞 GLのステージに対するクローン・ディメンション)

• OPSDepartment (接頭辞 OPSのステージに対するクローン・ディメンション)

• OPSDepartment_intra (ステージ内割当が可能な接頭辞 OPSのステージに対する
クローン・ディメンション)。

追加のメンバーが必要な場合は、元のディメンションにのみ新規メンバーを追加しま
す。新規メンバーは、アプリケーションが再デプロイされるとクローン・ディメンシ
ョンに追加されます。

ノート:

クローン・ディメンションに対する更新は、Profitability and Cost
Managementおよび Essbaseには渡されません。

標準 Profitabilityモデルの管理
次も参照:

• 標準 Profitabilityモデルの管理について
モデルの管理オプションは、モデルの上位レベル構造を構築したり、モデルのプリ
ファレンスおよび接続を制御するために使用します。

• 標準 Profitabilityモデルの要約の操作
「モデルの要約」では、選択されたアプリケーションのシステム詳細情報が表示さ
れ、モデル・レベルのプリファレンスを変更できます。

• 標準 Profitabilityモデル・ステージの設定
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、ビジネスの主要なプロセ
スやアクティビティを反映したモデル・ステージを作成します。

• 標準 Profitabilityの視点の操作
モデルの視点(POV)は、選択された期間(年など)、ステータスおよびシナリオ用に、
モデル情報の特殊なビューを提供します。
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• 標準 Profitabilityのモデル統計の問合せ
モデルの作成後、ステージや POVなどの特定のコンポーネントとそのディメンション、
割当、およびドライバの数と使用法を特定すると役立つ場合があります。

• 標準 Profitabilityデータおよびアーティファクトのインポート
データとモデル情報は Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementに直接入力で
きますが、データの入力には多大な時間が必要になります。

標準 Profitabilityモデルの管理について
モデルの管理オプションは、モデルの上位レベル構造を構築したり、モデルのプリファレン
スおよび接続を制御するために使用します。
「モデルの要約」から、システム情報を表示したり、モデル・レベルのプリファレンスを設定
できます。
「ステージ」セクション内で、モデルで定義されている各ステージに Oracle Essbaseディメ
ンションを割当、ステージのデータが保管される交差を作成します。
視点(POV)は、モデルの様々なバージョンを作成するために使用します; たとえば、予算の数
値と実績の数値の比較を格納したり、様々な変更による最終損益への影響を測定するシナリ
オを実行します。
データ入力を容易にするため、Essbase、または Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementの「データの入力」画面からデータを入力できます。Profitability and Cost
Managementの管理者が作成したステージング表を使用して、ドライバ定義、ドライバの選
択、割当などのモデル情報を Profitability and Cost Managementにロードできます。
モデルの管理については、次の項を参照してください:

• 標準 Profitabilityモデルの要約の操作
• 標準 Profitabilityモデル・ステージの設定
• 標準 Profitabilityの視点の操作
• 標準 Profitabilityデータおよびアーティファクトのインポート

標準 Profitabilityモデルの要約の操作
「モデルの要約」では、選択されたアプリケーションのシステム詳細情報が表示され、モデ
ル・レベルのプリファレンスを変更できます。
「モデルの要約」には次のタブがあります:

• 「システム情報」タブ
• モデル・レベルのプリファレンスの設定

「システム情報」タブ
「システム情報」タブには、リレーショナル・データベース、Oracle Essbase接続、承認され
たユーザーおよび関連付けられたシステム・コンポーネントなどの、選択されたモデルの詳
細が表示されます。
ほとんどのシステム情報は読取り専用ですが、計算/レポート用アプリケーション/データベー
スの名前は入力、変更できます。
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「システム情報」タブにアクセスするには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲ
ート」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケー
ションを選択します。

2. 「タスク領域」から「モデルの管理」、「モデルの要約」の順に選択します。
「システム情報」タブが表示されます。

 

 

表 A-6 「システム情報」タブ

タブ領域 説明
Profitability RDBの情報 リレーショナル・データベース(RDB)サーバー、およびモデル・デ

ータが置かれたデータベースの名前。選択したアプリケーション
で使用されているスキーマのバージョンも表示されます。

Essbase情報 モデル構造および関連するデータベースの名前が存在する
Essbaseマルチディメンショナル・データベース・クラスタまたは
サーバーの名前。
計算とレポートのアプリケーション、およびデータベースの名前を
入力または変更します。制限付きの語および文字については、
Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してください。

ユーザー情報 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementデータベ
ースへのアクセス権があるユーザーのユーザー IDと、そのユーザ
ーに関連するすべてのセキュリティ役割が表示されます。
ノート: このユーザーに Essbaseデータベースとアプリケーショ
ンへのアクセス権が付与されていることを確認してください。
Oracle Hyperion Profitability and Cost Management管理者ガイドを参照してください。
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表 A-6 (続き) 「システム情報」タブ

タブ領域 説明
システム・コンポーネント
の情報

インストールに含まれる各コンポーネントの次のような詳細:
• 「システム」には、Enterprise Performance Managementコ

ンポーネントの名前が表示されます。
• クラスタ - そのコンポーネントをホストしているクラスタま
たはサーバーの名前が表示されます。

• HTTPポート - コンポーネントで使用しているポートが表示
されます。

• HTTPSポート - コンポーネントで使用しているセキュアなポ
ートが表示されます(使用可能な場合)。

• バージョン/ビルド - リストされたコンポーネントのバージョ
ンとビルド番号が表示されます。
列ヘッダーをクリックして、列をソートできます。「システム」
列と「ホスト」列はアルファベット順にソートされ、「ポート」
列と「バージョン/ビルド」列は数値順にソートされます。

モデル・レベルのプリファレンスの設定
表示プリファレンスを使用するようにアプリケーションをカスタマイズできます。「モデル・
レベルのプリファレンス」タブの設定はモデル全体に適用されます。
また、選択したモデルに対して Oracle Essbase接続情報も指定します。

注意:

プリファレンスはモデルのライフ・サイクルのどの時点でも変更可能ですが、サイ
クルの後の方で変更を加えるとデータが消失する可能性があります。

モデル・レベルのプリファレンスを設定するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceから、「ナビゲート」、
「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、表示するアプリケーションを選択し
ます。

2. 「タスク領域」から、「モデルの管理」、「モデルの要約」、続いて「モデル・レベルのプリ
ファレンス」タブを選択します。
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3. 「モデル・レベルのプリファレンス」タブの「モデル・プリファレンス」で、モデ
ルのコンテンツを制御する 1つ以上のプリファレンスを選択します。使用できる
プリファレンスは表 1に説明されています。
表 A-7 モデル・レベルのプリファレンス

設定 説明
費用モデル アプリケーションのモデリング・エディタにすべての関連する

費用を表示します
収益モデル アプリケーションのモデリング・エディタにすべての関連する

収益を表示します
ステージ内割当を許可 ユーザーが同一のステージ内で複数の費用または収益割当を作

成できるようにします。
マルチディメンショナ
ル・ステージを許可

ユーザーが最大 3つのディメンションで構成されるモデル・ス
テージを作成できるようにします

4. 「Essbase接続情報」で、モデルの Essbase接続情報を入力します。必要な情報
は表 2に説明されています。
表 A-8 Essbase接続情報

設定 アクション
クラスタ Essbaseデータベースへの接続を提供する Essbaseサーバーの論理名

を選択します。この名前は、クラスタ化された、またはクラスタ化さ
れていない Essbaseサーバーをポイントできます。

認証タイプ Essbaseの認証タイプとして「シングル・サインオン」を選択します。
接続タイプ 接続のタイプを選択します:

• 埋込み
• APS
Oracle Hyperion Provider Services管理者ガイドを参照してくださ
い。
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表 A-8 (続き) Essbase接続情報

設定 アクション
APS URL 「接続タイプ」として「APS」が選択されている場合にのみアクティブ

になります。
Oracle Hyperion Provider Servicesが実行されているサーバーの論
理Webアプリケーション(LWA)を表す APSの URLを選択します。
構成中に、使用可能な APSサーバーが Oracle Hyperion Shared
Servicesレジストリに登録されます。
デフォルトでは、APS URLは http:/localhost:13080/aps/JAPI.
に設定されています。

5. 「アプリケーション・タイプ」に、「標準配賦」が表示されます。
アプリケーション・タイプは、Profitabilityアプリケーション・コンソールでアプリケー
ションを作成するときに選択され、変更できません。

ノート:

配賦割当アプリケーションを作成するには、詳細 Profitabilityモデルの管理を参
照してください。

6. オプション: 「計算コントロール」で「同時計算」を選択して、計算スクリプト内の特定
のステップを Essbaseで同時に実行する複数のスクリプトに分割して、Exalyticsプラッ
トフォームのパラレル・アーキテクチャを利用できるようにします。
「スレッド数」で、Essbaseで一度に実行する計算スクリプトの数を選択します。

7. 「保存」  をクリックします。

標準 Profitability モデル・ステージの設定
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、ビジネスの主要なプロセスやアク
ティビティを反映したモデル・ステージを作成します。
各ステージには、そのステージのデータを保存する交差を定義するためのディメンションを
割り当てます。ステージは Profitability and Cost Managementにのみ存在し、Oracle Essbase
では認識されません。
ステージは勘定科目、市場、リソース・グループ、材料、業務カテゴリ、設備、プロセス、
製品、部品、提供サービス、顧客カテゴリ、個別顧客など、ほぼあらゆるタイプの要件に対
して作成できます。1モデルにつき最大 9つのステージを定義できます。ステージ名は、各モ
デルまたはアプリケーションで一意であることが必要です。
各ステージに対して少なくとも 1つのディメンションを割り当てる必要があり、各ステージ
に最大 3つのディメンションを含めることができます。同じディメンションは、複数のステ
ージに割り当てることができます; ただし、ディメンションとステージの組合せを区別するた
めに一意のステージ接頭辞を設定する必要があります。それぞれのステージ内のディメンシ
ョンの数は異なっていてもかまいません。たとえば、あるステージは 3つのディメンション
を持ち、他のステージは 1つまたは 2つのディメンションを持つということも可能です。各
ステージに複数のディメンションが必要な場合は、モデル・レベルのプリファレンスの設定
を参照してモデル・レベルのプリファレンスを有効にします。
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費用と収益の計算はシーケンスをたどって行われるため、各ステージは最初のプロセ
スから最後のプロセスへ向けて論理的に並べる必要があります。1つのステージで計
算、保存される結果は、次のステージでソース値として配賦されます。複数のステッ
プを必要とする配賦を作成するには、複数のステージにわたる計算シーケンスを定義
します。複数のステージに関連する費用内訳は容易に取得、評価できます。
モデルのステージ内では、費用と収益の計算は次の条件によって制御されます:

• モデル・ステージの順序は、モデル全体におけるアクティビティ、財務の費用およ
び収益の全体的フローを反映した計算順序に沿って設定する必要があります。

• 各ステージ内では、1つのディメンションのみをドライバ・ディメンションとして
指定する必要があります。

「ステージ」画面では、アプリケーションの「上へ」および「下へ」ボタンを使用し
て、ステージとディメンションの順序を指定します; ただし、ステージのデプロイ後に
ステージの順序、名前、接頭辞を変更した場合は、モデルの再デプロイが必要になり
ます。
各ステージ・レコードには約 1,000文字のノート、つまりテキスト・レコードが入力
可能です。
モデル・ステージの操作の詳細は、次の項を参照してください:

• モデル・ステージの追加
• モデル・ステージの変更
• モデル・ステージの削除

モデル・ステージの追加
ステージは組織内の配賦のネットワークを表します。計算は、最初の配賦から納品や
問題解決へと向かう、順方向に行われます。逆方向のフローは許可されません。
計算シーケンスは、正確な結果を取得するために非常に重要です。計算順序はステー
ジ・ウィンドウに表示されるディメンションとステージの順序によって決定されます。
次の例では、モデルの計算が指定された順序で行われ、各ステージの結果が次のステ
ージに送信されます:

• ステージ 1

– ディメンション 1

– ディメンション 2

– ディメンション 3

• ステージ 2

– ディメンション 1

– ディメンション 2

– ディメンション 3

• ステージ 3など。
各ステージには、名前とステージ接頭辞が必要です。
モデル・ステージを追加するには:
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1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「ステージ」の順に選択しま
す。
 

 
ステージ・ウィンドウには、選択したステージに関する次の情報が表示されます:

• 「順序」には、モデル内のステージの順序位置番号が表示されます。
• 「名前」には、ステージの名前、通常は「総勘定元帳」や「営業活動」など、そのス
テージのビジネス機能やビジネス・プロセスを表す名前が表示されます。

• 接頭辞は、ステージに割り当てられた英数字の接頭辞です
• ステージに含まれるディメンション。ステージのドライバ・ディメンションは、ドラ
イバ・アイコン  で示されます。

• 「ステージ内」フィールドには、ステージに対してステージ内割当を許可するかどう
かを示すチェックマークが表示されます。

2. 「新規ステージの追加」  をクリックします。
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3. 「名前」に、ステージのわかりやすい一意の名前を最大 80文字で入力します。
名前は「総勘定元帳」や「営業活動」など、そのステージのビジネス機能やビジネ
ス・プロセスを表すものにします。

4. オプション: 「説明」に、そのステージに含まれる情報のタイプについての簡単な
説明を、最大 255文字までで入力します。

5. 「接頭辞」の下に、選択したステージの一意の接頭辞を英数字で入力(最大 80文字)
します。
ステージの接頭辞は、ディメンションとステージの組合せを区別するために使用し
ます。たとえば、ディメンション Departmentが 2つのステージで使用される場
合、一方に接頭辞 General Ledgerを、他方に接頭辞 Processを付けることができ
ます。生成されるレポートでは、これらのディメンションは General Ledger-
Departmentおよび Process-Departmentと表示されます。

6. オプション: 同一ステージ内での配賦が必要な場合は、「ステージ内割当を許可」
を選択して、そのステージにステージ内配賦があることをマークします。

7. オプション: 手動で作成した計算スクリプトが使用可能な場合は、「スクリプト」
で、「計算前」または「計算後」のスクリプト名を入力します。
オプションである計算前および計算後のスクリプトは、EASコンソールのスクリ
プト・エディタで手動で作成し、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementで実行できます。スクリプトは Oracle Essbaseに保存され、
Essbaseセルをユーザーが正しい値に初期化するために使用できます。
ステージに対して選択したスクリプトのタイプに応じて、ステージでの配賦または
レポート作成の準備のために、スクリプトが次のように実行されます:

• 計算前スクリプトは、ステージの計算スクリプトよりも前に実行されます。
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• 計算後スクリプトは、ステージの計算スクリプトよりも後に実行されます。
8. 「ステージのディメンション」ツールバーで、「追加」  をクリックします。
ディメンションのリストに 1行が追加され、「順序」にはその次のシーケンス番号が表示
されます。「ディメンション」リストには、モデル内で使用可能なすべてのディメンショ
ンが移入されます。

9. 「ディメンション」の下で、新しいステージに適用されるディメンションを選択します。
 

 

10. オプション: ステップ 8とステップ 9を繰り返して、各ステージに最大 3つのディメンシ
ョンを追加します。

11. オプション: 「順序」の下でディメンションを選択し、「上へ」  または「下へ」 
ボタンを使用してディメンションを計算シーケンス内の適切な位置に移動します。

12.「ドライバ」の下で、ステージのドライバ・ディメンションを選択します。
13.「OK」をクリックします。
14. オプション: 「ステージ」表からステージを選択し、「上へ」  または「下へ」  ボ
タンを使用して各ステージを計算シーケンス内の適切な位置に移動します。

モデル・ステージの変更
モデル・ステージは簡単に変更できますが、モデルのデプロイ後に次のいずれかの項目を変
更すると、モデルの再デプロイが必要になります。
モデル・ステージを変更するには:

1. オプション: Profitabilityアプリケーション・コンソールでディメンション・メンバーなど
のメタデータを変更し、ステージを変更する前に、変更内容を Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementにデプロイします。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「ステージ」の順に選択しま
す。

3. 変更するステージを選択し、「ステージの編集」  をクリックします。
4. 次の任意のアイテムを変更します:

• 名前
• 説明
• 接頭辞
• ステージ内設定
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• スクリプト
5. オプション: 「ディメンション」の下で、選択したディメンションを必要に応じて
変更します。

6. オプション: 「順序」の下で、「上」  または「下」  ボタンを使用してデ
ィメンションを正しいシーケンスになるよう再配置します。

7. オプション: 「ドライバ」の下で、ステージに対して別のドライバ・ディメンショ
ンを選択します。

8. 「OK」をクリックします。
9. オプション: ステージを選択し、「上」  または「下」  ボタンを使用して
ステージの順序を変更します。

ノート:

この操作により計算の順序が変更され、このステージに関連するすべて
の割当と割当ルールの選択が無効になります。

10. アイテム (ステージ名、説明、ステージ内のディメンションの順序以外)が変更され
た場合は、モデルを再デプロイします。

ノート:

ステージ名、説明およびディメンションの順序は、Essbaseキューブの
デプロイ状態に影響しません。

モデル・ステージの削除
モデル・ステージを削除すると、モデルの計算は自動的に変更されます。ステージ・
ディメンションに設定されているドライバの関連付けや割当も削除されます。ステー
ジの削除後、新しい計算フローを正しく反映するよう、ステージを並べ替える必要が
あります。
モデル・ステージを削除するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「ステージ」の順に選
択します。

2. 「ステージ」ダイアログ・ボックスで、削除するステージを選択します。
3. 「ステージの削除」  をクリックします。
メッセージにより、削除を確認するよう求められます。

注意:

このステージに関するドライバの選択や割当も削除されます。

付録 A
標準 Profitabilityモデルの管理

A-42



4. 「はい」をクリックして、ステージとそのドライバ選択および割当を削除します。
5. オプション: 「順序」の下で、「上へ」  または「下へ」  を使用して他のステー
ジを正しい計算シーケンスになるよう再配置します。

標準 Profitability の視点の操作
モデルの視点(POV)は、選択された期間(年など)、ステータスおよびシナリオ用に、モデル情
報の特殊なビューを提供します。
POVディメンションのメンバーはユーザー定義であり、モデリングや仮定分析において多様
な POVの組合せを提供します。
少なくとも 1つの POVディメンションが必要であり、最大 4つ作成できます。まず POVデ
ィメンションを定義し、次にこれらのディメンションの名前を定義します。計算は、各月ま
たは状況に固有のデータ、ドライバおよび割当を使用して行われます。
組織の POVディメンションの名前と構造は完全にカスタマイズできます。代表的な POVに
は「年」、「期間」および「シナリオ」が含まれます。Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementのほぼすべてのアクティビティにおいて 、最初のステップは POVを選択するこ
とです。
POVが「ドラフト」ステータスに設定されている場合のみ、モデルは編集可能になります。
新しいドライバ、条件またはメンバーを反映するように POVを変更して、別のシナリオを作
成できます。これらのシナリオを比較することにより、変更点がプロセスや最終結果にどの
ように影響するのかを評価できます。
また、複数の POVバージョンを作成できるため、同一の POVの異なるバージョンを保持す
ることで、モデルの変更点がもたらす影響をモニターしたり、同一モデルの異なるバージョ
ンを追跡することが可能です。
POVの詳細は、次の項を参照してください:

• Profitability and Cost Managementの POVディメンション
• 標準 Profitability POVステータス
• 標準 Profitability POVの管理

標準 Profitability POVステータス
現在モデルが編集あるいは表示可能であるかどうかを示すために、POVに対してステータス
を設定する必要があります。ステータスは Oracle Essbaseのディメンションではありませ
ん。
POVのステータスは次のいずれかの状態に設定します:

• ドラフト - モデルを構築または編集し、動的レポートを生成します。
• 公開済 - モデルを表示し、動的レポートを生成します。モデルは編集できません。
• アーカイブ済 - モデルを表示し、動的レポートを生成します。モデルは編集できません。

標準 Profitability POVの管理
POVは年、期間、ステータスなどの指定されたスナップショット用の、モデルの特別なバー
ジョンを表示します。
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新しい POVが追加されると、ステータスは自動的に「ドラフト」に設定され、POVが
編集できるようになります。
モデルには、1つ以上の POVディメンションが必要です; ただし、1つのモデルに対し
て複数の POV組合せを作成できます。選択した POVとステージおよびレイヤー情報
を Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceユーザー・プリ
ファレンスとして保存できます。また、POVをコピーして、新しいレポート期間や異
なるシナリオ用にモデルを作成することも可能です。標準 Profitability POVのコピー
を参照してください。
モデルで使用可能な POVは、アプリケーションに対して定義された POVディメンシ
ョンに応じて決まりますが、すべての POVが割当やデータ入力用にそのまま使用でき
るわけではありません。POVをモデルに追加するまで、POVにドライバを割り当てた
りデータをロードすることはできません。
各 POV組合せについて、次のモデル要素を指定する必要があります:

• ソース・メンバーのドライバ
• 割当または割当ルールの選択
• ドライバ・データ
• 費用および収益データ
POVを操作するには、次の手順を使用してください:

• 標準 Profitability POVの追加
• 標準 Profitability POVステータスの変更
• 標準 Profitability POVのコピー
• 標準 Profitability POVからの選択したオブジェクトの削除
• 標準 Profitability POVおよびすべてのアーティファクトの削除

標準 Profitability POVの追加
年、期間、シナリオおよびステータスなど、選択したモデルのスナップショットに対
するモデルの情報や計算を表示するには、POVを追加します。
モデルで使用可能なパラメータの値は Oracle Essbaseで設定されます。

ノート:

POVは、POV管理に追加されないかぎり、他のタスク・ウィンドウからア
クセスできません。

POVを追加するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」
の順に選択します。
「POVマネージャ」画面の「ステータス」タブが表示されます。既存のすべての
POVが示されます。
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2. 「新規 POVの追加」  をクリックします。
「視点の追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。
 

 

3. 新しい POVを識別するためのモデルのパラメータを選択します。
新しい POVのため「ステータス」は読取り専用で、モデルを構築および編集できるよ
う、自動的に「ドラフト」に設定されます。

4. 「OK」をクリックします。
POVがリストに追加されます。
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標準 Profitability POVステータスの変更
POVのステータスはモデルが編集または表示可能かどうかを示します。モデルは、
POVのステータスが「ドラフト」に設定されている場合のみ、編集可能です。モデル
の完成後、POVのステータスを変更してモデルを変更できないようにします。
POVのステータスは次のいずれかの値に設定できます:

• ドラフト - モデルを構築または編集し、動的レポートを生成します。
• 公開済 - モデルを表示したり動的レポートを生成します。
• アーカイブ済 - モデルを表示したり動的レポートを生成します。
モデルを編集するためにステータスを「ドラフト」に戻すことは、いつでも可能です。

ノート:

POVに変更を加えると、ステータスのみが変更されます。ただし、ステータ
スが「公開済」または「アーカイブ済」に設定されている場合は、モデルは
計算不能になっています。

POVステータスを変更するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」
の順に選択します。
「POVマネージャ」画面の「ステータス」タブが表示されます。既存のすべての
POVが示されます。

2. 変更する POVを選択し、「POVの編集」  をクリックします。
3. 「ステータス」の下で新しいステータスを選択します:

• ドラフト
• 発行済
• アーカイブ済
POVのステータスのみが変更できます。他のパラメータを変更する場合は、新し
い POVを作成する必要があります。

4. 「OK」をクリックします。

標準 Profitability POVのコピー
POVをコピーすることで、新しいモデルやシナリオの開始ポイントにしたり、既存の
モデルを使用して仮定シナリオを試行できます。
たとえば、前の期間からドライバの選択と割当をコピーして期間を作成したり、実際
のシナリオからデータをコピーして、予測シナリオ用のシード・データを作成できま
す。
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POVをコピーするには、コピーする情報を含んだソース POVと、データのコピー先となる
宛先のターゲット POVが必要です。「POVの管理」画面の「ステータス」タブに表示されて
いる、ステータスが「ドラフト」の POVにのみ、情報をコピーできます。標準 Profitability
POVの追加を参照してください。

ノート:

Profitability and Cost Managementのすべてのディメンション・タイプの詳細は、デ
ィメンション・タイプを参照してください。

POVをコピーするには:

1. オプション: 必要な場合は、POV管理画面の「ステータス」タブで POVを作成して、こ
のターゲット POVをコピー操作で使用します。標準 Profitability POVの追加を参照して
ください。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」の順に
選択します。
POVマネージャ・ウィンドウの「ステータス」タブが表示されます。既存のすべての
POVが示されます。

3. 「POVマネージャ」から、「コピー」タブを選択します。
 

 

4. 「ソース POV」の下で、コピーする POVを選択します。
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ノート:

ソースのステータスは、POVに割り当てられたステータスに自動的に設
定され、この画面では変更できません。

5. 「ターゲット POV」の下で、コピーする POVの宛先になる POVを選択します。

注意:

ターゲット POVは、ステータスが「ドラフト」の有効な POVとして、
「POVマネージャ」画面の「ステータス」タブに存在している必要があ
ります。そうでない場合、コピー操作は開始されません。

6. 「構成のコピー」の下で、コピーする POVの要素を選択します:

• 「レイヤー」の下で、「費用レイヤー」、「収益レイヤー」またはその両方を選択
します。

• 「モデル」の下で、「ドライバの選択」、「割当」またはその両方を選択します。
• 「データ」の下で、「ドライバ値」、「費用/収益の値」またはその両方を選択しま
す。
これらのオプションは、新しい POVで必要となる情報を選択するために用意
されています。たとえば、費用、ドライバの選択およびドライバ値のみを POV
のコピーに含めることが可能です。

7. 次のいずれかのタスクを実行します:

• 「後で実行」をクリックし、POVをコピーする日時をスケジュールします。タ
スクフローのスケジューリングを参照してください

ノート:

タスクの作成時にこのオプションが選択されていない場合、そのタス
クはスケジュールできなくなります。

• 「今すぐ実行」をクリックして、POVをすぐにコピーします。
確認メッセージに、ジョブが開始されたことと割り当てられたタスクフロー ID
が示されます。ステータスをモニターするには、「ジョブ・ステータス」、「検
索タスク」の順に選択します。

注意:

この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能
性があります。

8. コピーが完了したら、ターゲット POVの下のコピーされた情報を確認します。
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標準 Profitability POVからの選択したオブジェクトの削除
「POVマネージャ」画面の「削除」タブを使用して、選択したオブジェクトを POVから削除
できます。
関連する割当やドライバの選択も含め POV全体を削除するには、標準 Profitability POVおよ
びすべてのアーティファクトの削除を参照してください。

注意:

POVを削除する前に Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Workspaceおよび Oracle Essbaseにデータベースのバックアップ・ディレクトリ
を作成することをお薦めします。支援が必要な場合は、管理者にお問い合せくださ
い。

選択したオブジェクトを POVから削除するには:

1. 他のユーザーがその POVと内容を必要としていないことを確認します。
2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」の順に
選択します。
「POVマネージャ」画面が表示されます。

3. 「削除」タブを選択します。
 

 

4. 「POV」で、削除するアーティファクトを含む POVを選択します。
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5. 「ステージ」の下で、削除するアーティファクトを含むソース・ステージを 1つ以
上選択します。
複数の任意のステージを選択するには[Ctrl]キーを使用します。また、範囲内の最
初と最後のステージを選択するには、[Shift]キーを使用して最初と最後のステージ
を選択します。

6. 「構成の削除」の下で、削除する構成の要素を選択します:

• ドライバの選択(「ルール」または「例外」、あるいはその両方)

• 割当(「割当ルールの選択」または「通常の割当」、あるいはその両方)。
7. 「削除」をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

8. 削除を確認するには、「OK」をクリックします。
選択したレコードが削除されます。選択の内容や削除されたレコード数など、操作
の記録を確認するには hpcm.logを参照してください。

標準 Profitability POVおよびすべてのアーティファクトの削除
POVを削除すると、関連する割当とドライバ選択を含む、POV内のすべてのオブジェ
クトが削除されます。
Oracle Essbase内のデータを削除する場合は、POVを削除する前に、選択した POV
に対して「すべてクリア」機能を実行します。直接配賦データの計算を参照してくだ
さい。

注意:

POVを削除する前に Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Workspaceおよび Essbaseにデータベースのバックアップ・ディレクトリを
作成することをお薦めします。支援が必要な場合は、管理者にお問い合せく
ださい。

POVおよび関連する割当とドライバを削除するには:

1. 他のユーザーがその POVと内容を必要としていないことを確認します。
2. オプション: Essbase内のデータを消去するには、直接配賦データの計算の説明に
従って、データの「すべてクリア」を選択します。

3. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「モデルの管理」、「POVマネージャ」
の順に選択します。
「POVマネージャ」画面が表示されます。

4. 「ステータス」 タブを選択します。
5. 「使用可能な POV」で、削除する POVを選択します。
6. 「POVの削除」  をクリックします
確認メッセージが表示されます。
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注意:

POVを削除すると、POV内のすべてのオブジェクトが削除されます。

7. 「はい」をクリックして削除を確認します。
POVはリストから削除され、以後は選択できなくなります。

標準 Profitabilityのモデル統計の問合せ
モデルの作成後、ステージや POVなどの特定のコンポーネントとそのディメンション、割
当、およびドライバの数と使用法を特定すると役立つ場合があります。
SQLベースの問合せ modelstats.sqlでは、特定の統計をモデル用に生成できます。これら
の読取り専用問合せは、モデル特性およびパフォーマンス統計を表示したり変更の影響を評
価する際に使用できます。統計は、モデルおよびパフォーマンスに関する問題の診断にも使
用できます。
新しい問合せを使用するには、既存のデータベース・ビューが必要です:

• ステージ(HPM_EXP_STAGE)

• POV (HPM_EXP_POV)

• ドライバ選択(HPM_EXP_DRIVER_SEL)

• 割当(HPM_EXP_ASSIGNMENT)

• 割当ルール選択(HPM_EXP_ASGN_RULE_SELECTION)

ノート:

ドライバ・ビュー(HPM_EXP_DRIVER)は、モデル統計では使用されません。

選択したデータベースおよびデータベース・ビューへの適切なアクセス権限を持っている必
要があります。データベース・ビューの作成については、Oracle Hyperion Profitability and
Cost Management管理者ガイドの付録 Bを参照してください。
インストールの後、アプリケーション・フォルダに SQLスクリプト modelstats.sqlがあり
ます。問合せはデータベースを選ばず、MS SQLまたは Oracleデータベースに対して実行で
きます。モデルにエラーが含まれている場合、それらのモデルは問合せ結果にレポートされ
ず、既存の統計がそのまま生成されます。
どのアプリケーションについても問合せは大きな変更を行う前に実行し、後の結果と比較で
きるように、問合せを保存して出力を取得しておくことをお薦めします。このスナップショ
ットはアプリケーションのベースライン統計となって、その後に行う変更と比較したり、変
更による影響の可能性を評価するための情報を表示できます。たとえば、割当ルールを何千
回も使用した場合、そのルールに変更を加えると、元の予想よりはるかに大きい影響が出る
場合があります。
modelstats.sql問合せを実行するには:

1. データベースを検索し、次のアイテムの適切なアクセス権があることを確認します:
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• データベース・ビュー
• Profitability and Cost Managementの RDBスキーマ

2. modelstats.sql問合せに移動します:

• Windowsの場合: %hyperion_home%
\products\Profitability\database\Common\MSSQLServer\view

• UNIXの場合: $hyperion_home$
\products\Profitability\database\Common\MSSQLServer\view

ノート:

データベース・ビューと問合せは頻繁に更新されるため、最新バージョ
ンであることを確認してください。

3. modelstats.sql問合せを開き、各問合せの"%"変数を変更して、問合せの実行対象
となるモデル・コンポーネント("application_name like '%'"または"layer_name
like '%'"など)を指定します。
たとえば、コード application_name like '%'では、パーセント記号をアプリケ
ーション名で置き換えます:

application_name like 'bikes2'

ノート:

パーセント記号を、問合せの範囲を広くする末尾のワイルドカードとし
て使用できます。たとえば、'b%'と入力すると、問合せは"b"で始まるす
べてのアプリケーションに適用されます。問合せをすべてのアプリケー
ションに適用するには、'%'を入力します。

4. 問合せ結果を確認します。
 

 
結果は問合せ選択に応じて変わります。次に問合せの例を示します:

• 一致するアプリケーションのステージにある全ステージとディメンションの
リストでは、選択したアプリケーションのすべてのステージと関連するディメ
ンションが、アプリケーション名およびステージ順序の順に表示されます。
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• 費用レイヤーと収益レイヤー両方のソース・ステージ別の明示的割当件数のリスト
(アプリケーション)では、アプリケーション名、レイヤー、およびソースと宛先のス
テージ名が表示されます。

• ルール名とアプリケーションでの使用頻度のリストには、個々のルール、および各ル
ールが使用された回数の内訳が表示されます。

• ドライバ関連付けでのステージ別のドライバ使用回数のリストには、選択したアプリ
ケーション、ステージおよびレイヤーに対する各ドライバの使用回数が表示されま
す。例として、この情報を使用して、実際には使用されていないドライバがないか、
またそれらのドライバを安全に削除できるかを特定できます。

すべての問合せを表示するには、最新バージョンの modelstats.sqlファイルを確認しま
す。

標準 Profitabilityデータおよびアーティファクトのインポート
データとモデル情報は Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementに直接入力できま
すが、データの入力には多大な時間が必要になります。
アプリケーションへ容易にデータを入力するには、一連のインポート・ステージング表とイ
ンポート構成を使用して、モデル定義(POV、ステージ、ドライバ、ドライバ選択、割当、お
よび割当ルールの選択など)を Profitability and Cost Managementへ直接インポートできま
す。

ノート:

ディメンション、費用、ドライバ・データおよび割当ルールはステージング表から
インポートできません。

モデル・データは複数のソースからインポートされます:

• モデル定義データはステージング表からインポートされます。
• モデル定義は、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイ
クル管理を使用してインポートできます。Oracle Enterprise Performance Management
Systemライフサイクル管理ガイドを参照してください。

注意:

データまたはアーティファクトをインポートする前に、Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceおよび Oracle Essbaseにデータベースのバ
ックアップ・ディレクトリを作成することをお薦めします。支援が必要な場合は、
管理者にお問い合せください。

ステージング表をインポートするには、インポートする表を指定するインポート構成を作成
する必要があります。構成は保存でき、同一のデータ・セットを何回もインポートするため
に利用できます。モデル全体をインポートする場合は、表依存関係が存在していて適用され
ます; ただし、モデルのセクションのみをインポートする場合は、これらの依存関係は適用さ
れません
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ステージング表を作成して構成をインポートする詳細な手順は、Oracle Hyperion
Profitability and Cost Management管理者ガイドを参照してください。

標準 Profitability配賦の管理
次も参照:

• 標準 Profitability配賦について
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、配賦により、モデル全体
の費用および収益が特定の勘定科目または要素へどのように配分されるかを制御
できます。

• 標準 Profitabilityの費用および収益レイヤー
ドライバはモデルに作成される際、費用または収益レイヤーのいずれか、または両
方に割り当てられます。

• 標準 Profitabilityモデルのドライバと式の定義
割当がソースから宛先へのデータの方向を決定するのに対して、これらの割当に関
連するドライバは配賦の値を計算するために使用されます。

• 標準 Profitabilityドライバの選択
ドライバを作成した後で、適用するディメンション・メンバーに割り当てる必要が
あります。

• 標準 Profitability割当の操作
ドライバ定義が費用と収益のフローの計算方法を決定するのに対して、割当は計算
した収益および費用の配賦先を指定します。

• 標準 Profitability割当ルールの操作
割当では配賦結果を渡す方向を指定します。

• データの入力ウィンドウの使用
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementのデータの入力ウィンドウを
使用してデータを追加、編集および確認します。

• 配賦のトレース
「配賦のトレース」機能を使用することで、モデル内の資金のフローを開始から終
了まで視覚的に確認できます。

• 相互配賦
相互配賦の正味相互費用が「配賦のトレース」画面で計算および表示されます。

• トレース配賦イメージのエクスポート
トレース配賦ダイアグラムを生成したら、イメージを別の場所にエクスポートし
て、印刷または表示することができます。

標準 Profitability配賦について
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、配賦により、モデル全体の
費用および収益が特定の勘定科目または要素へどのように配分されるかを制御できま
す。
各配賦の資金の計算方法を決定するため、ドライバが使用されます。モデル内の資金
フローにあわせて、計算結果がソースから宛先に割り当てられます。
配賦の管理の詳細は、次の項を参照してください:

• 標準 Profitabilityの費用および収益レイヤー
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• 標準 Profitabilityモデルのドライバと式の定義
• 標準 Profitabilityドライバの選択
• 標準 Profitability割当の操作
• データの入力ウィンドウの使用
• 配賦のトレース

標準 Profitabilityの費用および収益レイヤー
ドライバはモデルに作成される際、費用または収益レイヤーのいずれか、または両方に割り
当てられます。
費用および収益メンバーは財務データの 2つの異なるレイヤーとして扱われます。費用レイ
ヤーはモデルから送信される値(経費、賃料、給与など)を示します。収益レイヤーは入ってく
る値(営業収入、製品およびメンテナンス売上など)を表します。
これらのレイヤーは構造では実質的に同じですが、各レイヤーは異なるドライバと割当を使
用しており、異なる結果を生成します。一般的に、1回に使用するのは 1つのレイヤーのみで
す。
標準 Profitabilityモデルのドライバと式の定義を参照してください。

標準 Profitabilityモデルのドライバと式の定義
割当がソースから宛先へのデータの方向を決定するのに対して、これらの割当に関連するド
ライバは配賦の値を計算するために使用されます。
ドライバは、ソース交差値を宛先交差に割り当てる式を提供します。ドライバ・メジャーお
よびドライバ式では、変数を使用してモデル要素を表したり、算術オペランドを使用してド
ライバ値を計算できるため、モデルの柔軟性が向上します。
配賦は、1つのソースから 1つの宛先への単純な計算から、複数の宛先に配分される複雑な計
算まで様々です。ドライバを作成する際、値の計算方法を制御する式を関連付けます。均等
配布ドライバまたはパーセンテージ・ドライバなどの定義済の式から選択するか、カスタム
式を作成します。
Volumeおよび Rateなどのドライバ・メジャーは、計算を実行する式内で変数として使用さ
れます。メジャー・ディメンションの 0レベルのメンバーは、ドライバ・メジャーとして選
択されます。ドライバ・メジャーは、Oracle Essbaseデータベース内で作成および保存され
ますが、モデルがデプロイされるまでは検証されません。
ドライバは、費用および収益値の両方に適用でき、多くの値に再利用できます。ドライバに
関連付けられている式が保存され、データは保存されません。ドライバを変更すると、その
ドライバを使用するすべての配賦に変更が自動的に適用されます。

ノート:

配賦で使用されるドライバを変更または削除する場合は、計算スクリプトを再生成
し、モデルを再計算する必要があります。この種の変更によって、Essbaseデータ
ベースの構造に影響が生じることはありませんが、計算結果は異なってきます。
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モデルに必要な各ドライバについて、次のタスクを実行します:

• ドライバを添付するモデル・レイヤーや関連する式などを指定し、新しいドライバ
を定義します。ドライバの定義を参照してください。

• この計算を使用するディメンション・メンバーにドライバを関連付けます。標準
Profitabilityドライバの選択を参照してください。

• ドライバ・ディメンションの選択されているメンバーにドライバを割り当て、計算
フローを設定します。 標準 Profitability割当の操作

各ステージに対して、1つのディメンションがドライバ・ディメンションとして選択さ
れている必要があります。ドライバの値を取得して結果を計算するときには、ドライ
バ式が使用されます。
たとえば、計算プロセスでは、ソース交差の NetCostForAssignmentメジャーの値に係
数を乗算することで、各宛先交差に配賦する金額が決定されます。計算された金額は、
宛先交差の CostReceivedPriorStageメジャー(ステージ内割当の場合は、
CostReceivedIntraStageメジャー)に配置されます。
ドライバ係数は、現在計算されている宛先交差のドライバ値とすべての宛先交差の合
計ドライバ値との比率です。現在の宛先交差の値は、CalculatedDriverValueドライバ・
メジャーの割当に保管されます。すべてのドライバの合計は TotalDriverValueドライ
バ・メジャーに保管されます。アイドル費用の追跡が使用可能になっている場合にの
み、OverrideTotalDriverValueドライバ・メジャーがソース交差に入力されます。ドラ
イバの合計値は、常にソースに添付されます。
式およびドライバの使用方法の詳細は、次の項を参照してください:

• ドライバ式
• ドライバの定義
• ドライバ定義の変更
• 既存のドライバ定義からの新しいドライバ定義の作成
• ドライバ定義の削除

ドライバ式
ドライバ式には、変数、関数および数値のあらゆる組合せを含めることができます。
ドライバ式の各要素について、ドライバのメジャーおよび場所を選択する必要があり
ます。
配賦内のソース・メンバー交差にドライバが添付されます。このドライバには、ソー
ス交差値を求めるためにメジャーに乗算する係数を計算する式が含まれています。係
数は宛先交差ごとに計算されます。
使用できるドライバ式のタイプは、次のとおりです:

• 定義済のドライバ式 - 共通の計算を実行するために使用します。定義済のドライ
バ式を参照してください。

• カスタムのドライバ式 - 一般的でない特定の状況を計算するために使用します。
カスタム・ドライバ式を参照してください。

• ドライバ基準タイプ - 式にレートを設定する別の方法です。実績基準ドライバで
は計算結果を使用します。標準基準ドライバを使用すると、割り当てられたレート
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をドライバに設定して費用を下流に配賦することができます。ドライバ基準タイプを参
照してください。

• 優先度シーケンス・ドライバ を使用することで、ステージ内のどの配賦を最初に計算す
るかを定義できます

定義済のドライバ式
一般的な計算を実行する場合、ドライバは定義済の式を使用します。ドライバ式の各要素に
ついて、ドライバのメジャーおよび場所を選択する必要があります。定義済のドライバでは、
計算スクリプト内に式が設定されます。

ノート:

同じドライバ・メジャーを式内の異なる変数にマップすることはできません。たと
えば、"DriverValue"={Rate}*{Quantity}という式では、Rateと Volumeに同じメ
ジャーを選択することはできません。

各種ドライバ・タイプと各タイプで使用可能な定義済の式について、表 1で説明します。
表 A-9 定義済のドライバ

ドライバ・タイプ ドライバ式 使用可能な場所 説明
均等 Calculated

DriverValue = 1.0;
なし このドライバを使用する

と、すべてのメジャーに同
じ値が適用されます。

標準 Calculated
DriverValue =
{FixedDriverValue};

• ソース
• 宛先
• 割当
• グローバル

このドライバを使用する
と、ドライバに設定済の値
が各メジャーに適用されま
す。
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表 A-9 (続き) 定義済のドライバ

ドライバ・タイプ ドライバ式 使用可能な場所 説明
パーセンテージ Calculated

DriverValue =
{Percentage};

• ソース
• 宛先
• 割当
• グローバル

割当の宛先に関する合計値
の設定済パーセンテージ
を、データの入力ページで
入力するか、Oracle
Essbaseに直接入力しま
す。
たとえば、3つのメジャー
が存在する場合、最初の割
当に 30%、2番目の割当に
65%、3番目の割当に 5%を
配賦することができます。
パーセンテージの合計が
100%未満で、ドライバでア
イドル容量が使用可能にな
っている場合、未配賦の残
りのパーセントがアイドル
容量として処理されます。
パーセンテージ・ドライバ
を使用する場合に、
TotalDriverValue(すべて
のドライバ値の合計)が 100
を超えると、ドライバは標
準ドライバとして処理さ
れ、配賦が実行されます。
入力されたパーセンテージ
値の比率に基づいて、ソー
ス全体が宛先に配賦されま
す。
ノート: パーセンテージ・ド
ライバを相互配賦で使用す
る場合、未割当の費用のエ
ラーを回避するため、
TotalDriverValueAfter
Reciprocalsは常に 100
未満にする必要がありま
す。相互関係が解決された
後で配賦を実行すると、ド
ライバが標準ドライバに変
換されます。

標準加重 Calculated
DriverValue =
{FixedDriverValue}*
{Weight};

• ソース
• 宛先
• 割当
• グローバル

タスクまたはプロセスに対
して、加重、つまり相対的
な重要性を表す値を入力し
ます。

可変 Calculated
DriverValue = {Rate}*
{Quantity};

• ソース
• 宛先
• 割当
• グローバル

このドライバを使用する
と、ボリュームと率による
計算結果が各メジャーに適
用されます。
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表 A-9 (続き) 定義済のドライバ

ドライバ・タイプ ドライバ式 使用可能な場所 説明
加重可変 Calculated

DriverValue =
{Quantity} * {Rate} *
{Weight};

• ソース
• 宛先
• 割当
• グローバル

タスクまたはプロセスに対
して、加重、つまり相対的
な重要性を表す値を入力し
ます。
たとえば、ある部署でのテ
クニカル・サポートの問合
せ回数に、問合せ内容の長
さや難易度に応じて加重を
乗算した値を、式で表すこ
とができます。
別の例をあげると、様々な
タスクへのスタッフの割当
を式が表している場合、給
与等級や役職を識別するた
めに、わずかに異なる加重
を各タスクに乗算すること
もできます。

固定および可変 Calculated
DriverValue =
{FixedDriverValue} +
({Quantity} * {Rate}
* {Weight});

• ソース
• 宛先
• 割当
• グローバル

このドライバを使用する
と、数量およびボリューム
に率および加重を乗算した
計算結果が各メジャーに適
用されます。

カスタム Calculated
DriverValue = {Custom
Variable};

• ソース
• 宛先
• 割当
• グローバル

カスタム式タイプの作成に
ついては、カスタム・ドラ
イバ式を参照してくださ
い。

カスタム・ドライバ式
定義済のドライバ式ではモデルに必要な計算フローを正確に反映することができない場合、
式エディタを使用してカスタム・ドライバ式を作成できます。ドライバ値を計算するために
作成される式には、単純なものから、IF文を含む複雑なものまであります。
カスタム・ドライバが使用される割当により、計算スクリプトに FIXコンテキストが自動的
に提供されます。式は FIXコンテキストを考慮して定義する必要があります。FIXコンテキ
ストは、常に割当の割当ブロックに固定されます。FIXコマンドの詳細は、Oracle Essbase
データベース管理者ガイドを参照してください。
カスタム式には、カスタム変数や、Volumeまたは Rateなどの定義済の変数をいくらでも含
めることができます。カスタム変数は、メジャー・ディメンション内で Profitabilityアプリケ
ーション・コンソールで定義する必要があります。
さらに、カスタム式内で使用される変数の場所を指定して、カスタム式を別のステージで使
用できるようにすることが可能です。Oracle Essbaseでは中かっこ({})は使用されませんが、
場所(グローバル、ソース、宛先または割当)は、中かっこを使用した変数で定義する必要があ
ります。場所は、計算スクリプトの生成中に動的に解決されます。
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ノート:

変数の場所が指定されていない場合、場所は割当であるとみなされます。

要素間に関数(オペランド)を使用して、式の計算を制御します。標準オペランドには、
次のようなものがあります:

• 加算(+)

• 減算(-)

• 乗算(*)

• 除算(/)

各式はセミコロン(;)で終了する必要があります。
次の例は、カスタム・ドライバ式の一般的なフォーマットを示しています:

"CalculatedDriverValue" = {Custom Variable —> Source} * {Custom Variable —
> Destination};

次の例は、場所の構文が使用されていないカスタム・ドライバ式を示しています:

"CalculatedDriverValue" = "Variable1" * "Variable2" —> "[GL Departments].
[NoMember]";

カスタム式は、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの次の例外を除き、
数学的に正しく、構文が Essbase構文に準拠している必要があります:

• Essbaseでは中かっこは使用されませんが、カスタム変数(ドライバ・メジャー)お
よび場所(グローバル、ソース、宛先または割当)は、中かっこで囲む必要がありま
す。

• Profitability and Cost Managementの構文を使用して指定された変数は、二重引用
符で囲まないでください。

Profitability and Cost Managementにより、場所の構文が Essbase構文に解決および変
換されます。Profitability and Cost Managementの構文を使用する場所が指定された
変数の適切なディメンショナル参照を解決すると、式が Essbaseの計算スクリプトに
コピーされ、スクリプト内で Essbase構文に対して確認されます。
式エディタを使用したカスタム式の作成方法の詳細は、Oracle Essbaseデータベース
管理者ガイドを参照してください。

カスタム・ドライバ式の例
カスタム・ドライバ式の例では、次の値が想定されています:

• ステージ 1のディメンション: GL_ Department x GL_Account

• ステージ 2のディメンション: ACT_ Department x ACT_Activity

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの計算スクリプト生成プロセスに
より、このドライバを使用するソースのカスタム・ドライバに定義されたスクリプト
が挿入されます。システム生成のスクリプトにより、ソースにアタッチされた割当ロ
ジックに定義されているソースと宛先の組合せを正確に示すための FIX文が作成され
ます。
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カスタム・ドライバ・スクリプトではこの FIXを作成する必要はありませんが、利用するこ
とはできます。また、FIXを変更し、宛先、ソース、割当、グローバルのメジャーの場所に通
常定義されているものとは異なる場所のデータを参照することも可能です。
カスタム・ドライバの一般的な使用方法は、通常の 4つ以外の場所に保管されているデータ
を参照する権限によって異なります。これにより、ユーザーは、階層のより高いレベルまた
はより少ない交差のドライバ・メジャーへのアクセスが可能になります。
CalculatedDriverValueメジャーにより計算されるデフォルトの FIX文は、ソースと宛先の間
のリンクを反映します。サンプル・ステージを使用し、システム生成のスクリプトにより作
成された FIXを次に示します:

GL_Department.member x GL_Account.member x ACT_Department.member x
ACT_Activity.member

ここで、各ディメンションのディメンション・メンバーは、実行中の配賦のソース交差およ
び宛先交差を示します。
後続の例では、このデフォルトの FIXを変更して、別の場所からドライバ・メジャーを取得
します。デフォルトの FIXで参照されているメンバーが目的に一致している場合は、上書き
する必要はありません。
例 1: 宛先ディメンションの 1つのみと、他の場所にある NoMember(この場合は
ACT_Department)に存在するドライバ・メジャーを参照
"CalculatedDriverValue" = "DriverMeasure" ->"[ACT_Activity.NoMember] -
>"[ GL_Department.NoMember] ->"[ GL_Account.NoMember];

この式は、平方フィート、メーターまたは人数など、部門全体のドライバ値が 1つの場合に
使用します。
例 2: 宛先ディメンションのいずれかの親と、他のディメンションにある NoMemberに存在
するドライバ・メジャーを参照:

"CalculatedDriverValue" = "DriverMeasure" ->"[ACT_Activity.NoMember]"-
>"(@PARENT(ACT_Department)" ->"[ GL_Department.NoMember] -
>"[ GL_Account.NoMember];

また、@ANCSET関数を使用して値を取得する祖先の世代を参照することもできます。この例に
おいて、ドライバは、宛先の Departmentメンバーの世代 2の祖先から DriverMeasure値が取
得されます:

"CalculatedDriverValue" = "DriverMeasure" ->"[ACT_Activity.NoMember]"-
>"(@ANCEST(ACT_Department, 2)" ->"[ GL_Department.NoMember] -
>"[ GL_Account.NoMember];

その他の一般的な使用方法は、ソース/宛先の組合せの特性におけるドライバ値の計算を入力
するためのものです。このオプションを使用すると、配賦に関連する交差の特性に基づき、
ドライバを特定の状況に適合させることができます。
例 3: 1つの宛先メンバーの UDAに基づいてドライバ計算の異なるメジャーを参照:

IF(@ISUDA(Activity,"UDA1"))
"CalculatedDriverValue" = {Measure1->Destination};
ELSE IF (@ISUDA(Activity,"UDA2"))
"CalculatedDriverValue" = {Measure2->Destination};
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ELSE IF (@ISUDA(Activity,"UDA3"))
"CalculatedDriverValue" = {Measure3->Destination};
ENDIF;

この式は、製品フォーム係数または顧客分類など、宛先の特性からドライバ式を入力
する場合に使用します。この例の次の構文に注意してください: ‘{Measure1-
>Destination}’は、通常の Oracle Essbaseの計算スクリプト構文と一致しません。中
かっこ({ })を使用すると、Profitability and Cost Managementでの->Destinationの解釈
が簡単になり、ターゲットとなる実際の宛先との置換えが可能になります。Essbase
にスクリプトがデプロイされると、Profitabilityにより適切なメンバー参照および構文
が挿入されます。

ドライバ基準タイプ
基準タイプは、費用レイヤーと収益レイヤーのどちらのドライバにも適用できます。1
つのステージに、実績基準と標準基準の両方のドライバを含めることができます。た
だし、一方の基準ドライバ・タイプからもう一方のドライバ・タイプに変更した場合、
影響を受けるステージの計算スクリプトを再生成する必要があります
ドライバを定義する際は、次のドライバ基準タイプを使用して、計算済レートまたは
割当レートを使用するかを指定できます:

実績基準ドライバ・タイプ
実績基準の費用計算では、ソースの NetCostForAssignment値を使用して、費用を下流
に配賦します。実績基準ドライバでは、次の式を使用します:

CostReceivedPriorStage = ソースの NetCostForAssignment *
CalculatedDriverValue / ソースの TotalDriverValue

ドライバ・データがない場合、交差とステージ・レベルにおいて、結果はステージの
貸借一致レポートで未割当の費用に転記されます
標準基準ドライバ・タイプ
会計データの取込み時と実際のリソース使用時の差異により季節変動または会計値の
変動が発生する状況では、複数の期間にわたって測定の一貫性を実現できる標準レー
トを設定できます。
標準基準ドライバを使用して、ソース交差のドライバの事前に計算された標準レート
を設定してその費用を下流に配賦します。このドライバは次の式を使用します:

ソースの標準レート * 割当の数量
このドライバを使用するソースは、ソースに標準レートの製品を配賦し、宛先交差へ
の割当に数量を配賦します。

ノート:

標準基準ドライバは、均等または「パーセンテージ」のドライバ・タイプで
は使用できません。
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標準基準を選択すると、「アイドルを許可」が自動的にアクティブになります。標準基準ドラ
イバはステージ内割当では使用できますが、相互割当では使用できません。
ユーザーが「標準基準ドライバ」を選択すると、費用レイヤーのメジャー・ディメンション
変数 StandardCostRate、および収益レイヤーの StandardRevenueRateのソースにレートが入
力されます。ソースの StandardCostRateは、費用入力データ・エントリの画面を使用して実
行できます。数量は、ドライバがどのように定義されているかに基づいて計算されます。
基準タイプは、費用レイヤーと収益レイヤーのどちらのドライバにも適用できます。1つのス
テージに、実績基準と標準基準の両方のドライバを含めることができます; ただし、一方の基
準ドライバ・タイプからもう一方のドライバ・タイプに変更した場合、影響を受けるステー
ジの計算スクリプトを再生成する必要があります。

優先度シーケンス・ドライバ
ビジネス・モデルによっては、ドライバが 1つ以上の計算済メジャーを式で使用する場合が
あります。同じステージのソース間の依存関係によって、制御されたシーケンスによる配賦
の計算が必要な場合があります。優先度シーケンス・ドライバを使用することで、ステージ
内のどの配賦を最初に計算するかを定義できます。
たとえば、ドライバ優先度を設定することで、ドライバ Bを使用するソース Bの前にドライ
バ Aを使用するソース Aが計算されるようにできます。ソース Aを最初に配賦することで
計算される費用値または収益値は、その後ドライバ Bで使用されます。
メジャー・ディメンションのレベル 0の子孫を、ドライバ・メジャーとして選択できます。
ドライバを定義するときは、「ドライバ」ダイアログ・ボックスに「シーケンス優先度」を入
力します。優先度の数値が小さいドライバに関連付けられているソースは、優先度の数値が
大きいドライバに関連付けられているソースより先に解決されます。デフォルト値は 100に
設定されていますが、この値は変更できます。最も高い優先度は 1です。優先度は整数であ
ることが必要です。同じ優先度のドライバに関連付けられているソースは、特定の順序では
処理されません。
ドライバの優先度を変更する場合は、そのステージ内のソースの計算順序を変更している可
能性があります。その場合は、そのステージの計算スクリプトを再生成する必要があります。

ノート:

ステージ内割当および相互割当で、これらの配賦内の固有のシーケンスがドライバ
優先度シーケンスと競合した場合、競合する交差は hpcm.logファイルに記録されま
す。

ドライバの定義
ドライバを定義するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択し
ます。
「ドライバ定義」画面が表示されます。
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2. 「追加」  をクリックします。
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3. 「名前」で、新しいドライバに一意の名前を入力します。
/、+、@などの特殊文字や制限された文字をドライバ名に使用しないでください。インポ
ート操作が失敗する原因になることがあります。最新の制限を表示するには、Oracle
Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してください。

注意:

インポートの失敗を避けるには、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドの
Oracle Essbase命名の制限に関する項を参照して最新の規則を確認することを
お薦めします。

4. オプション: 「説明」で、ドライバの目的に関する簡単な説明を入力します。
5. ドライバの「基準タイプ」を選択します:
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• ソースの NetCostForAssignment値を使用して費用を下流に配賦するには、
「実績」を選択します。

• ソース交差のドライバにユーザー定義の標準レートを割り当てるには、「標準」
を選択します。
ドライバ基準タイプを参照してください。

6. 「式のタイプ」から、このドライバの式のタイプを選択します:

• 均等
• 標準
• パーセンテージ
• 標準加重
• 可変
• 加重付き可変
• 固定および可変
• カスタム
式のタイプによって、選択可能な変数が決まります。各ドライバ・タイプの説明
は、標準 Profitabilityモデルのドライバと式の定義を参照してください。
定義済の式を選択すると、実際の式が「式」テキスト・ボックスの式テンプレー
ト・タブに表示されます。各要素に使用可能なドライバ・メジャーが「変数の選
択」に一覧表示されます。
カスタム式を選択した場合は、「式」テキスト・ボックスが空になり、編集可能に
なります。

7. ドライバを適用するレイヤーを選択します:

• 費用レイヤー
• 収益レイヤー
• 費用レイヤーと収益レイヤーの両方

8. オプション: 「アイドルを許可」を選択し、このドライバにアイドル費用または収
益を許可します。標準基準ドライバが選択されている場合、このオプションは自動
的にアクティブになります。
計算後、この情報が IdleCostまたは IdleRevenueの下に報告されます。

9. オプション: 「シーケンス優先度」で、ドライバのシーケンス優先度を入力しま
す。
デフォルトでは、100が表示されます。最も高い優先度は 1です。優先度シーケン
ス・ドライバ を参照してください

10. オプション: カスタム式の場合にのみ、ドライバ式で、ユーザー定義の式を入力し
ます。
カスタム式の変数に使用するメジャーは、Profitabilityアプリケーション・コンソ
ールで定義済である必要があります。式エディタを使用する式の構築は、Oracle
Essbaseデータベース管理者ガイドに概説されています。

11. 式で使用される各変数に、次の値を選択します:

• 「メジャー」で、式に使用するメジャーを選択します。

付録 A
標準 Profitability配賦の管理

A-66



• 「場所」で、モデル内のメジャーの場所を選択して、計算スクリプトが値を見つける
ことができるようにします:

– グローバル - メジャー・データが現在の POVメンバーで形成される交差から取
得されます。その他すべてのディメンションのメンバーは NoMemberに設定され
ます。

– 宛先 - メジャー・データが宛先の交差から取得されます。
– ソース - メジャー・データがソースの交差から取得されます。
– 割当 - メジャー・データが宛先ステージおよびソース・ステージの交差から取得
されます。

12. オプション: 「式」テキスト・ボックスで「換算済」を選択し、実際のメンバーを表示し
た状態で式を表示します。
「変数の選択」で別のメンバーを選択すると、換算済の式の関連するメンバーも変更され
ます。

13.「OK」をクリックして、新しいドライバを保存します。
ドライバが「ドライバ定義」画面のリストに追加され、名前、式タイプ、シーケンス優先
度およびレイヤーが表示されます。

14. ドライバを 1つまたは複数のディメンション・メンバーに関連付けます。標準
Profitabilityドライバの選択を参照してください。

ドライバ定義の変更
選択したドライバの要素は、いずれも変更できます。
ドライバを変更するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択し
ます。
「ドライバ定義」画面が表示されます。

2. 変更するドライバを選択します。
3. 「変更」  をクリックします。
「ドライバ」ダイアログ・ボックスが表示され、ドライバの現在の詳細が表示されます。

4. 必要に応じて、「ドライバ」情報を変更します。
名前、説明、式のタイプ、レイヤーまたは変数の選択など、ドライバの詳細はいずれも変
更できます。
名前を変更する場合、/、+、@などの特殊文字や制限された文字をドライバ名に使用しな
いでください。インポート操作が失敗する原因になることがあります。最新の制限を表
示するには、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してください。

注意:

費用レイヤーをクリアするなど、ドライバに関連付けられているレイヤーを変
更すると、変更されたドライバを使用するレイヤーのすべてのドライバ選択内
容が削除されます。

付録 A
標準 Profitability配賦の管理

A-67



5. 「OK」をクリックして、変更したドライバを保存します。
6. 計算スクリプトを再生成し、ドライバの変更を適用するモデルを再計算します。標
準 Profitabilityモデルの計算を参照してください。

既存のドライバ定義からの新しいドライバ定義の作成
「ドライバの複製の作成」オプションを使用すると、既存のドライバ定義をコピーし、
ドライバに新しい名前を割り当てることができます。コピーは、必要に応じて変更で
きます。
このオプションを使用することにより、「ドライバ定義」ダイアログ・ボックスを再度
開かなくても多くの類似ドライバを迅速に作成できるようになりました。
既存のドライバ定義から新しいドライバを作成するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に
選択します。
「ドライバ定義」画面が表示されます。

2. 新しいドライバ定義のテンプレートとして使用するドライバを選択します。
3. 「ドライバの複製」  をクリックします。
「複製ドライバの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。
 

 

4. 新しいドライバの名前を入力し、「OK」をクリックします。

注意:

/、+、@などの特殊文字や制限された文字をドライバ名に使用しないで
ください。インポート操作が失敗する原因になることがあります。最新
の制限を表示するには、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参
照してください。

新しいドライバが「ドライバ定義」のリストに追加され、元のドライバと同じタイ
プ、ならびに費用または収益の詳細が表示されます。

5. 「変更」  をクリックすると、新しく作成されたドライバの詳細が表示されま
す。
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「ドライバ」ダイアログ・ボックスが表示され、新しいドライバの最新の詳細が表示され
ます。必要に応じて、ドライバ定義の変更に概説されているように、新しいドライバの詳
細を変更できます。

ドライバ定義の削除
注意:

ドライバを削除すると、削除されたドライバを使用したすべてのドライバの選択も
削除されます。

ドライバを削除するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバ定義」の順に選択し
ます。
「ドライバ定義」画面が表示されます。

2. 削除するドライバを選択します。
3. 「削除」  をクリックします。
削除を確認するメッセージが表示されます。

4. 「はい」をクリックして、ドライバを削除します。
5. 配賦が正しく計算されるように、配賦に別のドライバを選択して削除されたドライバと置
き換えます。

6. 計算スクリプトを再生成し、モデルを再計算します。標準 Profitabilityモデルの計算を参
照してください。

標準 Profitability ドライバの選択
ドライバを作成した後で、適用するディメンション・メンバーに割り当てる必要があります。
ドライバを選択する際、次の方法を使用してドライバの選択を適用します:

• ドライバをディメンションの最上位メンバーに適用します。ドライバは、そのディメンシ
ョン内のすべてのメンバーに継承されます。

• ドライバをディメンションのサブ階層の最上位メンバーに適用します。ドライバは、選択
されたメンバーの子孫にのみ継承されます。

• ドライバを単一のメンバーに適用します。
• ドライバを単一の交差または例外に適用します。
費用または収益値が含まれる交差には、値を配賦するため、ドライバを関連付ける必要があ
ります。割当または割当ルールを含む交差に対してドライバが割り当てられていないと、モ
デルの検証時に「欠落しているドライバ割当」というエラーが作成されます。ドライバの選
択は、必要に応じて変更できます。
選択内容の変更結果は、モデルをデプロイしたときに反映されます; ただし、選択内容が変更
されても、警告やエラーは表示されません。
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ノート:

ステージに含まれるディメンションが 1つのみの場合、ディメンション・メ
ンバーのドライバ選択を作成する必要があります。ステージに含まれるディ
メンションが 2つの場合は、ディメンション・メンバーのドライバ選択、ま
たは単一交差のドライバ選択、あるいはその両方が必要です。

ドライバの選択の操作方法の詳細は、次の手順を参照してください:

• ドライバの選択の作成.

• 単一の交差に対するドライバ選択の作成.

• ドライバの選択の変更.

• 単一交差のドライバの選択変更
• ドライバの選択の削除.

• 単一交差のドライバの選択の削除

ドライバの選択の作成
ドライバを関連付けるには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順
に選択します。
「ドライバの選択」画面が表示されます。
 

 

2. POVを選択し、「実行」  をクリックします。
3. レイヤーを選択します。
4. 「ドライバ・ルール」タブの「ステージ」で、モデル・ステージを選択します。
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選択したステージのドライバ・ディメンションが最初の列に表示され、ドライバ・ディメ
ンション内のすべてのディメンション・メンバーがその下にリストされます。

5. ディメンションの下で、デフォルトのドライバを適用する親レベルまたは 0レベルのメン
バーを選択します。親レベルは、ステージまたは階層の一部の親になります。

6. 「ドライバ」で、セレクタ・アイコン  を表示するセルをクリックするか、または「追
加」  をクリックして、共通セレクタから親ディメンションのドライバを選択し、「OK」
をクリックします。共通メンバー・セレクタの使用を参照してください。
ドライバが親に適用されると、同じドライバが自動的にすべての子孫に継承されます。ド
ライバは、継承されていることを示すため淡色表示になります。

7. オプション: 継承されたドライバ以外のドライバをメンバーに対して選択するには、次の
ステップを行います:

a. 親ディメンションを展開します。
b. 異なるドライバを必要とするメンバーを選択します。
c. 共通セレクタから代替のドライバを選択します。共通メンバー・セレクタの使用を参
照してください。

ドライバの選択が自動的に保存されます。
8. オプション: 単一交差のドライバを設定する必要がある場合は、単一の交差に対するドラ
イバ選択の作成を参照してください。

単一の交差に対するドライバ選択の作成
単一交差のドライバを選択するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順に選択
します。

2. 「POV」および「レイヤー」を選択し、「実行」  をクリックします。
3. 「例外」を選択します。
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4. 「ステージ」で、交差を含むモデル・ステージを選択します。
5. オプション: 「例外」タブで「メンバー・セレクタ」  をクリックすると、使用
可能なディメンションのリストをフィルタ処理できます。
a. ドロップダウン・リストで、必要に応じて「別名の表示」または「名前の表
示」を選択します。

b. 「フィルタ」  を選択します
c. 1つ以上のディメンションに対するフィルタ条件を入力します。
必要なメンバーの正確な名前または別名を入力するか、メンバーの範囲を選択
するワイルドカードとして末尾にアスタリスク(*)を使用する、または任意の 1
文字を選択する疑問符(?)を末尾に使用します。たとえば、"M"の文字で始まる
ディメンションのすべてのメンバーを検索するには、"M*"と入力します。文字
の前にアスタリスクを入力しても(たとえば"*M")機能しません。
 

 

d. 「OK」をクリックします。
フィルタ条件を満たすアイテムのみが「例外」タブに表示されます。

6. 「追加」  をクリックします
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7. 「例外」ダイアログ・ボックスに一覧表示された各ディメンションで、セレクタ  を
クリックし、例外ドライバを適用する必要のある特定の交差に必要なメンバーを選択しま
す。
共通メンバー・セレクタの使用を参照してください。

8. 交差のすべてのメンバーを選択したら、「OK」をクリックします。
9. 「ドライバ」で、交差の例外ドライバを選択します。
10.「OK」をクリックします。
ドライバの選択は自動的に保存され、表に表示されます。

ドライバの選択の変更
ドライバの選択を変更するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順に選択
します。

2. POVを選択し、「実行」  をクリックします。
3. レイヤーを選択します。
4. 「ドライバ・ルール」の「ステージ」で、モデル・ステージを選択します。
選択したステージのドライバ・ディメンションが最初の列に表示され、そのドライバ・デ
ィメンション内のすべてのメンバーがその下にリストされます。

5. 「ドライバ」で、変更するドライバを含むセルをクリックして共通メンバー・セレクタを
表示するか、「追加」  をクリックして、別のドライバを選択します。

6. 共通メンバー・セレクタから、別のドライバを選択し、「OK」をクリックします。
ドライバの選択が自動的に保存されます。

単一交差のドライバの選択変更
単一交差のドライバを選択するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順に選択
します。

2. 「POV」および「レイヤー」を選択し、「実行」  をクリックします。
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3. 「例外」タブを選択します。
4. 「ステージ」で、交差を含むモデル・ステージを選択します。
5. 「ドライバ」で、変更するドライバを含むセルをクリックします。
ドロップダウンおよび共通セレクタ  が表示されます。

6. セレクタ  をクリックすると、「メンバーの選択」ダイアログ・ボックスが表
示されます。

7. 特定の交差に必要なディメンション・メンバーを選択します。
8. 「OK」をクリックします。
ドライバの選択は自動的に保存され、表に表示されます。

ドライバの選択の削除
ドライバの選択を削除した後、新しいドライバを選択しないと、ドライバの選択がな
い割当が存在することを示すエラーが検証中に報告されます。
選択したドライバを削除するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順
に選択します。

2. POVを選択し、「実行」  をクリックします。
3. レイヤーを選択します。
4. 「ドライバ・ルール」の「ステージ」で、モデル・ステージを選択します。
5. 削除するドライバの選択が含まれる行を選択します。
6. 「削除」  をクリックします。
削除を確認するメッセージが表示されます。

7. 「はい」をクリックして、ドライバの削除を確認します。
ドライバが行から削除されます。

単一交差のドライバの選択の削除
削除する交差を選択します。その交差全体が「例外」タブから削除されます。
単一交差のドライバの選択を削除するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「ドライバの選択」の順
に選択します。

2. POVを選択し、「実行」  をクリックします。
3. レイヤーを選択します。
4. 「例外」タブを選択します。
5. 「ステージ」で、モデル・ステージを選択します
6. 削除する交差を選択します。
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7. 「削除」  をクリックします。
削除を確認するメッセージが表示されます。

8. 「はい」をクリックして削除を確認します。
交差全体が行から削除されます。

標準 Profitability 割当の操作
ドライバ定義が費用と収益のフローの計算方法を決定するのに対して、割当は計算した収益
および費用の配賦先を指定します。
割当は、ソースから宛先へのデータのフローを定義します。フローを定義するには、モデル
内の各ノードまたは交差に対してソースおよび宛先の関係を作成し、あるメンバーの宛先を
配賦フローの次の交差のソースにします。
ソース・データを含むステージ内のディメンション・メンバーの各交差に対して、下位のメ
ンバー交差を宛先として割り当てます。
順方向または同じステージにのみ、割当を行うことができます。費用と収益の配賦は、開始
から終了の方向にはトレースできますが、逆方向ではできません。モデルを計算する前に、
割当を内部フロー・ルールに従って検証し、モデルの整合性を確認する必要があります。割
当では、ステージをスキップすることもできます。たとえば、ステージ 1のソース交差にス
テージ 3の宛先を割り当てることができます。
プロセスのフローに応じて、一部またはすべての割当タイプを使用できます。割当のタイプ
を参照してください。
割当は、各ステージ内の 1つのディメンション・メンバーの交差によって制御されます。割
当は、特定のレベル 0メンバーの交差に対して作成されます。割当を個別に設定することも、
繰返し利用できるように割当ルールを作成することもできます。
割当を作成するには、有効な POVおよびレイヤー(費用または収益)を選択し、時間、期間、
シナリオおよびレイヤーの組合せごとに一意の割当を作成します。ソースは「ソース」ペイ
ンで適用し、宛先は「宛先」ペインで選択します。宛先には、ノードまたは交差を明示的に
選択するか、割当ルールを選択できます。割当ルールの作成については、標準 Profitability割
当ルールの操作を参照してください。
割当の操作方法の詳細は、次の項を参照してください:

• 割当のタイプ
• 割当の作成
• 割当の変更
• 割当の削除
• 標準 Profitability割当ルールの操作

割当のタイプ
割当は、様々な方法で設定できます:

• ステージ間割当 - ソースと宛先の組合せが別々のモデル・ステージにあります。たとえ
ば、ステージ 1からステージ 2への割当です。

• ステージ内割当 - ステージ内割当は、ソースと宛先が同じステージにある割当です。
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• 相互割当: 相互割当は、2つ以上のプロセスのソースと宛先が相互に費用を転送し
合う、ステージ内割当です。単純な相互関係としては、交差 1から交差 2への直
接配賦および交差 2から交差 1に戻す直接配賦があります。相互割当は常にステ
ージ内割当です。

注意:

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでサポートされてい
るのは、単純な相互ループのみです。複雑な相互関係はサポートされて
いません。たとえば、交差 1から交差 2へ、交差 2から交差 3へ、およ
び交差 3から交差 1へというような複雑な相互ループはサポートされて
いません。

相互ループの例: 人事部が、給与計算または従業員レポートの処理費用の一部を情
報技術部に割り当てます。逆に、情報技術部が同部門の人材要件管理に必要な費用
を人事部へと割り当てます。それぞれの部門が、相手の部門にサービスを提供する
サポート機能を持っているケースです。
モデルを作成する際、ループ内に設定された割当によって相互割当が定義されま
す。相互関係が検出されると、特別な計算プロセスが実行され、最初に相互割当
を、次に通常の割当を解決します。
パーセンテージ・ドライバが相互配賦で使用される場合、未割当の費用のエラーを
回避するため、TotalDriverValueAfterReciprocalsは常に 100未満の値になりま
す。相互関係の解決後に実行される配賦では、「ドライバ」がすべて標準ドライバ
に変換されます。

割当の作成
割当により、費用および収益が 1つの交差から他の交差に転送され、モデル内の財務
フローが構築されます。
Oracleでは次のフローを推奨します:

1. 要素を見落とすことがないように、プロセスまたは配賦に使用するすべての割当を
順番に作成します。

2. モデルの構造を検証し、必要なドライバ選択が欠落していないことを確認します。
割当を作成するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択しま
す。
「割当」画面が表示されます。

2. 選択されているモデルの POVを選択し、「実行」  をクリックします。
3. レイヤーを選択します。
4. 「ソース」の横にある「ステージ」ドロップダウン・リストから、割当に使用する
モデル・ステージを選択します。
選択したモデル・ステージのディメンションおよびメンバーが表示されます。
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5. 「ソース」で、各ディメンションからメンバーを選択し、割当のソースの交差を作成しま
す。
ドライバは「ドライバ」列に示されます。「宛先」列には、宛先ステージのディメンショ
ンおよびメンバーが移入されます。

ノート:

階層のメンバーを検索するには、列の下部にあるテキスト・ボックスにメンバ
ー名を入力し、「検索」をクリックします。

6. オプション: 「宛先」の下で「メンバー・セレクタ」  を選択すると、使用可能な宛先
のリストをフィルタ処理できます。
a. ドロップダウン・リストで、必要に応じて「別名の表示」または「名前の表示」を選
択します。

b. 「フィルタ」  を選択します
c. 1つ以上のディメンションでフィルタ条件を入力し、「OK」をクリックします。
必要なメンバーの正確な名前を入力するか、メンバーの範囲を選択するワイルドカー
ドとして末尾にアスタリスク(*)を使用する、または任意の 1文字を選択する疑問符
(?)を末尾に使用します。たとえば、"M"の文字で始まるディメンションのすべてのメ
ンバーを検索するには、"M*"と入力します。文字の前にアスタリスクを入力しても(た
とえば"*M")機能しません。
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7. 「宛先」で、「追加」  をクリックします。
 

 

8. 「ステージ」で、割当の宛先とするステージを選択します:

• ステージ間割当の場合は、ソース・ステージに続く任意のステージを選択しま
す。

• ステージ内割当の場合は、ソース・ステージと同じステージを選択します。
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ノート:

ステージ内配賦が許可されているステージの場合(ソースと宛先の交差が同じス
テージ内に存在する場合)、宛先の交差値を保存するための別個のディメンショ
ンが Oracle Essbaseアウトラインに作成されます。これらのディメンション
には、_intraという接尾辞が付きます。たとえば、ステージ・ディメンションが
OPS_Productsおよび OPS_Activitiesである場合、ステージ内配賦の宛先デー
タは OPS_Departments_intraおよび OPS_Activities_intraというディメンショ
ンに保存されます。

9. 「ステップ 1」で、割当の宛先に使用する交差の最初のメンバーを選択します。
10.「追加」  をクリックして、選択したメンバーを「選択」に移動します。

ノート:

「選択」リストからメンバーを削除するには、削除するメンバーをハイライト
し、「削除」  をクリックします。リスト全体を削除するには、「すべて削除」

 をクリックします。
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11.「次」をクリックします。
12.「ステップ 2」で、割当の宛先に使用する交差の 2番目のメンバーを選択し、「次」
をクリックします。

13. オプション: ステップ 9とステップ 10を繰り返して、追加メンバーを選択します。
すべてのメンバーを選択すると、「宛先選択要約」が表示されます。
 

 

14. 選択内容が正しいことを確認し、「完了」をクリックします。

割当の変更
任意の割当について、宛先を変更できます; ただし、変更が財務フローとモデルの計算
結果に影響することを考慮する必要があります。
割当を変更するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択しま
す。
「割当」画面が表示されます。

2. 変更する割当を含むモデルの POVとレイヤーを選択し、「実行」  をクリック
します。

3. 「ソース」の下で、モデル・ステージと、割当のソースを含むディメンション・メ
ンバーの交差を選択します。

4. 「宛先」の下で、変更する宛先メンバーを選択します。
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5. 宛先メンバーのセルをダブルクリックし、割当を編集します。新しいメンバー名の入力を
開始して、ドロップダウン・リストからメンバーを選択します。

6. 変更の内容が正しいことを確認します。
7. 「保存」  をクリックして、変更を保存します。

割当の削除
注意:

割当の削除は財務フローとモデルの結果計算に影響を与えます。

割当を削除するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択します。
「割当」画面が表示されます。

2. 選択したモデルの POVおよびレイヤーを選択し、「実行」  をクリックします。
3. 「ソース」の下で、モデル・ステージと、削除する割当を含むディメンション・メンバー
の交差を選択します。
選択したステージのディメンションおよびメンバーが表示されます。

4. 「宛先」の下で、削除する宛先を選択します。
削除対象として複数の宛先を選択するには:

• 宛先の範囲を選択するには、[Shift]キーを押しながら、削除する範囲の先頭と末尾の
宛先を選択します。

• 複数の任意の宛先を選択するには、[Ctrl]キーを押しながら一連の宛先を 1つずつ選
択します。

5. 「削除」  をクリックします。
削除を確認するメッセージが表示されます。

注意:

モデルの財務フローが、割当の削除に従って変更されます。

6. 「はい」をクリックします。

標準 Profitability 割当ルールの操作
割当では配賦結果を渡す方向を指定します。
同じパラメータを使用する複数の割当がモデルに含まれていることがよくあります。類似す
る複数の割当を簡単に作成するには、割当パラメータを指定する割当ルールを作成し、再利
用します。
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割当ルールは、単一の宛先ステージのメンバー・セットおよびオプションのフィルタ・
セットの集合です。フィルタは、ディメンションに適用される条件の集合です。次の
1つ以上の条件に基づいて、ルールが作成されます:

• ディメンション階層の特定のブランチ内のメンバーシップ
• メンバー名
• メンバーの別名
• UDA (ユーザー定義の属性)

• 属性の関連付け
割当ルールで戻される宛先は、宛先ステージにある全ディメンションのレベル 0メン
バーの外積です。このメンバーは、ルールに適用されたフィルタ基準を満たしていま
す。
割当ルールは個々の割当を多数作成したり管理する労力を削減する一方、時間経過に
よるメタデータの変更にも対応しています。これにより、ルール定義で取り込んだ元
のビジネス・ロジックが正しい割当関係を継続して生成できるようになります。
次のオプションを使用して、割当ルールを作成できます:

• 単一の宛先ステージについて、特定のメンバー・セットおよびオプションのフィル
タ・セットを定義します。

• 計算スクリプトの生成時に宛先ステージのディメンション・メンバーを、選択した
ソースに置換する、「ソースと同じ」割当ルールを定義します。「ソースと同じ」割
当ルールの作成を参照してください。

モデルにおいて、割当ルールの定義はすべての POVで同一です。ステージング表
HPM_STG_ASGN_RULE_SELを使用して Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementに割当ルールの選択内容をインポートできます。Oracle Hyperion
Profitability and Cost Management管理者ガイドの標準 Profitabilityのインポート・ス
テージング表に関する項を参照してください。
割当ルールの作成および管理には、次のような 2つのオプションを使用できます:

• 割当ルールを作成してソースに適用するには、割当ルール・ウィザードの使用を参
照してください

• 割当ルールを作成および管理したり、割当ルールの完全なリストを簡単に表示する
には、「割当ルールの定義」画面の使用を参照してください。このオプションでは、
ルールをソースに適用できませんので注意してください。

割当ルール・ウィザードの使用
「割当」画面から使用可能な割当ルール・ウィザードでは、割当ルールの作成、および
作成したルールのソースへの適用の両方を行うことができます。
次の手順を使用します:

• 割当ルールの作成
• 既存の割当ルールから割当ルールを作成
• 「ソースと同じ」割当ルールの作成
• 割当ルールの変更
• 割当ルールの削除
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• 既存の割当ルールの適用
• 既存の「ソースと同じ」割当ルールの適用

割当ルールの作成
割当ルールを作成するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択します。
「割当」画面が表示されます。

2. 選択したモデルの POVおよびレイヤーを選択し、「実行」  をクリックします。
3. 「ステージ」で、割当のステージを選択します。
ステージのディメンションおよびメンバーが表示されます。
 

 

4. 「ソース」で、割当ルールのソースの交差を作成するディメンションごとに、メンバーを
選択します。交差に関連付けられたドライバは、「ドライバ」列に示されます。
交差のすべてのディメンションが選択されている場合、「宛先」列には、次の情報が移入
されます:

• 宛先ステージのディメンションおよびメンバー(交差に割当がある場合)。
• 宛先ステージおよび割当ルールの名前(交差に適用されている場合)。

5. 「宛先」で、「割当ルール管理を開く」  をクリックします。
「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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6. 「使用可能なルール」列で、「追加」  をクリックします。
「ルールの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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7. 「ステージ」で、ルールを作成するステージを選択します。
8. オプション: 1つまたは複数の宛先交差に対して単一のソースを使用する割当ルールを作
成するには、「ソースと同じ」を選択します。
計算スクリプトが生成されると、選択したソースがルールに挿入され、適切な配賦が作成
されます。

9. ステップ 1で、割当ルールに使用する交差の最初のメンバーを選択します。
10.「追加」  をクリックして、選択したメンバーを「選択」に移動します。
11.「次」をクリックします。
12. オプション: 選択済の、レベル 0でないディメンション・メンバーのリストをフィルタ処
理します。
UDAつまり属性パラメータについてフィルタに値を入力するとき、文字列全体を入力し
ます。ルールの名前フィルタでは、アスタリスク(*)や疑問符(?)などのワイルドカード記
号がサポートされます。たとえば、"B*"と入力すると、文字"B"で始まる名前または別名
を持つメンバーがフィルタされます。"*B"は、フィルタがワイルドカードで始まることを
意味しますが、これは許可されていないため使用できません。
フィルタの使用を参照してください。

ノート:

割当ルールの場合、フィルタの作成中にどちらのモード(「別名の表示」または
「名前の表示」)が選択されていても、名前によるフィルタ基準がメンバー名と別
名の両方に適用されます。

13. ステップ 2で、割当の宛先に使用する交差の 2番目のメンバーを選択します。
14.「追加」  をクリックして、選択したメンバーを「選択」に移動します。
すべてのメンバーを選択すると、「宛先選択要約」が表示されます。

15.「次」をクリックします。
すべてのメンバーを選択すると、割当ルール要約が表示されます。
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16. 選択が正しいかどうかを確認します。
17.「ルール名」に、割当ルールの名前を入力します。ルール名は、80文字まで入力で
きます。

18. オプション: 後からルールを簡単に検索できるように、「検索タグ」を入力します。
19. オプション: 割当ルールの説明を入力します。
20.「完了」をクリックします。
「ルール名」に表示されていたルール名が、「割当ルール管理」ダイアログ・ボック
スの「使用可能なルール」のリストに追加されます。

既存の割当ルールから割当ルールを作成
次の手順で、既存の割当ルールを編集し、「名前を付けて保存」オプションを使用して
新しい割当ルールとして保存できます:

• 既存のルールを編集し、新しいルールとして保存します。
• 既存のルールを編集し、内容を変更してルールの名前を変更します。
既存の割当ルールを新しいルールとして保存するには:

1. 「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順にクリックします。
2. ソース・ステージおよび交差を選択します。
3. コピーまたは変更する割当ルールを選択し、「編集」をクリックします。
4. オプション: 割当ルールの選択項目を変更します。
5. 「ルール名」で、新しいルールの名前を入力します。
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6. オプション: 後からルールを簡単に検索できるように、「検索タグ」を入力します。
7. オプション: 割当ルールの説明を入力します。
8. 「名前を付けて保存」をクリックし、ルールを新しい名前のもとで保存します。
9. 「完了」をクリックします。
新しいルールが「使用可能なルール」に表示されます。

「ソースと同じ」割当ルールの作成
「ソースと同じ」割当ルールを定義する場合は、割当ルールを作成し、1つ、複数またはすべ
ての宛先ステージ・ディメンションのメンバー選択でワイルド・カードを使用できるように
します。「ルール選択」を使用してこのルールが選択されると、「ソースと同じ」とマークさ
れているディメンションでは、宛先ステージ・ディメンションおよびソース・ステージ・デ
ィメンションの両方で同じメンバーが使用されます。

ノート:

ルール内で「ソースと同じ」メンバーの選択で使用されているレベル 0のメンバー
は、ソース・ステージ・ディメンションおよび宛先ステージ・ディメンションの両
方の中で、レベル 0のメンバーとして存在している必要があります。

「ソースと同じ」設定を含むルールは、ワイルドカードとして機能し、ルールを選択するたび
に、新しい宛先として選択したディメンションの各メンバーを検索します。
計算スクリプトが生成されると、選択したソースがルールに挿入され、適切な配賦が作成さ
れます。
例: 「ソースと同じ」割当ルール
モデルには、配賦に必要なディメンションが 2つあります:

• Products (Colaおよび Lime)

• Regions (USおよび Can)

たとえば、割当ルール「Rule 1」は、「Products」というディメンションをあらゆる配賦のソ
ースとして使用するために作成されます。「ソースと同じ」割当ルールを作成して適用する手
順は、次のとおりです。
• 1番目の配賦を実行する場合は、関連付けられているメンバー「Cola」、「宛先」として
「US」、「Rule 1」の順に選択します。計算スクリプトが生成されると、選択したソース
「Product (Cola) X US」が挿入されます。

• 2番目の配賦を実行する場合は、関連付けられているソース・メンバー「Lime」、「宛先」
として「US」、「Rule 1」の順に選択します。今度は、計算スクリプトが生成されると、
選択したソース「Product (Lime) X US」が挿入されます。

「ソースと同じ」割当ルールを作成するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択します。
「割当」画面が表示されます。

2. 選択したモデルの POVおよびレイヤーを選択し、「実行」  をクリックします。
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3. 「ステージ」で、割当のステージを選択します。
ステージのディメンションおよびメンバーが表示されます。
 

 

4. 「ソース」で、割当ルールのソースの交差を作成するディメンションごとに、メン
バーを選択します。
関連付けられたドライバは「ドライバ」列に示されます。「宛先」列には、次の情
報が移入されます:

• 宛先ステージのディメンションおよびメンバー(交差に割当がある場合)

• 宛先ステージおよび割当ルールの名前(交差に適用されている場合)。
5. 「宛先」で、「ルール管理」  をクリックします。
「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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6. 「使用可能なルール」列で、「追加」  をクリックします。
「ルールの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

7. 「ステージ」で、ルールが作成された宛先ステージを選択します。
8. ステップ 1で、「ソースと同じ」を選択し、1つ以上の宛先交差に対して単一のソースを
使用する割当ルールを作成します。
計算スクリプトが生成されると、選択したソースがルールに挿入され、適切な配賦が作成
されます。

ノート:

「ソースと同じ」を選択すると、ディメンションのメンバー選択と「フィルタ」
アイコンが使用不可になります。これは、定義されたソース内ではメンバーが
初めから事前選択されていたためです。このディメンションでは、新しいメン
バーの選択は必要がなく許可されていません。
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9. 「選択」で、「ソース・ディメンションと同じメンバーを使用」ドロップダウン・リ
ストから、各配賦についてデフォルトのソース・ディメンションとするディメンシ
ョンを選択します。

10.「次」をクリックします。
11. ステップ 2で、ステップ 8とステップ 9を繰り返して、割当の宛先の交差の各メ
ンバーを選択します。

12.「次」をクリックします。
割当ルール要約が表示されます。
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13. 選択内容を確認します。
14.「ルール名」に、ソースと同じ割当ルールの名前を入力します。割当ルール名には 80文
字まで入力できます。

15.「完了」をクリックします。
「ルール名」に表示されていたルール名が、「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスの
「使用可能なルール」のリストに追加されます。

割当ルールの変更
宛先ステージ、選択されたディメンション・メンバー、フィルタ・セット、および既存の割
当ルールのルール名、ルールの説明および検索タグを変更できます。
割当ルールを変更するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択します。
「割当」画面が表示されます。

2. 選択したモデルの POVおよびレイヤーを選択し、「実行」  をクリックします。
3. 「ステージ」で、変更する割当ルールのステージを選択します。
ステージのディメンションおよびメンバーが表示されます。

4. 「ソース」で、割当ルールのソースの交差を構成するメンバーを選択します。
関連付けられているドライバが適切な「ドライバ」列に表示されます。「宛先」列のアイ
コンがアクティブになります。
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5. 「宛先」で、「割当ルール管理を開く」  をクリックします。
「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 変更するルールを選択して、「変更」  をクリックします。
「ルールの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。

ノート:

必要に応じて、フィルタを変更します。フィルタの使用を参照してくだ
さい。

7. 「ルールの編集」ダイアログ・ボックスにある各「ステップ」の「選択」で、必要
に応じて、矢印キーを使用してメンバーの追加や削除を行い、ルール交差に選択さ
れたディメンション・メンバーを変更し、「次へ」をクリックします。
すべてのディメンションの変更が完了したら、ルールの編集要約が表示されます。

8. ルールの編集要約で、選択内容を確認します。
9. オプション: 「ルール名」で、割当ルールに異なる名前を入力します。ルール名
は、80文字まで入力できます。

10. 適切なオプションを選択し、ルールを保存します:

• 変更したルールを元のルール名で保存する場合は、「保存」をクリックします。
• 別のルール名で新しいルールを作成する場合は、「名前を付けて保存」をクリ
ックします。

11.「完了」をクリックします。
変更したルールが「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスの「使用可能なルー
ル」リストに表示されます。

割当ルールの削除
割当ルールを削除するには:

1. 削除する割当ルールを他のユーザーが必要としていないことを確認します。
2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択しま
す。
「割当」画面が表示されます。

3. 選択したモデルの POVおよびレイヤーを選択し、「実行」  をクリックします。
4. 「ステージ」で、削除する割当ルールのステージを選択します。
ステージのディメンションおよびメンバーが表示されます。

5. 「ソース」で、割当ルールのソースの交差を構成するメンバーを選択します。
関連付けられているドライバが適切な「ドライバ」列に表示されます。「宛先」列
のアイコンがアクティブになります。

6. 「宛先」で、ルール管理  をクリックします。
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「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスが表示されます。
7. 「使用可能なルール」で、削除するルールを選択し、「削除」  をクリックします。
削除を確認するメッセージが表示されます。

注意:

ルールとルール選択が削除されるため、割当ルールを削除すると、モデル・デ
ータの計算に影響があります。

8. 「はい」をクリックします。
ルールが「使用可能なルール」リストから削除されます。

9. 「OK」をクリックします。
既存の割当ルールの適用

割当ルールを適用するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択します。
「割当」画面が表示されます。

2. 選択したモデルの POVおよびレイヤーを選択し、「実行」  をクリックします。
3. 「ステージ」で、割当ルールを適用するステージを選択します。
ステージのディメンションおよびメンバーが表示されます。

4. 「ソース」で、割当ルールを適用するソースに対して、交差を作成するメンバーを選択し
ます。
関連付けられているドライバが適切な「ドライバ」列に表示されます。「宛先」列のアイ
コンがアクティブになります。

5. 「宛先」で、ルール管理  をクリックします。
「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「使用可能なルール」で、この交差に適用する割当ルールを選択します。
7. 「追加」  をクリックして、選択した割当ルールを「適用済ルール」に移動し、「OK」
をクリックします。
割当ルールが、選択した割当に適用されます。

既存の「ソースと同じ」割当ルールの適用
「ソースと同じ」割当ルールを適用するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択します。
「割当」画面が表示されます。

2. 選択したモデルの POVおよびレイヤーを選択し、「実行」  をクリックします。
3. 「ステージ」で、割当ルールを適用するステージを選択します。
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ステージのディメンションおよびメンバーが表示されます。
4. 「ソース」で、割当ルールを適用するソースに対して、交差を作成する各ディメン
ションのメンバーを選択します。

5. 「宛先」で、「割当ルール管理」  をクリックします。
「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「使用可能なルール」で、「ソースと同じ」オプションを使用して、この交差に適用
する割当ルールを選択し、「OK」をクリックします。

7. 「追加」  をクリックして、選択した割当ルールを「適用済ルール」に移動し、
「OK」をクリックします。割当ルールが、選択した交差に適用されます。
計算スクリプトが生成されると、選択したソース・メンバーおよびディメンショ
ン・メンバーが挿入され、正しい配賦結果が生成されます。

既存割当ルールの選択の削除
割当ルールの選択を削除するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当」の順に選択しま
す。
「割当」画面が表示されます。

2. 選択したモデルの POVおよびレイヤーを選択し、「実行」  をクリックします。
3. 「ステージ」で、削除する割当ルールを含むステージを選択します。
ステージのディメンションおよびメンバーが表示されます。

4. 「ソース」で、削除する割当ルールのソースに対する交差を作成するメンバーを選
択します。
関連付けられているドライバが適切な「ドライバ」列に表示されます。「宛先」列
のアイコンがアクティブになります。

5. 「宛先」で、「割当ルール管理」  をクリックします。
「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「適用済ルール」で、この割当から削除する割当ルールを選択します。
7. 選択した割当ルールを「使用可能なルール」に移動する場合は、「削除」 、「OK」
の順にクリックします。
割当ルールが、選択した割当から削除されます。

「割当ルールの定義」画面の使用
「タスク領域」ペインから使用可能な「割当ルールの定義」画面では、割当ルールの作
成と管理を行えるほか、割当ルールの完全なリストを 1つの場所に簡単に表示できま
す。たたし、このオプションでは、ルールをソースに適用できません。
「割当ルールの定義」画面には、割当ルールの名前と説明、および宛先ステージが表示
されます。関連付けられた検索タグが一覧表示され、割当ルールを作成または変更し
たユーザーの IDが示されます。割当ルールが割当ルール・ウィザードと「割当ルール
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の定義」画面のいずれで作成されたかにかかわらず、すべての割当ルールを使用できます。
次の手順を使用します:

• 割当ルール定義の作成
• 「ソースと同じ」割当ルール定義の作成
• 割当ルール定義の変更
• 割当ルール定義の削除

割当ルール定義の作成
割当ルール定義を作成するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当ルールの定義」の順に選
択します。
「割当ルールの定義」画面が表示されます。この画面には、割当ルールの名前と説明、お
よび宛先ステージが表示されます。関連付けられた検索タグが一覧表示され、割当ルール
を作成または変更したユーザーの IDが示されます。
 

 

2. 「追加」  をクリックします
割当ルール・ウィザードが表示されます。
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3. ステップ 1では、「ブラウザ」の下で、割当ルールに交差の最初のメンバーを選択
します。

4. 「追加」  をクリックして、選択したメンバーを「選択」に移動し、「次へ」を
クリックします。

5. ステップ 2の「ブラウザ」の下で、割当の宛先として交差の 2番目のメンバーを
選択します。

6. 「追加」  をクリックして、選択したメンバーを「選択」に移動し、「次へ」を
クリックします。必要に応じて、その他のディメンションに対してこのステップを
繰り返します。
交差のすべてのメンバーを選択すると、宛先選択の要約が表示されます。
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7. オプション: 選択済の、レベル 0でないディメンション・メンバーのリストをフィルタ処
理します。
UDAつまり属性パラメータについてフィルタに値を入力するとき、文字列全体を入力し
ます。ルールの名前フィルタでは、アスタリスク(*)や疑問符(?)などのワイルドカード記
号がサポートされます。たとえば、"B*"と入力すると、文字"B"で始まる名前または別名
を持つメンバーがフィルタされます。"*B"は、フィルタがワイルドカードで始まることを
意味しますが、これは許可されていないため使用できません。
フィルタの使用を参照してください。

ノート:

割当ルールの場合、フィルタの作成中にどちらのモード(「別名の表示」または
「名前の表示」)が選択されていても、名前によるフィルタ基準がメンバー名と別
名の両方に適用されます。

8. 新しいルールについて次の情報を入力します:

• ルール名 - ルール名には、80文字まで入力できます。
• 検索タグ - 検索タグには、80文字まで入力できます。
• ルールの説明

9. 「終了」をクリックします。
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「ルール名」に表示されていたルール名が、「割当ルール管理」ダイアログ・ボック
スの「使用可能なルール」のリストに追加されます。

10. 選択が正しいかどうかを確認します。
11.「ルール名」に、割当ルールの名前を入力します。ルール名は、80文字まで入力で
きます。

12.「完了」をクリックします。
「ルール名」に表示されていたルール名が、「割当ルール管理」ダイアログ・ボック
スの「使用可能なルール」のリストに追加されます。

「ソースと同じ」割当ルール定義の作成
「ソースと同じ」割当ルールを定義する場合は、割当ルールを作成し、1つ、複数また
はすべての宛先ステージ・ディメンションのメンバー選択でワイルド・カードを使用
できるようにします。「ルール選択」を使用してこのルールが選択されると、「ソース
と同じ」とマークされているディメンションでは、宛先ステージ・ディメンションお
よびソース・ステージ・ディメンションの両方で同じメンバーが使用されます。

ノート:

ルール内で「ソースと同じ」メンバーの選択で使用されているレベル 0のメ
ンバーは、ソース・ステージ・ディメンションおよび宛先ステージ・ディメ
ンションの両方の中で、レベル 0のメンバーとして存在している必要があり
ます。

「ソースと同じ」設定を含むルールは、ワイルドカードとして機能し、ルールを選択す
るたびに、新しい宛先として選択したディメンションの各メンバーを検索します。
計算スクリプトが生成されると、選択したソースがルールに挿入され、適切な配賦が
作成されます。
「ソースと同じ」割当ルール定義を作成するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当ルールの定義」の
順に選択します。
「割当ルールの定義」画面が表示されます。

2. 「追加」  をクリックします
割当ルール・ウィザードが表示されます。
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3. 「ブラウザ」の下で、交差の最初のメンバーを選択します。
4. 「ブラウザ」の上にある「ソースと同じ」をクリックします。
画面の「選択」列が変わり、「ソースと同じ」ドロップダウン・リストが表示されます。
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5. 「選択」の下で、割当ルールのソースとして使用するディメンションを選択し、「次」
をクリックします。
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6. 「完了」をクリックします。
「ルール名」に表示されていたルール名が、「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスの
「使用可能なルール」のリストに追加されます。

7. 「追加」  をクリックして、選択したメンバーを「選択」に移動し、「次へ」をクリッ
クします。

8. ステップ 2の「ブラウザ」の下で、割当の宛先として交差の 2番目のメンバーを選択し
ます。

9. 「追加」  をクリックして、選択したメンバーを「選択」に移動し、「次」をクリック
します。必要に応じて、その他のディメンションに対してこのステップを繰り返します。
交差のすべてのメンバーを選択すると、宛先選択の要約が表示されます。
 

 

10. 新しいルールについて次の情報を入力します:

• ルール名。ルール名には、80文字まで入力できます。
• 検索タグ。検索タグには、80文字まで入力できます。
• ルールの説明

11.「終了」をクリックします。
「ルール名」に表示されていたルール名が、「割当ルール管理」ダイアログ・ボックスの
「使用可能なルール」のリストに追加されます。
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割当ルール定義の変更
任意の割当ルール定義を変更できます。
変更した割当ルール定義をオリジナルとして保存することも、名前を変更して新しい
割当ルール定義を作成することもできます。
割当ルール定義を変更するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当ルールの定義」の
順に選択します。
「割当ルールの定義」画面が表示されます。

2. 変更する割当ルールを選択します。
3. 「選択した割当ルールの編集」をクリックします。
割当ルール・ウィザードが表示されます。

4. オプション: ステップ 1では、「ブラウザ」の下で「追加」矢印または「削除」矢
印を使用して、該当するメンバーを「選択」列の下に移動し、「次」をクリックし
ます。

5. オプション: ステップ 2の「ブラウザ」の下で「追加」矢印または「削除」矢印を
使用して、該当するメンバーを「選択」列の下に移動し、「次」をクリックします。
必要に応じて、その他のディメンションに対してこのステップを繰り返します。交
差のすべてのメンバーを選択すると、宛先選択の要約が表示されます。
 

 

6. 割当ルールに対する変更を確認します。
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7. オプション: 既存の割当ルールへの変更を同じルール名で保存する場合は、「保存」をクリ
ックして、既存のルール名の検索タグとルールの説明を入力し、「終了」をクリックしま
す。
変更した割当ルールが保存されます。

8. オプション: 割当ルールを新しい割当ルールとして保存する場合は、「名前を付けて保存」
をクリックして、新しいルール名、検索タグおよびルールの説明を入力し、「終了」をク
リックします。
新しい割当ルールが選択したディメンションに新しいルール名で保存されます。with the
selected dimensions under the new rule name.

割当ルール定義の削除
割当ルールを削除するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「割当ルールの定義」の順に選
択します。
「割当ルールの定義」画面が表示されます。

2. 削除する割当ルールを選択します。
3. 「割当ルールの削除」  をクリックします。
削除確認メッセージが表示されます。

4. 「はい」をクリックします。
選択した割当ルール定義が「割当ルールの定義」リストから削除されます。

データの入力ウィンドウの使用
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementのデータの入力ウィンドウを使用してデ
ータを追加、編集および確認します。
事前に定義されたいくつかのビューが用意された標準データ入力ビューは、アプリケーショ
ンをデプロイメントすると使用できるようになります。また、メジャーのセット(メジャー・
ディメンションのメンバー)を含むカスタマイズした編集ビューを作成してデータを見やすく
できます。この方法は頻繁に更新する必要のあるデータのセットがある場合に便利です。
様々なタイプのデータ入力ビューを作成できます:

• 標準データ入力ビューは、アプリケーションのデプロイメント後に使用でき、事前に定義
されたビューが提供されます。標準データ入力ビューを参照してください。

• ユーザー定義のカスタム・データ入力ビューの定義は、Profitability and Cost Management
スキーマに格納されます。ビューはアプリケーションごとに定義され、すべてのユーザー
間で共有されます。この機能は名前付きビューにのみ適用されます。

• アドホック・ビューはユーザー・プリファレンスに格納され、ユーザー間で共有されるこ
とはありません。これらのビューは、ユーザーがメジャーを選択し、「保存」ではなく「適
用」をクリックすると作成されます。

データを手動で管理する方法については、次の項を参照してください:

• 標準データ入力ビュー
• カスタム編集ビューの作成
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• ステージ・データの編集
• データの手動編集
• ドライバ・データの編集
• 編集ビューの削除

標準データ入力ビュー
Profitabilityアプリケーション・コンソールから Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementにアプリケーションをデプロイすると、標準データ入力ビューが作成さ
れます。これらのビューを使用して、費用の賃借一致、ドライバ統計と費用統計、お
よびステージ内割当詳細のデータの詳細を迅速かつ簡単に評価できます。
標準データ入力ビューでは、関連するメジャーの選択が「データの入力」画面に表示
されます。必要な場合は、標準データ入力ビューを必要に応じて変更して、結果を自
分の組織向けにカスタマイズできます。
「データの入力」画面の「使用可能なビュー」から標準データ入力ビューを選択する
と、次の表に示すように、画面はそのビューの関連メジャーを反映するように変わり
ます:

表 A-10 標準データ入力ビュー

データ入力ビュー 関連付けられたメジャー
費用の賃借一致 • UnassignedCost

• CostInput
• CostReceived
• NetCostForAssignment
• Cost Assigned
• IdleCost
• OverDrivenCost

ドライバ統計 • CostPerDriverUnit
• TotalDriverValue
• OverRideTotalDriverValue
• IdleDriverValue

費用統計 • NetCostForAssignment
• UnitCost
• Quantity

ステージ内費用
このビューは、モデルが
ステージ内割当をサポ
ートするステージを持
たない場合でも使用で
きます。

• CostInput
• CostReceivedPriorStage
• CostReceivedIntraStage
• NetReciprocalCost
• NetCostForAssignment
• CostAssignedIntraStage
• NetCostAfterIntraStage

標準データ入力ビューを表示するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「データの入力」の順に
選択します。

2. 「データの入力」画面で必要な POVを選択し、「実行」  をクリックします。
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3. 「ステージ・データ」タブの「ステージ」で、ソース・ステージを選択します。
4. 「使用可能なビュー」で、標準データ入力ビューを選択します。
選択したデータ入力ビューの関連付けられたメジャーが、「データの入力」画面に表示さ
れます。
 

 

5. オプション: 関連付けられたメジャーを追加または削除して、選択した標準データ入力ビ
ューを自分の組織に合せてカスタマイズします。カスタム編集ビューの作成を参照して
ください

カスタム編集ビューの作成
編集ビューを使用すると、シナリオの実行や最新情報の取得で頻繁に変更するデータを簡単
に編集できます。保存済のビューは「使用可能なビュー」リストから選択できます。
編集ビューを作成するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「データの入力」の順に選択し
ます。
「データの入力」画面が表示されます。
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2. 変更するデータの POVを選択し、「実行」  をクリックします。
3. 「ステージ」の下でソース・ステージを選択します。
4. 「ステージ・データ」タブで、「ビューの管理」  をクリックします。
「ビューの管理」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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5. 「追加」  をクリックします。
 

 

6. 「ビューの作成」ダイアログ・ボックスで、新規ビューの名前を入力し、「OK」をクリッ
クします。

7. 「メジャー」の下で、ビューで使用する 1つまたは複数のメジャーを選択して、「追加」
 をクリックすることでメジャーを「選択」リストに移動します。

8. 次のいずれかのアクションを行います:

• 1回のみ使用する編集ビューを一時的に保存する場合は、「適用」をクリックします。
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• 繰り返し使用する編集ビューを保存する場合は、「OK」をクリックします。
新規編集ビューの名前が「使用可能なビュー」リストに追加されます。

データの手動編集
一部のインスタンスでは、データを変更してエントリを修正、または値を変更する必
要があります。データの入力・ウィンドウを使用してデータにアクセスし、手動で変
更してください。
データを手動で変更するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「データの入力」の順に
選択します。
「データの入力」画面が表示されます。

2. 変更するセルを含むタブを選択します:

• ステージ・データ
• ドライバ・データ

3. ステージ・データの編集に説明されているようにデータを編集します。

ステージ・データの編集
「データの入力: ステージ・データ」画面から、新規データの手動での追加、またはイ
ンポートされたデータの編集が可能です。
データを編集するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「データの入力」の順に
選択します。
「データの入力」画面が表示されます。

2. 変更するデータの POVとレイヤーを選択し、「実行」  をクリックします。
3. 「ステージ・データ」タブの「ソース」の下で、ステージを選択します。
4. オプション: 「使用可能なビュー」リストから保存済のビューを選択できます。
選択したビューに対するすべてのメジャーが表示されます; ただし、親メジャーは
変更できません。

5. 「ステージ・データ」タブで、変更する交差値を作成するメンバーを選択します。
6. 交差セルをダブルクリックしてデータを編集します。
7. 「保存」  をクリックして、変更を保存します。

ドライバ・データの編集
「ドライバ・データ」タブには、ソース・ステージと宛先ステージのディメンションが
表示されます。選択したソースのメンバー交差について、割り当てられた宛先メンバ
ーとドライバ・メジャーがこのタブに表示されます。
ドライバ・メジャーのドライバ式の定義に割当の場所が含まれている場合、このドラ
イバのデータはソース・メンバーと宛先メンバーで形成される交差に保管されます。
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交差には複数のステージからのディメンションが含まれるため、「ステージ・データ」タブで
この交差を表示することはできません。
ドライバ・データを編集するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「データの入力」の順に選択し
ます。

2. POVを選択し、「実行」  をクリックします。
「データの入力」画面が表示されます。

3. 「ドライバ・データ」タブを選択し、レイヤーを選択します。
4. 「ソース」で、変更するソース交差のモデル・ステージおよびディメンション・メンバー
を選択します。
選択した割当のドライバ・メジャーがすべて表示されます: 「ソース」ペインにソース・
ドライバ・メジャーが、「宛先」ペインに宛先ドライバ・メジャーおよび割当ドライバ・
メジャーが表示されます。

5. オプション: 表示する宛先交差を選択する場合は、「宛先」で「メンバー・セレクタ」 
をクリックし、次のいずれかのオプションを選択します:

• 空の表示
• すべて表示
• 通常の割当の表示
• 割当ルールの表示

6. ドライバ・メジャー・フィールドをダブルクリックし、新しい値をセルに入力します。
7. 「保存」  をクリックして、変更を保存します。

編集ビューの削除
編集ビューを削除できます。
編集ビューを削除するには:

1. 他のユーザーが同じ編集ビューを必要としていないことを確認してください。
2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「データの入力」の順に選択し
ます。

3. POVを選択し、「実行」  をクリックします。
「データの入力」画面が表示されます。

4. 「ステージ・データ」タブで、「ビューの管理」  をクリックします。
「ビューの管理」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「ビュー名」ドロップダウンから、削除する編集ビューを選択し、「削除」  をクリッ
クします。
確認メッセージが表示されます。

6. 「はい」をクリックします。
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編集ビューは削除され、「使用可能なビュー」リストには表示されなくなります。

配賦のトレース
「配賦のトレース」機能を使用することで、モデル内の資金のフローを開始から終了ま
で視覚的に確認できます。
任意の選択されたメンバー交差から、財務モデル内の任意の位置に移動できます:

• 交差の値に影響するソース・メンバーと、各メンバーが影響を及ぼす値を表示する
には戻ります。

• 交差の値が配賦された宛先メンバーと、各メンバーに配賦されている値を表示する
には進みます。

すべての関連する割当が表示されます。表示する情報をカスタマイズできます。トレ
ース配賦イメージを別の場所にエクスポートし、必要に応じて表示または印刷するこ
ともできます。
データが自動的に集約されるため、デフォルトでは、計算は計算用データベースを使
用して実行されます。
配賦をトレースする手順については、次の項を参照してください:

• 配賦の詳細のトレース
• 配賦フローのトレース
• 相互配賦
• トレース配賦イメージのエクスポート

配賦の詳細のトレース
「配賦の詳細」により、ソース交差から直接に最終の宛先への配賦か、宛先交差からソ
ースへの配賦を、順を追って確認できます。開始ポイントにコントリビューション、
または開始ポイントから値を取得する交差に、ステージおよび関連付けられているメ
ンバーが表示されます。
 

 
直接配賦データは、フローの各ステップのパーセンテージを次の式で計算するために
使用します:
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• 順方向へドリルする場合:

% = ASSG CostReceivedPrior(orIntra)Stage / SRC NetCostForAssignment
• 逆方向へドリルする場合:

% = ASSG CostReceivedPrior(orIntra)Stage / DEST NetCostForAssignment
ステージごとに、その次の交差にコントリビューションする各配賦のパーセンテージが高い
順に表示されます。次の条件が存在する場合、ステージについて表示されるこのパーセンテ
ージは 100%にはなりません:

• 交差にアイドル費用が存在する場合。
• 上流(ソースに戻る方向)にドリルするとき、宛先に入力済費用が存在する場合。
配賦の詳細をトレースするには:

1. 配賦スクリプトがすべて実行されていることを確認します。
直接配賦データの計算を参照してください。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「配賦のトレース」の順に選択
します。
「トレーサビリティ」画面が表示されます。

3. POVを選択し、「実行」  をクリックします。
4. レイヤーを選択します。
5. 「開始ポイント」で、「プリファレンス」を選択して、トレースする情報のプリファレンス
を選択します:

• 実行するトレースのタイプを選択します:

– 「配賦の詳細」は、ソース交差から直接に最終の宛先への配賦を、順を追って確認
します

– 「配賦フロー」は、選択した交差に対して、直接割当ではなく、間接的な関係を持
つソースと宛先の交差を表示します。

• マップの表示モードを選択します:

– 表示別名
– 表示名

ノート:

「別名を表示」が選択されていて、別名が設定されていない場合、表示
名は大かっこ([ ])で囲んで表示されます。

6. ディメンションごとにセレクタ  をクリックして、トレースを開始する交差を指定す
るメンバーを選択します。

ノート:

配賦を表示するには、最下位のメンバーを選択する必要があります。
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7. 「割当の詳細」を選択します。
8. 「トレース」  をクリックして、財務フローのマッピングを開始します。
選択した交差が画面に表示されます。ステージの名前、および交差の各ディメンシ
ョンで選択したメンバーが表示されます。選択した交差の開始ポイントの「プロパ
ティ」が画面の下部に表示されます。
 

 

ノート:

フロー・ダイアグラム全体をドラッグして、さらに見やすい位置に移動
できます。モデル・ステージ内のディメンション数によっては、タスク・
バーの右端にある「トレース」ボタンが見えるよう、ウィンドウを大き
くするかスクロールする必要があります。

9. オプション: 交差ヘッダーで、「配賦のトレース」コンテキスト・メニュー  を
選択し、選択した交差を展開する際に表示する最大ノード数(3、5、10または 20)
を選択します。この選択は、任意の交差で繰返し行うことができます。

10. 交差をクリックし、ソース・ノードを強調表示します。

ノート:

展開ノード  は、交差の選択後に初めて交差に表示されます。

11.「プロパティ」で、選択した交差に関連する「ソースの詳細」を確認します。
ソースについて、次の情報が表示されます:

• ソースでは、開始ポイントに選択したディメンション・メンバーがすべて表示
されます。

• 割当の正味費用
• アイドル費用(存在する場合。)
• 割当済費用
• ドライバ値の合計
• オーバードライブ(存在する場合)

• StandardCostRate (存在する場合)
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12. 表示する次の交差を選択し、「展開」  をクリックして、選択した交差への配賦または
選択した交差からの配賦を表示します。上流または下流に移動するには、交差のいずれか
の側でノードを展開します。
開始ポイントにコントリビューション、または開始ポイントから値を取得する交差に、ス
テージおよび関連付けられているメンバーが表示されます。各配賦のパーセンテージが
高い順に表示されます。
次の条件が存在する場合、ステージについて表示されるこのパーセンテージは 100%には
なりません:

• 交差にアイドル費用が存在する場合。
• 上流(ソースに戻る方向)にドリルするとき、宛先に入力済費用が存在する場合。
 

 

13. ステージ・ヘッダーをダブルクリックし、配賦に含まれている交差を展開して表示しま
す。ソース交差および宛先交差は強調表示されます。

14. 任意の交差をクリックすると、その詳細が「プロパティ」ペインに表示されます。このペ
インは、画面の下部に表示されます。
次の詳細が表示されます:

• 「ソースの詳細」の下:

– 「ソース」には、値の提供元となった交差に含まれるディメンション・メンバーが
表示されます

– 割当の正味費用
– アイドル費用(存在する場合)

– 割当済費用
– ドライバ値の合計
– オーバードライブ(存在する場合)

– 標準レート(存在する場合)
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• 「配賦の詳細」の下:

– 配賦の金額
– ドライバ名
– ドライバ値

• 「宛先の詳細」の下:

– 「宛先」には、値の配賦先である交差に含まれるディメンション・メンバー
が表示されます

– 受取り済費用
– 入力済費用
– 割当の正味費用

15. 必要に応じて、モデル全体に対するフローを実行します:

• 「展開」  を使用し、モデル全体に対する直接配賦を確認します
• 「縮小」  を使用し、交差のリストを閉じます。

配賦フローのトレース
「配賦フロー」に、直接割当ではなく間接的な関係を持つソース交差および宛先交差が
表示されます。たとえば、ステージ 1の値がステージ 3に中間ステップなしで配賦さ
れる場合があります。それぞれの配賦のフローをたどることで、ソースからの提供デ
ータを各ステップで確認して、最初のソースまたは最終的な宛先への配賦の影響を理
解できるようになります。
 

 
直接配賦データは、フローの各ステップのパーセンテージを次の式で計算するために
使用します:

• 順方向へドリルする場合:

%= (ASSG CostReceivedPrior(orIntra)Stage / SRC NetCostForAsignment) *
SRC %
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• 逆方向へドリルする場合:

% = (ASSG CostReceivedPrior(orIntra)Stage / DEST NetCostForAssignment) *
DEST %

ステージごとに、その次の交差にコントリビューションする各配賦のパーセンテージが高い
順に表示されます。交差にアイドル費用が存在する場合、ステージについて表示されるこの
パーセンテージは 100%にはなりません。
配賦フローをトレースするには:

1. 配賦スクリプトがすべて実行されていることを確認します。直接配賦データの計算を参
照してください。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「配賦の管理」、「配賦のトレース」の順に選択
します。
「トレーサビリティ」画面が表示されます。

3. 「POV」および「レイヤー」を選択し、「実行」  をクリックします。
4. 「開始ポイント」で、「プリファレンス」を選択して、トレースする情報のプリファレンス
を選択します:

• 「配賦フロー」を選択し、選択した交差に対して、直接割当ではなく、間接的な関係
を持つソースと宛先の交差を表示します。

• マップの表示モードを選択します:

– 表示別名
– 表示名

ノート:

「別名を表示」が選択されていて、別名が設定されていない場合、表示
名は大かっこで囲んで表示されます。

5. 「開始ポイント」で、表示する「ステージ」を選択します。
6. ディメンションごとにセレクタ  をクリックして、トレースを開始する交差のメンバ
ーを選択します。配賦を表示するには、最下位のメンバーを選択する必要があります。
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7. 「トレース」  をクリックして、財務フローのマッピングを開始します。

ノート:

モデル・ステージ内のディメンション数によっては、タスク・バーの右
端にある「トレース」ボタンが見えるよう、ウィンドウを引き伸ばす必
要があります。

選択した交差が画面に表示されます。ステージの名前、および交差の各ディメンシ
ョンで選択したメンバーが表示されます。開始ポイントの「プロパティ」が画面の
下部に表示されます。
 

 

8. オプション: 交差ヘッダーで、「配賦のトレース」コンテキスト・メニュー  を
選択し、選択した交差を展開する際に表示する最大ノード数(3、5、10または 20)
を選択します。この選択は、任意の交差で繰返し行うことができます。

9. 交差をクリックし、ソース・ノードを強調表示します。
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ノート:

「展開」  は、交差の選択後に初めて交差に表示されます。

10.「プロパティ」で、選択した交差に関連する「ソースの詳細」を確認します。
• ソースでは、開始ポイントに選択したディメンション・メンバーがすべて表示されま
す。

• 割当の正味費用
• アイドル費用(存在する場合。)
• 開始ポイントへの割当済費用。
• ドライバ値の合計
• オーバードライブ(存在する場合)

• 標準レート(存在する場合)

11. 次の交差を強調表示し、「展開」  をクリックして、選択した交差への配賦または選択
した交差からの配賦を表示します。上流または下流に移動するには、交差のいずれかの側
でノードを展開します。
開始ポイントにコントリビューション、または開始ポイントから値を取得する交差に、ス
テージおよび関連付けられているメンバーが表示されます。各配賦のパーセンテージが
高い順に表示されます。交差にアイドル費用が存在する場合、ステージの合計パーセンテ
ージは 100%にはなりません。

ノート:

フロー・ダイアグラム全体をドラッグして、さらに見やすい位置に移動できま
す。モデル・ステージ内のディメンション数によっては、タスク・バーの右端
にある「トレース」ボタンが見えるよう、ウィンドウを大きくするかスクロー
ルする必要があります。

12. ステージ・ヘッダーをダブルクリックし、配賦に含まれている交差を展開して表示しま
す。ソース交差および宛先交差は強調表示されます。

13. 交差をダブルクリックし、その詳細を「プロパティ」ペインで表示します。
次の詳細が表示されます:

• 「ソースの詳細」の下:

– 「ソース」には、値の提供元となった交差に含まれるディメンション・メンバーが
表示されます

– 割当の正味費用
– アイドル費用(存在する場合)

– 割当済費用
– ドライバ値の合計
– オーバードライブ(存在する場合)
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– 標準レート(存在する場合)

• 「配賦の詳細」の下:

– 配賦の金額
– ドライバ名
– ドライバ値

• 「宛先の詳細」の下:

– 「宛先」には、値の配賦先である交差に含まれるディメンション・メンバー
が表示されます

– 受取り済費用
– 入力済費用
– 割当の正味費用

14. オプション: 「展開」  をクリックすると、モデル全体の配賦を確認できます。

相互配賦
相互配賦の正味相互費用が「配賦のトレース」画面で計算および表示されます。
正味相互費用は、ReciprocalCostReceivedと ReciprocalCostAssignedの差異として
計算されます。選択した交差の計算済パーセンテージも表示されます。
モデル内の相互配賦の交差および値は、Oracle Essbase内の次の費用レイヤー割当メ
ジャーの下に表示されます:

• ReciprocalCostAssigned
• ReciprocalCostReceived
計算済の金額およびパーセンテージは、マイナス値として表示される場合があります。
これは、相互配賦の他の部分に割り当て返される交差の金額または計算済パーセンテ
ージを示しています。
デフォルトで、「配賦のトレース」画面での相互配賦は、交差の各リストの最後に表示
されます。
例: 相互配賦
次の配賦フローのダイアグラムでは、Information Technology(情報技術部)の Desktop
Maintenance(デスクトップ・メンテナンス)の交差が、Human Resources(人事部)の
Compensation and Benefits Admin(報酬および福利厚生の管理)との間で相互配賦を持
っています。
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各交差の正味相互費用は、次のように計算されます:

• 「Information Technology」の「Desktop Maintenance」 - 正味相互費用は 216.24で、
「Human Resources」の「Compensation & Benefits Admin」の 4.74%を占めます。

• 「Human Resources」の「Compensation and Benefits Admin」 - 正味相互費用
は-216.24で、「Information Technology」の「Desktop Maintenance」の-0.20%を占めま
す。

「Human Resources」の「Compensation and Benefits Admin」のマイナス(-)値は、「Information
Technology」の「Desktop Maintenance」に配賦し戻される金額を示します。

トレース配賦イメージのエクスポート
トレース配賦ダイアグラムを生成したら、イメージを別の場所にエクスポートして、印刷ま
たは表示することができます。
トレース配賦イメージをエクスポートするには:

1. 次の項の説明に従って、トレーサビリティ・ダイアグラムを生成します:

• 配賦の詳細のトレース
• 配賦フローのトレース
• 相互配賦

2. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceのメイン・メニューか
ら「配賦」、「トレーサビリティのエクスポート」([Ctrl]+[Shift]+[E])の順に選択します。
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トレーサビリティ・ダイアグラムが表示された新しいブラウザが開きます。ダイア
グラムは、.pngイメージとしてエクスポートされます。

3. イメージを右クリックし、ピクチャに名前を付けて保存を選択します。
4. ダイアグラムの表示または印刷を可能にする新しい場所に、トレーサビリティ・ダ
イアグラムを.pngイメージとして保存します。

注意:

画像形式のファイル拡張子を.pngから変更しないでください。変更する
と、画像が破損します。

標準 Profitabilityモデルの検証
次も参照:

• 検証について
モデルはライフ・サイクルを通じて何回か検証する必要があります

• モデル構造検証ルール
モデルは、データを追加する前に、一連のモデル検証ルールと照合して、構造が健
全であることが確認されます。

• 未割当値
モデルに含まれる費用と収益は特定のアクティビティまたは勘定科目に割り当て
る必要があります; ただし、一部の費用または収益をモデルの任意のステージで未
割当として残すことができます。

• アイドル能力
フル容量とは、すべてのモデル・リソースがタスクまたは割当を実行するために完
全に使用されている状態を意味します。

• オーバードライブ費用および収益
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、費用の移動先を制御する
割当の組合せと、移動する額を決定するドライバを使用して、ソースから宛先へ費
用または収益を移動します。

• モデル構造の検証
モデル構造を一度に 1ステージずつ検証して、すべての必須モデリング・ルールが
適用されていることを確認する必要があります。

• ステージの貸借一致レポートの生成
モデルを計算後、標準「ステージの貸借一致」レポートを使用して、未割当の費用
を計上するため、割り当てられている値と入力値の貸借を一致させることで、実績
を検証します。

• ドライバ・データ・レポートの生成
データ・ドライバ・レポートは、モデルに入力されたドライバ・データのドキュメ
ント作成、確認および更新を行います。
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検証について
モデルはライフ・サイクルを通じて何回か検証する必要があります
• モデルを構築後、モデル検証を実行し、モデルの構造がモデリング・ルールに準拠してい
ることを確認します。

• データを追加後、選択されているドライバに対してドライバ・データ・レポートを生成
し、計算に必要なすべてのデータが存在することを確認します。

• モデルの計算後、ステージの貸借一致レポートを生成し、モデル・ステージのすべての貸
方記入と借方記入が一致することを確認します。

構造検証画面に表示される読取り専用のタブでは、未使用のドライバ、および関連するソー
スまたは宛先が欠落している割当がハイライトされます。モデル内の任意のステージに対し
て、ステージ内割当および相互割当のリストを表示することもできます。モデル構造の検証
サイクル中にエラーが発生した場合は、モデルの構築または計算を続行する前に、修正する
必要があります。
モデルに対して適切な検証を実行するには、次の各項を参照してください:

• モデル構造検証ルール
• 未割当値
• アイドル能力
• モデル構造の検証
• ステージの貸借一致レポートの生成
• ドライバ・データ・レポートの生成

モデル構造検証ルール
モデルは、データを追加する前に、一連のモデル検証ルールと照合して、構造が健全である
ことが確認されます。
構造検証では次の条件が満たされているかどうかがチェックされます:

• ソース・メンバーに対する宛先の割当にそれぞれドライバがあります
• 受信の割当が送信の割当に関連付けられています
• 未使用のドライバがありません。
• 相互割当が正常に動作すること。
• ステージ内割当が正常に動作します。
• 割当ルールは正しいです。
モデルを計算するには、構造エラーをすべて解決する必要があります。構造エラーをすべて
修正し、ステージを送信して再度検証します。エラーの修正および再検証を何度か行う必要
がある場合もあります。唯一の例外は、未使用のドライバがありませんという警告で、モデ
ル内の未使用のドライバを使用して正常に計算を実行できる場合にも発生する可能性があり
ます。
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ヒント:

状況によっては、あるエラーを修正した結果、別の問題が発生することがあ
ります。このため、修正を行うたびにモデル・ステージを再検証すると有効
です。

未割当値
モデルに含まれる費用と収益は特定のアクティビティまたは勘定科目に割り当てる必
要があります; ただし、一部の費用または収益をモデルの任意のステージで未割当とし
て残すことができます。
これらの値は未割当の費用または収益として報告されます。
未割当値には次の 2つのタイプがあります:

• ノードに配賦されているが、フロー内で続いて次に提供されない費用または収益。
例 1 - フロー停止を参照してください。

• 残余価額を含むノードから配賦された費用または収益。例 2 - 残余価額を参照し
てください。

モデルの作成方法によっては、これらの未割当値を想定および許容することもできま
すが、そうしない場合は、配賦のエラーが発生し、修正する必要が生じます。

ヒント:

特定の費用または収益がモデル・フローの最後に到達する前に論理上停止す
る場合は、ディメンション階層の特定領域を、未割当値を許容するように作
成することをお薦めします。このモデリング手法を使用することにより、モ
デルの検証時に、想定内の未割当値と、修正が必要な配賦エラーを区別でき
るようになります。

検証中、未割当の費用および収益にはフラグが設定されます。特定のステージおよび
交差における未割当値の集約は、メジャー・ディメンションの UnassignedCostメンバ
ーあるいは UnassignedRevenueメンバーとして報告されます。未割当値を確認して、
配賦する必要があるかどうかを判断してください。

例 1 - フロー停止
次の例では、ステージ Aからの値($100)が B1、B2および B3に配賦されます。
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B1および B2からの値はそれぞれ C1および C2に配賦されます; ただし、B3には割当はあり
ません。この例では、B3からの$50はメジャー・ディメンションの UnassignedCostまたは
UnassignedRevenueとして報告されます。

例 2 - 残余価額
次の例ではパーセンテージ・ドライバが使用されており、後続の割当に値を配賦したことに
より、元の交差に残余価額が残されます。
 

 
ステージ Aには$100あります。パーセンテージ・ドライバにより、ステージ Bの交差への配
賦は元の金額値の 80%になります。この割当の結果、元の金額の 20%、すなわち$20が未配
賦として残ります。この$20は IdleCostとして扱われます。
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アイドル能力
フル容量とは、すべてのモデル・リソースがタスクまたは割当を実行するために完全
に使用されている状態を意味します。
アイドル能力またはアイドル容量とは、モデル・リソースの一部が完全には使用され
ていない状態を示します。リソースを最大限に使用し、マシンのダウンタイムなどの
非効率をモニターするには、アイドル能力を追跡する必要があります。
アイドル能力の計算とレポート作成を行う機能を設定するには、ドライバを作成また
は変更するときに、「アイドルを許可」オプションを選択し、ドライバのデータの一部
としてドライバ合計量を入力します。
各ノードのアイドル費用および収益はメジャー・ディメンションの IdleCostおよび
IdleRevenueメンバーとして報告されます。
次のドライバのメジャーは実績基準ドライバのアイドル能力のみに関連します:

• IdleDriverValue - IdleCostの計算でドライバ値(DV)として使用されるメジャー。
• TotalDriverValue - ユーザーが入力したドライバ値に基づいて計算されるドライバ
合計量。これに基づいてアイドル費用が計算される。

• EffectiveTotalDriverValue - ソースで「アイドルを許可」ボックスが選択されている
ドライバの実効ドライバ合計値を保存するために使用されるメジャー。

アイドル能力はモデルの構造検証時に報告されます。未配賦の残余能力が検出された
場合、ドライバがアイドル能力を許可するように設定されていないと、エラーが発生
します。
標準基準ドライバはデフォルトでアイドル容量の計算が有効になっています。割り当
てられる費用または収益の合計が NetCostForAssignmentより小さい場合、その残りは
アイドル費用またはアイドル収益として保管されます。
標準基準ドライバのアイドル費用の例
ソース X - 3つの宛先(A、B、C)に割り当てられた 100の NetCostForAssignment

• 宛先 A - 30 CostReceived

• 宛先 B - 30 CostReceived

• 宛先 C - 30 CostReceived

ソース X - NetCostForAssignment = 100

Xからすべての宛先(CostAssigned)に移動された合計金額 = 90

IdleCost = 10

UnassignedCost = 0

アイドル費用はステージの貸借一致レポートで確認できます。ステージの貸借一致レ
ポートの生成を参照してください。
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オーバードライブ費用および収益
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、費用の移動先を制御する割当の組
合せと、移動する額を決定するドライバを使用して、ソースから宛先へ費用または収益を移
動します。
実績基準ドライバを使用すると、ソースからすべての宛先に移動される額は常に実績金額で
す。標準基準ドライバを使用すると、宛先に実績以上の金額を移動することが可能です。オ
ーバードライブ費用は超過した額であり、ソースからすべての宛先に移動された実績金額を
超えます。
オーバードライブ費用の例
ソース X - 3つの宛先(A、B、C)に割り当てられた 100の NetCostForAssignment

• 宛先 A - 35 CostReceived

• 宛先 B - 35 CostReceived

• 宛先 C - 35 CostReceived

ソース X - NetCostForAssignment = 100

Xからすべての宛先(CostAssigned)に移動された合計金額 = 105

OverdrivenCost = 5

UnassignedCost = 0

次のメジャーはオーバードライブ費用および収益に関連します:

• ステージ賃借一致レポートのメジャー
OverDrivenCost

OverDrivenRevenue

• 費用レイヤー配賦メジャー
OverDrivenCost

• 収益レイヤー配賦メジャー
OverDrivenRevenue

オーバードライブ費用または収益は、ステージの貸借一致レポートで確認できます。ステー
ジの貸借一致レポートの生成を参照してください。

モデル構造の検証
モデル構造を一度に 1ステージずつ検証して、すべての必須モデリング・ルールが適用され
ていることを確認する必要があります。
モデルをデプロイする前に、すべてのステージを検証する必要があります。
構造検証には、選択されたモデル・ステージに関する次の情報が表示されます:

• 「未使用のドライバ」には、使用されていない既存のドライバが表示されます。
• 「ステージ内割当」には、ソースと宛先が同一のステージ内にある割当が表示されます。
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• 「欠落している割当宛先」には、未割当の費用または収益が表示されます。
• 「欠落しているドライバ割当」には、有効なドライバが選択されていない割当が表
示されます。

• 「相互割当」には、選択されたステージ内の相互割当が表示されます。
• 「割当ルール」には、割当ルールに関連付けられたエラーが表示されます。
• 「ルールと明示」には、割当ルールと明示的割当の両方が同じソースにアタッチさ
れているモデル内のすべてのソースが表示されます。交差に許可されている割当
は 1つのタイプのみであるため、割当の 1つをそのソースから削除する必要があ
ります。

モデルを正しく計算するには、モデル構造に含まれるエラーをすべて修正する必要が
あります。唯一の例外は、未使用のドライバがありませんという警告で、モデル内の
未使用のドライバを使用して正常に計算を実行できる場合にも発生する可能性があり
ます。
モデル・ステージを検証するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「検証」、「モデル検証」の順に選択しま
す。
「モデル検証」画面が表示されます。
 

 

2. 検証するモデルの POVを選択し、「実行」  をクリックします。
3. 「レイヤー」から、検証プロセスを開始する費用レイヤーまたは収益レイヤーを選
択します。
検証が終了すると、画面が更新されて結果が表示されます。

4. オプション: 「未使用のドライバ」タブを選択すると、モデルに含まれる未割当の
ドライバを確認できるため、これらのドライバを割当に含めるかどうかを決定しま
す。
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標準 Profitabilityドライバの選択を参照し、ドライバを割り当てます。
5. 「ステージ内割当」タブで、選択したステージの割当を表示します。
ステージ内割当を変更する必要がある場合は、標準 Profitability割当の操作を参照してく
ださい。

6. オプション: 値は受信されるが値を送信する割当がない交差をすべて表示するには「欠落
している割当宛先」タブを選択します。定義により、送信の割当が必要でないステージの
みがモデルの最終ステージになれます。
各モデル・ステージに、ステージと割当タイプを選択する必要があります:

• 欠落している割当ルール宛先をすべて表示するには、「割当ルールの表示」を選択し
ます。

• 欠落している通常の割当の宛先をすべて表示するには、「通常の割当の表示」を選択
します。

プラン済および想定される未割当の費用または収益の例外がある場合、モデルを計算する
には、欠落している割当をすべて修正する必要があります。標準 Profitability割当の操作
を参照してください。

7. オプション: ドライバ割当が欠落しているすべての交差を表示するには、「欠落している
ドライバ割当」タブを選択します。
各モデル・ステージに、ステージと割当タイプを選択する必要があります。
モデルを正しく計算するには、欠落しているドライバ割当をすべて修正する必要がありま
す。標準 Profitabilityドライバの選択を参照してください。

8. オプション: 特定のステージに対する相互割当をすべて表示するには、「相互割当」タブ
を選択します:

a. 「ステージの選択」ドロップダウンから、相互割当を表示するモデルのステージを選
択します。リストで選択可能になっているのは、ステージ内割当の可能性があるとマ
ークされているステージのみです。

b. 表示する通常の割当を選択します。
ループに含まれる相互割当の数は相互の下に表示されます。相互ループの各部分に対す
るディメンションとメンバーの組合せは、操作順に表示されます。ステージ内割当を変更
する必要がある場合は、標準 Profitability割当の操作を参照してください。

ノート:

クローズドループ・サイクル列にその他の送信の割当がない相互割当、または
標準基準列に標準基準ドライバがある相互割当の横には、感嘆符(!)が表示され
ます。

9. オプション: 割当ルールのエラー・メッセージを表示するには、「割当ルール」タブで「検
証」をクリックします。
モデルを正しく計算するには、不適切な割当ルールをすべて修正する必要があります。エ
ラーを修正したら、「検証」をクリックして、割当ルールが適切であることを確認してく
ださい。

10. オプション: 「ルールと明示」タブを選択すると、割当ルールと明示的割当の両方がアタ
ッチされているモデル内のすべてのソースが表示されます。この場合、割当の 1つをソー
スから削除する必要があります。
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11. オプション: 「問合せ」タブを選択します。
ディメンションまたはディメンション・メンバーの名前が変更または削除された場
合、そのディメンションやディメンション・メンバーを参照している Smart View
問合せは無効になります。Smart View問合せの検証画面ですべての問合せを検証
し、無効な問合せに対してエラー・メッセージを表示します。

12. すべてのタブのすべてのエラーを修正後、エラーが検出されなくなるまで構造の検
証を繰り返します。

13. 検証の完了後、モデルを計算します。標準 Profitabilityモデルの計算を参照してく
ださい。

ステージの貸借一致レポートの生成
モデルを計算後、標準「ステージの貸借一致」レポートを使用して、未割当の費用を
計上するため、割り当てられている値と入力値の貸借を一致させることで、実績を検
証します。
費用データと収益データに対しては、別個にレポートを生成する必要があります。

ノート:

ステージの貸借一致レポートを生成するには、データベースをデプロイして
データをロードし、データベースを計算しておく必要があります。

アウトライン構造は、各ステージに関する次の情報を提供します:

• 入力 - 入力の貸借一致メジャーに関連付けられた値の合計
• 出力合計は、宛先ステージでのすべての出力メジャー値の合計です。この値は、受
入れ貸借一致のメジャーに関連付けられます。

• 下位の各ステージへ出力される金額
• 下位ステージへの出力の合計
• 未割当の費用または収益の合計
• アイドル費用または収益の合計
• 過剰な費用または収益
モデルの内容に応じて、次の一部またはすべてのデータ・タイプが各モデル・ステー
ジで使用できます:

表 A-11 ステージの貸借一致レポートで使用されるデータのソース

メジャーまたは式 Oracle Essbaseメジャー名 データのソース
直接入力(ユーザーにより入力された
費用または収益)

• CostInput
• RevenueInput

Essbase

Assg Input (割当済入力) • CostReceivedPriorStage
• RevenueReceivedPriorStage

Essbase

合計入力 = 直接入力 + 割当済入力 計算済
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表 A-11 (続き) ステージの貸借一致レポートで使用されるデータのソース

メジャーまたは式 Oracle Essbaseメジャー名 データのソース
割当済費用 CostAssignedPostStage

NetCostForAssignment
Essbase

各ステージを表す数値 CostReceivedPriorStageまたは
CostAssignedPostStage
これらの数値は、前のステージから選
択されたステージに割り当てられた
費用を表します。計算済の数値を
Assg Inputの数値と比較して、
Essbaseに不整合がないかをチェッ
クできます。

Essbase

合計出力 現在の行に含まれるすべてのステー
ジの SUM

計算済
アイドル • IdleCost

• IdleRevenue
Essbase

オーバードライブ • OverDrivenCost
• OverDrivenRevenue

Essbase

未割当(Essbase内) • UnassignedCost
• UnassignedRevenue

Essbase

未割当(Essbase内) = "合計入力" - "合計出力" - "アイド
ル"

計算済
計算済の値は、Essbaseからのデータ
と比較できます。

レポートを印刷するには、ブラウザ・メニューから「ファイル」、「印刷」の順に選択します。
ステージの貸借一致レポートを生成するには:

1. レポートを生成する前に、次のアプリケーションおよびサービスが実行されていることを
確認します:

• Oracle Hyperion Provider Services

• Oracle Hyperion Shared Services

• Essbase

ノート:

ステージの貸借一致レポートを生成するには、データベースをデプロイしてデ
ータをロードし、データベースを計算しておく必要があります。

2. オプション: 計算用データベースを使用してステージの貸借一致レポートを表示するに
は、レポートを生成する前に、計算用データベース(BSO)上でデフォルトの Calc Allを実
行します。

3. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「検証」、「ステージの貸借一致」の順に選択し
ます。
「ステージの貸借一致」画面が表示されます。

4. モデルの POVを選択し、「実行」  をクリックします。
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5. 「レイヤー」から、選択されているモデルの費用または収益レイヤーを選択します。
6. 「ソース・データベース」から、生成するレポートのタイプを選択します:

• レポート(ASOデータベースの結果) - 推奨
• 計算(BSOデータベースの結果) - 計算用データベース(BSO)を使用してステー
ジの貸借一致レポートを生成する前に、すべての計算およびデフォルトの計算
を実行および完了しておく必要があります。

7. 「実行」をクリックします。
レポートが生成されます。
 

 

8. レポートを確認し、次の 1つまたは複数の検証方法を使用して結果を確認します:

• 入力合計 - 出力合計 - アイドル = 未割当の値
• ステージに対するすべての配賦の合計 = 割当済入力
• 未割当の値の合計 + アイドル = 直接入力
• 事前定義の Smart View統合を「ステージの貸借一致」画面から起動すること
もできます。起動データ・ポイントは、「ステージの貸借一致」画面でハイパ
ーリンクとして表示され、あるステージから別のステージに提供された値が存
在します。入力または配賦データについて詳細にドリル・ダウンできます。た
とえば、配賦の実行後に未割当費用へドリルダウンしたり、または同じ実行で
使用された入力データを確認することができます。

ドライバ・データ・レポートの生成
データ・ドライバ・レポートは、モデルに入力されたドライバ・データのドキュメン
ト作成、確認および更新を行います。
ドライバ・データ・レポートを生成するには、データベースがデプロイされ、データ
がロードされている必要があります(データのロードはオプションです)。
費用データに対するレポートと収益データに対するレポートは、別個に実行する必要
があります。修正が必要な場合は、Oracle Hyperion Profitability and Cost Management
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でモデル構造を変更するか、Oracle Essbaseまたは Microsoft Excelで直接データを編集でき
ます。
ドライバ・データ・レポートの実行時には、ログ・ファイルが自動的に生成され、エラーお
よび警告がすべて記録されます。ログ・ファイル(validationReport.txt)は、Profitability and
Cost Managementアプリケーション・サーバーを実行しているユーザーのホーム・ディレク
トリに保存されます。
ドライバ・データ・レポートを生成するには:

1. レポートを生成する前に、次のアプリケーションおよびサービスが実行されていることを
確認します:

• Oracle Hyperion Provider Services

• Oracle Hyperion Shared Services

• Essbase

ノート:

レポートを生成するには、データベースがデプロイされ、データがロードされ
ている必要がありますが、計算されている必要はありません。ドライバ・デー
タ・レポートを生成するには、データベースがデプロイされ、データがロード
されている必要があります(データのロードはオプションです)。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「検証」、「ドライバ・データ・レポート」の順
に選択します。
「ドライバ・データ・レポート」画面が表示されます。
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3. 選択されているモデルの POVを選択し、「実行」  をクリックします。
4. 「レイヤー」から、費用レイヤーまたは収益レイヤーを選択します。
5. 「ソース・ステージ」から、レポートのソース・ステージを選択します。
6. 「宛先ステージ」から、レポートの宛先ステージを選択します。
7. 「ドライバ」から、データを検証するドライバを選択します。
必要に応じて、セレクタ  をクリックし、「ドライバの選択」ダイアログ・ボ
ックスからドライバを選択します。

8. オプション: 欠落データのみを選択すると、欠落した、または不完全なドライバ・
データが含まれる配賦のみをレポートできます。

ノート:

このオプションを選択しない場合は、すべての配賦がレポートに生成さ
れます。

9. レポートに含める割当のタイプを選択します:

• 割当ルール
• 通常の割当

10.「生成」をクリックし、選択したレポートを生成します。
レポートの生成中は、「生成」ボタンが使用不可能になります。レポートが完了す
ると、確認メッセージが表示されます。レポートの場所(validationReport.txtフ
ァイルが作成される場所)までのパスと概算のファイル・サイズが示されます。

11.「OK」をクリックし、メッセージを閉じます。
12. validationReport.txtファイルに移動し、レポートを確認します。
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13. 生成されたレポートを編集して、欠落した、または不完全なデータのすべてに対応しま
す。
レポートはテキスト・フォーマットで直接編集でき、結果を Essbaseにインポートでき
ます。
また、ドライバ・データを Microsoft Excelに貼り付けて編集し、元のレポート・ファイ
ルに戻したうえで Essbaseにインポートできます。

14. オプション: レポートを印刷するには、テキスト・ファイル・メニューから「ファイル」、
「印刷」の順に選択します。

標準 Profitabilityモデルの計算
次も参照:

• 標準 Profitabilityモデルの計算について
モデルの構造とデータを検証した後、データベースをデプロイしてモデルを計算する必要
があります。

• データベースの管理
モデルの構造とデータを検証した後、Reportingと Calculationの両方のデータベースをデ
プロイして、メタデータ・アウトラインを作成する必要があります。

• 計算の管理
データベースをデプロイした後、モデルを計算できます。Oracle Hyperion Profitability
and Cost Managementでは、2通りの計算が実行されます
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• 計算(Calc)スクリプト
計算スクリプトは、モデルに必要なすべての計算が詳述されており、モデルごとに
生成する必要があります。

• 直接配賦データの計算
「計算の管理」画面の「配賦」タブは、ソース交差と宛先交差の直接割当の結果を
計算するために使用します。

• データの転送
レポート用データベースをデプロイ後、1つまたは複数の POVについて、計算し
た配賦データをレポート用データベースに転送します。

• 系統データ
相互に直接割り当てられているのではなく間接的関係を持つソース交差と宛先交
差の配賦の詳細が、系統データで計算されます。

• 系統における複数のステージのコントリビューション・パスの計算
系統を計算する際、複数のステージの組合せによるコントリビューションを分析す
るためのデータを生成できます。

標準 Profitabilityモデルの計算について
モデルの構造とデータを検証した後、データベースをデプロイしてモデルを計算する
必要があります。
標準 Profitabilityモデルの場合、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementで
は、2通りの計算が実行されます。
• 直接配賦では、ソースおよび宛先交差の直接割当の結果を計算します。
• 系統では、相互の直接割当ではなく、間接的な関係を持つソースと宛先の交差の配
賦詳細を計算します。

系統には直接配賦データが必要であるため、直接配賦データを最初に計算する必要が
あります。
操作は画面で直接実行することも、都合のよい日時をスケジュールすることもできま
す。

注意:

モデルを計算する前に、費用、収益およびドライバ・データが Oracle Essbase
にロードされていることを確認します; これらがロードされていない場合、計
算スクリプトは空のデータ・セットを使用して実行されます。

データベースの管理
モデルの構造とデータを検証した後、Reportingと Calculationの両方のデータベース
をデプロイして、メタデータ・アウトラインを作成する必要があります。
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ノート:

メタデータを変更したときは必ず、アプリケーションを再デプロイする必要があり
ます。再デプロイした後は、メタデータの同期を維持するために Oracle Essbaseを
デプロイしてください。

次の手順を使用してデータベースをデプロイします:

• 計算データベースのデプロイ
• レポート・データベースのデプロイ

計算データベースのデプロイ
「計算用データベース」タブのオプションは、計算用データベースにのみ適用されます。計算
用データベースは、Oracle Essbaseのブロック・ストレージ・オプション(BSO)を使用して
作成され、メタデータ・アウトラインが作成されます。

ノート:

• 汎用ディメンションが動的階層タイプに関連付けられていると、レポート・キ
ューブのデプロイメントが失敗します。ASOキューブでは、属性ディメンショ
ンを動的汎用ディメンションに関連付けることはできません。

• データまたはアーティファクトをインポートする前に、Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceおよび Essbaseにデータの
バックアップを作成することをお薦めします。支援が必要な場合は、管理者に
お問い合せください。

データベースを最初にデプロイメントする際、「データベースの置換」オプションを選択し
て、完全なデータベースを作成する必要があります。最初のデプロイメントの後、計算用デ
ータベースの再デプロイメントが必要になったときには、既存のアーティファクトおよびプ
ロパティ設定を新しいデータベースに保持またはリストアするデプロイメント・オプション
を選択できます。
次のアーティファクトを保持できます:

• Essbaseデータ
• システム生成およびユーザー作成の計算スクリプト
• レポート・スクリプト
• 代替変数
• ルール・ファイル
• セキュリティ・フィルタ
• データベース設定
計算データベースの場合のみ、データは次のいずれかのフォーマットでエクスポートされま
す。
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• ディメンション・メンバー数が 1,000未満である密ディメンションが少なくとも 1
つある場合、データは列フォーマットでエクスポートされ、ルール・ファイルが生
成されます。ルール・ファイルは、新しいアウトラインの作成後に生成されます。
このルール・ファイルは、Essbaseのデータ・フォーマットを指定します。このフ
ァイルは、エクスポートされたデータが置かれた Essbaseデータベース・アプリ
ケーション・フォルダと同じフォルダにあります。ファイル名の形式は次のとおり
です。
RMMddxxx.rul または RMMddxxx.txt
ここで、MMは現在の月、ddは現在の日、xxxは生成される一意の識別子です。拡
張子が.rulのファイルにはルール・ファイルが含まれ、拡張子が.txtのファイル
にはデータ・ファイルが含まれます。

• ディメンション・メンバー数が 1,000未満である密ディメンションがない場合、デ
ータはフラット・ファイルでエクスポートされます。

再デプロイの前にシステムがディメンションを分析し、使用するエクスポート・オプ
ションをアドバイスするメッセージが生成されます。デプロイメントで発生したすべ
てのエラーが hpcm.logに報告されます。
計算用データベースをデプロイするには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「計算」、「データベースの管理」の順に
選択します。
「データベースの管理」画面の「計算用データベース」タブが表示されます。
 

 

2. 「Essbase情報」の下で、次の情報を確認します:

• 「クラスタ」には、モデルを含む Essbaseデータベース・サーバーの名前が表
示されます。

• 「計算用アプリケーション」には、デプロイされるアプリケーションの名前が
表示されます。
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• 「計算用データベース」には、アプリケーションがデプロイされる Essbaseデータベ
ースの名前が表示されます。

3. 「デプロイ・オプション」の下で、計算用データベースのデプロイのための「データベー
ス・オプション」を選択します:

• データベースの初回デプロイメント時には、すべての選択がグレー表示されます。こ
のオプションにより、データベース全体が初めて作成されます。

• 既存のデータベースを再デプロイする場合、「データベースの更新」を選択すると、
既存のアーティファクトおよびプロパティ設定が新しいデータベースに保持され、最
新のメタデータを反映してアウトラインが変更されます。

• それ以降のデプロイメントでは、「データベースの置換」を選択してデータベースと
アプリケーションを完全に削除し、再作成します。

4. 「デプロイメント・オプション」の下で、計算用データベースのデプロイメントで使用す
る「データ・オプション」を選択します:

• 「デプロイ前にデータをアーカイブ」を選択すると、既存のデータがアプリケーショ
ン・データベース・フォルダにエクスポートされます。計算用データベースでは、レ
ベル 0のデータのみがエクスポートされます。メンバーの数が 1,000より少ない密
ディメンションの場合にのみ、データは列フォーマットでエクスポートされ、密ディ
メンションでない場合はネイティブ・フォーマットでエクスポートされます。

• 「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」を選択すると、以前にエクスポー
トしたデータ・ファイルを使用して、データは自動的に Essbaseにインポートされ
ます。新しいアウトラインの作成時にデータが列フォーマットでエクスポートされ
た場合は、ルール・ファイルが生成されます。
このオプションは、追加または削除されるディメンションがない場合にのみ使用でき
ます。ディメンションの追加または削除は、Profitabilityアプリケーション・コンソー
ルで行うことも、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでステージを追
加、削除または変更することで行うこともできます。
ディメンション・メンバーの削除後は、キューブを Essbaseに再デプロイしてデー
タを保持するための「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」オプションは
必ず機能するわけではなく、Essbaseにおいてこれらの削除済メンバーをどのように
処理できるかに応じて異なります。回避策として、「デプロイ後にデータをアーカイ
ブしてリロード」オプションを選択せずに、すべてのデータをエクスポートして削除
済メンバーのデータを削除してから、キューブのデプロイ後に別のステップでデータ
をリロードする必要がある可能性があります。

• オプション: 「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」を選択している場合、
「リロード後にデータ・アーカイブを削除」を選択すると、データが正常にリロード
された後にのみ、アーカイブ・データが自動的に削除されます。

5. オプション: 計算キューブの最終デプロイメントで、以前のデプロイメントの日時を確認
します。

6. オプション: - 「後でデプロイメント」をクリックし、デプロイメントを実行する都合の
よい日時をスケジュールします。タスクフローのスケジューリングを参照してください。
タスクの作成時にこのオプションが選択されていない場合、そのタスクはスケジュールで
きなくなります。

7. オプション: 「今すぐデプロイ」をクリックし、ただちに計算用データベースをデプロイ
します。
ジョブが開始されたこと、および割り当てられたタスクフロー IDを示す確認メッセージ
が表示されます。
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この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能性がありま
す。

8. 標準 Profitabilityのジョブ・ステータスのモニタリングの説明に従って、「ステータ
ス」ページでタスクフロー IDを使用してデプロイメントの進行状況をモニターし
ます。

9. 「データベースの置換」オプションを選択している場合、またはデータ・インポー
トがなんらかの理由により失敗した場合は、デプロイメントの終了後、空のデー
タ・セットに対して計算が実行されることがないように、Essbaseデータベースか
らデータをロードします。
入力レベルの費用、収益およびドライバ・データは、次の 2つの方法でロードでき
ます:

• データの入力ウィンドウの「配賦の管理」を使用して、アプリケーションに直
接データをロードします。ドライバ・データの編集を参照してください。

• Essbaseのデータ・ロード方法を使用して、Essbaseにデータをロードしま
す。Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してください。

10. モデルの計算を行います。
直接配賦データの計算を参照してください。

レポート・データベースのデプロイ
レポート用データベースは、Oracle Essbase集約ストレージ・オプション(ASO)を使
用して作成します。すべての計算は、データベース・アウトラインを介して実行され
ます; 計算スクリプトは必要ありません。このオプションにより、取得時間が短縮さ
れ、拡張性が増します。
レポート用データベースを作成すると、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementモデルのディメンション情報を使用して集約ストレージ・オプションが
生成されます。
デプロイメントで発生したすべてのエラーが hpcm.logに報告されます。
計算用データベースをデプロイするには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「計算」、「データベースの管理」の順に
選択します。
「データベースの管理」画面の「計算用データベース」タブが表示されます。

2. 「レポート用データベース」タブを選択します。
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3. 「Essbase情報」の下で、次の情報を確認します:

• 「Essbaseサーバー」には、モデルを含む Essbaseデータベース・サーバーの名前が
表示されます。

• 「レポート用アプリケーション」には、デプロイされるアプリケーションの名前が表
示されます。

• 「レポート用アプリケーション」には、アプリケーションがデプロイされる Essbase
データベースの名前が表示されます。

4. 「デプロイ・オプション」の下で、計算用データベースのデプロイのための「データベー
ス・オプション」を選択します:

• データベースの初回デプロイメント時には、すべての選択がグレー表示されます。こ
のオプションにより、データベース全体が初めて作成されます。

• 既存のデータベースを再デプロイする場合、「データベースの更新」を選択すると、
既存のアーティファクトおよびプロパティ設定が新しいデータベースに保持され、最
新のメタデータを反映してアウトラインが変更されます。

• それ以降のデプロイメントでは、「データベースの置換」を選択してデータベースと
アプリケーションを完全に削除し、再作成します。

5. 「デプロイメント・オプション」の下で、レポート用データベースのデプロイメントで使
用する「データ・オプション」を選択します:

• 「デプロイ前にデータをアーカイブ」を選択すると、既存のデータがアプリケーショ
ン・データベース・フォルダにエクスポートされます。レポート用データベースで
は、レベル 0のデータのみがエクスポートされます。レポート用データベースでは、
データは常にネイティブ・フォーマットでエクスポートされます。

• デプロイ前にデータをアーカイブしてデプロイ後にリロードを選択すると、以前にエ
クスポートしたデータ・ファイルを使用して、データは自動的に Essbaseにインポ
ートされます。レポート用データベースでは、ルール・ファイルは生成されません。
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このオプションは、追加または削除されるディメンションがない場合にのみ使
用できます。ディメンションの追加または削除は、Profitabilityアプリケーショ
ン・コンソールで行うことも、Profitability and Cost Managementでステージ
を追加、削除または変更することで行うこともできます。
ディメンション・メンバーの削除後は、キューブを Essbaseに再デプロイし
てデータを保持するための「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」
オプションは必ず機能するわけではなく、Essbaseにおいてこれらの削除済メ
ンバーをどのように処理できるかに応じて異なります。回避策として、「デプ
ロイ後にデータをアーカイブしてリロード」オプションを選択せずに、すべて
のデータをエクスポートして削除済メンバーのデータを削除してから、キュー
ブのデプロイ後に別のステップでデータをリロードする必要がある可能性が
あります。

• オプション: 「デプロイ後にデータをアーカイブしてリロード」を選択してい
る場合、「リロード後にデータ・アーカイブを削除」を選択すると、データが
正常にリロードされた後にのみ、アーカイブ・データが自動的に削除されま
す。

6. オプション: レポート・キューブの最終デプロイメントで、以前のデプロイメント
の日時を確認します。

7. オプション: 「後でデプロイメント」をクリックし、デプロイメントを実行する日
時をスケジュールします。タスクフローのスケジューリングを参照してください。
タスクの作成時にこのオプションが選択されていない場合、そのタスクはスケジュ
ールできなくなります。

8. オプション: 「今すぐデプロイ」をクリックし、ただちにレポート用データベース
をデプロイします。
ジョブが開始されたこと、および割り当てられたタスクフロー IDを示す確認メッ
セージが表示されます。
この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能性がありま
す。

9. 標準 Profitabilityのジョブ・ステータスのモニタリングで説明されているように、
タスクフロー IDを使用してデプロイメントの進行状況をモニターします。

計算の管理
データベースをデプロイした後、モデルを計算できます。Oracle Hyperion Profitability
and Cost Managementでは、2通りの計算が実行されます
• 直接配賦では、ソースおよび宛先交差の直接割当の結果を計算します。
• 系統では、相互の直接割当ではなく、間接的な関係を持つソースと宛先の交差の配
賦詳細を計算します。

系統には直接配賦データが必要であるため、直接配賦データを最初に計算する必要が
あります。
操作は画面で直接実行することも、都合のよい日時をスケジュールすることもできま
す。
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注意:

モデルを計算する前に、費用、収益およびドライバ・データが Oracle Essbaseにロ
ードされていることを確認します; これらがロードされていない場合、計算スクリプ
トは空のデータ・セットを使用して実行されます。

次の手順を使用して計算を管理します:

• 計算(Calc)スクリプト
• 直接配賦データの計算
• データの転送
• 系統データ
• 系統における複数のステージのコントリビューション・パスの計算

計算(Calc)スクリプト
計算スクリプトは、モデルに必要なすべての計算が詳述されており、モデルごとに生成する
必要があります。
費用、収益またはドライバ・データしか変更していない場合は、計算スクリプトを同じモデ
ルに対して複数回使用できます。その他のモデル情報が変更された場合にスクリプトを再使
用するには、新しい計算内容を反映するようスクリプトを再生成する必要があります。
計算スクリプトは、構成された Oracle Essbaseサーバーが実行中であるマシン上
の$ARBORPATH/app/<アプリケーション名>/<データベース名>ディレクトリに直接生成されます。
管理者は、必要に応じて Essbaseコンソールで計算スクリプトを表示できます。

直接配賦データの計算
「計算の管理」画面の「配賦」タブは、ソース交差と宛先交差の直接割当の結果を計算するた
めに使用します。
各レベルの結果は、その次のレベルの計算および結果に影響します。
このオプションから、計算スクリプトを生成して実行するステージを選択できます。選択し
た計算スクリプトが廃止されている場合は、警告メッセージが表示され、計算スクリプトを
再生成する必要があります。
直接配賦データを計算するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「計算」、「計算の管理」の順に選択します。
「計算の管理」画面の「配賦」タブが表示されます。
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2. 選択したステージに実行するアクションを選択します:

• 「計算済のクリア」は前の計算済データを削除します
• 「すべてクリア」は既存のデータを削除します
• 「生成」は計算スクリプトを生成します
• 「計算」はデータを計算します

3. オプション: 計算データベースおよびレポート用データベースの最終デプロイメ
ント日時を確認できます。

4. オプション: 計算の終了後に、費用と収益の両方のデータを自動的にレポート用デ
ータベースに転送するには、「計算後にデータを転送」を選択します。ステージの
貸借一致レポートを表示する場合や、検証レポートを生成する場合は、計算済デー
タを ASOレポート・データベースに転送する必要があります。

5. 次のいずれかのタスクを実行します:

• 「後で実行」をクリックすると、計算スクリプトのデプロイ、計算の実行、ま
たはデータのクリアを行う日付および時刻をスケジュールできます。タスク
フローのスケジューリングを参照してください

ノート:

タスクの作成時にこのオプションが選択されていない場合、そのタス
クはスケジュールできなくなります。

• 「今すぐ実行」をクリックすると、ただちに計算スクリプトのデプロイ、計算
の実行、またはデータのクリアを行うことができます。確認メッセージに、ジ
ョブが開始されたことが示され、割り当てられたタスクフロー IDが特定され
ます。
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注意:

この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能性があ
ります。

6. 標準 Profitabilityのジョブ・ステータスのモニタリングで説明されているように、タスク
フロー IDを使用してデプロイメントの進行状況をモニターします。

7. 計算用データベースの計算後、データの転送の説明に従って、データをレポート用データ
ベースに転送します。

データの転送
レポート用データベースをデプロイ後、1つまたは複数の POVについて、計算した配賦デー
タをレポート用データベースに転送します。
配賦および系統など、すべてのレベル 0データが、転送されます。

ノート:

レポート用データベースにデータを転送するには、事前に計算用データベースを計
算しておく必要があります。

データをレポート用データベースに転送するには:

1. 「タスク領域」から、「計算」、次に「計算の管理」を選択します。
「計算の管理」画面が表示されます。

2. データを転送する POVおよびレイヤーを選択します。
3. 「データの転送」タブを選択し、計算したデータをレポート用データベースにコピーしま
す。
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4. 次のいずれかのタスクを実行します:

• 「後で転送」をクリックし、転送を実行する日時をスケジュールします。タス
クフローのスケジューリングを参照してください。

• 「今すぐ転送」をクリックし、ただちに転送を実行します。

注意:

この操作は、モデルのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可能
性があります。

5. データ転送が完了後、Web Analysis、Financial Reporting、Microsoft Excelなどの
レポート作成および分析ツールを使用し、レポートを作成して結果を表示します。
標準 Profitabilityモデルのレポートの実行についてを参照してください。

系統データ
相互に直接割り当てられているのではなく間接的関係を持つソース交差と宛先交差の
配賦の詳細が、系統データで計算されます。
このため、あるレベルの結果が次のレベルの結果に影響しない場合がありますが、下
位のいずれかの交差には必ず影響します。費用レイヤーと収益レイヤーの両方に対し
て、系統を計算できます。
たとえば、次のダイアグラムでは、モデルのステージ 1における人事および製造部門
の結果は、ステージ 3のバイク・トレーラの費用に影響します。
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系統における複数のステージのコントリビューション・パス
の計算

系統を計算する際、複数のステージの組合せによるコントリビューションを分析するための
データを生成できます。
この機能によって、あるステージの値が以降のステージの結果に与える影響の確認が可能に
なり、それらの値が通過する中間ステージを把握できるようになります。
系統データは複数のパスに対して計算されます。計算を実行する際のレイヤーの選択に応じ
て、費用または収益のどちらかが 1回の実行で計算されます。1回の系統計算で両方のレイヤ
ーを実行することはできません。
系統の計算の実行後、すべてのステージ選択のデータは保存され、後から画面に戻ったとき
に最後のステージ選択の組合せを表示できます。新しい系統の計算を実行すると、前に計算
したすべての系統データは消去され、新しい結果に置き換えられます。
複数のステージによるコントリビューションをトレースするには :

1. オプション: 「タスク領域」で、「モデルの管理」、「ステージ」の順に選択して有効なス
テージの名前および番号を表示します。

2. 「タスク領域」から、「計算」、「計算の管理」の順に選択します。
3. 「系統」タブを選択します。
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4. 「追加」  をクリックして、コントリビューション・パスの追加ダイアログ・ボ
ックスを表示します。
 

 

5. 必要なコントリビューション・パスのステージ番号をハイフンで区切ってテキス
ト・ボックスに入力し、「OK」をクリックします。
コントリビューション・レポートに含めるためにステージを選択する際は、次の制
限が適用されます:

• 少なくとも 2つのステージを入力する必要があります。
• 有効なステージ番号を昇順にハイフンで区切って入力する必要があります。
たとえば、"1-3-5"や"2-4"のようになります。

• 各ステージ番号は、コントリビューション・パスに 1度のみ入力します。
• 系統計算に選択された最初のステージと最後のステージの間に少なくとも 1
つのステージが必要です。たとえば、"2-3"は無効な選択になります。

コントリビューション・パスが「系統」タブの「選択」に一覧表示されます。
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ノート:

系統の最終計算の日付が表示されます。その計算のデータは保存され、次回の
系統の計算まで参照できます。

6. 計算を実行するオプションを選択します:

• 都合のよい時間にタスクが実行されるようスケジュールする場合は、「後で実行」を
クリックします。タスクフローのスケジューリングを参照してください。

• ただちに操作を実行する場合は、「今すぐ実行」をクリックします。
計算を最適化し、複数のパスが同時に計算されるようにするため、すべての計算が一度に
実行されます。

7. 「はい」をクリックします。
ジョブが開始したこととタスクフロー IDを示す情報メッセージが表示されます。

8. タスクフロー IDをノートにとり、「OK」をクリックします。
9. 「タスク領域」から、「ジョブのステータス」、「検索タスク」の順に選択してタスクの進行
状況をモニターします。

10. タスクフローが完了したら、Essbaseデータベースで結果を確認します。
11. 選択したレポート・ツールでコントリビューション・レポートを作成して、計算結果を表
示します。

標準 Profitabilityのジョブ・ステータスのモニタリング
次も参照:

• ジョブ・ライブラリ
「ジョブ・ライブラリ」には、標準 Profitabilityアプリケーションのすべてのモデルおよび
すべてのユーザーに対して現在発行されている、またはスケジュールされているジョブが
リストされます。

• タスクフローの管理
タスクフローを使用すると、ビジネス・プロセスの全体または一部を自動化できます。

• タスクフロー情報の表示
「タスクフローのリスト(サマリー)」には、選択されているアプリケーションの既存のタ
スクフローと各タスクフローの基本的な詳細が表示されます。

• タスクフロー・ステータスの表示
「タスクフロー・ステータス(サマリー)」画面では、既存のタスクフローのステータスを
表示または更新できます。

• タスクの詳細の表示
「タスクの詳細」オプションを使用すると、既存のタスクフローの詳細を表示できます。

• タスクフローのスケジューリング
1回かぎりまたは繰返し発生するタスクフローの実行をスケジュールできます。
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ジョブ・ライブラリ
「ジョブ・ライブラリ」には、標準 Profitabilityアプリケーションのすべてのモデルおよ
びすべてのユーザーに対して現在発行されている、またはスケジュールされているジ
ョブがリストされます。
「ジョブ・ライブラリ」の列をクリックして、「開始日」と「時間」、「アプリケーショ
ン名」、「ジョブ・タイプ」、「コメント」、「ユーザー」、「タスク・フロー ID」、「ステー
タス・メッセージ」を基準にしてジョブをソートします。再度クリックすると、逆順
でソートします。

ジョブ・ライブラリ・ジョブ・タイプ
処理できるジョブには 6つのタイプがあり、ジョブ・ライブラリでの「ジョブの詳細」
情報は、ジョブ・タイプに応じて変化します:

• 配賦計算 - 標準
– ジョブの詳細: 計算が設定されたときに選択された処理オプション、カスタ
ム・スクリプト、モデル POVおよびデータ POV。

– ジョブの終了: ジョブが終了する日時
– ODLタスク ID

計算の管理を参照してください。
• POVのコピー

– ジョブの詳細: 計算が設定されたときに選択されたソースおよびターゲット
POVと、「構成のコピー」

– ジョブの終了: ジョブが終了する日時
– ODLタスク ID

標準 Profitability POVのコピーを参照してください。
• キューブ・デプロイメント

– ジョブの詳細: Oracle Essbaseアプリケーション、データベース・オプション
およびデータ・オプションの名前

– ジョブの終了: ジョブが終了する日時
– ODLタスク ID

• 系統の計算
– ジョブの詳細: 選択した POV

– ステージ: 系統のステージ、たとえば、1-3-5、1-5など
– ジョブの終了: ジョブが終了する日時
– ODLタスク ID

• ステージング表のインポート
– ジョブの詳細: インポートの構成
– JDBC接続
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– インポートの「ステージング表の選択」
– ジョブの終了: ジョブが終了する日時
– ODLタスク ID

標準 Profitabilityデータおよびアーティファクトのインポートおよび Oracle Hyperion
Profitability and Cost Management管理者ガイドの標準 Profitabilityのインポート・ステー
ジング表に関する項を参照してください。

• データの転送
– ジョブの詳細: 選択した POV

– ジョブの終了: ジョブが終了する日時
– ODLタスク ID

ジョブ・ライブラリの表示
ジョブ・ライブラリを表示するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceで、「ナビゲート」、「ア
プリケーション」、「Profitability」の順に選択し、ジョブが発行されている対象のアプリ
ケーションを選択します。

2. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「ジョブ・ステータス」、「ジョブ・ライブラ
リ」の順に選択します。

3. 「ジョブ・リスト」には、各ジョブの情報が表示されます。
• 「開始日時」には、ジョブが発行された、または実行をスケジュールされた日付と時
刻が実行されます。

• 「アプリケーション」には、タスクが実行されているアプリケーションの名前が表示
されます。

• 「ジョブ・タイプ」には、実行されるタスクのタイプが表示されます。ジョブ・ライ
ブラリ・ジョブ・タイプを参照してください

• 「コメント」には、初期実行、バルク編集、ドライバの追加など特定のジョブに関し
てユーザーが入力したノートや詳細が表示されます。コメントはタスクの発行時に
入力されます。

• 「ユーザー」には、処理するタスクを発行した個人のユーザー IDが示されます。
• 「タスク・フロー ID」は、特定のタスクに対してシステム生成されるタスクの IDで、

<application name>:<task name><generated taskflow number>.というフォーマット
です。
たとえば、生成されるタスクフロー番号は、
Demo04_RunCalcs_D20111103T183447_fbeのように表示されます。この場合、
Demo04がアプリケーション名、RunCalcsがタスク、D20111103T183447_fbeが生
成されたタスクフローのインスタンス IDです。詳細 Profitabilityタスクフローの管
理を参照してください。

• 「ステータス」には、「実行中」、「成功」または「失敗」などの、タスクフローの現在
のステータスに関するメッセージが表示されます。

• エラー
• 警告
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4. オプション: 「ジョブの詳細」の下で、ハイライトされたジョブの実行に使用され
るジョブ・オプションを確認します。詳細のフォーマットは、ハイライトされてい
るジョブ・タイプに応じて異なります。「処理のオプション」、「カスタム・スクリ
プト」、「POVオプション」は、該当する場合に表示されます。
詳細は、ジョブ・ライブラリ・ジョブ・タイプを参照してください。

5. オプション: ジョブを検索するには、各列の下部にある「検索」テキスト・ボック
スにテキストを入力して検索します。検索機能の使用を参照してください。

6. 「ジョブの終了」の下で、ハイライトされたタスクが完了した日時を確認します。
7. 「ODLタスク ID」の下で、ハイライトされたジョブの IDを確認すると、エラーや
警告メッセージを hpcm.logで探しやすくなります。
hpcm.logファイルで、「検索」と「ODLタスク ID」を使用して、選択したジョブ
のロギング詳細テキストの開始を探します。ログ・エントリーの開始を見つけた
ら、下方向に検索して、ファイルで"ERROR"を探します。

8. オプション: 必要に応じて、「ジョブの停止」をクリックして、「実行中」ステータ
スのハイライトされたタスクを終了します。

注意:

ボタンを押した後でタスクフローがすぐに停止する場合は、データの状
態が一貫するように、結果に影響するアクティビティに追加の時間が必
要なことがあります。

EPM Workspaceタスクフローを使用する詳細な手順は、『Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceユーザー・ガイド』を参照して
ください。

タスクフローの管理
タスクフローを使用すると、ビジネス・プロセスの全体または一部を自動化できます。
タスクは、一連のプロシージャ・ルールに従って、特定のタスクフロー参加者から別
の参加者に渡されます。Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、次
のような場合にタスクフローが作成されます。
• ステージング表がインポートされている
• POVデータがコピーされている
• 計算データベースがデプロイされている
• レポート・データベースがデプロイされている
• 計算スクリプトおよび系統スクリプトが生成されて実行された場合
• データが計算用データベースからレポート・データベースに転送されている
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ノート:

タスクフローは、モデルのコンテンツまたは構造を検証するときには使用できませ
ん。

タスクフロー IDは各タスクに対して自動的に生成されます。タスクを実行するたびに、新し
いタスク IDが生成されます。タスクフローには、1つまたは複数のステップが含まれます。
各タスクフロー・ステップは、Profitability and Cost Managementでの 1つのアクションを表
します。
• ワンステップのタスクフローは、1つのアクション(Oracle Essbaseデータベースの生成
など)を実行します。

• マルチステップのタスクフローは、複数のアクション(計算スクリプトの生成または実行
処理など)を実行します。
図 1に、6つの手順のあるマルチステップ・タスクフローの例を示します。
– スクリプトを作成する 3つのステップ(「C」で始まるステップ)

– スクリプトを実行する 3つのステップ(「E」で始まるステップ)

ノート:

タスクフロー・ステップ番号は、ステージのシーケンスではなくタスクのシ
ーケンスを表しています。

図 A-3 マルチステップのタスクフロー例
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タスクフローを開始すると、タスクフロー・ステップが作成され、タスクフロー ID (例:
wf-1201275329264)が割り当てられます。IDにより、タスクフローの進行状況をモニ
ターできます。タスクフロー・インスタンスを開始するたびに、新しいタスクフロー
IDが作成されます。タスクフローは、中断または再開すると、常にステップ 1から開
始されます。
各タスクフロー・ステップは、最初のステップから順に実行されます。1つのステップ
の結果が生成されると、次のステップが開始されます。タスクフローのすべてのステ
ップが実行されたときに初めてステータスが完了となります。
「ジョブのステータス」オプションを使用して、タスクフローのステータスおよび詳細
を表示したり、1回かぎりまたは繰返し発生するタスクフローの実行をスケジュールで
きます。
「ジョブ・プロセス」モニタリング・オプションにアクセスするには、次の条件を満た
している必要があります:

• Profitability and Cost Managementが外部認証および Oracle Hyperion Shared
Services機能を使用するように構成されている必要があります。『Oracle
Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成ガイド』を
参照してください。

• タスクフロー操作を実行するには、タスクフローのユーザーに次の Shared
Services役割のいずれかを割り当てる必要があります。
– タスク・フローの管理 - ユーザーにタスクフローの作成および編集を許可しま
す。

– タスクフローの実行 - ユーザーにタスクフローの実行および表示のみを許可
します。この役割を割り当てられたユーザーは、タスクフローの作成や編集を
行うことはできません。

ノート:

Shared Servicesのどちらの役割もグローバル・ユーザーの役割です。こ
れらの役割を割り当てられたユーザーは、任意のアプリケーションや製
品のタスクフローを変更または実行できます。Oracle Enterprise
Performance Management Systemユーザー・セキュリティ管理ガイドを
参照してください。

• 「ジョブのステータス」オプションで詳細を表示するには、計算スクリプトおよび
モデルの計算または生成によってタスクフローが作成されている必要がありま
す。標準 Profitabilityモデルの計算を参照してください。

注意:

各タスクフロー画面でステップおよびリンクを追加または削除して、新しい
タスクフローを作成することもできますが、Profitability and Cost
Managementタスクフローは変更しないことをお薦めします。他の製品に
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceタスクフ
ローを使用する方法の詳細は、『Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Workspaceユーザー・ガイド』を参照してください。
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タスクフローをモニターおよびスケジュールするには、次の手順を使用します。
• タスクフロー情報の表示
• タスクフロー・ステータスの表示
• タスクの詳細の表示
• タスクフローのスケジューリング

タスクフロー情報の表示
「タスクフローのリスト(サマリー)」には、選択されているアプリケーションの既存のタスク
フローと各タスクフローの基本的な詳細が表示されます。
タスクフロー情報を表示するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「ジョブ・ステータス」、「タスク・フローの管
理」の順に選択します。
「タスクフローのリスト(サマリー)」画面が表示されます。
要約には、選択されているアプリケーションに存在する各タスクフローについて、次の情
報が表示されます。
• 「アプリケーション」には、アプリケーション名が表示されます。
• 「タスクフロー」には、生成されたタスクフロー番号が表示されます。
たとえば、HPM_ImportStaging_382728be43623bc2という生成されたタスクフロ
ー番号が表示された場合、HPMは製品名、ImportStagingはタスク、
382728be43623bc2は生成されたアプリケーション・インスタンス IDを表します。

• 「作成者」には、タスクフローを作成したユーザーの IDが表示されます。
• 「説明」には、タスクの簡単な説明が表示されます。
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2. オプション: タスクフローの横にあるラジオ・ボタンをクリックし、「タスクフロ
ーのスケジュール」をクリックすると、タスクの実行をより都合のよい時間または
日付にスケジュールできます。

3. 「タスクフローのリスト(サマリー)」画面を使用して、タスクフローの削除、タス
クフローの実行のスケジュールなど、様々なアクションを実行します。Oracle
Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceタスクフローを使用す
る詳細な手順は、『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Workspaceユーザー・ガイド』を参照してください。

タスクフロー・ステータスの表示
「タスクフロー・ステータス(サマリー)」画面では、既存のタスクフローのステータス
を表示または更新できます。
指定したステータスまたは日付範囲のタスクフローが表示されるように、タスクフロ
ー・リストをフィルタすることもできます。
生成されるタスクフロー・ステップごとに、参加者 IDが生成されます。関連する参加
者の要約の詳細を表示するには、個々のタスクフローをドリルダウンします。
タスクフロー・ステータスを表示するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「ジョブ・ステータス」、「プロセスの検
索」の順に選択します。
「タスクフロー・ステータス(サマリー)」画面が表示されます。
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2. 表示するタスクフローを検索するための検索条件を 1つまたは複数選択します。
a. 「ステータス」で、表示するタスクフローのステータスを選択します。

• アクティブ
• 完了
• 停止済
• すべて

b. 「アプリケーション」で、アプリケーション IDを選択します。
c. 「タスクフロー」で、タスクフロー IDを選択します。
d. 「開始期間」で、「カレンダ」  をクリックし、検索範囲の開始日と終了日を選択
します。

ノート:

必要に応じ、すべての検索フィールドを空白のままにしてすべてのタスクフ
ローを表示するか、検索条件をできるかぎり具体的にして結果を絞り込みま
す。

3. 「検索」をクリックします。
検索結果は、画面の下部に表示されます:

• ID (これは、タスクフローに自動的に生成された参加者 IDです。)
• アプリケーション ID

• タスクフロー ID

• タスクフローの開始者
• タスクフローが実行を開始した時間

付録 A
標準 Profitabilityのジョブ・ステータスのモニタリング

A-155



• タスクフローの現在のステータス
• タスクフローの説明

4. オプション: 「リフレッシュ」をクリックし、ステータス情報を更新します。
5. オプション: マルチステップ・タスクフローの現在実行中のステップを終了するに
は、適切なタスクフローの横にあるチェック・ボックスを選択し、「停止」をクリ
ックします。
選択したステップの結果がアプリケーションから戻されると、タスクフローは停止
します。それまでのステップの結果が破棄されることはありません。ただし、タス
クフローを再実行すると、最初のステップから開始されます。

6. オプション: タスクフローとそのステータスの詳細を表示するには、タスクフロー
名をダブルクリックします。
「タスクフロー参加者(サマリー)」が表示され、タスクの詳細およびステータスが
示されます。

7. 「取消」をクリックし、「タスクフロー・ステータス(サマリー)」に戻ります。

タスクの詳細の表示
「タスクの詳細」オプションを使用すると、既存のタスクフローの詳細を表示できま
す。
タスクを実行するたびに、新しいタスク IDが生成されます。
タスクの詳細を表示するには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「ジョブ・ステータス」、「タスクの検
索」の順に選択します。
「マイ・タスク」画面が表示されます。
 

 

2. 表示するタスクフローを検索するための検索条件を 1つまたは複数選択します。
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a. 「ステータス」で、「新規」、「アクティブ」、「完了」、「すべて」などのステータスを選
択します。

b. 「アプリケーション」で、アプリケーション IDを選択します。
c. 「タスクフロー」で、生成されたタスクフロー IDを選択します。

ノート:

必要に応じ、すべての検索フィールドを空白のままにしてすべてのタスクフ
ローを表示するか、検索条件をできるかぎり具体的にして結果を絞り込みま
す。

3. 「検索」をクリックします。
検索結果が表示されます。

4. オプション: 右向きまたは左向きの矢印を使用して、結果をスクロールします。現在のペ
ージ番号と合計ページ数が表示されます。

5. オプション: 「リフレッシュ」をクリックし、ステータス情報を更新します。
6. タスクフローを選択し、「ステータスの表示」をクリックします。
「タスクフロー参加者(サマリー)」が表示され、ジョブの詳細および、タスクフロー内で
選択されているステップの現在のステータスが示されます。

7. 「取消」をクリックし、「ジョブ・ステータス」画面に戻ります。

タスクフローのスケジューリング
1回かぎりまたは繰返し発生するタスクフローの実行をスケジュールできます。

ノート:

タスクフローをスケジュールするには、タスクを作成するときに「後で実行」オプ
ションを選択しておく必要があります。

タスクフローをスケジュールするには:

1. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「ジョブ・ステータス」、「タスク・フローの管
理」の順に選択します。
「タスクフローのリスト(サマリー)」画面が表示されます。要約には、既存の各タスクフ
ローに関する次の情報が表示されます。
• <製品名>:<アプリケーション ID>というフォーマットのアプリケーション名。例:

HPM:382728be43623bc2。ここで、HPMが製品名、382728be43623bc2が生成され
たアプリケーション・インスタンス IDです。

• 生成されたタスクフロー番号
• タスクフローを作成したユーザーの ID

• タスクフローの目的の説明
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ノート:

タスクを実行するたびに、新しいタスク IDが生成されます。

 

 

2. タスクの作成時に「後で実行」オプションを選択したタスクフローを選択します。
3. タスクフローのスケジュールをクリックします。
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4. 「開始イベント」の下で「スケジュール済イベント」を選択します。
「サーバーの日付」が表示されます。

5. 「開始日」で、「カレンダ」  をクリックしてタスクフローをスケジュールする日付を
選択します。

6. 「開始時刻」で、ドロップダウン・リストを使用し、タスクフローの開始をスケジュール
する時刻を選択します。
時間および分を選択し、午前または午後のいずれかを選択する必要があります。

7. オプション: ジョブを繰返し実行するようにスケジュールするには:

a. 「繰返し」を選択します。
b. 「繰返しの設定」で、「毎月」または「毎週」などの頻度を選択します。
c. 繰返しの設定を選択し、次の例に示すように必要な変数を入力します:

• xか月ごとの x日
• xか月ごとの第 x x曜日

8. オプション: タスクフローを、手動で取り消されるか削除されるまで実行するようにスケ
ジュールするには、「終了日なし」.を選択します。

9. オプション: タスクフローを指定した回数実行するようにスケジュールするには、「終了
条件 x回」を選択します。テキスト・ボックスにジョブを実行する回数を入力します。

ノート:

このオプションは、「毎日」または「毎週」の「繰返し」スケジュールが選択さ
れている場合にのみ使用できます。

10. オプション: 指定した日付までタスクフローを実行するには、「終了日」を選択し、最後
に実行する日時を選択します。
a. 「終了日」で、「カレンダ」  をクリックし、日付を選択します。

ノート:

「カレンダ」は、「終了日」オプションを選択している場合に表示されます。

b. 「終了時間」で、最後に実行する時刻を選択します。時間および分を選択し、午前ま
たは午後のいずれかを選択する必要があります。

11.「保存」をクリックして、スケジュールしたジョブを保存します。
タスクフローがスケジュールどおりに実行されます。
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標準 Profitabilityレポートの実行
次も参照:

• 標準 Profitabilityモデルのレポートの実行について
モデルを評価するための内部レポートがあります; たとえば、「ステージの貸借一
致」画面やデータ入力ビューです。

• Essbaseアウトラインおよびレポート作成
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementモデルに作成された Oracle
Essbaseアウトラインには、各ステージのデータを保存する専用のディメンション
があります。

• ステージ・データのレポート作成
レポートを生成し、個々のモデル・ステージの詳細を調べることができます。

• 直接配賦のレポート作成
直接配賦とは、ソースと宛先の交差が割当によって直接リンクされている配賦のこ
とです。

• 配賦系統のレポート作成
配賦系統レポートでは、対応付けられた割当は存在しないが間接的な関係を持つソ
ースと宛先の交差の配賦詳細を計算します。

• 標準 Profitabilityシステム・レポートの実行
標準 Profitabilityモデルの計算後に、いくつかのシステム・レポートを実行できま
す。

• Smart Viewを使用したレポート作成
Oracle Smart View for Officeは、Oracle Essbaseなどのデータ・ソースに対して、
Microsoft Officeインタフェースを提供します。

標準 Profitabilityモデルのレポートの実行について
モデルを評価するための内部レポートがあります; たとえば、「ステージの貸借一致」
画面やデータ入力ビューです。
計算後に、システム・レポートを実行することもできます。この他に、「問合せの管
理」画面を使用して、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementで作成され
た計算またはレポート・キューブに対して実行する Oracle Smart View for Office問合
せを作成および管理できます。問合せ管理画面から問合せを実行すると、問合せの結
果を含む Smart Viewが起動されます。詳細は、後続の項で説明します。
他の Oracleレポート・ツールまたはサードパーティのレポート・ツールを使用して、
Oracle Essbaseキューブについてレポートを作成し、計算結果を表示することもでき
ます。
• Oracle Hyperion Web Analysis

• Oracle Hyperion Financial Reporting

• Smart Viewは単独で使用して Essbaseキューブのレポートを作成することも、
「問合せの管理」画面から問合せのコンテキストで起動することもできます

これらのレポート・ツールを使用することで、必要な情報を希望どおりに表示するレ
ポートを生成できます。この項の手順では、レポートの構築に必要なステップについ
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て説明します。レポートの作成および実行方法の詳細は、使用するレポート・ツールのサポ
ート・ドキュメントを参照してください。
次の項を参照してください:

• Essbaseアウトラインおよびレポート作成
• ステージ・データのレポート作成
• 直接配賦のレポート作成
• 配賦系統のレポート作成
• Smart Viewを使用したレポート作成

Essbaseアウトラインおよびレポート作成
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementモデルに作成された Oracle Essbaseア
ウトラインには、各ステージのデータを保存する専用のディメンションがあります。
ステージは Essbaseアウトライン内には存在しませんが、モデル内のディメンションおよび
メンバーを整理するのに使用されます。Profitability and Cost Managementでステージを作
成すると、ディメンションが属するステージを識別するための接頭辞が定義され、アウトラ
インに表示されます。
 

 
前述の図に示された Essbaseアウトラインの例には、次の特性があります:

1. AllocationTypeは、DirectAllocationまたは GenealogyAllocationデータを識別します
2. メジャー・ディメンションは、モデルで使用されているメジャーを示します。
3. 少なくとも 1つの POVディメンションが選択可能です。
4. ステージ接頭辞によって、ディメンションが属するステージが示されます。
5. _intra接尾辞によって、ステージ内割当で使用されるディメンションが識別されます。
6. モデルからのビジネス・ディメンション。
Essbaseアウトラインのディメンションを使用し、必要に応じて様々なレベルの詳細および
情報を含むレポートを作成します。レポートに含めるディメンションは選択可能です。ただ
し、通常、次のディメンションは必須です:
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• AllocationTypeディメンション - レポートに DirectAllocationまたは
GenealogyDataのどちらを含めるかを指定します。

• POVディメンション
• メジャー・ディメンション
• ビジネス・ディメンション
• 属性ディメンション
ステージ内配賦を許可するステージの場合、ディメンションがステージ内配賦の一部
であることがわかるように、Essbaseによって_intra接尾辞が付けられます。たとえ
ば、ステージ・ディメンションが OPS_Productsおよび OPS_Activitiesである場合、
ステージ内配賦の宛先データは OPS_Departments_intraおよび OPS_Activities_intra
というディメンションに保存されます。

注意:

すべての Essbaseアウトラインで、すべてのディメンションの名前が一意で
あることを確認してください; 一意でない場合は、アウトラインの作成が失敗
します。たとえば、属性ディメンション・メンバーに標準のディメンション
と同じ名前を付けることはできません。

ステージ・データのレポート作成
レポートを生成し、個々のモデル・ステージの詳細を調べることができます。
ステージ・データ・レポートの選択例
 

 
前述のレポート例は、ステージ・データ・レポートを作成するためのディメンション
のレイアウトを示しています:

1. DirectAllocationに設定された AllocationType

2. 他のステージのディメンションはすべて NoMemberに設定されています。
3. ステージ・ディメンション
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ステージ・データのレポートを作成するには:

1. 標準 Profitabilityモデルの計算の説明に従って、モデルの Oracle Essbaseキューブを生成
および計算します。

2. レポート作成アプリケーションから、Essbaseキューブに接続します。
3. ディメンションを必要な構成にドラッグ・アンド・ドロップします。たとえば、ソース・
ステージ交差を行に、宛先ステージ交差を列に、またはその逆に配置することができま
す。

4. ソース・ステージの各ディメンションからメンバーを選択し、レポートを作成するソース
交差を定義します。

5. 宛先ステージの各ディメンションからメンバーを選択し、レポートを作成する宛先交差を
定義します。

6. AllocationTypeディメンションから、DirectAllocationを選択します。
7. 各 POVディメンションからメンバーを選択します。
8. メジャー・ディメンションから、レポートを作成するメジャーを選択します。
9. その他すべてのディメンションについては、NoMemberを選択します。
10. レポート作成アプリケーションの説明書を参照し、レポートの作成を実行します。

直接配賦のレポート作成
直接配賦とは、ソースと宛先の交差が割当によって直接リンクされている配賦のことです。
直接配賦レポートの選択例
 

 
前述のレポート例は、直接配賦データ・レポートを作成するために使用するディメンション
のレイアウトを示しています:

1. DirectAllocationに設定された AllocationType

2. 他のステージのディメンションはすべて NoMemberに設定されています。
3. ソースのステージ交差
4. 宛先のステージ交差
直接配賦レポートを作成するには:
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1. 標準 Profitabilityモデルの計算の説明に従って、モデルの Oracle Essbaseキューブ
を生成および計算します。

2. レポート作成アプリケーションから、Essbaseキューブに接続します。
3. 「ソース・ステージ」で、レポートを作成する各ディメンションからメンバーを選
択します。

4. 「宛先ステージ」で、レポートを作成する各ディメンションからメンバーを選択し
ます。

ノート:

ステージ内配賦が存在する場合は、_intraという接尾辞を付けたディメ
ンションを使用して、宛先交差を指定します。

5. AllocationTypeディメンションから、DirectAllocationを選択します。
6. 各 POVディメンションからメンバーを選択します。
7. メジャー・ディメンションから、レポートを作成するメジャーを選択します。
8. その他すべてのディメンションについては、NoMemberを選択します。
9. レポート作成アプリケーションの説明書を参照し、レポートの作成を実行します。

配賦系統のレポート作成
配賦系統レポートでは、対応付けられた割当は存在しないが間接的な関係を持つソー
スと宛先の交差の配賦詳細を計算します。
配賦系統レポートの選択例
 

 
前述のレポート例は、配賦系統レポートを作成するために使用するディメンションの
レイアウトを示しています:

1. IndirectAllocationに設定された AllocationType

2. 他のステージのディメンションはすべて NoMemberに設定されています
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3. 開始点の交差
4. 終了点の交差
配賦系統のレポートを作成するには:

1. 標準 Profitabilityモデルの計算の説明に従って、モデルの Oracle Essbaseキューブを生成
および計算します。

2. レポート作成アプリケーションから、Essbaseキューブに接続します。
3. 「ソース・ステージ」で、開始点であるステージの各ディメンションからメンバーを選択
します。

4. 「宛先ステージ」で、終了点であるステージの各ディメンションからメンバーを選択しま
す。

ノート:

ステージ内配賦が存在する場合は、_intraという接尾辞を付けたディメンショ
ンを使用して、宛先交差を指定します。

5. AllocationTypeディメンションから、GenealogyAllocationを選択します。
6. メジャー・ディメンションから、レポートを作成するメジャーを選択します。
7. 各 POVディメンションからメンバーを選択します。
8. 開始点ステージと終了点ステージの間にあるステージのディメンションを含め、その他す
べてのディメンションについては、NoMemberを選択します。

9. レポート作成アプリケーションの説明書を参照し、レポートの作成を実行します。

標準 Profitabilityシステム・レポートの実行
標準 Profitabilityモデルの計算後に、いくつかのシステム・レポートを実行できます。
• 系統統計 — 統計には、ソースと宛先の交差が間接的な関係を持つ系統計算についての、
系統サブパス別の開始時間、終了時間、経過時間および実際のセルの数が含まれます

• ディメンション統計 — 現在のアプリケーションの各ディメンションについて、ディメン
ション・メンバーの数、レベル 0メンバーの数、階層レベルの数

• 実行統計 — 選択した配賦計算 - 標準ジョブについて収集されたランタイム統計(ジョブ
の終了後)

標準 Profitabilityシステム・レポートを生成するには:

1. 開いている標準 Profitabilityモデルの「レポート」タスク領域で「システム・レポート」
を選択します。

2. 「システム・レポート」画面で、それぞれの設定について次のいずれかを選択します。
• レポート名 — 「系統統計」、「ディメンション統計」、「実行統計」
• 出力タイプ — PDF (Adobe PostScript)、Microsoft EXCEL、Microsoft WORD、XML
または HTML

3. 「系統統計」および「実行統計」レポートの「ジョブ・ライブラリ」タスク領域から「ジ
ョブ ID」を入力します。
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ノート:

「ディメンション統計」レポートでは「ジョブ ID」またはその他のパラメ
ータ情報は必要ありません。

4. 「実行」をクリックします。
5. レポートを開くか保存するかを指定します。
レポートの例を確認するには、次の項を参照してください。
• 図 1

• 図 1

• 図 1

標準 Profitability系統統計レポートの例
「系統統計」レポートには、ソースと宛先の交差が間接的な関係を持つ系統計算のラン
タイム統計が示されます。統計には、開始時間、終了時間、経過時間、更新されたセ
ルが系統サブパス別に表示されます(図 1と同様)。

図 A-4 標準 Profitabilityの「系統統計」レポートの例

標準 Profitabilityディメンション統計レポートの例
「ディメンション統計」レポートは、現在のアプリケーションの各ディメンションにつ
いて、ディメンション・メンバーの数、レベル 0メンバーの数、階層レベルの数を示
します。表示される値は数学的に可能な組合せであり、すべてが使用されるわけでは
ありません(図 1と同様)。
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図 A-5 標準 Profitabilityの「ディメンション統計」レポートの例

標準 Profitability実行統計レポートの例
「実行統計」レポートは、選択した配賦計算 - 標準ジョブ・タイプについて収集されたランタ
イム統計をジョブの終了後に示します(図 1と同様)。

図 A-6 標準 Profitabilityの「実行統計」レポートの例
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Smart Viewを使用したレポート作成
Oracle Smart View for Officeは、Oracle Essbaseなどのデータ・ソースに対して、
Microsoft Officeインタフェースを提供します。
Smart Viewをインストールすると、Office製品のツールバーに Hyperionメニューが表
示されます。この Hyperionメニューにより、Excel、Wordまたは PowerPointから
Essbaseに接続したり、Smart Viewの機能にアクセスできます。生成したレポート
は、グリッド、チャートまたはスクロール可能な表として表示できます。
次の手順は、レポート作成プロセスの概要になります。Smart Viewを設定および使用
して結果を表示する方法の詳細は Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドを
参照してください。
Smart View for Officeを使用してレポートを作成するには:

1. 標準 Profitabilityモデルの計算の説明に従って、モデルの Essbaseキューブを生成
および計算します

2. Microsoft Excelを開きます。
3. Smart Viewで、「Hyperion」、「接続マネージャ」の順に選択し、Essbaseデータ
ベースに接続します。Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドを参照して
ください。

4. Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドの説明に従って、レポートを作成
します。

標準 Profitabilityでの Smart View問合せの管理
Oracle Smart View for Office統合は、データ管理に関するヘルプを提供し、配賦データ
の診断を実行し、配賦データと系統データの両方の分析を可能にするために、標準
Profitabilityモデルでのみ使用可能です。さらに、Smart View統合では、ステージ賃借
一致から起動できる、コンテキスト依存の調査ツールが用意されています。
Smart View問合せではユーザーは Oracle Hyperion Profitability and Cost Management
データのビューへすばやくアクセスできます。問合せは計算用データベースまたはレ
ポート用データベースのいずれに対しても定義でき、Smart Viewを起動した後は、グ
リッドを分析用に使用できます。データの入力も計算用データベースに対して実行で
きます。
「問合せの管理」画面を使用すると、問合せのタイプを選択した後、グリッドと Smart
View POVを使用して問合せを見直すことができます。問合せは保存して再利用、また
は他の Profitability and Cost Managementのユーザーによりクローニングできます。
問合せは、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイ
クル管理を使用してエクスポートおよび再インポートすることもできます。
デフォルトの問合せは選択した問合せタイプに応じて異なるビューを提供します。各
問合せでは選択したタイプに対し選択を追加できます。たとえば、ドライバ・メジャ
ーの問合せタイプでは、ドライバの場所(「ソース」、「割当」、「宛先」)と、ディメンショ
ン・レイアウトおよびメンバーの選択画面に表示されるディメンションのデフォルト
を完了するためのステージの組合せを指定することがユーザーに求められます。
事前定義の Smart View統合を「ステージの貸借一致」画面から起動することもできま
す。起動データ・ポイントは、「ステージの貸借一致」画面でハイパーリンクとして表
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示され、あるステージから別のステージに提供された値が存在します。入力または配賦デー
タについて詳細にドリル・ダウンできます。たとえば、配賦の実行後に未割当費用へドリル
ダウンしたり、または同じ実行で使用された入力データを確認することができます。
任意のディメンションまたはディメンション・メンバーの名前が変更または削除された場合、
それらのディメンションを参照している Smart View問合せは無効になります。Smart View
問合せの検証画面ですべての問合せを検証し、無効な問合せがあればエラー・メッセージを
表示します。
標準アプリケーションの Smart View問合せは、メンバー名に&記号が含まれるディメンショ
ン・メンバーを参照すると、検証エラーで失敗します。
管理者またはパワー・ユーザーとしてプロビジョニングされたユーザーのみが、問合せを作
成、編集、コピー、または削除できます。管理者、パワー・ユーザー、対話型ユーザーがア
プリケーションから問合せを起動できます。

カスタム問合せの作成
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでカスタム問合せを作成できます。
問合せを作成するには:

1. 問合せを作成する前に、次の製品がインストールおよび構成され、実行していることを確
認します。
• Oracle Hyperion Provider Services

• Oracle Hyperion Shared Services

• Oracle Essbase

• Microsoft Excelがクライアント・マシンに Oracle Smart View for Officeとともにイン
ストールされている

2. 「タスク領域」から、「レポート」、「問合せの管理」の順に選択します。
「問合せの管理」画面が表示され、ユーザーが管理者またはパワー・ユーザーとしてプロ
ビジョニングされている全アプリケーションに対するすべての既存の問合せが表示され
ます。
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3. 問合せウィザードを開くには、「追加」  をクリックします。
 

 

4. ステップ 1: 「問合せ」オプションで、新しい問合せの情報を次のように入力しま
す。
• 問合せの「名前」
• オプション: 問合せの「説明」
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• ドロップダウン・リストから問合せに使用する「アプリケーション」を選択します
• ドロップダウン・リストから問合せに使用する「データベース」を選択します。

– 計算(BSO)

– レポート(ASO)

• オプション: Smart Viewの「問合せ」メイン画面で問合せの並べ替えに使用する記述
的な「検索タグ」を入力します。

5. 「タイプ」で、作成する問合せのタイプを選択します。
• ドライバ・メジャー
• ステージ・メジャー
• コントリビューション
• カスタム
選択したタイプに応じて、追加の問合せオプションがその選択を反映して変更されます。
表 1を参照してください。

6. 選択したタイプに基づいて「問合せオプション」を選択します。
表 A-12 「問合せタイプ」オプション

選択した問合せタイプ タイプ 問合せオプション
ドライバ・メジャー 割当 ソース・ステージと宛先ステー

ジを選択します。
ドライバ・メジャー ソース ソース・ステージを選択します。
ドライバ・メジャー 宛先 宛先ステージを選択します。
ドライバ・メジャー グローバル N/A
ステージ・メジャー 問合せに使用するステージを選

択します。
コントリビューション 直接配賦 ソース・ステージと宛先ステー

ジを選択します。
コントリビューション 系統 コントリビューション・パスを

選択します(たとえば 1-3-5)。
カスタム 必要に応じて選択します。デフ

ォルトは必要ありません。
7. オプション: 必要に応じて、「Smart Viewオプション」で「#Missingの抑制」を選択し
て、Smart Viewの最初の問合せに対するデータの抑制オプションを設定します。
• 「#Missingの抑制」を選択した場合は、Smart Viewのオプションは、すべての問合
せではなく、最初の問合せの実行に対してのみ設定されます。後続のデータへのドリ
ルのオプションを設定するには、Smart Viewのオプションを手動で設定します。

• 問合せ定義で「#Missingの抑制」を選択すると、問合せの実行時にキューブ・ビュ
ー operation.nullを実行できませんというエラーが返されます。このオプションの選
択を解除した場合、問合せが実行され、データが欠落したデータ行とともに表示され
ます。

8. オプション: 「Smart Viewオプション」で「ディメンション別名の使用」を選択して、
問合せ内のすべてのディメンションに割り当てられた別名を表示します。

9. 「次」をクリックします。
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ステップ 2 - ディメンション・レイアウトが表示されます。
 

 

10. 各「ディメンション」に対し、「ディメンション」の下で、ドロップダウン・リス
トを使用して画面のディメンション位置列のディメンションの配置に対する「位
置」を選択します。
• POV

• 行
• 列
デフォルトでは、アプリケーション・アウトラインのすべてのディメンションが表
示され、作成している問合せのタイプに適したデフォルトに選択が設定されます。
たとえば、特定のステージに対するステージ・メジャーを選択すると、そのステー
ジのディメンションが「行」セクションに表示され、最初の階層の最上位のメンバ
ーが各ステージ・ディメンションに対して事前に選択されます。他のステージ・デ
ィメンションは「Smart View POV」セクションに配置され、各ステージから
「NoMember」メンバーが選択されます。

11. オプション: 「Smart View POV」セクションのディメンション位置で、上矢印お
よび下矢印を使用して、問合せのハイライトされているディメンションの位置を変
更します。

12. オプション: 「行」セクションのディメンション位置で、上矢印および下矢印を使
用して、問合せのハイライトされているディメンションの位置を変更します。

13. オプション: 「列」セクションのディメンション位置で、上矢印および下矢印を使
用して、問合せのハイライトされているディメンションの位置を変更します。

14.「次」をクリックします。

付録 A
標準 Profitabilityでの Smart View問合せの管理

A-172



ステップ 3 -「メンバー選択」が表示されます。「Smart View POV」、「行」および「列」
のすべてのディメンションが「ディメンション・レイアウト」画面で定義された順序で表
示されます。矢印を使用して、リスト内を上下にスクロールします。
 

 

15.「ディメンション・メンバーの選択」で、「追加」矢印  を使用して、問合せに含める
ディメンション・メンバーを「選択済ディメンション・メンバー」列に移動します。
代替階層および NoMemberメンバーを含む、すべてのディメンション・メンバーがリス
トに表示されます。レベルに制限がないため、代替階層、共有または基本メンバー、任意
のメンバーを選択できます。
[Ctrl]キーを使用して複数のディメンションを選択するか、[Shift]キーを使用して、範囲内
の最初と最後のメンバーを選択します。

16.「完了」をクリックします。
新しい問合せが「問合せの管理」画面に追加されます。

ノート:

問合せを実行する前に、データベースをデプロイする必要があります。問合せ
を実行する前にデータベースを計算する必要がない場合でも、計算されていな
いと結果が欠落します。
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カスタム問合せの編集
カスタム問合せを編集できます。
問合せを編集するには:

1. 「タスク領域」から、「レポート」、「問合せの管理」の順に選択します。
「問合せの管理」画面が表示され、ユーザーが管理者またはパワー・ユーザーとし
てプロビジョニングされている全アプリケーションに対するすべての既存の問合
せが表示されます。

2. 問合せウィザードを開くには、「問合せの編集」ボタン  をクリックします。
 

 

3. ステップ 1: 「問合せオプション」で、次のフィールドを変更して問合せを変更し
ます。
• 問合せの「名前」
• オプション: 問合せの「説明」
• ドロップダウン・リストから問合せに使用する別の「データベース」を選択し
ます。
– 計算(BSO)

– レポート(ASO)

• オプション: Smart Viewの「問合せ」メイン画面で問合せの並べ替えに使用す
る記述的な「検索タグ」を入力します。
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ノート:

「問合せタイプ」または「問合せオプション」は変更できません。タイプを
変更するには、新しい問合せを作成します。

4. オプション: 必要に応じて、「Smart Viewオプション」で「#Missingの抑制」を選択し
て、Oracle Smart View for Officeの最初の問合せに対するデータの抑制オプションを設定
します。
• 「#Missingの抑制」を選択した場合は、Smart Viewのオプションは、すべての問合
せではなく、最初の問合せの実行に対してのみ設定されます。後続のデータへのドリ
ルのオプションを設定するには、Smart Viewのオプションを手動で設定します。

• 問合せ定義で「#Missingの抑制」を選択すると、問合せの実行時にキューブ・ビュ
ー operation.nullを実行できませんというエラーが返されます。このオプションの選
択を解除した場合、問合せが実行され、データが欠落したデータ行とともに表示され
ます。

5. オプション: 必要に応じて、「Smart Viewオプション」で、「ディメンション別名の使用」
を選択して、問合せ内のすべてのディメンションに割り当てられた別名を表示します。

6. 「次」をクリックします。
ステップ 2 -「ディメンション・レイアウト」画面が表示されます。
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7. 各「ディメンション」に対し、「ディメンション」の下で、ドロップダウン・リス
トを使用して画面のディメンション位置列のディメンションの配置に対する「位
置」を選択します。
• Smart View POV

• 行
• 列
デフォルトでは、アプリケーション・アウトラインのすべてのディメンションが表
示され、作成している問合せのタイプに適したデフォルトに選択が設定されます。
たとえば、特定のステージに対するステージ・メジャーを選択すると、そのステー
ジのディメンションが「行」セクションに表示され、最初の階層の最上位のメンバ
ーが各ステージ・ディメンションに対して事前に選択されます。他のステージ・デ
ィメンションは「Smart View POV」セクションに配置され、各ステージから
「NoMember」メンバーが選択されます。

8. オプション: 「Smart View POV」セクションの「ディメンション位置」で、上矢
印および下矢印を使用して、問合せのハイライトされているディメンションの位置
を調整します。

9. オプション: 「行」セクションの「ディメンション位置」で、上矢印および下矢印
を使用して、問合せのハイライトされているディメンションの位置を調整します。

10. オプション: 「列」セクションの「ディメンション位置」で、上矢印および下矢印
を使用して、問合せのハイライトされているディメンションの位置を調整します。

11.「次」をクリックします。
ステップ 3 -「メンバー選択」が表示されます。「Smart View POV」、「行」および
「列」のすべてのディメンションが「ディメンション・レイアウト」画面で定義さ
れた順序で表示されます。矢印を使用して、リスト内を上下にスクロールします。
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12.「ディメンション・メンバーの選択」で、「追加」矢印  を使用して、問合せに含める
ディメンション・メンバーを「選択済ディメンション・メンバー」列に移動します。
代替階層および NoMemberメンバーを含む、すべてのディメンション・メンバーがリス
トに表示されます。レベルに制限がないため、代替階層、共有または基本メンバー、任意
のメンバーを選択できます。
[Ctrl]キーを使用して複数のディメンションを選択するか、[Shift]キーを使用して、範囲内
の最初と最後のメンバーを選択します。

13.「完了」をクリックします。
変更された問合せが保存され、「問合せの管理」画面で使用可能になります。

Smart View問合せの複製
Oracle Smart View for Office問合せを複製できます。
Smart View問合せを複製するには:

1. 「タスク領域」から、「レポート」、「問合せの管理」の順に選択します。
「問合せの管理」画面が表示され、ユーザーが管理者またはパワー・ユーザーとしてプロ
ビジョニングされている全アプリケーションに対するすべての既存の問合せが表示され
ます。

2. 問合せの複製ボタン  をクリックします。
Smart View問合せの複製の作成ダイアログ・ボックスが表示されます。
 

 

3. 新しい問合せの名前を入力し、「OK」をクリックします。
新しい問合せが保存され、「問合せの管理」画面のリストに追加されます。

Smart View問合せの削除
カスタム Oracle Smart View for Office問合せを削除できます。
Smart View問合せを削除するには:

1. 他のユーザーがこの問合せを必要としていないことを確認します。
2. 「タスク領域」から、「レポート」、「問合せの管理」の順に選択します。
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「問合せの管理」画面が表示され、ユーザーが管理者またはパワー・ユーザーとし
てプロビジョニングされている全アプリケーションに対するすべての既存の問合
せが表示されます。

3. 「問合せリスト」から削除する問合せを選択し、「削除」ボタンをクリックします

選択したクエリーの削除を確認するメッセージが表示されます。
4. 「はい」をクリックします。
選択したクエリーが「クエリーの管理」画面から削除されます。

「ステージの貸借一致」画面からの問合せの実行
事前定義済の問合せ統合を「ステージの貸借一致」画面から起動することもできます。
起動データ・ポイントは、「ステージの貸借一致」画面でハイパーリンクとして表示さ
れます。列内のハイパーリンクは、あるステージから別のステージに提供された値を
示します。
ハイパーリンクをクリックすると、即座に分析機能にアクセスして、計算を分析し、
領域に修復が必要かどうか、情報の矛盾や欠落の詳細を公開する必要があるかどうか
を判断します。
問合せに表示されるデータは常にレポート用データベースを開きます。
「ステージの貸借一致」画面を使用して問合せにアクセスするには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceで、「ナビゲー
ト」、「アプリケーション」、「Profitability」の順に選択し、問合せが作成されてい
る対象のアプリケーションを選択します。

2. 問合せを実行する前にデータベースをデプロイします。
問合せを実行する前にデータベースを計算する必要はありません。ただし、一部の
結果が欠落することを認識しておく必要があります。

3. 開いているモデルで、「タスク領域」から、「検証」、「ステージの貸借一致」の順に
選択します。
「ステージの貸借一致」画面が表示されます。

4. POVとレイヤーを選択し、「起動」ボタンをクリックします。
選択した POVの「ステージの貸借一致」レポートが表示され、アクティブなリン
クがハイライト表示されます。デフォルトでは、次のハイパーリンクを使用できま
す。
• 直接入力
• アイドル
• オーバードライブ
• 未割当の列
追加の列にもハイパーリンクが含まれている場合があります。列内のハイパーリ
ンクは、あるステージから別のステージに提供された値を示します。あるステージ
から別のステージへのコントリビューションが存在しない場合は、交差が空です。
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5. ハイパーリンクをクリックすると、現在選択している POVの Oracle Essbaseの交差部
に対する結果が表示されます。
結果には、選択したメンバーのすべての交差部に対する、デフォルトのハイパーリンク
(CostReceivedPriorStageなど)の合計が表示されます。結果はレポート用データベース
から取得されるので、すべての値は自動的に集約されます。
 

 

6. オプション: 現在の POVを変更するには、POV_Linked_Viewペインで、現在の POVに
対してリストされたディメンションの横にある下向き矢印をクリックし、省略符号(...)を
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クリックして、「メンバー・セレクタ」を開きます。変更するメンバーを選択し、
「リフレッシュ」をクリックして、POV変更をアクティブ化します。

7. 問合せの結果を確認します。
8. オプション: 特定の交差を表示するには、「Essbase」タブの「ズーム」コマンドを
使用して、特定の交差までドリルダウンするか戻ります。

ノート:

「問合せの管理」から Oracle Smart View for Officeを起動すると、接続は拒否
されましたおよびWeb起動操作が取り消されましたなどのエラーが発生す
る可能性があります。SSLを使用した管理元帳からの問合せの管理の起動を
サポートするには、Oracle Enterprise Performance Management Systemセ
キュリティ構成ガイドで説明している Oracle Enterprise Performance
Management Systemの完全な SSLデプロイメントをお薦めします。OHS
サーバーで SSLを終了する場合、OHS構成ファイル内に追加構成が必要と
なる可能性があります。
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